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本書をお誘みになる前に 

本書の表記 


本書の内容は2010年4月現在のものです。お問い合わせ先や URL などが'変更されている場合 
は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」へお問い合わせください。詳しくは 
『取极説明書』をご覧ください。 

■ 警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いいただき、 
あなたや化の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目印となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご a 解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、物的損害が発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
{吏っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

0 

&で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意口未 

狡 重要 

お使いになるときの注意点や、してはいけないことを記述しています。必ず 
お読みください。 

P POINT ' 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—> 

参照ページを示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例： 【 Ctrl 】 キ ー 、 【 Enter 】 キー、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、 【 Shi 円】+じ 】キーなど 
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■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アク七サ 
リ」をクリックする操作 
丄 

「スタート」ボタン^「すべてのプログラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 


■ ウインドウ名の表記じついて 


Windows 7 /Windows Vista の場合、本文中のウインドウ名は、アドレスバーの最後に表示されて 
いる名称を表記しています。 


例： 




コンピューターの基本的な信報の表示 


み 了ノ、イスマネーントー Window い iHnn . 

巧 IJ モ—卜の贾走 Windows 7 Professional 

み ンスてとのな黄 Copyright © 2009 Microsoft Corporation. AI 


「コンピューター」 ウインドウ 


丄 

「システム」 ウインドウ 


(画面は Windows 7の例です) 


■ 本文中の表記と画面表示内容の相違について 

ウィンドウををはじめ、「コンピューター （Windows 7の場合）」、「コンピュータ （Windows Vis ね 
の場合)」のように、お{吏いの OS によって本文中の表記と画面表示内をが異なる場合がありま 
す。 

本書では Windows 7の表示で表記しています。 

■ 画面例およびイラストについて 

本文中の画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示される 
画面やイラスト、およびファイルをなどが異なることがあります。また、イラストは説明の都 
合上、本来接続されているケーブル類を省略していることがあります。 

■ 周辺機器の使用について 

本文中の操作手順において、 CD や DVD などを使用することがあります。 

操作に必要なドライブなどが搭載されていない場合は、必要に応じて別売の周辺機器を用意し 
てください。使用できる周辺機器については、富±通製品情報ページ内にある LIFEBOOK の 
「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く ださい。 

また、使用ち法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

■ カスタムメイドのメニユー名の表記じついて 

本書では、カスタムメイドで選択できる次のメニューを称を「リカバリディスクセット」と表 
記しています。 

• リカバリデータディスク+ドライバーズディスク追加 
• リカバリデータディスク十ドライバーズディスク + WinDVD ディスク追加 
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■ 本文に記載しているディスクについて 

本文中に記載されている次のディスクは、本パソコンには添付されていません。 

• リカバリデータディスク 

• トラブル解かナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク] 

• InterVideo WinDVD ® for FUJITSU 

お使いになるには、ハードディスクに格納されているイメージからディスクを作成する必要が 
あります。作成方法については『取极説明書』をご覧ください。 

なお、カスタムメイドでリカバリディスク七ットを選択した場合には、ディスクは添付されて 
います（同時に CD / DVD ドライブを選択しなかった場合には 、 rInterVideo WinDVD ® for 
FUJITSU 」 は添付されません)。 

■ 本文に記載している仕様とお使いの機種との相違について 

本文中の説明は、標準仕様に基づいて記載しています。 

ご購入時にカスタムメイドで仕様を変更した機種の場合は、本文中の説明がお使いの機種の仕 
様と異なる場合があります。あらかじめご了承ください。 

なお、本文内において、機種や 0 S 別の書き分けがある箇所については、お使いの機種の情報 
をお読みください。 

■ 製品名の表記 

本文中では、製品を称を次のように略して表記します。 


製品名称 

本文中の表記 

LIFEBOOK E780/A 

E780/A 

本パソコン/パソコン本体 

Windows® / Enterprise 

Windows 7 Enterprise 

Windows 7 

Windows 

Windows® 7 Professional 

Windows 7 Proiessional 

Windows Vista® Business with Service Pack z 

Windows Vista Business 

Windows Vista 

Windows® XP Professional 

Windows XP Professional 

Windows XP 

Windows® XP 目本語版 Service Pack 

SP 

Windows® Internet Explorer 避 8 

Internet Explorer 

Windows® Internet Explorer® 6.0 SP2 

Microsoft® Office Professional 2010 

Office Professional 2010 

Microsoft® Office Home & Business 2010 

Office Home & Business 2010 

Microsoft® Office Personal 2010 

Office Personal 2010 

Microsoft® Office Professional 2007 

Office Professional 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 with 

Microsoft® Office PowerPoint® 2007 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 

Office Personal 2007 

Windows Media® Player 12 

Windows Media Player 

Windows Media® Player 11 

Windows Media® Player 10 

Windows Live™ ^ —ル Version 2009 

Windows Live メ ー /レ 

Adobe® Reader® 

Adobe Reader 

ExpressCardTM/34 モジュ ■ —ル 

ExpressCard/34 モジュー/レ 

ExpressCard 

ExpressCardTM/54 モジュ ' —ル 

ExpressCard/54 モンュー/レ 
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製品名称 

本文中の表記 

InterVideo WinDVD® for FUJITSU 

WinDVD 

i- フイルター ® 5 .日 

i _ フイルター 

Norton AntiVirus™ 2010 

Norton AntiVirus 

Roxio Creator LJ 

Roxio Creator 

Sony FeliCa ポートソフトウェア 

FeUCa ポートソフトウェア 


国際エネルギースタープログラム対応の場合 


当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際エネル 
ギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 
詳しくは、「仕様一覧/技術情報」一「国際エネルギースタープログラム」（一 P .294) 
をご覧ください。 



商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Live、Windows Media、Internet Explorer、PowerPoint は、ホ国 Microsoft 
Corporation および/またはその関連会社の商標です。 

インテル、 Inte しインテル Core および Intel SpeedStep は、アメリカ合ま国およびその他の国における Intel Corporation 
またはその子会社の商標まらは登録商標です。 

Phoenix は、ホ国 Phoenix Technologies 社の登録商標です。 

Adobe 、 Reader は、合衆国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標またはき録商標です。 


SDXC ロゴは SD -3 C , LLC . の商標です。 


「メモリースティック J 、 「メモリースティックデュオ」、「メモリースティック PROJ 、 「メモリースティック PRO デニ 
ホ J 、 「メモリースティック PRO - HG デユナ」、「メモリースティックマイクロ J 、 「マジックゲート」および 


MW 品 imu 、 は、ソニー株式会なの商標またはを録商標です。 

FeHCa は、ソニー株式会なの登録商標です。 

FeHCa は、 ソニー 株式会なが開発したホ接触にカードの巧術方式です。 

ExpressCard™、ExpressCarcjiM ロゴは 、 Personal Computer Memory Card International Association (PCMCIA ) の商 
標で、富±通へライセンスされています。 

その他のを製品名は、を社の商標、またはを録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 


Copyright FUJITSU LIMITED 2010 
















第 1 章 

各部を砍 

各部の名称と働きについて説明しています。 


1各部の名称と働き . 14 

2状態表示 LED . 25 

3セキュリティボタン . 27 
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第1章を部名称 


1各部の名賴と働き _ 

ここでは、パソコン本体各部の名称と働きを説明しています。 

パソコン本体前面 



1 

2 

3 

4 

5 

6 


(イラストは機種や状況により異なります) 


1指紋センサー（指紋センサー搭載機種のみ） 

指紋を識別してユーザー認証を行うことができます。 
「セキュリティ」一「指紋センサー」（一 P .168) 
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2 液晶ディスプレイ 

P POINT 

► 液晶ディスプレイの特性について 

液晶ディスプレイには次の特性があります。これらは故障ではありませんので、あらかじ 
めご了承〈ださい。 

-液晶ディスプレィは非常に精度の高いほ術で作られておりますが、画面の一部に点灯し 
ないドットや、常時点灯するドットが存在する場合があります（有効ドット数の割合は 
99.990 /oJa 上です。有効ドット数の割合とは「対応するディスプレイの表示しラる全ドッ 
卜数のうち、表示可能なドット数の割合」を示しています）。 

-本パソコンで使巧している液晶ディスプレイは、製造工程により、を製品で色合いが異 
なる場合があります。また、温度変化などで多少の色むらが発生する場合があります。 

-長時間同じ表示を続けると残像となることがあります。残像は、しばら〈すると消えま 
す。この現象を防ぐためには、省電力機能を使巧してディスプレイの電源を切るか、ス 
クリーンセーバーの使巧をお勧めします。 

省電力機能などを利巧して、自動的にディスプレィの電源を切る設定は、次のウィンド 
ウから巧えます。 

- Windows 7/Windows Vista の場合 

「電源オプション」ウィンドウ左の「ディスプレイの電源を切る時間の設定」 

- Windows XP の場合 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウ 
スクリーンセー/く一の誤赴こついては、 Windows のヘルプをご幫〈ださい。 

-表示する条件によってはムラおよび微少、なはん点が目立つことがあります。 

3セキュリティボタン 

添付のソフトウェア「七キュリ ティ ボタン」でパスワードを設定することにより、 ユー 
ザー認証を行うことができます。 

また、 Windows 起動時にはワンタッチボタンとしても使用できます。 

「セキュリティボタン」（一 P .27) 

4電源ボタン （0) 

パソコン本体の電源を入れたり、省電力が態（スリープ、スタンバイ、休止状態）にし 
たり、省電力が態からレジューム（復帰）させたりするためのボタンです。 

また、パソコンの電源が入っているときは、電源ボタンの上にある電源ランプが本パソ 
コンの状態を表します。 

「電源ランプ」 （^ P .25) 

P POINT 

► 強制終了をするときな外は、電源ボタンを 4 秒な上押さないで〈ださい。 

電源ボタンを 4 秒な上押し続けると，本パソコンの電源が切れてしまいます。 

5状態表示 LED 

本パソコンの状態が表示されます。 

「が態表示 LED 」 （一 P.25) 

6 スピーカー 

本 パソコ ンの音声が出力されます。 

「取りない」一「音量 （Windows 7 /Windows Vista の場合）」（一 P .110) 

「取りない」一「音量 （Windows XP の場合)」い P .115) 

7 FeHCa ポート （FeHCa ポート搭載機種のみ） 

「 FeliCa 対応カード」や 「 FeliCa 対•応携帯電話」を利用する場合、ここにタッチします。 
「セキュリティ」一 「Fel に a ポート」 （^ P .168) 
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8 SD メモリーカード/メモリースティックスロット 

SD メモリーカードやメモリースティックを七ットします。 

「取り极い」一 「SD メモリーカード/メモリースティックスロット」（一 P .85) 

9ラッチ 

液晶ディスプレイが開かないようにロックします。 

液晶ディスプレイを開くときは、ラッチを押しながらロックを外します。 

10フラットポイント 

マウス ポイ ンターを 操作します。 

中央の スクロール ボタンを押すと、画面が上下に スクロールし ます。 

なお、指紋センサー搭載の場合は、 スクロール ボタンは搭載されていません。 

「取り极い」一「フラットポイント」（一 P .30) 

P POINT 

► お使いになるソフトウエアによっては、スク ロール ボタンによる画面のス クロールが でき 
ない場合があります。 


11キーボード 

「取り极い」一「キーボード」（一 P .42) 
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パソコン本体上面 



(イラストは機種や状況により異なります) 


1 ワイヤレスアンテナ（無線 LAN 搭載機種のみ） 

無線 LAN 用のアンテナが搭載されています。 

本パソコンの使用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。 
また、本パソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しやすいもの) 
でできている場所を避けてください。通信性能が低下し、設置環境によっては通信でき 
なくなることがあります。 
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パソコン本体右側面 



2 3 4 5 6 7 


(イラストは機種や状況により異なります) 


1ワイヤレススイッチ（無線 LAN 搭載機種のみ） 

無線 LAN による通信機能の ON / OFF を切り替えます。 

病院や飛行機内など他電子機器使用の規制がある場所では、スィッチを OFF にしてくだ 
さい。 

「取り极い J _「無線 LAN 」 （一 P .121) 

王 USB コネクタ（片^) 

USB 接続に巧応したプリンターなど、 USB 規格の周辺機器を接続します。 

USB 2.0 に準拠しているため、 USB 1.1 および USB 2.0 に巧応した機器が接続できます。 

が重要 

► ハブなどを経由して US 巳 2.0 に対応した機器を接続した場合、経由させる機器の性能によつ 
ては、接続した機器の性能が低下することがあります。 

3盗難防止巧ロック取り付け巧 

盤難防止用ケーブルを取り付けます。 

「セキュリティ」ーレくソコンの盤難防止」（一 P .172) 

4マルチベイ 

カスタムメイドの選択により、次のいずれかのユニットが搭載されています。 

ュニットは交換することができます。 

「取り极い」一「マルチベイ」（一 P .70) 

-内蔵 DVD - ROM ドラィブ ュニット 
• 内蔵 スーパーマルチ ドライブ ユニット 
• マルチ ベイ 用カバー 
「取り极 い」一 rcD/DVDJ (一 P .50) 


P POINT 

► マルチベイに何も取り付けていない状態では、本パソコンを使巧しないでください。故障 
の原因となります。 

5 CD / DVD 取り出しボタン ( CD / DVD ドライブ搭載機種のみ） 

CD / DVD ドライブにディスクを七ットするときや取り出すときに押します。 
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6強制取り出し穴 

CD / DVD 取り出しボタンを押す、 Windows で操作するなどしても、ディスクをセットした 
り取り出せなくなったりした場合に、クリップの先などを差し込んで、強制的にディス 
クをセットしたり取り出したりします。 

「取りない J - 「ディスクが取り出せなくなったら」（一 P .58) 

7ベイユニット取り外しレバー 

マルチ ベイに取り付けられている ユニッ トを取り外す場合にレバーを起こします。 
「取り扱い」一「ユニットを交換する I (^ P .71) 
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パソコン本体左側面 


1 2 



(イラストは機種や状況により異なります) 


が重要 

► コネクタに周辺機器を接続する場合は、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続して〈だ 
さし、。 

1 ExpressCard ス□ツト （EC ) 

ExpressCard を七ットします。 

「取り极 ぃ」一 「ExpressCard スロット」 （一 P .79) 

2 ExpressCard 取り出しボタン 
ExpressCard を取り出すときに押します。 

「取り极ぃ」一 「 ExpressCard を取り出す」（一 P .82) 

3 DC-IN コネクタ （ rzi ) 

パソコン本体に添付の AC アダプタを接続します。 

4 マイク.ラインイン兼用端子 （/) 

ボ版のマイクを接続します（外径 3.5 mm のミニプラグ)。 

ただし、市販されてぃるマイクの機種（ダイナミックマイクなど）によっては、使用で 
きなぃものがあります。ご購入前に確認してくださぃ。 

また、設定を'変更することにより、ラインイン端子として使用することもできます。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

「取り极ぃ」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」卜 P .113) 

• Windows XP の場合 

「取り极ぃ」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」い P .118) 
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5ヘッドホン■ラィンアウト兼用端子 （0) 

ホ版のへッドホンを接続します（外径 3.5 mm のミニプラグ)。 

ただし、形がによっては取り付けられないものがあります。ご購入前に確認してくださ 

い。 

また、設をを'変更することにより、ラインアウト端子として使用することもできます。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

「取りない」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」（一 P .113) 

• Windows XP の場合 

「取りない」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」 （^ P .118) 

A ;' 主意 

0 * ヘッドホンやイヤホンをご使巧になるときは、音量を上げすぎないで〈ださい。 

百を刺激するような大きな音量で聞〈と、聴力に悪い影響をちえる原因となることがありま 
す。 

© • 電源を入れたり切ったりする前には音量を最小にしておいてください。また、へッドホンやイ 
ヤホンをしたまま、電源を入れたり切ったりしないで〈ださい。 

突然大きな音や刺激音が出て、聴力に悪い影響をちえる原因となることがあります。 

6吸気孔 

冷却用の空気を取り込むための穴です。 

A ミ主意 

0 * 吸気孔をふさがないで〈ださい。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

7 USB コネクタく*^) 

USB 接続に対応したプリンターなど、 USB 規格の周辺機器を接続します。 

USB 2.0 に準拠しているため、 USB 1.1 および USB 2.0 に対応した機器が接続できます。 

P POINT 

► ハブなどを経由して USB 2.0 に対応した機器を接続した場合、経由させる磯器の性能によっ 
ては、接続した機器の性能が低下することがあります。 

8スマートカードスロット （ /~^ ) 

スマー ト カー ドを セ ットします。 

「セキュリティ」一「スマートカード」 （一 P .168) 

9 PC 力ードスロット（固） 

PC カードをセットします。 

「取りない」一 「 PC カードスロット」（一 P .73) 

10 PC 力ード取り出しボタン 

PC カードを取り出すときに押します。 

「取り极い」一 「 PC カードを取り出す」 （^ P .75) 
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パソコン本体背面 



が重要 

► コネクタに周辺機器を接続する場合は、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続して〈だ 
さし、。 

1 吸気孔 

冷却用の空気を取り込むための穴です。 

A ミ主意 

吸気子 L をんさがなぃでくださぃ。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

2 盗難防止用ロック取り付け巧 

盤難防止用ケーブルを取り付けます。 

「セキュリティ」ーレくソコンの盤難防止」（一 P .172) 

3モデムコネクタ（凸）（モデム搭載機種のみ） 

モジュラーケーブルを接続します。 

「取り极ぃ」一「内蔵モデム」い P .122) 

4外部ディスプレイコネクタ （[□) 

プロジェクターやアナログディスプレイなど、外部ディスプレイを接続します。 
「取り扱ぃ」一「外部ディスプレイを接続する」 （^ P .99) 

「取り极ぃ」一「マルチモニター機能」 （^ P .106) 

5シリアルコネクタ（医回） 

RS -232 C 準拠の機器を接続します。 

6 LAN コネクタ （ S ) 

LAN ケーブルを接続します。 

「取り扱ぃ」一 「LAN (有線 LAN )」 い P .119) 
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7排気孔 

パソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。 

本 パソコ ンの電源を入れると、内部のファンが数砂間回転します。 

また、パソコン本体内部の温まが高くなると内部のファンが回転し、熱が放出されます。 
このため、起動時や動作中にファンによる回転音が発生しますが、パソコン本体の放熱 
のためであり、異常ではありません。 

A ミ主意 

排気孔をふさがないでください。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

が重要 

► 排気孔からは熱風が出ます。排気孔付近には手を牠れないでください。 

► 排気孔の近〈にものを置かないでください。排気孔からの熱で、排気孔の近くに置かれた 
ものが熱くなることがあります。 
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パソコン本体下面 



1内蔵バッテリパック 

「取りない J — 「バッテリ」（一 P .62) 

2 メモリスロット 

本パソコンのメモリが七ットされています。メモリ容量は増やすことができます。 
「周辺機器の設置/設を/増設」一「メモリ」 （^ P .145) 

3ダストカバー 

空冷用通風路に蓄積したほこりを取るために、取り外すことができます。 

「お手入れ」一「空冷用通風路」 （^ P .236) 
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2状態ま示 LED 


ここでは、状態表示 LED の点灯状態と意味を説明しています。 




1 


(イラストは機種や状況により異なります) 


P POINT 

► 電源が切れている巧態では、巧態表示 LED の表示がミ肖なします。 

ただし、 AC アダプタを接続している場合は、バッテリ巧電ランプが点なまたは点滅します。 

1電源ランプ （®) 

本パソコンのが態を表示します。 


LED ランプ 

本パソコンの状態 

青色点灯 

動作が態 

青色点滅 

スリ ープ /スタンバイ 

消灯 

電源 OFF または休止状態 


2バッテリ充電ランプ （♦ CZI ) 

本パソコンに AC アダプタが接続されている場合に、内蔵バッテリパックの充電状態を表 
示します。 

「取りあい」ーレくッテリをホ電する」のレくッテリのホ電が態レくッテリホ電ランプ)」 
卜 P '64) 

3バッテリ残量ランプ （ GD ) 

本パソコンに接続されている内蔵バッテリパックの残量を表示します。 

「取り极い」 ー レくッテリの残量や消耗状態を確認する」 （^ P .65) の「状態表示 LED の 
バッテリ残量ランプで確認する」卜 P .65) 

4セキュリティランプ （ On ) 

添付のソフトウェア「セキュリティボタン」でパスワードを設定していると、パソコン 
本体の電源を入れたときや、休止状態からレジューム惟帰）したときなどに点げします。 
「取り扱い」一「セキュリティボタン」 （^ P .136) 
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5 ディスクアクセスランプ （^) 

内蔵ハードディスクや CD/DVD にデータを書き込んだり、データを読み出したりしてい 
るときに点灯します。 

が重要 

► ディスクアクセスランプの点打中に電源ボタンを押すと、ハードディスクのデータが壊れ 
るおそれがあります。 

6 Num Lock ランプ（を） 

キーボードがテンキーモードのときに点灯します。テンキーモードへの切り替えは、 
【NumLk】 キーで行います。 

「取り极 い」一 「キーボード」（一 P.42) 

7 Caps Lock ランプ （居]) 

アルファべットの大文字入カモードのときに点げします。 

大文字/小文字の入カモードの切り替えは、 【Shift】 + 【CapsLock】 キーで行います。 
「取り极い」一「キーボード」（一 P.42) 

8 Scroll Lock ランプ （固） 

画面をスクロールしないように設定（スクロールロック）したときに点灯します。 

[Fn] + [ScrLk] キーを押して、スクロールロックの設定と解除を切り替えまず。 

点灯中の動作は、ソフトウェアに依存します。 

「取り极 い」一 「キーボード」（一 P.42) 
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3七キュリテイボタン 


セキュリティボタンを巧用して、パソコン本体の起動時や、休止状態からのレジューム（復 
帰）時にパスワードを設をすることができます。またセキュリティボタンは、 Windows が起動 
しているときにはワンタッチボタンとして機能します。 

セキュリティボタンの詳しい使いホについては、「取りない」一「セキュリティボタン」（一 
P .136) をご覧ください。 

ワンタッチボタンの割り当ては、「ワンタッチボタン設を」で変更できます。「ワンタッチボタ 
ン設を」については、「ワンタッチボタン設定」のヘルプをご覧ください。「ワンタッチボタン 
設を」のヘルプは「スタート」^「すべてのプログラム」^「ワンタッチボタン」^「ヘル 
プ」の順にクリックすると表示します。 



■七キュリティボタンとしての機能 


ボタン名称 

機能 

数字ボタン 

パスワードを入力するときに巧用します。 

Enter ボタン 

入力したパスワードを確定するときに押します。 


■ワンタッチボタンとしての機能 （Windows 起動中) 


本体の 

刻印 

Windows 起動中の 
ボタン名称 

動作 

1.0 

ワンタツチ 

「サポートナビ」ボタン 

「サポートナビ」が起動します。 

2 • S 

ワンタツチ 
「省電力」ボタン 

. 「省電カユーティリティ」で設定された省電カモードに 
なり、消費電力を節的することができます。ボタンを押 
すごとに省電カモードと通常モードが切り替わります。 

-ご購入時の設をでは液晶ディスプレイの輝ま（明るさ） 
が暗くなります。 

•「省電カユーティリティ」については、「取りない」一 
「省電カモード」 （^ P .141) をご覧ください。 
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本体の 

刻印 

Windows 起動中の 
ボタン名称 

動作 

3.0 

ワンタッチ 
「プレゼン」ボタン 

-画面の解像まや出力先が切り替わります。画面の解像度 
や出力先の設をは 「Fujitsu Display Manager 」 で複数作成 
することができます。詳しくはヘルプをご覧ください。 

-ご購入時の設をでは、出力先は本パソコンと本パソコン 
に接続した外部デイスプレイの同時表示になります。 

-ボタンを連続して押さないでください。ボタンは、画面 
が切り替わったのを確認してから押してください。 

4. 〇5 

ワンタッチ 
「ロック」ボタン 

Windows のロック画面に切り替わります。 

Enter 

使用できません。 









第 2 章 


取り扱い 

本パソコンを使用するうえでの基本操作や、本 
パソコンに取り付けられている（取り付け可能 
な）周辺機器の基本的な取り扱い方について説 
明しています。 


1 ポインティングデバイス . 30 

Z ^— h . 42 

3 CD/DVD . 50 

4 バッテリ . 62 

5 マルチベイ . 70 

6 PC 力ードスロット . 73 

7 ExpressCard スロット . 79 

8 SD メモリーカード/メモリーステ イッ クス ロット.... 85 

9 ディスプレイ . 92 

10 列•部ディスプレイ . 99 

11 音量 （Windows 7 /Windows Vis ねの 場合） . 110 

12音量 （Windows XP の 場合） . 115 

13通信 . 119 

14 スリープ / 休止 状態 （Windows 7 /Windows Vis ねの 場合）123 

15 スタンバイ/休止 状態 （WindowsXP の 場合） . 130 

16 セキュリティボタン .U 6 

17 省電カモード . 141 
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1ポインティングデバイス 


ポインティングデバイスとは、画面上の矢印（マウスポインター)を動かしたり、ク 
リック、ダブルクリック、ドラッグなどの操作をしたりする、マウス、フラットポ 
イントなどのことです。 


フラットポイント 


フラットポイントは、指先の操作で画面上の矢印（マウスポインター）を動かすことのできる 
ポインティングデバイスです。操作面、上下にある左ボタン、右ボタンの4つのボタン、およ 
び中央の スクロール ボタンで構成されています。 

なお、カスタムメイドで指紋センサーを選択した場合は、スクロールボタンは搭載されていま 
せん。 



■ ま意事項 

• フラットポイントは、その動作原 a 上、お使いになるホの指先の乾燥まなどにより、ポイ 
ンティング動作に若干の個人差が発生する場合があります。 

• フラットポイントは表面の結露、湿気などにより、誤動作することがあります。また濡れ 
た手や汗をかいた手でお使いになった場合、あるいはフラットポイントの操作面が巧れて 
いる場合はマウスポインターが正常に動作しないことがあります。電源を切ってから、中 
性洗剤を含ませた柔らかい布で汚れをおき取ってください。 

• ご購入時は、パソコン本体にマウスを接続すると、フラットポイントが無効になるように 
設をされています。フラットポイントとマウスを同時に使用する場合は、「マウス接続時に 
フラットポイントを有効にする」 （^ P .40) をご覧ください。 
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■フラットポイントの使い方 


フラットポイントの操作面でクリックなどの操作を行う場合は、指先で怪く、素早く触れてく 
ださい。力を入れて行う必要はありません。 

マウスポインターは、フラットポイントの操作面を指でなぞったホ向に移動します。操作面の 
端まで移動した場合は、 一 ま操作面から離し、適当な場所に指を下ろしてからもう 一 まなぞっ 
てください。 

ボタンの操作は、フラットポイントの操作面の上側にあるボタンで行うこともできます。 

■クリック/タップ 

クリックは、左ボタンをカチッと1回押してすぐ離します。タップは、操作面を1回怪くた 
たきます。 





• ちクリック 

右ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 



• ダブルクリック/ダブルタップ 

ダブルクリックは、左ボタンをカチカチッと2回素早く押してすぐ離します。ダブルタップ 
は、操作面を2回連続して怪くたたきます。 



ダブルクリック 




ダブルクリック 


ダブルタップ 


• ポイント 

マウスポインターをメニューなどに合わせることを「ポイント」と呼びます。マウスポイ 
ンターを合わせたメニューの下に階層がある場合は（メニューの右端に►が表示されてい 
ます）、 ゾこユ. 一が表示されます。 



表示 



並べ替え、 ► 


名お 
サイズ 
項目の種類 
更新日時 
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• ドラッグ 

アイコンやウインドウを、マウスポインターで酒むようにして移動させる方法です。「ドラッ 
グ （ drag )」 とは、「ひきずる」という意ホです。 

移動させたいアイコンやウインドウにマウスポインターを合わせてから、操作面を素早く 2 
回軽くたたき、2回目にたたいたときに指を操作面上から離さずに、そのまま指で操作面を 
なぞると、アイコンやウインドウを希望の位置まで移動させることができます。 

また、アイコンやウインドウにマウスポインターを合わせてから、左ボタンを押しながら指 
で操作面をなぞって、アイコンやウィンドウを希望の位置まで移動させる方法もあります。 



• スクロール 

スクロール ボタンはカスタムメイドで指紋センサーを選択しなかった攝合に、搭載されて 
います。 

ウインドウ内にあるスクロール領域をタリックしてからスクロールボタンを前後に押す 
と、ウインドウ内の表示がスクロ ■ ールします。 



前： 上に スクロール する 
後： 下に スクロール する 


P POINT 

► お使いになるソフトウ エアに よっては、 スクロール ボタンによる画面の スクロールが でき 
ない場合があります。 
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■ ジェスチャー機能 

フラットポイントの設定を変更すると、カイラルモーションやモーメンタム、つまみズームと 
いった、ジェスチャー機能を使用できます。 

□ ジ X スチャー機能の設定画面を表示する 

ジェスチャー機能は「マウスのプロパティ」ウィンドウで設定します。「マウスのプロパティ」 
ウィンドウは、次の手順で表示します。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント ロール パネル」ウィンドウが表示されます。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows 7の場合 

「ハードウェアとサウンド」 一 「デバイスとプリンター」 の「マウス」の 順にクリッ 
クします。 

参 Windows Vista の場合 

「ハードウェアとサウンド」の「マウス」をクリックします。 

• Windows XP の場合 

「プリンタとその化のハードウェア」一「マウス」の順にクリックします。 

「マウスのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 「デバィス設定」タブをクリックします。 

4 「設定」をクリックします。 

この画面で「カイラルモーション」や「モーメンタム」、「つまみズーム」の設をを行い 
ます。 

5 各項目を設定したら、 「 OK 」 をクリックします。 
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□ ジェスチャー機能の種類と設定方法 

ジェスチャー機能には、主に次の種類があります。 

• カイラルモーション 

フラットポイントの操作面の右端、または下端でマウスポインターをスクロールさせた後、 
フラットポイントの操作面から指を離さずに円がになぞると、スクロールの動作が続きます。 


-時計回り 
下/左にスクロール 

-反時計回り 
上/右にス クロー ル 


(フラットポイントの操作面) 



設定 

し「スクロール」の 左にある 「十」 をクリックします。 

2. 「1本指でのスクロール」をクリックします。 

3. 「 ChiralMotion スクロ^ール」にチェックを付けます。 

「垂直スクロールを使用する」または「水平スクロールを使用する」にチェックが付 
いていないと、 「 ChiralMotion スクロール」にチェックを付けることはできません。 


• テバイスをを： Synaptics TouchPad V 7.2 : PS /2 * •-卜 Synap 扫な Touch 内 d V 7.2 : PS /2 が-卜 


: 1 ) 


m 巧至 


回な 

因ポインテ f ンヴ 
0ポクン 
田： S ウ 7 

を.乃りケ-シ 3 シ《巧 


( 2 ) 


1ホ}日でのスク□-ル 


(3) 


W き： i スクトルを巧用するが 
广水モスクロ-化き巧巧する ( H ) I 


|7 OhiralMotion スウ□ールを）, 


广 -クロ-.,怯パ.:/モ-之^:-二:^^巧ォがジ 
厂-:.‘3‘.づ巧9り 

»坦ち） I 


-どちらか一方または 
両方にチ X ックを付 
けてください。 


| i 本巧でのスウロ —ル 


• モーメンタム 

フラットポイントの操作面を素早くなぞると、マウスポインターがスライドさせた方向に 
しばらく動きます。 



(フラットポイントの操作面) 
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設定 

1. 「ポインティング」の左にある「十」をクリックします。 

2. r Momentum (モーメンタム）」をクリックします。 

3. 「Momentum (モーメンタム）を使用する」にチェックを付けます。 



雜つまみズーム 

フラットポイントの操作面を、2本の指でつまんだり開いたりする操作をすると、画像や 
ウィンドウ内の画面が拡大や縮小表示されます。 



設定 

1. 「つまみズーム」をクリックします。 

2. 「つまみズームを有効にする」にチェックを付けます。 
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マウス 


がを I USB マウスを選択した場合 

特に断りがない場合は、 USB マウス、 USB マウス（光学式）、 USB 小型マウス（レーザー式) 
をまとめて 「 USB マウス」と呼んでいます。 


■ USB マウス/ USB マウス （光学式） / USB 小型 マウス （レーザー式) 

マウスは、定«的にお手入れしてください。 

「お手入れ」一 「マウス」 （^ P .238) 



(イラストは一般的なマウスを表しており、お使いのマウスとは 
細部が異なる場合があります） 

□ USB マウス（光学式） /USB 小型マウス（レーザー式）について 

底面からの光により照らし出されている陰影をオプティカル（光学）センサーで検知し、マウ 
スの動きをキリ断しています。このため、机の上だけでなく、衣類の上や紙の上でも使用するこ 
とができます。 

が重要 

► オプティカル（光学）センサーについて 

- USB マウス（光学ま）は、マウス底面からホい光を発しています。直接目に向けると、 
目に悪い影響をちえることがありますので避けてください。 

- USB / J 、 型マウス（レーザーま）は、マウス底面から目には見えないレーザー光を発して 
います。直接目に向けると、目に悪い影響をちえることがありますので避けてくださし、。 
-センサー部分を巧したり、傷を付けたりしないでください。 

-発光部分を他の用途に使巧しないでください。 
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マウスの接続のしかた 


■ ま意事項 

• ご購入時は、パソコン本体にマウスを接続すると、フラットポイントが無効になるように 
設をされています。フラットポイントとマウスを同時に使用する場合は、「マウス接続時に 
フラットポイントを有効にする」（一 P .40) をご覧ください。 


■ USB マウス 


7 本パソコンの USB コネクタに、 USB マウスを接続します。 

コネクタの形を確認して、向きを互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください 



USB コネクタ 


USB コネクタ 
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マウスの使い方 


■ ミ主意事項 

• USB マウス （光学式）および USB 小型 マウス （レーザー式） は、 次のようなものの表面で 
は、正しく動作しない場合があります。 

-鏡やガラスなど反射しやすいもの 
• 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりしたしま模様や柄のもの（木目調など） 

-網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 

• USB マウス（光学式）および USB 小型マウス（レーザー式）は、光の陰影でマウスの動き 
を検知しているため、本来マウスパッドを必要としませんが、マウス本体や傷が付きやす 
い机、テーブルの傷防止のために、マウスパッドをお{まいになることをお勧めします。 

■ マウスの動かし方 

マウスの左右のボタンに指がかかるように手を載せ、机の上などの平らな場所で滑らせるよう 
に動かしまず。マウスの動きに合わせて、マウスポインターが同じように動きまず。画面を見 
ながら、マウスを動かしてみてください。 



■ボタンの操作 

• クリック 

マウスの 左ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 



• ちクリック 

マウスの 右ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 
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• ダブルクリック 

マウスの左ボタンをカチカチッと2回素早く押して、すぐに離します。 



• ポイント 

マウスポインターをメニューなどに合わせることを「ポイント」と呼びます。マウスポイ 
ンターを合わせたメニューの下に階層がある場合は（メニューの右端に►が表示されてい 
ます）、メニュ ■ 一が表示されます。 



表示 I 

I 

並べ替え ► 


名前 
サイズ 
項目の種類 
更新日時 





• ドラッグ 

アイコンやウインドウを、マウスポインターで酒むようにして移動させる方法です。「ド 
ラッグ ( drag ) J とは、「ひきずる」という意ホです。 

移動させたいアイコンやウインドウにマウスポインターを合わせてから、マウスの左ボタ 
ンを押したままマウスを移動し、希望の位置でボタンを離します。 



• スク ロール 

ウインドウ内にある スクロール 領域を クリック してから スクロールホイールを 前後に回す 
と、ウインドウ内の表示が スクロール します。 

また、第3のボタンとして押して使うこともできます。 



P POINT 

► お使いになるソフトウェアによっては、スクロールホイールによる画面のスク□—ルがで 
きない場合があります。 
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マウス接続時にフラットポイントをち効にす る_ 

ご購入時は、パソコン本体にマウスを接続すると、フラットポイントが無効になるように設を 
されています。フラットポイントとマウスを同時に使用する場合は、次のように設をしてくだ 
さい。 

ブ「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows 7の場合 

レ、ードウェアとサウンド」^「デバイスとプリンター」の「マウス」の順にクリッ 
ク します。 

参 Windows Vista の場合 

「ハードウェアとサウンド」の「マウス」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

「プリンタとその 化のハードウェア」^「マウス」 の順にクリックします。 

「マウスのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「デバイス設定」タブの 「 USB マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを 
無効にする。」のチェックを外し、 「 OK 」 をクリックします。 

□ [ Fn ] + 【 F 4】 キーでち効/お効を切り替える 

フラットポイントと USB マウスを同時に巧用する設をにした場合、 BIOS 七ットアップの設を 
をを更すると、 [ Fn ] + [ F 4] キーでフラットポイントの有効と無効を切り替えることができ 
ます。 

キーを押すたびに、フラットポイントの有効と無効が切り替わります。 

有効の場合は 「 Internal pointing deviceiEnableJ 

無効の場合は r Internal pointing device:DisableJ と表示されます。 
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マウス/フラットポイントの設定を変更する 


マウス、フラットポイントのボタンの操作は、右利き用に設定した場合の操作です。左右のボ 
タンの役割は、「マウスのプロパティ」ウインドウで変更できます。 

また、「マウスのプロパティ」ウインドウでは、マウスポイン ター やダブルクリック、ス クロー 
ルの速度なども変更できます。 

「マウスのプロパティ」ウインドウを表示するには、次のように操作してください。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント ロール パネル」ウインドウが表示されます。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows 7の場合 

「ハードウェアとサウンド」一「デバイスとプリンター」の「マウス」の I 煩にクリッ 
クします。 

参 Windows Vista の場合 

「ハードウェアとサウンド」の「マウス」をクリックします。 

• Windows XP の場合 

「プリンタとその他のハードウェア」 一「マウス」 の順にクリックします。 
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2 キー ボード 


ここでは、キーボードのキーの役割について説明しています。 

日本語キーボード 


ホ t を J 日本語キーボード搭載機種 


キーボー ドの キーの 役割を説明します。 

お使いのソフトウェアによっては、キーの役割がをわることがあります。詳しくは、お使いの 
ソフトウェアの マニュアルを ご覧ください。 

枠で囲われている刻印は、 [ Fn ] キーと組み合わせて使う機能です。 


4 5 


6 - 


Esc 

" 1 

B rMi 记 II 巧 r 岡 r 阿 

III® 11 

巧 

刚 

|f 麗 

F11 IIII F12 NumLk || Pause 11 Insert ""Delete 

|||| II Bpiik ||[PrtEl l|||pvFRql 

半負 / 
をち 


口园1國國园 

叫 

(ゅ 

8 ゅ 


i 固 ly ! 巨卜 -j 撰。 



131415 


17 9 


[グレー部分] 

テンキーになるキー （一 P .48) 


■主なキーの名株と働き 

1 [ Esc ] キー 

ソフ トウ ェアの 実行中の操作を取り消します。 

【 Ctrl 】 + 【 Shift 】 キーを 押しながらこの キーを 押すと、 「Windows タスク マネージャー」 
ウインドウが表示され、ソフトウェアを強制終了させることができます。 
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王 ファンクシヨンキー (【 F 1】 〜 [ F 12]) 

【 F 1】 〜 【 F 12】 までのキーをファンクションキーと呼びます。ソフトウェアごとにいろ 
いろな機能が割り当てられています。 

また、 【 Fn 】 キーと組み合わせることで、次の働きがあります。 

【 Fn 】 + 【 F3 】 スピーカーやヘッドホンの ON / OFF を切り替えます。 


[Fn] + 【 F4 】 
[Fn] + [F6] 

.Windows 7 /Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .110) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」い P .115) 

フラットポイントの有効と無効を切り替えます（一 P .40)。 

液晶ディスプレイを暗くします。 

「液晶ディスプレイの明るさを'変更する」（一 P .92) 

[Fn] + [F7] 

液晶ディスプレイを明るくします。 

「液晶ディスプレイの巧るさを'変更する」（一 P .92) 

[Fn] + [F8] 

音量を小さくします。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .110) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .115) 

[Fn] + [F9] 

音量を大きくします。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」 （^ P . llO ) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」い P .115) 

[Fn] + 【 F10 】 

外部ディスプレイを接続した場合に、液晶ディスプレイと外部ディス 
プレイで表示先を切り替えます。 

「表示するディスプレイを切り替える」（一 P .103) 


3 【 NumLk 】 キ ー /にぴ Lk 】 キー 


[Num Lk ] キー 

テンキーモードに切り替えます。再度押すと解除されます。 

「テンキーモード」（一 P .48) 

に crLk 】 キー 

[ Fn ] キーを押しながらこのキーを押すと、スクロールをロックしま 
す。再度押すと解除します。ソフトウェアによって動作は異なります。 


4 [ Insert ] キ ー / [Prt Sc ] キー 


[Insert] キー 

[Prt Sc ] キー 

入力する文字の挿入/上書きを切り替えます。 

[ Fn ] キーを押しながらこのキーを押すと、画面のコピーをクリップ 
ボードに取り込みます。 

[ Fn ] + 【 Alt 】 キーを押しながらこのキーを押すと、アクティブになつ 
ているウィンドウのコピーをクリップボードに取り込みます。 


5 delete 】 キー 

力ーソルの 右にある 文字や選択した範囲の文字、または選択した アイコン や ファイルな 
どを削除します。 

にじ1】+ 【 Alt 】 キーを押しながらこのキーを押すと、応答しなくなったソフトウェアを 
終了させたり、本パソコンを強制的に終了させたりできます。 
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6【半角/全角】キー 

文字の入力時に、半ち/全ちを切り替えます。 

7 に aps Lock 】 キー 

【 Shift 】 キーを押しながらこのキーを押すと、アルファベットの大文字/小文字を切り替 
えます。 

Caps Lo 浊を ON にすると大文字、 OFF にすると小文字を入力できます。 

8 [Shift ] キー 

化のキーと組み合わせて使います。 

9 [Ctrl] キー 

イ 也の キーと 組み合わせて使います。 

10 [Back Space 】 キー 

カーソルの 左にある文字や選択した範囲の文字を削除します。 

11 [Enter] キー 

入力した文字を確をしたり、文を改行したり、コマンドを実行したりします。 

リターンキー または改行 キーと も呼ばれます。 

12 力ーソルキー ([T /Pg Up] 【 i/Pg Dn 】 卜 /Home 】 【一 / End 】） 

単独で押すと、カーソルを移動します。 

カーソルキーは 化の キーと 組み合わせる ことで、 次の よう な{吏い方ができます。 


【 Fn】 + [<—/Home ] キー 
[Fn] + 【 Ctrl 】 + 【 <— /Home 】 キー 
[Fn] +【 T /Pg Up 】 キー 
[Fn] + [ i /Pg Dn ] キー 
【 Fn 】 + 【一 / End 】 キー 
[Fn] + 【 Ctrl 】 + 【一 / End 】 キー 
13 [Fn ] キー 

イ 也の キーと 組み合わせて巧います。 

[ Fn ] キーを 押しながら枠で囲われている刻印のある キーを 押すと、それぞれの キーに 割 
り当てられた機能 を 使用できます。 

14 【©】 (Windows ) キー 

「スタート J メニューを表示します。 

15 [Alt ] キー 

化のキーと組み合わせて使います。 

16 に pace 】 キー 

空白を入力します。 

17 【冒】（アプリケーシヨン）キー 

選択した項目のショートカットメニューを表示します。 

マウスの 右クリックと同じ役割をします。 


カーソルを 行の最初に移動します。 
文章の最初に移動します。 

前の画面に切り替えます。 

次の画面に切り替えます。 
カーソルを 行の最後に移動します。 
文章の最後に移動します。 



製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
2 ^—ホー h 


親指シフトキーボード 


巧を I 親指シフトキーボード搭載機種 

キーボー ドの キーの 役割を説明します。 

お使いのソフトウェアによっては、キーの役割がをわることがあります。詳しくは、お使いの 
ソフトウェアの マニュアルを ご覧ください。 

青い刻印は、 【 Fn 】 キーと組み合わせて使う機能です。 

が重要 

► 親指シフト入力をするには 、 Japanist 2003のインストールが必要です。詳し〈は、『親指 
シフトキーボードモデルをお使いになる方へ』をご K 〈ださい。 


Esc 

F 1 

。 1 。が 


K ， 

1 ろ.‘ 

h ’ 1 

可‘ 

1™ 1 

F11 1 F12 R NumLk 

1 いび LK 

半角/I 

を 角 

互 

,/|g 

中,’ 


& ( 

6 

’7,1 

8( 

| 9’ 

: : - 
0 ミ - j ' 



■主なキーの名称と働き 

1 【 Esc 】 キー 

ソフトウェアの実行中の操作を取り消します。 

にじ I 】 + 【 Shift 】 キーを 押しながら このキーを 押すと、 「Windows タスク マネージャー」 
ウインドウが表示され、ソフトウェアを強制終了させることができます。 
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2 ファンクシヨンキー (【 F 1】 〜 【 F 12】） 

[ F 1] ~ 【 F 12】 までのキーをファンクションキーと呼びます。ソフトウェアごとにぃろ 
ぃろな機能が割り当てられてぃます。 

また、 [ Fn ] キーと組み合わせることで、次の働きがあります。 

【 Fn 】 + 【 F3 】 スピーカーやヘッドホンの ON/OFF を切り替えます。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」い P .110) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」い P .115) 

【 Fn 】 + 【 F4 】 フラットポイントの有効と無効を切り替えます卜 P .40)。 

【 Fn】 + [F6] 液晶ディスプレイを暗くします。 

「液晶ディスプレイの明るさをを更する」 P .92) 

【 Fn】 + [F7] 液晶ディスプレイを巧るくします。 

「波晶ディスプレイの明るさをを更する」 P .92) 


[Fn] + 【 F8 】 音量を小さくします。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .110) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」い P .115) 


[Fn] + 【 F9 】 音量を大きくします。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」 （^ P . llO ) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」 （^ P .115) 


[ Fn ] + 【 F 10】 外部ディスプレイを接続した場合に、液晶ディスプレイと外部ディス 
プレイで表示先を切り替えます。 

「表示するディスプレイを切り替える」 （^ P .103) 


3 【 NumLk 】 /に cr Lk 】 キー 

【 NumLk 】 キー テンキーモードに切り替えます。再ま押すと解除されます。 

「テンキーモード」 （^ P .48) 

に crLk 】 キー [ Fn ] キーを 押しながら このキーを 押すと、 スクロールをロックし ま 

す。再度押すと解除されます。ソフトウェアによって動作は異なりま 
す。 


4 [ Insert ] キ ー / [Prt Sc ] キー 

【 Insert 】 キー 入力する文字の挿入/上書きを切り替えます。 

【 PrtSc 】 キー [ Fn ] キーを 押しながらこの キーを 押すと、画面の コピーを クリップ 
ボードに取り込みます。 

[ Fn ] + 【 Alt 】 キーを押しながらこのキーを押すと、アクティブになつ 
ているウインドウのコピーをとることができます。 


5 [ Delete ] キー 

力ー ソルの 右に ある 文字や選択した範囲 の 文字、または選択したアイコンやファイルな 
どを削除します。 

【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 キーを押しながら この キーを押すと、応答しなくなったソフトウェアを 
終了させたり、本パソコンを強制的に終了させたりできます。 
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6【半角/全巧】キー 

文字の入力時に、半ち/全ちを切り替えます。 

7 に aps Lock 】 キー 

【シフト】キーを押しながら、アルファベットの大文字/小文字の入カモードを切り替え 
ます。 

Caps Lock を ON にすると大文字、 OFF にすると小文字を入力できます。 

8【シフト】キー 

化のキーと組み合わせて使います。 

一般的なキーボードの 【 Shift 】 キーと同様です。 

9 【加 1 】キー 

イ也の キーと 組み合わせて使います。 

10 【 Enter 】 キー 

入力した文字を確をしたり、コマンドを実行したりします。 

リターンキー または改行 キーと も呼びます。 

11【取消】キー 

1つ前の動作を取り消します。 

12【後退】キー 

カーソルを左へ 移動し、 カーソルを 後退させます。 

13【冒】（アプリケーシヨン）キー 

選択した項目のショートカットメニューを表示します。 

マウスの右クリックと同じ役割をします。 

14【実行】キー 

選んだメニューや機能を実行するときに使います。 

このキ I —は、 【 Ctrl 】 キ' —としては働きません。 

15 力ーソルキー ([T /Pg Up] [ i /Pg Dn] 卜 /Home 】 【一 / End 】） 

単独で押すと、 カーソルを 移動します。 

カーソルキーは化のキーと組み合わせることで、次のような{まいホができます。 


[Fn] + 【 <— /Home 】 キー 

[Fn] + 【 Ctrl】 + 卜 /Home 】 キー 

[Fn] + [ T /Pg Up] キ_ 

[Fn] + [ i /Pg Dn ] キー 

[Fn] + 【一 / End 】 キー 

[Fn] + 【 Ctrl 】 + 【一 / End 】 キー 


力 ー ソルを行の最初に移動します。 
文章の最初に移動します。 

前の画面に切り替えます。 

次の画面に切り替えます。 
カーソルを 行の最後に移動します。 
文章の最後に移動します。 


16 [Fn ] キー 

イ也の キーと 組み合わせて使います。 

[ Fn ] キーを 押しながら青い刻印のある キーを 押すと、それぞれの キーに 割り当てられた 
機能を使用できます。 


17 [Alt ] キー 

イ也の キーと 組み合わせて使います。 



製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第2章取り巧い 


18 [親指左/無変換】、【親指右/変換】キー 

ひらがな、カタカナ、漢字を入力するときに使います。通常の親指シフトキーボードと 
違い、親指左/右と無変換/変換が同一のキーに割り当てられています。 

英字入カモードのときに 【親指 左/無 変換】 キーを押すとかな入カモードになり、 【親指 
右/変換】 キーを押すと空白が入力されます。 

19【©】 (Windows ) キー 

「スタート」メニューを表示します。 

P POINT 

► リモートデスクトップ環境では，親指シフトによるかな入力はできません。 

リモートデスクトップの機能をお使いになる場合には，口ーマ字入力をご巧用ください。 

■テンキーモード 

文字キーの一部をテンキー（数字の入力を容易にするキー配列）として使えるように切り替え 
たが態のことを「テンキーモード」といいます。 【 NumLk 】 キーを押すと、テンキーモードに 
なります。テンキ'—モ'ードのときは、が態表示 LED の Num Lock 表示が点、灯します。テンキ'一 
モードで入力できる文字は、をキーの前面に刻印されています。 



ん 
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な 

1 

に 
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ら 
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せ 

@、、 



1 ifi , 


LI か化 r ' 


木 
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潤四1じ。詞陽 

P POINT 


► 別売のテンキーボードをパソコン本体に接続して 【 NumLk 】 キーを巧すと、テンキーボー 
ドのテンキーがち効になり、パソコン本体のテンキーは無効になります。 

► BIOS セットアップの「キーボード/マウス設定」で、「起動時の Numlock 設定」を「オン 
( Fn キー）」に設定すると、 [ Fn ] キーを押しながらパソコン本体のテンキーが使巧できる 
ようになります。 
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テン キー ボード 


■ USB テンキーボード 

パソコン 本体のテンキーモードとは別に、 USB テンキーボードを接続してテンキーを使用でき 
ます。 

テンキーモードに切り替えるには、 USB テンキーボードの 【 NumLock 】 キーを押します。 

P POINT 

► USB テンキーボードは、パソコン本体の電源を入れてから接続しても、接続してからパソ 
コン本体の電源を入れても、使巧することができます。 

□ 接続のしかた 

USB テンキーボードは、 USB コネクタに接続して使用します。 
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3 CD/DVD 


ホ t を J CD / DVD ドライブ搭載機種 
ここでは、 CD や DVD の取り扱いについて説明しています。 

得に断りがない場合は、 CD - ROM 、 音楽 CD 、 CD - R / RW ディスクをまとめて CD 、 
DVD - ROM や DVD - Video などをまとめて DVD と呼んでいます。また、 CD や DVD を 
まとめてディスクと呼んでいます。なお、カスタムメイドで選択したドライブによ 
り、使用できるディスクは異なります。 

「 WinDVD」 、 「Roxio Creator 」 については、「ソフトウェア」一 「 CD / DVD 関連のソ 
フトウェア」（一 P .188) をご覧ください。 


取り扱い上のを意 


■ディスクご使用時のを意事項 

• ディスクは両面ともラベルを貼ったり、ボールペンや鉛筆などで字を書いたりしないでく 
ださい。 

■重むの偏ったディスクを使用すると、ユニットに振動が発生し、書き込み、書き換え速度 
の低下や正常な書き込み、書き換えができないことがあります。 

• データ面をさわったり、傷を付けたりしないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 巧れたり、水滴が付いたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側に向かっておいた 
後、乾いた布で巧き取ってください。 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• が態表示 LED のディスクアクセス表示が点滅中は、振動や衝撃を与えないでください。 

• 自動再生が有効に設をされていると、正しく書き込みができないライティングソフトウェ 
アがあります。ソフトウェアの指示に従って自動再生を設をしてください。 

• ディスクに書き込み中は、パソコン本体の電源を切ったり、再起動したり、 CD / DVD 取り 
出しボタンを押したりしないでください。また、 【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キーも押さ 
ないでください。 

• 書き込み中にディスクのデータ面に傷を検出した場合、書き込みを中断することがありま 
す。 

•ディスクへの書き込みを行うときは、自動的に省電力が態（スリープ、スタンバイ、休止 
が態）にならないように、省電力の設をを'変更してください。 

• ディスクへの書き込みには、多くの電力を巧用します。パソコン本体に AC アダプタを取り 
付けてお使いください。 

•ディスクへの書き込み中は、化のソフトウェアを起動しないでください。化のソフトウェ 
アを起動している場合は、そのソフトウェアを終了させてください。 

• 不正コピー防止の仕様に準拠していない DVD やビデオ CD は、正常に再生できない場合があ 
ります。 
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• 本パソコンでは DVD-Audio など「使用できるディスク」 （^P. 口 4) に記載されていないディ 
スクの再生および動作保証はできません。 


■ DVD - Video ご使用時のま意事項 

■ディスクの種類によっては、専用の再生ソフトが添付されている場合があります。ディス 
クに添付の再生ソフトをインストールした場合、 「WinDVD」 での再生は保証いたしません。 
また、ディスクに添付されている再生ソフトについても、弊化では保証いたしません。 

• リージョン（地:®)コードについて 

• DVD-Video のディスクまたはパッケージに記載されているリージョンコードに「2」が含 
まれているか、 「ALL」 と書かれているディスクがお使いになれます。 

. リージョンコードのを更は4回までです。 

リージョンコードを4回を更すると、最後に設をしたリージョンコードに固定され、その 
化のリージョンコードの DVD-Video は再生できなくなります。固定されたリージョン 
コードを変更するホ法はありませんのでご注意ください。 

-前回再生した DVD-Video と、リージョンコードが異なる DVD-Video を再生しようとする 
と、リージョンコード'変更を確認するメッセージ画面が表示されます。このメッセージ 
画面で 「OK」 をクリックすると、リージョンコードの設定が変更されます。 

. ご購入時のリージョンコードは「2」です。 

• DVD のディスクの種類によっては、著作権保護のため、コピープロテクトがかかっている 
場合があります。 「WinDVD」 では、著作権保護として、デスクランブル機能および相互認 
証 （Authentication) 機能が用意されています。著作権保護のされたデータなどをコピーし、 
再生しても、申目互認証エラ ' — (Authentication Error) となり、再生できません （This DVD 
can't be plaved in this Region, h 表示されます）。 


■ rWinDVDJ ご使用時のま意事項 

• 再生する DVD-Video によっては、コマ落ちをする場合があります。 

• rwinDVDJ の設定を'変更した直後は、 DVD-Video の再生が不安をになる場合があります。 

• キャプション表示とサブタイトル表示を、同時に表示することはできません。 

• MPEG1 のデータによっては再生できないものがあります。 

•ホ版されているウイルス巧策ソフトと rwinDVDJ を同時に起動することはできません。自 
動検索の機能をもつウイルス対策ソフトに関しては、 rwinDVDJ を起動する前に、一時的 
に起動しないようにしてください。なお、本パソコンに添付のウイルス巧策ソフトは問題 
ありません。 

• DVD-Video の再生中に化のソフトウェアを起動すると、コマ落ちや音飛びが発生する場合 
があります。コマ落ちや音飛びを防ぐために、起動しているソフトウェアはすべて終了し 
てください。 

なお、定期的に自動起動して、ウイルスチェック、ディスクメンテナンス、データベース 
更新およびデータ送受信処理などを行うソフトウェアについても、その頻度により音や映 
像の再生に影響が出ますので、必要に応じて終了してください。 

• DVD によっては、再生される映像データが表示エリア全体に表示されないものがあります。 
この場合は、表示の一部が黒くなります。 

• マウスポインターのデザインによっては、 DVD 再生画面の上に移動したときにマウスポイ 
ンターが点滅することがあります。このようなときは、「マウスのプロパティ」ウィンドウ 
の「ポインター」タブで、「デザイン」の設をを「なし」に変更してください。 

• 縦横比が16:9で録画されている DVD-Video を全画面表示にした場合、ズーム機能が使用でき 
ないことがあります。 



製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第2 章取り巧い 


■ ドライブのま意事項 

•本 パソコンは、 円形のディスクのみお{まいになれます。円形な外の異形ディスクは、お巧 
いにならないでください。故障の原因となることがあります。異形ディスクをお{吏いにな 
り故障した場合は、保証の巧象外となります。 

• 「ディスク巧用時の注意事項」が守られていないディスク、ゆがんだディスク、割れたディ 
スク、ヒビの入ったディスクはお{まいにならないでください。故障の原因となることがあ 
ります。これらのディスクをお{まいになり故障した場合は、保証の巧象外となります。 

• DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜 1.5 mm と規をしています。 

記録面が薄レ、媒体など、一部でもこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故 
障する場合があります。 

規格外の DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の巧象外となります。 

• ホ版のクリーニングディスクやレンズクリーナーを{まうと、逆にゴミを集めてしまい、 CD / 
DVD ドライブのレンズが巧れてしまう場合があります。故障の原因になりますので絶巧に 
使わないでください。 

うまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れをおき取ることで改善 
されることがあります。おき取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくは、ディ 
スクの說巧書またはレーベルなどをご覧ください。 
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使用できるディスク 

本パソコンで使用できるディスクは、カスタムメイドの選択によって異なります。お使いのド 
ライブの表をご覧ください。 

□ DVD - ROM ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

o 

X 

X 

音楽 CD 

o 

X 

X 

ビデホ CD 

o 

X 

X 

CD-R 

o 

X 

X 

CD-RW 

o 

X 

X 

DVD-ROM 

o 

X 

X 

DVD-Video 

o 

X 

X 

DVD-R (4.7GB) 

o 

X 

X 

DVD-R DL (8.5GB) 

o 

X 

X 

DVD- 民 W 

o 

X 

X 

DVD 十民 (4.7GB) 

o 

X 

X 

DVD+R DL (8.5GB) 

o 

X 

X 

DVD+RW (4.7GB) 

o 

X 

X 

DVD-RAM (4.7GB/9.4GB) 注 1 

o 

X 

X 


ミ主1: ■ DVD - RAM は、力ートリツジなしタイプまたは力ートリツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くださし、。 
力ートリツジに入れた状態で使用するタイプ （ Type 1) は使巧できません。また、無理に取り出して使巧しない 
でください。 

- 2.6 GB および 5.2 GB のディスクは、使用できません。 
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□ スーパーマルチドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

o 

X 

X 

音楽 CD 

o 

X 

X 

ビデオ CD 

o 

X 

X 

CD - 民 

o 

O 注 1 

X 

CD-RW 

o 

Q 注 1 注 2 

Q 注 1 注 2 

DVD-ROM 

o 

X 

X 

DVD-Video 

o 

X 

X 

DVD-R (4.7GB) 

o 

〇注 1 

X 

DVD-R DL (8.5GB) 

o 

〇注 1 

X 

DVD- 艮 W 

o 

〇注 1 注 2 

Q 注 1 注 2 

DVD+R (4.7GB) 

o 

〇注 1 

X 

DVD+R DL (8.5GB) 

o 

〇注 1 

X 

DVD+RW (4.7GB) 

o 

〇注 1 注 2 

Q 注 1 注 2 

DVD-RAM (4.7G 巨 / 9.4GB) 注 3 

o 

〇注 4 

〇注 4 


を1:データの追記が可能な CD や DVD にデータを追記するには、 「RoxioCreatorJ を使巧します。データを追記するに 
は、ディスクを追記可能の状態にしてお〈必要があります。詳し〈は、 「RoxioCreatorJ のヘルプをご覧〈ださし、。 

ま2 : CD-RW、DVD-RW、DVD+RW に書き込んだデータを削除するには、ディスク内のデータをすべて消去する必要が 
あります。 

ま3 : ■ DVD-RAM は、力ートリッジなしタイプまらは力ートリッジからディスクが取り出せるタイプをご購入〈ださし、。 
カートリッジに入れた状態で使巧するタイプ （Type1) は使巧できません。また、無理に取り出して使用しない 
で〈ださい。 

- 2.6GB および 5.2GB のディスクは、使用できません。 

ま4 : ■ WindowsXP の場合、 FAT32ia 外の フォーマツ ト形式には フォーマツ トできません。 

■ WindowsXP の場合、 FAT32ia 外の フォーマッ ト形式で フォーマッ トされたディスクには、書き込みや書き換え 
はできません。 
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推奨ディスク 


本パソコンの CD / DVD ドライブで書き込み、書き換えを行う場合は、次のディスクをお使いに 
なることをお勧めします。なお、巧用できるディスクは、選択したドライブによって異なりま 
す。 


ディスク 

メ ーカー 

メーカー型名 

CD-R 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

CD 民 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

=菱化学メディア 

SW 74 QU 5、 SW 74 EU 5、 SW 80 QU 5、 SW 80 EU 5 

Verbatim 

(バー ベイ タム） 

SW 80 QU 5 V し SW 80 QM 5 V し SW 80 QP 5 V し SW 80 EU 5 V し 
SW 80 EM 5 V 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

D 民- 47 WTY 50 BNT 、 DR -47 WKY 10 SN 

D 民- 47 WPY 30 AA 、 DR -47 WTY 20 AA 

=菱化学メディア 

DH 民 47 J 10、 DHR 47 HRP 10 

DVD-R DL 

=菱化学メディア 

DHR 85 H 1 

DVD-RW 

日本ビクター 

VD - W 47 H 

=菱化学メディア 

DHW 47 民 1 

DVD+R 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

D 民 +47 WTY 10 PN 

兰羞化学メディア 

DTR 47 J 10 

DVD+R DL 

兰菱化学メディア 

DTR 85 H 1 

DVD+RW 

=菱化学メディア 

DTW 47 U 1 

DVD-RAM 

日立マクセル 

DRM 47 PWC . S 1 P 5 S A (4.7 GB 、 カートリッジ無） 

パナソニック 

LM - HC 47 M (4.7 GB 、 カートリッジ無）、 

LM - HB 47 MA (4.7 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
LM - HB 94 M (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可） 


上記な外の記録型ディスクをお使いの場合は、書き込み、書き換え速まの低下や、正常な書き 
込み、書き換えができないことがあります。 


P POINT 

► 次のことにごを意ください。 

-本パソコンで作成した CD は、お使いの CD プレーヤーによっては再生できないことがあ 
ります。 

-本パソコンで作成した DVD は，お使いの DVD プレーヤーによっては再生できないこと 
があります。また、再生に対応した DVD プレーヤーをお使いの場合でも、ディスクの記 
録巧態によっては再生できないことがあります。 
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ディスクを七ットする、取り出す 


本パソコン搭載のドライブュニットは、パソコン本体の電源が入っているときに、ディスクの 
七ットや取り出しができます。 

が重要 

► ディスクに頻繁にアクセスする場合などは、 AC アダプタを取り付けることをお勧めしま 
す。バッテリのみで運巧すると、バッテリの寿命が短くなることがあります。 

► セットすると自動で始まるディスクを使巧しているときに、パソコン本体を省電力状態（ス 
リープ、スタンバイ、休止状態）にすると、レジューム（復帰）時にディスクが二重に起 
動してしまい誤動作の原因となります。二重に起動してしまった場合は、ディスクのソフ 
トウエアをいったんすべて終了し、ディスクをセットし直して〈ださい。 

► ディスクはデータの読み込みのときなど、高速で回転するため、使用時に振動や風切音が 
することがあります。これは故障ではありません。 


■七ツトする 

A ミ主意 

ディスクをセツトまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでくださし、。 
けがの原因となることがあります。 

1 CD/DVD 取り出しボタンを押します。 

トレーが少し出てきます。 

CD/DVD 取り出しボタン 



ク （1) トレーを静かに引き出し、 （2) ディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を上にして、トレー中央の突起にディスクの穴を合わせ、パチン 
とをがするまでしっかりとはめ込んでください。 
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が重要 


► ディスクをセットする場合は、トレー中央の突起にディスクの巧を合わせ、パチンと音が 
するまでしっかりとはめ込んでください。きちんとはめ込まないと、ディスクがドライブ 
内部でかれて、トレーやドライブ内部、およびディスクをお損する原因となることがあり 
ます。 

3 トレーを静かに巧し込みます。 

トレーを最後まで押し込めない場合は、カシャッという音がするまでトレーを引き出し 
て、もう一度押し込んでください。また、パソコン本体の電源が切れた状態ではトレー 
が閉まらないことがあります。この場合は、もう一度電源を入れて、トレーを閉めてく 
ださい。 



P POINT 

► ディスクをセットしてから使用可能になるまで、しばら<時間がかかります。また、マル 
チセッションディスクの場合、ほ常のディスクと比べ、セットしてから使巧可能になるま 
で、を少時間がかかることがあります。 


■取り出す 


A ミ主意 


ディスクをセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 

けがの原因となることがあります。 

1 ディスクを巧用しているソフトウエアを終了し、 CD/DVD 取り出しボタンを巧 
します。 

トレーが少し出てきます。 

クトレーを手で支えながらディスクを取り出します。 

トレー中央の突起を押さえながら、ディスクがパソコン本体にぶつからないように、 
ディスクのふちを持ち上げてください。 


5 


トレーを静かに巧し込みます。 
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ディスクが取 り出せ なくなったら _ 

CD / DVD 取り出しボタンを押してもトレーが出ない場合は、次のように操作してください。 

■ Windows 7/Windows Vista の場合 

1 「スタート」ボタンー「コンピューター」の順にクリックします。 

「コンピュ ■ — 弓' — J ウインドウが表示されます。 

ク CD/DVD ドライブをちクリックし、「取り出し」をクリックします。 

トレーが 少し出てきます。 

3 トレーを静かに引き出します。 

■ Windows XP の場合 

ブ「スタート J ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

「マイコンピュ ■ —夕」ウインドウが表示されます。 

ク CD/DVD ドライブを右クリックし、「取り出し」をクリックします。 

トレーが 少し出てきます。 

3 トレーを静かに引き出します。 

■ 上記の方法で取り出せない場合 

上記の方法で取り出せない場合は、次の方法で取り出してください。 

ブパソコン本体の電源を切ります。 

ク強制取り出し穴 （^ P.19) に、クリップの先などを差し込みます。 

ト レーが 少し出てきます。 

3 トレーを静かに引き出します。 
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DVD-RAM をフオーマツトする (Windows 7/Windows Vista の 
場合） 


巧 t を I スーパーマルチドライブを選択した場合 

初めてお使いになる DVD - RAM は、 データを 読み書きできるようにするために フォーマット 
(初期化） を 行う必要があります。ここでは、 DVD-RAM のフォーマットの 操作手順に っいて 
説明します。 

9.4 G 巨の両面タイプの DVD - RAM ディスクをフォー マッ トする場合は、片面ごとにフォー マッ 
卜してください。 

A ミ主意 

A * DVD-RAM をセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 

けがの原因となることがあります。 

1 フォーマットする DVD - RAM をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「コンピューター」の順にクリックします。 

「コンピューター」 ウィンドウが表示されます。 

3 CD / DVD ドライブを右クリックし、「フォーマット」をクリックします。 

4 「ファイルシステム」でフォーマット種別を選びます。 

P POINT 

► DVD-RAM のフ ホーマッ ト形式 

DVD-RAM のフホーマットおまには、次のものがあります。 DVD-RAM 書き込みを巧うソフ 
トウエアによっては、対応するフホーマットおまが制限されていることがあります。 DVD- 
RAM にデータを書き込む前に、ソフトウエアのマニュアルなどをご貴になり、使巧できる 
フォーマットサさまを確認してください。 

- FAT 形式 

ハードディスクや USB メモリなどにデータを保存するときに使われているフォーマッ 
卜の1つです。 

- FAT32 

Windows で選巧できる FAT 形式の1つです。 

■ UDF (Universal Disk Format) 形式 
DVD の統一標準フホーマットです。 

- UDF1.5 

DVD-RAM ディスクの標準フォーマットです。 

- UDF2.0 

DVD フォーラム策をの「ビデオレコーディングフォーマット規格」準拠のフォーマッ 
卜です。 

5 「ボリュームラべル」に名前を入力します。 

DVD - RAM には、自由にを前を付けることができます。 


6 「開始」をクリックします。 
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7 フォーマットを確認するメッセージが表示されるので、 「0 K 」 をクリックしま 
す。 

フォーマットが始まります。 

夕 「フォーマットが完了しました」と表示されたら、 「0 K 」 をクリックします。 

夕 「閉じる」をクリックします。 

DVD-RAM をフオーマットする （ WindowsXP の場合） 


巧 t を I スーパーマルチドライブを選択した場合 

本パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM に書き込み、書き換えをするには、ドライ 
ブの設定をを更する必要があります。 

また、初めてお使いになる DVD - RAM は、データを読み書きできるようにするためにフォー 
マット（初期化）を行う必要があります。 

ここでは、ドライブの設定を'変更する手順と、 DVD - RAM のフォーマットの操作手順を説明し 
ます。 

■ ドライブの設定を変更する 

DVD - RAM にデータの書き込み、書き換えをするには、ドライブの設ををを更する必要があり 
ます。 

1 「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

ク CD / DVD ドライブをちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

3 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを 
外します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 


■ DVD - RAM ディスクをフォーマットする 

9.4 GB の両面タイプの DVD - RAM をフォーマットする場合は、斤面ごとにフォーマットしてく 
ださい。 

A ;' 主意 

A • DVD-RAM をセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 

けがの原因となることがあります。 

ブ フォーマットする DVD - RAM をセットします。 

ク 「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

「マイ コンピュータ」 ウインドウが表示されます。 
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3 CD / DVD ドライブをちクリックし、「フホーマット」をクリックします。 

4 「ボリュームラベル」に名前を入力します。 

DVD - RAM には、自由にを前を付けることができます。 

5 「開始」をクリックします。 

6 フォーマットを確認するメッセージが表示されるので、「はい」をクリックし 
ます。 

フォーマットが始まります。 

7 「フォーマットが完了しました」と表示されたら、 「0 K 」 をクリックします。 

8 「閉じる」をクリックします。 
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4バジテリ 


本パソコンは、 AC アダプタを使わずにバッテリを使って動作させることができます。 
ここでは、バッテリの充電方まやバッテリで本パソコンを使う方法について説明し 
ています。 

また、バッテリ残量の確認方まや、バッテリをお使いになるうえでミ主意していただ 
きたいことについても説明しています。 


取り扱い上のを意 


内蔵バッテリパックを取り极うとき、および本パソコンをバッテリで運用するときには、次の 

ことにご注意ください。 

Am 口 

バッテリの交換などで、バッテリパックの取り付け/取り外しを行うときは、落としたり、強 
い衝撃をちえたりしないでください。また、落としたり、強い衝撃をちえたりしたバッテリ 
パックは使巧しないでください。 

感電や火災、バッテリパックの破裂の原因となります。 

■バッテリパックを取り巧ううえでのま意 

• バッテリパックは分解しないでください。 

バッテリを分解して内部に触れると、感電•火災の原因となります。 

■長期間（約1ヶ月な上）本パソコンをお使いにならない場合 

バッテリを取り外して涼しい場所に保管してください。パソコン本体に取り付けたまま長 
m 間放置すると過放電となり、バッテリの寿命が短くなります。 

■ バッテリで運用するときのを意 

• 本 パソコ ンの使用中にバッテリの残量がなくなると、作成中のデータが失われることがあ 
ります。バッテリの残量や状態に注意してお{吏 V 、ください。 

•電力を多く使用する作業や、長時間の作業を行う場合は、 AC アダプタを接続してください。 

■バッテリの残量を確認するホ法についてはレスッテリの残量や消耗状態を確認する」 

P .65) をご覧ください。 

■バッテリの温まが上昇すると、本パソコンの動作が遅くなる場合があります。その場合に 
は、 AC アダプタを接続してください。 

■ 次のような場合は、バッテリ残量にま意して使用してください。 

• 無線 LAN などの ワイヤレス 機器を使用するとき 
電波の発信に電力を消費します。 

• BIOS 七ットアップを操作するとき 
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■ 次のような場合はバッテリ運用をおけ、 AC アダプタを接続してください。 

• ハードディスクや CD / DVD などを頻繁に使用するとき 
• LAN やモデムを頻繁に使用するとき 
■本パソコンをご腊乂時の状態に戻すとき 

■ PC カード、 ExpressCard 、 USB 対•応周辺機器を2つな上同時に取り付けるとき 

■ 寿命について 

•パソコン本体を長期間巧用しない場合でも、バッテリは消耗し劣化します。月に一度はパ 
ソコン本体をバッテリで運用し、バッテリのが態を確認してください。 

■高温環境に放置した場合、バッテリの消耗、劣化が進みます。 

• バッテリは消耗品なので、長»間使用するとホ電能力が低下します。その場合は「内蔵バッ 
テリパックを交換する」（一 P .68) をご覧になり、新しいバッテリと交換してください。 
■バッテリの稼働時間が極端に短くなってきたらバッテリの寿命です。 

•寿命になったバッテリは、パソコン本体から取り外してください。取り付けたまま放置す 
ると、感電や火災の原因となります。 

• レくッテリーユーティリティ」でバッテリの満お電を80%にすることで、バッテリの寿命を 
延ばすことができます。詳しくはレスッテリの寿命を延ばす」（一 P .67) をご覧ください。 


バッテリを充電する 


■ 充電する 

□巧電を開始する 

ブ本パソコンにバツテリがセツトされていることを確認します。 

ク本パソコンに AC アダプタを接続します。 

ホ電が始まります。ホ電中は、状態表示 LED のバッテリあ電ランプが点げし、内蔵バッ 
テリパックのホ電が態が表示されます。 

□ 巧電の完了を確認する 

が態表示 LED のバッ テリ巧電ランプが緑色にをわると完了です。 

本パソコンの電源が切れて いる 場合は、ホ電が完了してしばらくすると、が態表示 LED が消 
なします。 

■バツテリを充電するときのま意 

• バッテリ残量が90%な上の場合は、 AC アダプタを取り付けてもホ電されません。バッテリ 
残量が89%な下になるとホ電されます。 

■バッテリの消耗、劣化が進むと、満充電にならない場合があります。 

• レ《ッテリーユーティリティ」で「80%ホ電モード」に設定した場合、69%な下になるとホ 
電されます。 

■本 パソコンをバッ テリで運用した直後は、 バッ テリの温度が上昇しているため、 バッ テリ 
の保護機能が働いて充電が行われない場合がありますレ《ッテリ充電ランプがオレンジ点 
滅します)。しばらくして、 バッ テリの温まが低下すると充電が開始されます。 
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• 本パソコンのご購入時、または1ヶ月な上充電していない場合は、バッテリの残量が少なく 
なっています。バッテリを充電してからお{まいください。 

•充電したバッテリは、お使いにならなくても少しずつ自然放電していきます。本パソコン 
をバッテリ運用するときは、直前に充電することをお勧めします。 

• 周团の温まが高すぎたり低すぎたりすると、バッテリの充電能力は低下します。 

• バッテリ稼働時間は環境温度に影響され、低温時はバッテリ稼働時間が短くなる場合があ 
ります。 

■バッテリの充電状態（バッテリ充電ランプ） 

本パソコンに AC アダプタが接続されている場合、状態表示 LED のバッテリ充電ランプに、 
内蔵バッテリパックの充電状態が表示されます。 


バッテリ充電ランプ 

状態の説明 

ホレンジ点、灯 

充電中 

緑色点、灯 

充電完了または内蔵バッテリパックが取り付けられていない 

消灯 

AC アダプタが接続されていない 

オレンジ点、滅 

充電停止中レくッテリ温をアラーム時など'注） 

バッテリ充電ランプのオレンジ点滅は、内蔵バッテリパックが熱を 
もって温度が高くなったり、冷やされて温度が低くなったりしたと 
きに、バッテリの保護機能が働いて充電を停止していることを表し 
ています。しばらくして内蔵バッテリパックの温度が平常に戻ると、 
点灯になり充電を再開します。 


を：バッテリ温度アラームとは、内蔵バッテリパックが熱をもって温度が高〈なったり、ホやされて温度がほ〈なった 
りした場合に、バッテリの保護機能が働いて充電を停止することです。 


■ バツテリ充電時間と稼働時間 

バツテリの充電時間と稼働時間については、「仕様一覧/技術情報」 一 「本体仕様」（一 P .280) 
をご覧ください。 
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バッテリの残量や消耗状態を確認する 


バッテリの残量やが態は、が態表示 LED のバッテリ残量ランプやレくッテリーユーティリ 
ティ」で確認できます。 

■ が態表示 LED のバッテリ残量ランプで確認する 

バッテリの残量は、電源が入っているときや充電中に、が態表示 LED のバッテリ残量ランプ 
で確認できます。 


バッテリ残量ランプ 

状態の説明 

緑色点げ& 

バッテリ残量100%〜51% 

オレンジ点な'注 

バツテリ残量50〇/〇〜13% 

ホ色点な® 

バッテリ残量12%が下 

(このが態を LOW バッテリが態といいます） 

消な 

バッテリが接続されていません。 


を；本パソコンの電源の状態により次のようになります。なお、「充電中 J とは、バッテリ充電ランプがホレンジに点 
なしている状態です。 

-電源オン時：点な 

■スリープ/スタンバイ中：点な（充電中）またはゆっくり点滅（ホ充電中） 

■電源ホフ時/休止状態中：点な（充電中）または消な（ホ充電中） 

が重要 

► をい間隔でホ点滅している場合は、バッテリが正し<巧竜されていません。一度パソコン 
本体の電源を切ってからバッテリを取りかし、もう一度取り付けて〈ださい。それでも巧 
態がをわらない場合はバッテリが異常です。新しいバッテリと交換して〈ださい。 

P POINT 

► バッテリ残量の表示は、バッテリ（リチウムイオン電ミ也）の特性上、使用環境（温度を件 
やバッテリの巧放電回数など）により、実際のバッテリ残量とは異なる場合があります。 

□ LOW バッテリ状態になったら 

バッテリが LOW バッテリが態になると、が態表示 LED のバッテリ残量ランプ表示がホ色に 
なります。すみやかに AC アダプタを接続するか、バッテリ残量の多いバッテリに交換してく 
ださい。バッテリを交換する場合は、作成中のデータを保存し、動作中のソフトウェアを終了 
後、本パソコンの電源を切ってから交換してください。また、 AC アダプタや交換できるバッ 
テリがない場合も、作成中のデータを保存し、動作中のソフトウェアを終了後、本パソコンの 
電源を切ってください。 

ご購入時のが態では、バッテリが LOW バッテリ状態になると、次のようになります。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

バッテリ残量が拘10%になったら、自動的に休止が態になるように設定されています。 

• Windows XP の場合 

バッテリ巧量が約10%になったら、自動的にスタンバイするように設定されています。 
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■ バッテリーユーティリティで確認する 

レ《ッテリーユーティリティ」では、バッテリの情報を表示したり、消耗状態を測定したりで 
きます。 

が重要 

► バッテリの消耗が態測定中のごミ主意 

-必ず AC アダプタを接続してください。測定中はバッテリを取り外さないでください。 

-バッテリのお電と放電を行うため、測定に10時間が上かかる場合があります。 

■省電カモードに移巧したり、ログオフや再起動、シャットダウンをしたりしないでくだ 
さし、。 

-「電源オプション」の設定を変更しないでください。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「サポートナビ」の順にクリッ 
クします。 

ク「パソコンの情報」タブをクリックし、「バッテリーの情報」アイコンをダブル 
クリックします。 

レくッテリーの情報」ウィンドウが表示されます。 

バッテリの消耗が態を測をするには、レ《ッテリーの消耗が態を測を」をクリックしま 
す。 



製品ガイド LIFEBOOK E780/A 
4バツテリ 


バッテリの寿命を延ばす 


本パソコンには、バッテリの満ホ電量を80%にするレくッテリーユーティリティ」というソ 
フトウェアが搭載されています。レ《ッテリーユーティリティ」でバッテリの満ホ電量を80% 
に設定すると、バッテリの寿命を延ばすことができます。 

ご購入時は、「フルホ電モード(100%) J に設をされています。 

が重要 

► 「80%巧電モード」に設をすると、稼働時間が「フル巧電モード（100%) J よりも短< な 
ります。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「バッテリーユーティリティ」 
一「バッテリーの設定」の順にクリックします。 

レ《ッテリ ' —の設定」ウィンドウが表示されます。 

ク「現在のモード」が「フル充電モード（100〇/〇充電）」になっていることを確認 
し、「変更」をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

3 「バッテリー満充電量の設定」ウィンドウで「80〇/〇充電モード」を選択し 、 roKj 
をクリックします。 

4 「バッテリーの設定」ウィンドウで、 「0 K 」 をクリックします。 

P POINT 

► 「80%巧電モード」に設をした場合、「巧電完了時にメッセージを表示する」にチェックを 
付けると、巧電完了時に巧電完了のメッセージが表示されます。 
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内蔵バッテリパックを交換する 


内蔵バッテリパックは、次の手順で交換してください。 

■ お使いになれる内蔵バッテリパック 

本パソコンでサポートしている内蔵バッテリパックについては、富±通製品情報ページ内にあ 
る LIFEBOOK の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く 
ださい。 

■交換する 

/K 言 口’ 

A • バッテリパックの交換を巧う場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外 
0^ してください。また、パソコン本体や/くッテリパックのコネクタに邮れないでください。 

感電や故障の原因となります。 

ブパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

ク液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

3 バッテリのツメを巧しながら、内蔵/くッテリパックを取り外します。 

内蔵バッテリパック 



P POINT 

► 巧りかした内蔵バッテリパックの巧り巧いについては、「廃棄■リサイクルについて J (一 
P.69) をご覧ください。 
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4 新しい内蔵/くッテリパックを取り付けます。 

新しい内蔵バッテリパックを斜め上から差し込み、カチッと音がするまでしっかりとは 
め込みまず。 


内蔵バッテリパック 



廃棄-リサイクルについて 


■バッテリを廃棄する場合は、ショート（短絡）防止のために、バッテリパックのコネクタ 
に絶縁テープを貼るなどの処置をしてください。なお、取り外したバッテリパックは乾電 
池などの電池と混ぜないようにしてください。 

• バッテリパックは、貴重な資源です。廃棄する場合は、リサイクルにご協力をお願いします。 
■バッテリパックのリサイクルについては、『取あ説明書』をご覧ください。 
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5マルチベイ 


ここでは、マルチベイについて説明しています。 


取り扱い上のを意 _ 

故障を防ぐため、マルチベイユニットをお使いになる場合は、次の点に注意してください。 

• 巧蔵 DVD - ROM ドライブ ユニット、 内蔵スーパー マルチ ドライブ ユニット は、ディスクが高 
速に回転する非常にデリケートな装置です。ディスクにアクセスしている状態で、パソコン 
本体を持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 ユニッ トが破損したり、デー 
夕が壌れたりするおそれがあります。 

•極端に高温、低温の場所、温度を化の激しい場所での保管は避けてください。 

•直射日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないようにしてください。 

• 衝撃や振動の加わる場巧での保管は避けてください。 

• 湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。 

• 内部に液体や金属など異物が入った状態で{吏用しないでください。もし、何か異物が入っ 
たときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元へご連絡ください。 

• 巧れは、柔らかい布でからおきするか、柔らかいホに水または水で薄めた中性洗剤を含ま 
せて程くおいてください。ベンジンやシンナーなど揮発性のものは避けてください。 

• 分解したり、解体したりしないでください。 

• 磁石や強い磁界を発生する装置の近くでの使用や保管は避けてください。 


使用できる ユニツ ト_ 

カスタムメイドでドライブを選択しなかった場合に添付されている「マルチベイ用カバー」の 
化に、本パソコンでサポートしているユニットについては、富±通製品情報ページ内にある 
LIFEBOOK の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く だ 
さい。 
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ユニッ トを交換する 


侈重要 

► 本パソコンをお使いになるときは、必ずマルチベイにユニットを取り付けてください。何 
も取り付けない状態でお使いになると、故障の原因となります。 

■ユニットを巧りかす 

P POINT 

► かのユニットを取り外す場合は、手順2のみ操作してください。 

■ マルチベイ用カバー 

► 省電カモードで CD/DVD ドライブ ユニッ トを無効にする設定にしている場合は、手順2のみ 
操作してくださし、。省電カモードについては、「省電カモード」（一 P.141) をご賣〈ださし、。 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows 7の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アをを全に取り外してメディアを取り出 
す」アイコンをクリックします。 

2. 「[お使いの マルチ ベイ ユニット] の取り出し」をクリックします。 

3. い[お使いの マルチ ベイ ユニット] 'は コン ピユ ーター からを全に取り外すことがで 
きます。」というメッセージが表示されることを確認します。 

参 Windows Vista の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アのを全な取り外し」アイコンをクリック 
します。 

2. 「[お使いのマルチベイ ユニット] をを全に取り外します」をクリックします。 

3. 「このデバイスはコンピュータからを全に取り外すことができます。」と表示された 
ら、 「 OK 」 をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アのを全な取り外し」アイコンをクリック 
します。 

2. 「[お使いの マルチベイユニット] をを全に取り外します」をクリックします。 

3. 「'[お使いの マルチ ベイ ユニッ ト]'はを全に取り外すことができます。」という メッ 
セージが表示されることを確認します。 

ク （1) ベイ ユニット 取り外しレバーを起こし、 （2) ユニットを 取り外します。 
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■ ユニッ トを取り付ける 


ブ新しい ユニットを 取り付けます。 

ユニットの コネクタを奥にして、突き当たるまで、しっかり押し込みます。 



P POINT 

► 電源が入っている場合、ユニットの交換直後は「コンピュータ ーJ ウィンドウなどからド 
ライブの表示が消‘えることがあります。しばら <すると再表示され、使用できます。 
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6 PC 力ードスロット 


ここでは、 PC 力ードスロツトについて説明しています。 

取り扱い上のま意 


故障を防ぐため、 PC カードをお使いになるときは、次の点に注意してください。 

• 温度の高い場所や直が日光のあたる場所には置かないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 重いものを載せないでください。 

• コーヒーなどの液体がかからないように注意してください。 

■保管する場合は、必ずケースに入れてください。 

が重要 

► PC 力ードによっては、 ExpressCard と同時に使用できない場合があります。詳し〈は、お 
使いの PC 力ードや ExpressCard の マニュアルを ご賣ください。 

► 本パソコンでは、 LAN カードまたはモデムカードが使用できない場合があります。 

► 本パソコンでは、 3.3V または 5V を使巧する PC 力ードのみサポートしています。 12V を使巧 
する PC 力ードはサポートしていません。 


PC カードを七ットする 


A ミ主意 

A * PC 力ードをセットまたは取り出すときは、 PC 力ードスロットに指を入れないでください。 
けがの原因となることがあります。 

が重要 

► PC カードは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気に 
より破壊される場合があります。 PC カードを取り扱う前に、一度金属費のものに手を触れ 
て、静電気を放電して〈ださい。 

P POINT 

► PC 力ードによっては、パソコン本体の電源を切ってからセットするものがあります。詳し 
〈は、お使いの PC 力ードのマニュアルをご覧〈ださい。 

► PC 力ードによっては、ドライバーのインストールが必要なものがあります。お使いの PC 
力ードのマニュアルをご幫になり、必要に応じてドライバーをインストールしてくださ 
い。 

► PC 力ード、 ExpressCard、USB 対応周辺機器を2つが上同時に取り付ける場合には、 AC ア 
ダプタを接続してください。バッテリで稼働すると、バッテリが劣化します。 
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1 パソコン本体右側面の PC カード取り出しボタン（下段）を軽く1回押しまず。 

PC カード取り出しボタンが少し飛び出します。 



PC カード取り出しボタン 

2 飛び出した PC カード取り出しボタンを押し込み、ダミーカードを取り出しま 
す。 



P POINT 

► 取り出したダミーカードは、なくさないように保管してください。 

3 パソコン本体左側面の PC 力ードスロツト（下段）に、 PC 力ードをセツトします。 

PC カードの製品をを上にして、 PC カードスロットに差し込みます。 



PC 力ード 
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が重要 

► PC 力ードを上段にセットしないでください。上段にセットすると、破損の原因になった 
り、 PC カードが取り出せなくなったりすることがあります。 

► PC 力ード取り出しボタンが飛び出している場合は、必ず中に巧し込んでくださし、。 PC カー 
ド取り出しボタンが熊び出した状態で PC カードをセットすると、ボタンが中に入らな〈 
なり、破損する原因となります。 

► PC 力ードによっては、 PC 力ードス□ットから帶び出した状態でセットされるものがあり 
ます。 PC カードの飛び出した部分をぶつけたりしないでくださし、。破損の原因となります。 

► うま〈セットできない場合は、一度 PC カードを取り出し、上下が反対になっていないか、 
差し込む方向が間違っていないかを再度確認して〈ださい。また、お使いの PC 力ードの 
マニュアル もご幫〈ださい。 

► コードやケーブルを接続して使う PC 力ードをお使いの場合、 PC 力ードとコードやケーブ 
ルを接続しているコネクタ部分にものを載せたり、ぶつけたりしないでください。破損の 
原因となります。 


PC 力ードを取り出す 


A ミ主意 

A • PC 力ードの使用終了直後は、 PC カードが高温になっていることがあります。 PC 力ードを取 
り出すときは、手順3の後、しばら〈待ってから取り出して〈ださい。やけどの原因となるこ 
とがあります。 

A * PC 力ードをセットまたは取り出すときは、 PC 力ードスロットに指などを入れないでくださ 
し、。けがの原因となることがあります。 

が重要 

► PC カードは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気に 
より破壊される場合があります。 PC カードを取り巧う前に、一度金属費のものに手を舶れ 
て、静電気を放電して〈ださい。 

P POINT 

► コードやケーブルを接続して使う PC 力ードを取り出す場合、 PC 力ードのコードやケーブ 
ルを引っ張らないでください。破損の原因となります。 

► PC 力ードは、次の手順に従って取り出して〈ださい。手順どおり巧わないと、故障の原因 
となります。 

► PC 力ードによっては、 パソコン 本体の電源を切って から 取り出すものがあります。詳しく 
は、お使いの PC 力ードのマニュアルをご貴〈ださい。 
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ブ次の操作を巧います。 

参 Windows 7の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アをを全に取り外してメディアを取り出 
す」アイコンをクリックします。 

P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウIアのま全な取りかし」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウIアのま全な取りかし」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
PC 力ードを取り出さないでください。パソコン本体の動作が不ままになる場合がありま 
す。 

► PC 力ードによっては、画面ち下の通知領域に「ハードウ；！:アをを全に巧りかしてメディア 
を取り出す」アイコンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、 
PC 力ードのマニュアルをご覧< ださい。 

2. 「[PC 力ード]の取り出し」をクリックします。 

P POINT 

► 「[PC 力ード]」には、お使いの PC 力ードの名称が表示されます。 

► 「[PC 力ード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合は、 
roKj をクリックし、 PC 力ードにアクセスしていないことを確認した後、手順1からやり 
直して〈ださい。 

3. 「1 [PC カード]'はコンピューターからを全に取り外すことができます。」という 
メッセージが表示されることを確認します。 

参 Windows Vista の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウエアのを全な取り外し」アイコンをクリック 
します。 


P POINT 

► 画面右下の通知領域にある「ハードウ X アのま全な取り外し」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウ X アのま全な取り外し」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
PC カードを取り出さないでください。パソコン本体の動作が不安定になる場合がありま 
す。 

► PC 力ードによっては、画面右下の通知領域に「ハードウXアのま全な取り外し」アイコン 
が表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、 PC カー ドの マニ ュア 
ルをご貴〈ださい。 

2. 「[PC 力ード]をま全に取りかします」をクリックします。 

P POINT 

► 「[PC 力ード]」には、お使いの PC 力ードの名巧が表示されます。 

► 「[PC 力ード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合は、 
roKj をクリックし、 PC 力ードにアクセスしていないことを確認した後、手順1からやり 
直してください。 

3. 「このデバイスはコンピュータからを全に取り外すことができます。」と表示された 
ら、 「OK」 をクリックします。 
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• Windows XP の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウエアのま全な取り外し」アイコンをクリック 
します。 

P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アのま全な取り外し」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウ X アのま全な取り外し」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
PC カードを取り出さないでください。パソコン本体の動作が不安定になる場合がありま 
す。 

► PC 力ードによっては、画面右下の通知領域に「ハードウXアのま全な取り外し」アイコン 
が表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、 PC カー ドの マニ ュア 
ルをご賣〈ださい。 

2. 「[ PC 力ード]をま全に取り外します」をクリックします。 

P POINT 

► 「[PC 力ード]」には、お使いの PC 力ードの名称が表示されます。 

► 「 [PC 力ード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合は、 
roKj をクリックし、 PC 力ードにアクセスしていないことを確認した後、手順1からやり 
直してください。 

3. 「I [ PC カード]'はを全に取り外すことができます。」というメッセージが表示され 
ることを確認します。 

PC カード取り出しボタン（下段）を軽く 1 回押します。 

PC カード取り出しボタンが少し飛び出します。 



PC カード取り出しボタン 
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3 飛び出した PC カード取り出しボタンを巧し込み、 PC カードを取り出します。 



が重要 

► PC 力ード取り出しボタンが飛び出している場合は、必ず中に巧し込んで〈ださい。 PC 力一 
ド取り出 しボタンが飛び出した状態でお使いになると、ボタンが破損する原因となります。 

4 ダミーカードを PC 力ードスロット（下段）にしっかり差し込みます。 
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7 ExpressCard スロット 


ここでは、 ExpressCard スロットについて説明しています。 

取り扱い上のま意 


故障を防ぐため、 ExpressCard をお使いになるときは、次の点に注意してください。 

• 温度の高い場所や直射日光のあたる場所には置かないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 重いものを載せないでください。 

• コーヒーなどの液体がかからないように注意してください。 

が重要 

► ExpressCard によっては、 PC 力ードと同時に使用できないものがあります。詳しくは、 
お使いの ExpressCard や PC 力ードのマニュアルをご貴〈ださい。 

► 本パソコンでは、 LAN カードまたはモデムカードが使用できない場合があります。 


使用できる ExpressCard 


本 パソコン では、 ExpressCard テク ノロ ジに対応した ExpressCard /34 および ExpressCard /54 が使 
用できます。 ExpressCard /34 はカードの幅が 34 mm 、 ExpressCard /54 はカードの幅が 54 mm の 
ExpressCard で " t '。 
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B 巧 ressCard を七ツトする 


A ミ主意 


A • ExpressCard をセットまたは取り出すときは、 ExpressCard スロットに指を入れないでくださ 

/み\ ぃ。 

けがの原因となることがあります。 


が重要 


► ExpressCard は、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電 
気により破壊される場合があります。 ExpressCard を取り扱う前に、一度金属質のものに 
手を触れて、静電気を放電してください。 

P POINT 

► ExpressCard によっては、パソコン本体の電源を切ってからセットするものがあります。詳 
し〈は、お使いの ExpressCard のマニュアルをご幫〈ださい。 

► ExpressCard によっては、ドライバーのインストールが必要なものがあります。お使いの 
ExpressCard のマニュアルをご覧になり、必要に応じてドライバーをインストールして〈 
ださい。 

► ExpressCard や PC 力ード、 USB 機器を2つ上同時に取り付ける場合には、 AC アダプタを 
接続して〈ださい。バッテリで釋働すると、バッテリが劣化します。 


ブパソコン本体ち側面の ExpressCard す又り出しボタン（上段）を軽く1回押します。 

ExpressCard 取り出しボタンが少し飛び出します。 



ExpressCard 取り出しボタン 


ク飛び出した ExpressCard 取り出しボタンを巧し込み、ダミーカードを取り出し 
ます。 



P POINT 

► 巧り出したダミーカードは、な〈さないようにな管してくださし、。 
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パソコン本体左側面の ExpressCard スロット（上段）に、 ExpressCard をセッ 
卜します。 

ExpressCard の製品をまたは差し込み方向を示す矢印のある面を上にして 、 ExpressCard 
スロッ トに差し込みます。 



ExpressCard 


が重要 


► ExpressCard を下段にセットしないでください。下段にセットすると、破損の原因になっ 
たり、 ExpressCard が取り出せなくなったりすることがあります。 

► ExpressCard/34 をお使いの場合は、 ExpressCard の左端を ExpressCard スロッ トの左端に 
合わせて差し込んでください。また、差し込むときに ExpressCard を左ちにゆらすと、破 
損するおそれがあります。 ExpressCard はまっすぐ差し込んでください。 

► ExpressCard 取り出しボタンが帶び出している場合は、必ず中に押し込んでください。 
ExpressCard 取り出しボタンが飛び出した状態で ExpressCard をセットすると、ボタンが 
中に入らなくなり、破損する原因となります。 

► ExpressCard によっては、 ExpressCard スロットから飛び出した状態でセットされるもの 
があります。 ExpressCard の飛び出した部分をぶつけたりしないでください。破損の原因 
となります。 

► うま〈セットできない場合は、一度 ExpressCard を取り出し、上下が反対になっていない 
力、、差し込む方向が間違っていないかを再度確認してください。また、お使いの 
ExpressCard の マニュアル もご覧ください。 

► コードやケーブルを接続して使う ExpressCard をお使いの場合、 ExpressCard とコードや 
ケーブルを接続しているコネクタ部分にものを載せたり、ぶつけたりしないでくださし、。 
破損の原因となります。 
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ExpressCard を取り出す 


A ミ主意 

A • ExpressCard の使巧終了直後は、 ExpressCard が高温になっている場合があります。 

/ m \ ExpressCard を取り出すときは、手順3の後、しばらく待ってから取り出してください。や 
けどの原因となることがあります。 

A # ExpressCard をセツトまたは取り出すときは、 ExpressCard スロツトに指などを入れないでく 
ださい。けがの原因となることがあります。 

が重要 

► ExpressCard は、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電 
気により破壊される場合があります。 ExpressCard を取りす及う前に、一度金属質のものに 
手を舶れて、静電気を放電してください。 

P POINT 

► コードやケーブルを接続して使う ExpressCard を取り出す場合、 ExpressCard のコードや 
ケーブルを引っ張らないでください。破損の原因となります。 

► ExpressCard は、次の手順に従って取り出して〈ださい。手順どおり巧わないと、故障の 
原因となります。 

► ExpressCard によっては、パソコン本体の電源を切ってから取り出すものがあります。詳 
し〈は、お使いの ExpressCard のマニュアルをご覧〈ださい。 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows 7の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アをを全に取り外してメディアを取り出 


す」アイコンをクリックします。 

P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウエアのま全な取りかし」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウIアのま全な巧りかし J ウィンドウで，「停止 J をクリックして 
ExpressCard を取り出さないでください。パソコン本体の動作が不安定になる場合があり 
ます。 

► ExpressCard によっては、画面ち下の通知領域に「ハードウ x アをま全に取り外してメディ 
アを取り出す」アイコンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合に 
は、 ExpressCard のマニュアルをご覧ください。 

2. 「 ExpressCard ] の取り出し」をクリックします。 

P POINT 

► 「[ExpressCard]」 には、お使いの ExpressCard の名称が表示されます。 

► 「ExpressCard] の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合は、 
rOKj をクリックし、 ExpressCard にアクセスしていないことを確認した後、手順1から 
やり直してください。 

3. 「I [ ExpressCard ] 'はコンピューターからま全に取り外すことができます。」とい 

うメッセージが表示されることを確認します。 
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参 Windows Vista の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウエアのま全な取り外し」アイコンをクリック 
します。 


P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アのま全な取り外し」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウ X アのま全な取り外し」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
ExpressCard を取り出さないでください。パソコン本体の動作が不安定になる場合があり 
ます。 

► ExpressCard によっては、画面ち下の通知領域に「ハードウエアのま全な取り外し」アイ 
コンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、 ExpressCard の 
マニュアルをご覧〈ださい。 

2. 「 ExpressCard ] をま全に取り外します」をクリックします。 

P POINT 

► 「に xpressCard] 」には、お使いの ExpressCard の名称が表示されます。 

► 「ExpressCard] の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合は、 
rOKj をクリックし、 ExpressCard にアクセスしていないことを確認した後、手順1から 
やり直してください。 

3. 「このデバイスはコンピュータからま全に取り外すことができます。」と表示された 
ら、 「 OK 」 をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アのを全な取り外し」アイコンをクリック 


します。 

P POINT 

► 画面ち下のほ知領域にある「ハードウIアのま全な取り外し J アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウIアのを全な巧りかし」ウィンドウで，「停止」をクリックして 
ExpressCard を取り出さないでください。 バソコ ン本体の動作が不安定になる場合があり 
ます。 

► ExpressCard によっては、画面ち下の通知領域に「ハードウ x アのま全な取り外し」アイ 
コンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、 ExpressCard の 
マニュアルをご覧〈ださい。 

2. 「 ExpressCard ] をま全に取り外します」をクリックします。 

P POINT 

► 「に xpressCard] 」には、お使いの ExpressCard の名称が表示されます。 

► 「ExpressCard] の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合は、 
rOKj をクリックし、 ExpressCard にアクセスしていないことを確認した後、手順1から 
やり直してください。 

3. 「I ExpressCard ] 'はま全に取りかすことができます。」というメッセージが表示 
されることを確認します。 
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2 ExpressCard 取り出しボタン（上段）を軽く1回巧しまず。 

ExpressCard 取り出しボタンが少し飛び出します。 



3 飛び出した ExpressCard 取り出しボタンを巧し込み、 ExpressCard を取り出し 
ます。 



が重要 

► ExpressCard 取り出しボタンが帶び出している場合は、必ず中に押し込んでください。 
ExpressCard 取り出しボタンが飛び出したが態でお使いになると、ボタンが破損する原因 
となります。 

4 ダミーカードを ExpressCard スロット（上段）にしっかり差し込みます。 
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8 SD ゾモリーカード/ゾモリーステイジク 
スロット 


ここでは、 SD メモリーカードスロット/メモリーステイックスロットについて説明 
しています。 

特に断りがない場合は 、 SD メモリーカードやメモリースティックをまとめて、「メ 
モリーカード」と呼んでいます。 


取り扱い上のま意 


故障を防ぐため、メモリーカードをお使いになるときは、次の点に注意してください。 

• 温度の高い場所や直が日光のあたる場所には置かないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 重いものを載せないでください。 

• コーヒーなどの液体がかからないように注意してください。 

• 保管する場合は、必ず専用のケースに入れてください。 

• SD メモリーカードとメモリースティックは、同時に使用できません。 

• すべてのメモリーカードの動作を保証するものではありません。 

• メモリーカードや、記録されているデータの取りないについては、メモリーカードや周辺 
機器の マニュアルを ご覧ください。 

• Windows 上で フォーマッ トしたメモリーカードは、デジタルカメラなどで使用することがで 
きません。 

フォーマットしてしまった場合は、デジタルカメラなどで再度フォーマットしてからお使 
いください。フォーマットのホ法については、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。 

• メモリーステイツク Duo 、 メモリーステイツク PRO Duo . メモリーステイツク PRO - HGDuo 、 
メモリースティックマイクロをお使いの場合は、アダプターが必要になります。 

これらのメモリーカードは、必ずアダプターに差し込んでからお使いください。そのまま挿 
入すると、これらのメモリーカードが取り出せなくなります。 

また、これらのメモリーカードを取り出す場合は、必ずアダプターに差し込んだまま取り出 
してください。アダプターだけを SD メモリーカード/メモリースティックス ロッ トに残す 
と、故障の原因となります。 



メモリーステイツク 
マイクロアダプター 



メモリー スティック PRO-HG Duo 
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• メモリースティック Duo アダプターは、塗装部分がはがれたが態では{ま用しないでくださ 

い。 

SD メモリーカード/メモリースティックスロット内部の端子が接触し、差し込まれたメモ 
リーカードを認識しなかったり、故障の原因となったりする場合があります。 

また、はがれた塗装部みなどにテープなどを貼って使用しないでください。アダプターが 
取り出せなくなる場合があります。 

• miniSD カード、 microSD カード、 microSDHC カードをお{吏いの場合は、アダプターが必要に 
なります。 

これらのメモリーカードは、必ずアダプターに差し込んでからお使いください。そのまま 
挿入すると、これらのメモリーカードが取り出せなくなります。 

またこれらのメモリーカードを取り出す場合は、必ずアダプターに差し込んだまま取り出 
してください。アダプターだけを SD メモリーカード/メモリースティ ッ クス ロッ トに残す 
と、故障の原因となります。 



• 端子が露出しているタイプの miniSD カー ドアダプターは使用できません。 

miniSD カードのアダプターには、裏面の中央部から端子が露出している製品がありますが、 
このタイプのアダプターは{吏用しないでください 。 SD メモリーカード/メモリーステ イツ 
クスロツト内部の端子が接触し、故障の原因となる場合があります。 

miniSD カードのアダプターは、裏面中央部から端子が露出していない製品をご利用くださ 

い。 


X 




端子が露出している 
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使用できるメモリーカード 

本パソコンで使用できるメモリーカードは次のとおりです。 


メモリーカードの種類 

記録-再生 

SD メモリーカード注1 

SD メモリーカード （2 GB な下） 

〇 

SD メモリーカード （4 GB な上） 

X 

miniSD カードを2 

〇 

microSD カード注2 

〇 

SDHC 力ード 

〇 

microSDHC カード’化 2 

〇 

SDXC 力ード 

〇注 3 

SDIO カード 

X 

メモリ ー スァ イック を 4 

メモリースティック注 5 

〇 

メモリースティック注 5 
(メモリーセレクト機能付） 

〇 

メモリースティック Duo 注 2 注 5 

〇 

メモリースティック P 民0注 5 

〇 

メモリースティック PRO Duo 注 2 注 5 

〇 

メモリースティック PRO-HG Duo 注2注6 

〇 

メモリースティックマイクロ注 2 注 5 

〇 


ま1:■著作権保護機能には対応していません。 

■マルチメディアカード （MMC)、 およびセキュアマルチメディアカードには対応していません。 
ま2 :アダプターが必要です。必ずアダプターにセットした状態でおき差ししてください。 

ま3 : Windows 7、 Windows Vista のみ記録 ■ 再生ができます。 

ま4 :マジックゲート機能が必要なデータの記録■再生はできません。 

ま5 : 4ビットパラレルインターフエースを利用したデータ転送に対応しています。 

ま6 : 4ビットパラレルでの転送になります。 
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^モリーカードを七ットする 


A ミ主意 

ノ、 • メモリーカードをセットまたは取り出すときは、 SD 力ード/メモリーステイックスロットに 
指を入れないでください。 

けがの原因となることがあります。 

が重要 

► メモリーカードは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった詩 
電気により破壊される場合があります。メモリーカードを取り巧う前に、一度金属費のも 
のに手を巧もれて、静電気を放電してください。 

► 書き込み禁止の状態のメモリーカードにファイルの書き込みや削除を巧う場合、書き込み 
エラー メッセージ、または削除 エラー メッセージの表示に時間がかかったり、メモリー カー 
ドの内容の一部が正し〈表示されなかったりすることがあります。 その場合は、書き込み 
禁止の状態を解除してから、セットしてください。 

1 パソコン本体前面の SD メモリーカード/メモリーステイックスロットに、メ 
モリーカードをセットします。 

メモリーカードの 製品を を 上に して、 SD メモリーカード/メモリーステイ ッ クス ロッ 
卜に差し込みます。 



P POINT 

► 次の場合は、必要に応じて動作を選択するか、ウィンドウを閉じてくださし、。 
■ Windows 7/Windows Vista の場合 
「自動再生」ウィンドウが表示されたとき 
- Windows XP の場合 

「Windows が実行する動作を選んでください」が表示されたとき 
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メモリーカードを取り出す 


A ;' 主意 

A ♦ メモリーカードをセットまたは取り出すときは、 SD メモリーカード/メモリースティックス 

□ットに指などを入れないでください。けがの原因となることがあります。 

が重要 

► メモリーカードは、静電気に対してお常に弱い部品で構成されており、人体にたまった詩 
電気により破壊される場合があります。メモリーカードを取り巧う前に、一度金属質のも 
のに手を巧もれて、静電気を放電してください。 

ブ次の操作を行います。 

• Windows 7の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アをを全に取り外してメディアを取り出 

す」アイコンをクリックします。 

P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウIアのま全な取りかし」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウIアのま全な取りかし」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
メモリーカードを取り出さないでください。パソコン本体の動作が不まをになる場合があ 
ります。 

► メモリーカードによっては、画面ち下の通知領域に「ハードウ； L アをま全に取りかしてメ 
ディアを取り出す」アイコンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場 
合には，メモリーカードのマニュアルをご覧 < ださい。 

2. 「[メモリーカード]の取り出し」をクリックします。 

P POINT 

► 「[メモリーカード]」には、お使いのメモリーカードの名称が表示されます。 

► 「[メモリーカード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合 
は、 「OK」 をクリックし、メモリーカードにアクセスしていないことを確認した後、手順 
1からやり直してください。 

3. 「I [メモリーカード]'はコンピューターからま全に取り外すことができます。」と 

いうメッセージが表示されることを確認します。 

参 Windows Vista の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウエアのま全な取り外し」アイコンをクリック 

します。 


P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウIアのま全な取りかし」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウ X アのま全な取り外し」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
メモリーカードを取り出さないでください。パソコン本体の動作が不安をになる場合があ 
ります。 

► メモリーカードによっては、画面右下の通知領域に「ハードウエアのま全な取り外し」ア 
イコンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、メモリーカー 
ドのマニュアルをご幫〈ださい。 

2. 「[メモリーカード]をま全に取り外します」をクリックします。 




製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第2章取り巧い 


P POINT 

► 「[メモリーカード]」には、お使いのメモリーカードの名称が表示されます。 

► 「[メモリーカード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合 
は、 roKj をクリックし、メモリーカードにアクセスしていないことを確認した後、手順 
1からやり直してください。 

3. 「このデバイスはコンピュータからを全に取り外すことができます。」と表示された 
ら、 「 OK 」 をクリックします。 

• Windows XP の場合 

1. 画面ち下の通知領域にある「ハードウエアのを全な取り外し」アイコンをクリック 
します。 


P POINT 

► 画面ち下の通知領域にある「ハードウ X アのま全な取り外し」アイコンをダブルクリック 
して表示される「ハードウ X アのま全な取り外し」ウィンドウで、「停止」をクリックして 
メモリーカードを取り出さないでください。パソコン本体の動作が不安定になる場合があ 
ります。 

► メモリーカードによっては、画面ち下の通知領域に「ハードウエアのま全な取り外し」ア 
イコンが表示されないものがあります。アイコンが表示されない場合には、メモリーカー 
ドのマニュアルをご賣 〈ださい。 

2. 「[メモリーカード]をま全に取り外します」をクリックします。 

P POINT 

► 「[メモリーカード]」には、お使いのメモリーカードの名称が表示されます。 

► 「[メモリーカード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合 
は、 roKj をクリックし、メモリーカードにアクセスしていないことを確認した後、手順 
1からやり直してください。 

3. 「I [メモリーカード] 'はま全に取り外すことができます。」というメッセージが表 

示されることを確認します。 

クメモリーカードを一度押します。 

メモリーカードが少し出てきます。 



が重要 

► SD メモリーカード/メモリーステイックスロットからメモリーカードを取り出す場合は、 
メモリーカードを強〈巧さないで〈ださい。指を離したときメモリーカードが煎び出し、 
紛失したり、衝撃で破損したりするおそれがあります。 

メモリーカードを引き抜くときは、ひわったり斜めに引いたりして、メモリーカードに無 
理な力がかからないようにしてください。 

► メモリーカードを取り出す場合は 、 SD メモリーカード/メモリースティックスロットを人 
に向けたり、饋を近づけたりしないでください。メモリーカードが熊び出すと、けがの原 
因となることがあります。 
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9ディスプレイ 


ここでは、パソコン本体の液晶ディスプレイについて説明しています。 

外部ディスプレイについては「外部ディスプレイ」（一 P .99) または外部ディスプレ 
イのマニュアルをご覧ください。 


液晶ディスプレイの明るさを変更する 


ここでは、液晶ディスプレイの明るさを変更するホ法を説明します。 

本パソコンは、 AC アダプタを使っているときと、バッテリで巧っているときの液晶ディスプ 
レイの明るさをそれぞれ設をできます。 

ご購入時には、 AC アダプタで使っているときに明るくなり、バッテリで使っているときには 
暗くなるように設をされています。液晶ディスプレイの明るさは、お使いの環境に合わせて変 
更してください。 

■ Windows 7/Windows Vista の 場合 

液晶ディスプレイの明るさは、キーボードまたは「電源オプション」ウィンドウで変更できま 
す。 

液晶ディスプレイの明るさを B 音くすると、消費電力が小さくなります。 

P POINT 

► Windows Vis ねの場合、キーボードで巧るさを変更しても、本パソコンを再起動したり、ス 
リープや休止が態からレジューム（復帰）したり、 AC アダプタの取り付けや取りかしを 
巧った直後は、変更前の明るさに戻ります。そのようなときにも変更をち効にしておきた 
い場合は、「電源オプション」ウィンドウで設をしてください。 

□キーボードで明るさを変更する 

キーボードで液晶ディスプレイの明るさを調節するには、 [ Fn ] + [ F 6] キーまたは 【 Fn 】 + 
【 F 7】 キーを押します。 

[ Fn ] + [ F 6] キーを押すと暗く、 【 Fn 】 + 【 F 7】 キーを押すと明るくなります。 

明るさの調節中、画面下部に明るさを示すインジケーターが表示されます。 

• 注意事項 

•次のような場合は、キーボードで明るさを'変えられないことがあります。しばらくして 
から'変更してください。 

. 本パソコンを再起動した直後 
•スリープまたは休止が態からレジュームした直後 
- AC アダプタを取り付けたり、取り外したりした直後 
• r IndicatorUtilityJ をアンインスト ' —ルすると、明るさを示すインジケ'— 9 ' —が表示されま 
せん。詳しくは、「ソフトウェア」一「ューティリティ J (一 P .183) をご覧ください。 
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□「電源 オプション」ウィンドウで明るさを変更する 

• Windows 7の場合 

し「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「システムとセキュリティ」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3. 次の操作を行います。 

•現在の電源が態（レ"<ッテリ駆動」または「電源に接続」）の設をのみをを更する場合 

1. 「電源オプション」ウィンドウの下の「画面の巧るさ」のつまみをドラッグして、 
ディスプレイの輝度を調整します。 

•それぞれの電源状態（レ■^ッテリ駆動」または「電源に接続」）の設定をを更する場合 

1. 現在選択されている電源プランの右側にある「プラン設をの変更」をクリックし 
ます。 

2. を更したい電源が態"バッテリ駆動」または「電源に接続」）の「プランの明る 
さを調整」のつまみをドラッグして、ディスプレイの輝度を調整します。 

3. 「を更の保を」をクリックします。 

4. ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

• Windows Vista の場合 

し「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3. 「電源オプション」ウィンドウ左の「ディスプレイの輝度を調整」をクリックします。 

4. 「ディスプレイの輝度を調整」のつまみをドラッグして、ディスプレイの輝度を調整し 
ます。 

5. 「を更の保を」をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■ Windows XP の場合 

液晶ディスプレィの巧るさは、キーボードを使って'変更できます。暗くすると、消費電力が小さ 
くなります。また、 OS 、 ドライバーや rindicatorUtilityJ によって、それぞれの電源の状態で保存 
されます。詳しくは、「ソフトウェア」一「ユーティリティ」（一 P .183) をご覧ください。 

□明るさを変更する 

液晶ディスプレィの明るさを調節するには、 【 Fn 】 + [ F 6] キーまたは 【 Fn 】 + [ F 7] キーを 
押します。 

[ Fn ] + [ F 6] キーを押すと暗く、 【 Fn 】 + 【 F 7】 キーを押すと明るくなります。 

明るさの調節中、画面下部に明るさを示すィンジケーターが表示されます。 

• 注意事項 

•次のような場合は、キーボードで巧るさを'変えられないことがあります。しばらくして 
から'変更してください。 

. 本パソコンを再起動した直後 

.スタンバイまたは休止状態からレジュームした直後 
- AC アダプタを取り付けたり、取り外したりした直後 
• rindicatorUtilityJ をアンインスト ' —ルすると、巧るさを示すインジケ'— 9 ' —が表示されま 
せん。詳しくは、「ソフトウェア」一「ユーティリティ」 （^ P .183) をご覧ください。 
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r IndicatorUtilityJ をインスト ' —ルしている場合、 Windows の起動中に AC アダプタの取り 
付けや取り外しを行うと、「画面の明るさが'変更されました。」というメッセージが表示 
されます。 AC アダプタ{吏用時、バッテリ使用時それぞれの状態で、前回設をしていた明 
るさに戻ります。画面の指示に従い操作してください。詳しくは、「ソフトウェア」一 
「ユーティリティ J (^P.183) をご覧ください。 


解像度や発色数を変更する 


ここでは、本パソコンの液晶ディスプレイの、画面の解像度や発色数について説明します。発 
色数は「16ビット」が，約6万5千色、「32ビット」が約1677万色です。 

カスタムメイドで選択した波晶ディスプレイにより、表示できる解像度は異なります。 

■表示できる解像度と発色数 


□ 15.6 型ワイド（フル HD (1920 X 1080)) 


解像度（ピクセル） 

発色数 

Windows 7 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

16ビット 

〇 

〇 

32ビツト注' 

1024 X 768 

16ビット 

〇 

〇 

32ビツトを' 

1280 X 1024 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット注' 

1600 X 1200 

16ビット 

- 

〇注2 

32ビツトを' 

1920 X 1080 

16ビット 

〇 

〇 

32ビツトを' 

1920 X 1200 

16ビット 

- 

〇注2 

32ビツト注' 


ま1:液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利田しています。 
を2 :仮想デスクトップにな y ます。 


P POINT 

► 仮想デスクトップでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、化の領域はマウ 
スポインターを動かすことによって表示できます。 

この解像度に設定できない場合は、「すべての解像度を表示する （Windows XP のみ）」い 
P .96) をご覧ください。 
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□15.6型ワイド （ HD + (1600 X 900)) 


解像度（ピクセル） 

発色数 

Windows 7 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビットを 1 

1024 X 768 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビット注 1 

1280 X 1024 

16 ビット 

- 

〇注 2 

32 ビットを 1 

1600 X 900 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビット注 1 

1600 X 1200 

16 ビット 

- 

〇注 2 

32 ビットを 1 

1920 X 1200 

16 ビット 

— 

〇注 2 

32 ビット注 1 


ま1:液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 
を2 :仮想デスクトッブになります。 


P POINT 

► 仮想デスクトップでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、他の領域はマウ 
スポインターを動かすことによって表示できます。 

この解像度に設定できない場合は、「すべての解像度を表示する （Windows XP のみ）」卜 
P .96) をご覧ください。 


□ 15.6 型ワイド （HD (1366 X 7朗）） 


解像度（ピクセル） 

発色数 

Windows 7 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビット注1 

1024 X 768 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビットを1 

1280 X 1024 

16 ビット 

- 

〇を 2 

32 ビット注1 

1366 X 768 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビットを1 

1600 X 1200 

16 ビット 

- 

O' 注 2 

32 ビット注1 

1920 X 1200 

16 ビット 

— 

〇ぉ 

32 ビットを1 


ま1:液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 
ま2:仮想デスクトップにな y ます。 



































製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第2章取り巧い 


P POINT 

► 仮想デスクトップでは、液晶ディスプレイサイズの範困のみが表示され、他の領域はマウ 
スポインターを動かすことによって表示できます。 

この解像度に設定できない場合は、「すべての解像度を表示する （Windows XP のみ）」い 
P .96) をご覧ください。 

■ ま意事項 

• 一部のゲームやソフトウェアでは、通常選択できない解像度が使用されることもあります。 
■解像度の切り替え時などに、一時的に表示画面が乱れることがありますが、ホ障ではあり 
ません。 

■画面の解像度や発色数、リフレッシュレートをを更する場合は、起動中のソフトウェアや 
常馬主しているプログラムを終了させてから設をしてください。また、を更後は必ず本パソ 
コンを再起動してください。 


■すべての解像度を表示する （Windows XP のみ） 

WindowsXP では、仮想、デスクトップにより、液晶ディスプレイの解像度より高い解像度を設 
定できます。この場合、あらかじめ次の設をを行い、すべての解像度が表示されるようにして 
ください。 

ブデスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

ク「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

3 「モニタ」タブをクリックし、「このモニタでは表示できないモードを隠す」の 
チェックを外します。 

P POINT 

► 「このモニタでは表示できないモードを隠す」が選ができない場合は、この設をは必要あり 
ません。 

4 roKj をクリックして、すべての画面を閉じます。 

■ 解像度や発色数を変更する 

ここでは、本パソコンの液晶ディスプレイの、画面の解像度や発色数を'変更するホ法について 
説明します。 

が重要 

► 解像度や発色数を変更するときに一時的に画面表示が乱れることがありますが、故障では 
ありません。 

□ Windows 7の場合 

ブデスクトッブで右クリックし、「画面の解像度」をクリックします。 

「画面の解傲度」ウィンドウが表示されます。 
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ク解像度を変更する場合は、「解像度」から解像度を選択します。 

3 発色数を変更する場合は、次の操作を行います。 

1. 「詳細設ま」をクリックします。 

2. 表示されたウィンドウの「モニター」タブをクリックします。 

3. 「色」から発色数を選択します。 

16ビットの発色数に変更する場合は 「High Color (16 ビット）」を、32ビットの発 
色数に'変更する場合は 「TmeColor (32 ビット）」を選択します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

•解像度だけを変更した場合は、「このディスプレイ設定をそのままにしますか？」とい 
うメッセージが表示されたら、15ゆな内に「'変更を維持する」をクリックします。 
•その化の場合は、「この画面設ををそのままにしますか？」というメッセージが表示さ 
れたら、15秒な内に「はい」をクリックし、 「 OK 」 をクリックします。 

□ Windows Vista の場合 

ブデスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

ク「画面の設定」をクリックします。 

3 解像度や発色数を変更します。 

16ビットの発色数に'変更する場合は「中 （16 ビット）」を、32ビットの発色数に'変更す 
る場合は「最高 （32 ビット）」を選択します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

「この画面設定をそのままにしますか？」というメッセージが表示された場合は、15秒な 
内に「はい」をクリックします。 

□ Windows XP の場合 

ブデスクトップで右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

ク「設定」タブをクリックします。 

3 解像度や発色数を変更します。 

16ビットの発色数に'変更する場合は「中 （16 ビット）」を、32ビットの発色数にを更す 
る場合は「最高 （32 ビット）」を選択します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

「デスクトップのサイズを'変更しました。この設定を保をしますか？」というメッセージ 
が表示された場合は、15秒な内に「はい」をクリックします。 
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全画面表示 と通常 表 示を 切り替える _ 

画面の解像度をご購入時の設をより低く設をすると、ディスプレイ全体にあ大して表示する全 
画面表示と、ディスプレイ中央に表示する通常表示を切り替えることができます。 

■ ミち意事項 

• 次の場合、 Windows の画面の通常表示と全画面表示を切り替えることができます。 

. フル HD (1920 X 1080)搭載で、解像度を1280 X 1024な下に設をした場合 
. HD + (1600 X 900) 搭載で、解像度を 1024 X 768 な下に設をした場合 
• HD (1366 X 768) 搭載で、解像度を1024 X 768な下に設をした場合 

■切り替え方法 

ブデスクトップで右クリックし、「グラフィックプロパティ」をクリックします。 

「インテルグラフィック ®/ メディアコントロール.パネル J が表示されます。 

クウィンドウ左の「ディスプレイ」をクリックし、「一般設定」をクリックします。 

3 「スケーリング」からお使いになる設定を選択します。 

♦画像を中央揃えする 

デスクトップが通常表示になります。この設をは、パソコン本体の液晶ディスプレイ 
の場合のみ選択できます。 

参全画面のスケール 

デスクトップが画面全体に拡張されます。 

•縦横比を保持 

デスクトップがアスペクト比（縦横比）を維持したまま最大拡張されます。 

4 「適用」をクリックします。 

「新しい設定が適用されました。これらの設定を保持しますか？」というメッセージが表 
示されたら、15砂が内に 「 OK 」 をクリックします。 

5 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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10外部ディスプレイ 



ここでは、パソコン本体に外部ディスプレイを接続するとできることについて説明 
しています。 

外部ディスプレイの詳しい設定方法などについては、外部ディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 


外部ディスプレイを接続するとできること 


パソコ ン本体に外部デ ィス プレイを接続することで、次のことができます。 

• 表示するディスプレイを切り替える。 

• 2つのディスプレイに同時に表示する。 

■ 2 つの ディスプレイで1 つの デスクトップを表示する（マルチ モニター 機能)。 


外部ディスプレイを接続する _ _ 

ここでは、アナログディスプレイを接続する場合について説明します。 

/ K 言ち 

• ホ部ディスプレイの接続、取りかしを巧う場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダ 
プタを取りホしてください。また、外部ディスプレイの電源も切り、電源ケーブルを取り外し 
て〈ださい。 

感電の原因となります。 

A ミ主意 

0 * ケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■义巧の原因となります。また、パソコン本体および 
列•部ディスプレイが故障する原因となります。 

■ ま意事項 

• 外部ディスプレイを接続後パソコン本体の電源を入れると、次のようなことがあります。 
.パソコン本体の液晶ディスプレイと外部ディスプレイで同時に表示される。 

•「新しいハ ■ —ドウエアの追加ウィザード」ウィンドウが表示される。 

この場合は、画面の指示に従って外部ディスプレイのドライバーをインストールしてく 
ださい。 

-外部ディスプレイなど磁界を発生する機器と FDD ュニットは離して使用してください。 






製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第2章取り巧い 


■ 表示可能なディスプレイの組み合わせ 

表示可能なディスプレイの組み合わせは次のようになります。 

• 1つのディスプレイに表示する 

. パソコン本体の液晶ディスプレイ 
. アナログディスプレイ 
• 2つのディスプレイに表示する 

.パ ソコ ン本体の液晶デ イス プレイ+アナ ロ グデ イス プレイ 


■ アナログディスプレイを接続する 


ブパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

クパソコン本体背面の外部ディスプレイコネクタに、ディスプレイケーブルを接 
続します。 

コネクタは正面から見ると台形になっています。 

(1) コネクタの形を互いに合わせてしっかり差し込み、 （2) ディスプレイケーブルの左 
右のネジで固をします。 



3 アナログディスプレイにディスプレイケーブルを接続します。 

接続ホをは、アナログディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

4 アナログディスプレイの電源ケーブルを接続し、ディスプレイの電源を入れま 
す。 

5パソコン本体に AC アダプタを取り付け、パソコン本体の電源を入れます。 
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表示できる解像度と発色数 


■外部ディスプレイ 


解像度（ピクセル）ま 1 

発色数 

Windows 7 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1024 X 768 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1280 X 720を 2 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1280 X 768な2 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1280 X 800む 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1280 X 1024 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1360 X 768 '^2 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1400 X 1050注ム 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1440 X 900む 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1600 X 900む 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1600 X 1200 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1680 X 1050注と 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1920 X 1080’注ム 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 

1920 X 1200注と 

16ビット 

〇 

〇 

32ビット 


ま1:を解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使用になれます。 

を2 :お使いの外部ディスブレイの、パネルの解像度と一致している場合にご使用になれます。 
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を解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使用になれます。 
液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利巧しています。 

お使いの外部ディスプレイの、パネルの解像度と一致している場合にご使巧になれます。 
フル HD (1920x 1080) または HD+ (1600x900) 搭載の場合に表示できます。 

HD (1366x 768) 搭載の場合、仮想デスクトツブになります。 

フル HD (1920x 1080) 搭載の場合に表示できます。 

HD+ (1600 X 900)または HD (1 366 x 768)搭載の場合、仮想デスクトツブになります。 
液晶ディスプレイでは仮想デスクトツプになります。 


■ 液晶ディスプレイとか部ディスプレイの同時表示 


解像度（ピクセル）ま 1 

発色数 

Windows 7 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビツト注2 

1024 X 768 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビツト注2 

1280 X 720’ 江 3 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビツト注2 

1280 X 768を3 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビツト注2 

1280 X 800 む 

16 ビット 

O' 注4 

〇注 5 

32 ビツト注2 

1280 X 1024 

16 ビット 

O' 注 6 

O' 注 7 

32 ビツト注2 

1360 X 768 & 3 

16 ビット 

〇 

〇 

32 ビツト注2 

1400 X 1050 注 j 

16 ビット 

O' 注 6 

O ' 注7 

32 ビツト注2 

1440 X 900 む 

16 ビット 

O ' 注4 

〇注 5 

32 ビツト注2 

1600 X 900 ’ 江 3 

16 ビット 

O ' 注4 

〇注 5 

32 ビツト注2 

1600 X 1200 

16 ビット 

- 

O' 注 8 

32 ビツト注2 

1680 X 1050 注 j 

16 ビット 

O' 注 6 

O ' 注7 

32 ビツト注2 

1920 X 1080 注 j 

16 ビット 

O' 注 6 

O' 注 7 

32 ビツト注2 

1920 X 1200 注 j 

16 ビット 

- 

O' 注 8 

32 ビツト注2 


12345678 
-- _ - - _ - - _ - - _ - - _ - - _ - - _ - - _ 
注ささささささ注 
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P POINT 

► 仮想デスクトップでは、一部の範囲のみが表示され、化の領域はマウスポインターを動か 
すことによって表示できます。 

この解像度に設定できない場合は、「すべての解像度を表示する （Windows XP のみ）」卜 
P.96) をご覧ください。 


表示するディスプレイを切り替える 


本パソコンに接続した外部ディスプレイに画面を表示するち法と、2つのディスプレイに同時 
に表示する方法を説明します。なお、外部ディスプレイをあらかじめ取り付けてから切り替え 
てください。 

P POINT 

► 外部ディスプレイコネクタに接続した場合、 「Fujitsu Display Manager」 を起動して、表示 
するディスプレイを切り替えることもできます。使巧方法については、 「Fujitsu Display 
Manager」 のヘルプをご幫ください。「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 
「Fujitsu Display Manaaer」 一「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 


■ を意事項 

• 表示装置の切り替えの設定は次のようになります。 

.Windows が起動するまでの間は、 BIOS 七ットアップの設定が有効です。 

.Windows の起動中は「画面の解像度」ウィンドウ、「画面の設を」ウィンドウ、または 
「画面のプロパティ」ウィンドウの設をが有効 （Windows を再起動後も有効）です。 

- Windows が起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows で巧用していた状態 
に戻ります。ただし、外部ディスプレイが接続されていない場合は、液晶ディスプレイ 
に表示されます。 

•外部ディスプレイを接続して、初めて電源を入れたときは、同時表示の状態に切り替わる 
場合があります。 

•解像度の切り替え時などに、一時的に表示画面が乱れることがありますが、故障ではあり 
ません。 

• 外部ディスプレイまたは液晶プロジェクターによっては、液晶ディスプレイ+外部ディス 
プレイの同時表示時に、画面が正しく表示されないことがあります。 

• 外部ディスプレイで液晶ディスプレイな上の高解像度を利用するには、それらの解像度を 
表示可能な外部ディスプレイが必要です。 

• 液晶プロジェクターを本パソコンの液晶ディスプレイと同時表示で使用する場合、 VESA で 
標準化された DDC の規格を満たしていて、かつ本パソコンの液晶ディスプレイと同じ解像 
度を表示可能な液晶プロジェクターが必要です。本規格を正しく満たしているかどうかに 
関しては、それぞれの液晶プロジェクターのメーカーにご確認ください。これはプラグア 
ンドプレイを実現するために外部ディスプレイの情報をパソコン本体に伝送できるように 
するための規格であり、これを満たしていない液晶プロジェクターには表示することはで 
きません。 

• BIOS 七ットアップの画面は、液晶ディスプレイのみに表示されることがあります。外部ディ 
スプレイにも BIOS 七ットアップの画面を表示させる場合には、 BIOS 七ットアップの「詳細」 
メニューー 、 「ディスプレイ設定」を「外部アナログ」に設をしてください。詳しくは、 「BIOS」 
—「メニュ ■ —詳細」（一> P.202) をご覧ください。 
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• 液晶ディスプレイ+外部ディスプレイの同時表示を選択した場合、外部ディスプレイ画面 
は液晶ディスプレィ画面と同一の解像度になります。 

• ビデオ CD や DVD-Video などの動画再生中に、表示するディスプレイを切り替えなぃでくだ 
さぃ。ぃったん動画を再生してぃるソフトウェアを終了してから、表示するディスプレイ 
を切り替えてくださぃ。 

•外部ディスプレイとして CRT ディスプレイを接続した場合は、「画面の設を」ウィンドウま 
たは「画面のプロパティ」ウィンドウでリフレッシュレートを 85 Hz な上に設をできるよう 
に見えますが、実際の CRT ディスプレイの走査周波数は各機種の「外部ディスプレイの走 
査周波数」 （^ P .108) の表な外の周波数を使用することはできません。 

•画面の解像まや発色数、リフレッシュレートを変更する場合は、起動中のソフトウェアや 
常馬主してぃるプログラムを終了させてから設をしてくださぃ。また、を更後は必ず本パソ 
コンを再起動してくださぃ。 

• Windows XP の場合は、外部ディスプレイを接続したが態で、コマンドプロンプトをウィン 
ドウ表示から全画面表示に切り替えると、ディスプレィが切り替わることがあります。ま 
た、コマンドプロンプトを終 T したときやウィンドウ表示に切り替えたときに、ディスプ 
レイが切り替わることがあります。この現象はドライバーおよび Windows での制限（仕様） 
です。あらかじめご了承くださぃ。 

• 外部ディスプレィによって巧応してぃる解像度や走査周波数が異なるため、外部ディスプ 
レィ表示に切り替えたときに何も表示されなぃ、または正常に表示されなぃことがありま 
す。その場合は次の操作を行うようにしてくださぃ。 

-何も表示されなぃ場合 

何も操作しなぃでお待ちくださぃ。15ゆぐらぃ待つと、表示先が液晶ディスプレィに戻 
ります。表示先が液晶ディスプレィに戻らなぃときは、 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 10】 
キーを押して、表示先を切り替えてくださぃ。 

-正常に表示されなぃ場合 

外部ディスプレイのマニュアルで外部ディスプレイが対応してぃるリフレッシュレート 
を確認し、「外部ディスプレイの走査周波数」い P .108) をご覧になり、リフレッシュレー 
卜を変更してくださぃ。 

• 別の外部ディスプレイに変更する場合は、変更前と変更後の両方の外部ディスプレイがサ 
ポ'—卜する解像ま、リフレッシュレ ■ —卜にあらかじめを更し、 パソコン 本体の電源を切っ 
た後、別の外部ディスプレイを接続してくださぃ。外部ディスプレイのサポートする解像 
度、リフレッシュレートが異なる場合は、外部ディスプレイをを更したときに、画面が表 
示できなくなる場合があります。 
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■ Windows の操作で切り替える 

ブデスクトップでちクリックし、「グラフィックプロパティ」をクリックします。 

「インテルグラフィック ®/ メディア コントロール. パネル」が表示されます。 

クウィンドウ左の「ディスプレイ」をクリックし、「マルチディスプレイ」をク 
リックします。 

3 次の操作を行います。 

参1台のディスプレイに表示する場合 

「動作モード」から「シングルディスプレイ」を選択します。 

参同時表71^の場合 

「動作モード」から「クローンディスプレイ」を選択します。 

P POINT 

► 同時表示の場合、「ちディスプレイ」と「2番目のディスプレイ」の設をは次のようにして 
〈ださい。 

■ 主ディスプレイ：内蔵ディスプレイ 
- 2番目のディスプレイ ： PC モニター 

► 「主ディスプレイ」「2番目のディスプレイ」の解像度やリフレッシュレートなどの詳細な 
設定は、ウィンドウ左の「ディスプレイ」をクリックし、「一般設定」をクリックして表示 
される設定項目から変更できます。 

4 「適用」をクリックします。 

「新しい設定が適用されました。これらの設をを保持しますか？」というメッセージが表 
示されたら、15秒な内に 「 OK 」 をクリックします。 

5 「OK」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■ キーボードで切り替える 

表示するディスプレイを切り替えるには、 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーを押します。ディスプレイは 
次の順に切り替わります。このとき 【 F 10】 キーを、間隔をあけて押してください。 

液晶ディスプレイー外部ディスプレイ^液晶ディスプレイ+外部ディスプレイ（同時表 
示）一液晶ディスプレイ… 

P POINT 

► キーを押してもディスプレイが切り替わらない場合は、「画面の解像度 J ウィンドウ、「画 
面の誤を J ウィンドウ、または「画面のプロパティ J ウィンドウで切り替えて〈ださい。 

► Windows XP で，コマンドプロンプトを全画面表示にしている場合は、 [ Fn ] + 【 F 10】 キー 
を巧庙してディスプレイを切り替えることができません。一度、ウィンドウ表示に切り替 
えてからディスプレイを切り替えて〈ださい。 

■ ワンタッチ「プレゼン」ボタンで切り替える 

ワンタッチ「プレゼン」ボタンを押すと、外部ディスプレイとの同時表示（解像度は1024 X 
768固定）に切り替わります。もう一度押すと、液晶ディスプレイのみの表示に戻ります。 
切り替えのパターンは 、 r Fujitsu Display Manager ] で設定できます。詳しくは 、 「Fujitsu Display 
Manager 」 のヘルプをご覧ください。「スタート」ボタンー「すべてのプログラム 」^ 「Fujitsu 
Display Manager ] —* 「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 
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マルチモニター機能_ 

本 パソコンには、 2台のディスプレイで1 つの デスクトップを表示できる 「マルチモニター 機 
能」があります。 パソコン 本体の液晶ディスプレイをプライマリ（メイン画面）、外部ディス 
プレイを七カンダリ（サブ画面）として、1 つの デスクトップを表示できます。 

■ 表示できる解像度と発色数 

マルチ モニター 機能では、液晶ディスプレイと外部ディスプレイの解像度を、それぞれ独立し 
て設をできます。ただし、発色数は同じ値を設をしてください。また、パソコン本体の液晶 
ディスプレイはプライマリに、外部ディスプレイは七カンダリに設をしてください。 

液晶ディスプレイで設をできる解像度と発色数については、「表示できる解像度と発色数」 

P .94) を、外部ディスプレイで設をできる解像度と発色数については、「表示できる解像度と 
発色数」 （^ P . lOl ) をご覧ください。 

■ ミ主意事項 

• マルチモニター機能使用時には、 DVD - Video を再生しないでください。 

•マルチモニター 機能{ま用時には、 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーを{吏用して、ディスプレイを切り替 
えることはできません。 

• マルチモニター機能をお使いになる前に、必ず外部ディスプレイを接続してください。 

• マルチモニター機能をお{吏いになる前に、{吏用中のソフトウェアを終了してください。 

• マルチモニター 機能の注意 

. 2台のディスプレイにまたがるウィンドウがある場合は、プライマリと七カンダリの設を 
をを更しないでください。 

-七カンダリにのみ表示されているソフトウェアを起動中に、マルチモニター機能の{ま用 
を終 T しないでください。ソフトウェアおよび Windows の動作が不ををになり、データ 
が保存されないことがあります。 

-次の事項はプラィマリでのみ表示されます。 

• 液晶ディスプレイの全画面表示 

• コマンドプロンプトの 全画面表示 （Windows XP の 場合） 

. 一部のスクリーン七ーバー 
-動画再生画面の全画面表示 
-アク 七 ラレータ機能を巧用しての動画再生画面 
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■ マルチモニターの設定 

ブデスクトップでちクリックし、「グラフィックプロパティ」をクリックします。 

「インテルグラフィック ®/ メディア コントロール. パネル」が表示されます。 

クウィンドウ左の「ディスプレイ」をクリックし、「マルチディスプレイ」をク 
リックします。 

3 「動作モード」から「拡張デスクトップ」を選択します。 

P POINT 

► マルチモニター表示の場合、「ちディスプレイ」と口番目のディスプレイ」の設をはホの 
ようにしてください。 

-主ディスプレイ：内蔵ディスプレイ 
- 2番目のディスプレイ ： PC モニター 

► 「主ディスプレイ」「2番目のディスプレイ」の解像度やリフレッシュレートなどの詳細な 
設定は、ウィンドウ左の「ディスプレイ」をクリックし、「一般設定」をクリックして表示 
される設定項目から変更できます。 

4 「適用」をクリックします。 

「新しい設定が適用されました。これらの設をを保持しますか？」というメッセージが表 
示されたら、15秒な内に 「 OK 」 をクリックします。 

5 「 OK 」 をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


■ アダプターの 表示位置を変更する 

ここでは使用する2つのアダプターの表示位置を'変更する場合の手順について説明します。 

ブ次の操作を行います。 

• Windows 7 の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「画面の解像度」をクリックします。 

「画面の解像度」ウィンドウが表示されます。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

ク モニターのアイコンを、 表示する位置にドラッグします。 


3 「 OK 」 をクリックします。 
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外部ディスプレイの走査周波数 


パソコン 本体に外部ディスプレイを接続した場合に、 パソコン 側でディスプレイドライバーの 
走査周波数を設をすることができます。走査周波数が高いほど、解像度や同時発色数を上げる 
ことができ、画面のちらつきを減らすことができます。 

ディスプレイドライバーにより、次の表に示されている走査周波数を選択できます。 

選択できる走査周波数は、外部ディスプレイ表示のみの場合も同時表示の場合も同じです。 
ただし、外部ディスプレイによっては、選択しても表示できない走査周波数があります。その 
ときは、液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示に切り替えて、選択し直してくださ 

い。 


解像度（ピクセル） a 1 

水平走査周波数 （ kHz ) 

垂直走査周波数 ( Hz ) 

800 X 600 

37.9 

60 

48.1 

72 

46.9 

75 

53.7 

85 

1024 X 768 

48.4 

60 

56.5 

70 

60.0 

75 

68.7 

85 

1280 X 720’注 2 

45.0 

60 

1280 X 768注 2 

47.8 

60 

1280 X 800注 2 

49.7 

60 

1280 X 1024 

64.0 

60 

80.0 

75 

91.1 

85 

B 60 X 768注 2 

47.7 

60 

1400 X 1050注 2 

65.3 

60 

1440 X 900注 2 

55.9 

60 

1600 X 900注 2 

60.0 

60 

1600 X 1200 

75.0 

60 

93.8 

75 

106.3 

85 

1680 X 1050注2 

64.7 

60 

1920 X 1080注 2 

67.5 

60 

1920 X 1200注 2 

74.0 

60 


を1:を解像度は、お巧いのか部ディスプレイがサポートしている場合にご巧用になれます。 

を2 :お巧いのか部ディスプレイの、/け、ルの解像度と一致している場合にご巧册こなれます。 
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■ ま意事項 

お使いになる外部ディスプレイによっては、外部ディスプレイ表示に切り替えた場合、画面が 
正常に表示されないことがあります。その場合は、外部ディスプレイのマニュアルでサポート 
する走査周波数を確認し、「リフレッシュレートを'変更する」（一 P .109) をご覧になりリフレッ 
シュレートをを更してから外部ディスプレイ表示に切り替えてください。 

■ リフレッシュレートを変更する 

リフレッシュレートとは、1砂間に画面を書き換える回数を周波数（単位は Hz ) で表したもの 
です。垂直走査周波数ともいいます。リフレッシュレートの値が高いほど、画面のちらつきが 
感じられなくなります（お使いの外部ディスプレイによって値の上限はみまっています)。 

ここでは、本パソコンの外部ディスプレイのリフレッシュレートをを更するホ法について説明 
します。 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows 7 の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「画面の解像度」をクリックします。 

「画面の解像度」ウィンドウが表示されます。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

クリフレッシュレートを変更するモニターのアイコンを選択します。 

マルチモニター 機能の巧用時は、プライマリに設をした モニターの リフレッシュレート 
を変更したい場合は「1」を、七カンダリに設定した モニターの リフレッシュレートを 
'変更したい場合は「2」を選択します。 

3 「詳細設定」をクリックします。 

4 「モニター」タブをクリックします。 

5 「画面のリフレッシュレート」で、設定したいリフレッシュレートを選択しま 
す。 

6 「 OK 」 をクリックします。 

「この画面設定をそのままにしますか？」または「デスクトップのサイズをを更しまし 
た。この設をを保存しますか？」というメッセージが表示された場合は、15砂な内に「は 
い」をクリックします。 


7 「 OK 」 をクリックします。 
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音量 (Windows 7/Windows Vista の 

場合） 


Windows XP の場合は、「音量 （Windows XP の場合）」（一 P .115) をご覧くださし、。 
スピーカーやヘッドホンの音量は、キーボード、または画面の音量つまみで調節し 
ます。 


ま意事項 


スピーカーが 故障する原因となる場合がありますので、音量は スピーカーから 聞こえる音がひ 
ずまなレ、範囲に設をや調整をしてください。 


キーボードで調節す る_ 

キーボードで音量を調節するには、 [ Fn ] + [ F 8] キーまたは 【 Fn 】 + [ F 9] キーを押します。 
[ Fn ] + [ F 8] キーを押すと音量が小さく、 【 Fn 】 + 【 F 9】 キーを押すと音量が大きくなります。 
音量の調節中、画面下部に音量を示すインジケーターが表示されます。 

音を消したい場合は、 [ Fn ] + [ F 3] キーを押します。 

「 M 山 e 」 と表示され、画面右下の通知領域に表示されるアイコンがをわります。 

もう一ま [ Fn ] + [ F 3] キーを押すと、画面下部に現在の音量を示すインジケーターが表示 
され、音が出るようになります。 


画面上の音量つまみで設定する 


■ ま意事項 

•画面右下の通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行してくだ 
さい。 

• Windows 7の場合 

し「スタート」ボタンををクリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「タスクノく ■ 一 と[スタ'ート]メニュ ■ 一のプロパティ」ウインドウが表示されます。 

2. 「タスクバー」タブをクリックします。 

3. 「通知領域」の「カスタマイズ」をクリックします。 

「通知領域アイコン」ウィンドウが表示されまず。 

4. 「音量」アイコンの「動作」で「アイコンと通知を表示」を選択します。 

5. 「 OK 」 をクリックし、「通知領域アイコン」ウィンドウを閉じまず。 

6. 「 OK 」 をクリックし、「タスクバーと[スタート]メニューのプロパティ」ウインド 
ウを 閉じます。 
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• Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンを右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「タスクノく^一と[スタ^ート]メニュ^一のプロパティ」ウインドウが表示されます。 

2. 「通知領域」タブをクリックします。 

3. 「システムアイコン」の「ボリューム」にチェックを付けます。 

4. 「OK」 をクリックし、「タスクバーと[スタート] メニューの プロパティ」ウインド 
ウを 閉じます。 

•音量つまみを表示しているとき、キーボードで音量を調節すると、音量つまみも動きます。 
• 音量デバイスが權數表示されている場合、表示されているアイコンの下にチェックの付い 
ている音量デバイスが有劾になっています。音量を調節したい機器が有効になっていない 
ときは、音量を設定したい機器をクリックし、「既定値に設定」をクリックしてください。 

■ スピーカーの 音量を調節す る 

ブ画面右下の通失□領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 

「ミュート」アイコンをクリックすると音が消え、画面右下の通知領域の表示もをわり 
ます。 

3 デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 

■ソフトウェアごとに音量を調節する 

音が出るソフトウェアごとにを量を調節することができます。 

ブ音量を調節したいソフトウェアを起動します。 

ク画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンを右クリックし、「音量ミキサー 
を開く」をクリックします。 

「音量ミキナー」ウィンドウが表示されます。 

3 「アプリケーシヨン」の一覧で、音量の設定を変更したいソフトウェアの音量 
つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 


P POINT 

► 「デバイス」欄の音量つまみは、「スピーカーの音量を調節する」（一 P .111) のものと同じ 
働きをします。 

► 「デバイス」欄の音量つまみを調節すると、「アプリケーション」欄の音量つまみは、現在 
の割合を保ったまま連動して動きます。 

► 「アプリケーション」欄の音量つまみを「デバイス」欄の音量つまみより上に調節すると、 
自動的に「デバイス」欄の音量つまみも同じ音量に調節されます。ただしこのときは、「ア 
ブリケーション」欄の他のつまみは動きません。 
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4 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

「音量ミキサー」ウィンドウが閉じまず。 

■ 再生や録音をする機おごとに音量を調節する 

本パソコンで再生や録音をする機器（スピーカーやマイクなど）ごとに、音量を調節すること 
ができます。 

「サウンド」ウィンドウの「録音」タブに何も表示されない場合は、マイク.ラインイン兼用 
端子に外部機器を接続してください。 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンを右クリックし、「再生デバイス」 
または「録音デバイス」をクリックします。 

「サウンド」ウィンドウが表示されます。 

ク音量を調節したい機器をちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

音量を調節したい機器のプロパティが表示されます。 

3 「レベル」タブをクリックします。 

4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左右にドラッグして、適切な音量に調 
節します。 

•「ミュート」アイコン： 音を出力したり、消したりできます。 

. レくランス」：左右の音量のバランスを調節できます。 

5 「0 K 」 をクリックします。 

手順2で選択した機器のプロパティが閉じます。 

6 「0 K 」 をクリックします。 

「サウンド J ウインドウが閉じます。 


ご 購入時に音量を調節できる項目 _ 

再生や録音する機器ごとに調節できる項目について説明します。 

■ 再生するときに調節できる項目 

再生するときの音量を調節する場合は、「サウンド」ウィンドウの「再生」タブで設ををを更 
します。音声を出力したい機器を選択し、 「プロパティ」 をクリックして表示される設を画面 
の 「レベル」 タブで設定できます。本 パソコン ご購入時に調節できる項目は、次のとおりです。 
♦スピーカー 

• Realtek HD Audio output 

スピーカーから 出力される音の再生音量を調節できます。 

• PC Beep (Windows Vista のみ） 

ビープ音の再生音量を調節できます。 

• マイク 

マイク*ラインイン兼用端子から入力される音の再生音量を調節できます（マイク入力 
設定時)。 
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-ライン入力 

マイク-ラインイン兼用端子から入力される音の再生音量を調節できます（ライン入力 
設定時)。 

• Line Out 

へッドホン•ラインアウト兼用端子から出力される音の再生音量を調節できます（ライ 
ン出力設定時)。 


■ 録音するときに調節できる項目 

録音するときの音量を調節ずる場合は、「サウンド」ウィンドウの「録音」タブで設定を変更 
します。録音したい機器を選択し、 「プロパティ」 をクリックして表示される設定画面の「レ 
ベル」 タブで設定できます。本パソコンご購入時に調節できる項目は、次のとおりです。 

• マイク 
. マイク 

マイク-ラインイン兼用端子から入力される音の録音音量を調節できます（マイク入力 
設定時)。 

• マイクブースト 

マイク ブース トのレベルを調節できます。 


へッドホン-ラインアウト兼用端子/マイク-ラインイン兼用端 
子の機能を切り替える 


ヘッドホン•ラインアウト兼用端子、マイク•ラインイン兼用端子は、ご購入時に「ヘッド 
フォン」、「マイク入力」に設定されています。設定を変更することで「ライン出力」、および 
「ライン入力」として使用することができます。次の手順に従って、設定を変更してください。 

■ 注意事項 

• へッドホン-ラインアウト兼用端子、マイク-ラインイン兼用端子に外部機器を接続して 
いないときは、切り替えができません。 

• マイク-ラインイン兼用端子に外部機器を接続するときは、外部機器の音量を小さくする 
か、出力を停止してください。 

• 次の操作を行うと、へッドホン•ラインアウト兼用端子、マイク*ラインイン兼用端子に 
機器を接続ずるだけで、デバイスを選択するウィンドウが自動で表示されます。 

し 画面右下の通知領域にある「民 ealtek HD ホーディホマネージャ」アイコンをダブルク 
リックします。 

「民 ealtekHD オーディホマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「アナログ」の右側にある「ホーディホ端子に機器を接続したときの動作の設定」をク 
リックします。 

「ホーディホ端子に機器を接続したときの動作の設定」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ホーディホ機器を接続したときに、端子の機能を選択するウィンドウを表示します。」 
にチェックを付け、 「 OK 」 をクリックします。 
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■機能を切り替える 

ブ機能を切り替えたい端子に機器を接続します。 

端子については、「各部ぶ称」一「各部のを称と働き J (一 P .14) をご覧ください。 

ク画面ち下の通知領域にある 「Realtek HD 才ーディオマネージャ」アイコンを 
ダブルクリックします。 

「 RealtekHD オーディオマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

3 切り替えたい端子のアイコンをダブルクリックします。 

デバイスを選択するウィンドウが表示されます。 

4 使用するデバイスにチェックを付けます。 

♦へッドホン■ラインアウ ト 兼用端子の場合 

へッ ドフォン ：へッ ドホン出力として動作します。パソコン本体の スピーカーから 音 
声は出力されません。音量は画面右下の通知領域にある「音量」アイコンで調整しま 
す。 

ライン出力：ライン出力として動作します。パソコン本体のスピーカーから音声は出 
力されます。音量は 「 LineOut 」 で調整します。 

♦マイク. ラインイン兼用端子の場合 

ライン入力：ライン入力として動作します。 

マイク入力：マイク入力として動作します。 

5 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 


製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
12 音量 （Windows XP の場合） 


12 音量 （Windows XP の場合 ) 


Windows 7または Windows Vis ねの 場合は、「音量 （Windows 7 /Windows Vis ねの 場 
合）」（一 P .110) をご覧ください。 

スピーカーやヘッドホンの音量は、キーボード、または画面の音量つまみで調節し 
ます。 

また、音声入出力時のバランスや音量の設定は、音量を設定するウィンドウで行い 
ます。 


ま意事項 


スピーカーが 故障する原因となる場合がありますので、音量は スピーカーから 聞こえる音がひ 
ずまない範囲に設をや調整をしてください。 


キーボードで調節する 


キ'ーボ'—ドでを量を調節するには、 [ Fn ] + 【 F 8】 キ'一または 【 Fn 】 + 【 F 9】 キ'一を押します。 
[ Fn ] + [ F 8] キーを押すと音量が小さく、 【 Fn 】 + [ F 9] キーを押すと音量が大きくなります。 
音量の調節中、画面下部に音量を示すインジケーターが表示されます。 

音を消したい場合は、 [ Fn ] + [ F 3] キーを押します。 

「 M 山 e 」 と表示され、画面右下の通知領域に表示されるアイコンがをわります。 

もう一度 【 Fn 】 + [ F 3] キーを押すと、画面下部に現在の音量を示すインジケーターが表示 
され、音が出るようになります。 


画面上の音量つまみで設定する 


■ を意事項 

■画面右下の通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行してくだ 
さい。 

し 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の 順に クリック します。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2. 「サウンド、音声、およびオーディオデバイス」^「サウンドとオーディオデバイス」 
の順にクリックします。 

「サウンドとオーディオデバイスのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「音量」タブをクリックします。 

4. 「デバイスの音量」の「タスクバーに音量アイコンを配置する」にチェックを付けます。 

5. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■音量つまみを表示しているとき、キーボードで音量を調節すると、音量つまみも動きます。 
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■ スピーカーの 音量を調節す る 

ブ画面右下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 

「ミュート」にチェックを付けると音が消え、画面右下の通知領域の表示もをわります。 

3 デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 


再 生時/録音時の音量設定 _ 

「マスタ 音量」ウィンドウで再生時や録音時の音量設をができます。 

■ 再生時の音量を調節する 

ブ画面右下の通知領域にある「音量 J アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

クバランスや音量などを調節します。 

3 ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

■ 録音時の音量を調節する 

ブ画面右下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量 J ウィンドウが表示されます。 

ク「オプション」メニュ ーー > 「プロパティ J の順にクリックします。 

「プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio I 叩山」を選択します。 

4 「0 K 」 をクリックします。 

「録音コントロール」ウィンドウが表示されます。 

タバランスや音量などを調節します。 

6 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 



製品 ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
12音量 （Windows XP の 場合） 


■ ご購入時の音量設定 

ご購入時の音量設をは、次のようになっています。 

□ ま意事項 

• 表不されていない項目を表巧させる場合は、次のように設定します。 

し 「ホ プシ ヨン」メニュ ■ 一一> 「プロパティ」の 順にクリックします。 

2. 「ミキサー デノくイス」から「民 ealtek HD Audio output 」 または 「民 ealtek HD Audio Input 」 
を選択します。 

3. 「表示する コントロール」 で、項目にチェックを付けます。 

項目が表示されるようになります。 

□再生時の音量設定 


一：ご購入時の設定はミュートではありません 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

ご購入時 
の設定 

設定する音量 

マスタ音量 

表示 

- 

内蔵スピーカー、ヘッドホン.ラインアウ 
卜兼用端子から出力される音の再生を量 
(へッドホン設を時） 

WAVE 

表示 

— 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

— 

本パソコン搭載のソフトウエア MIDI の再生 
音量 

CD プレーヤー注 1 

表示 

- 

音楽 CD の再生音量 

Line Out 

表示 

- 

へッドホン.ラインアウト兼用端子から出 
力される音の再生音量（ライン出力設定時） 

ライン音量 

表示 

— 

マイク-ラインイン兼用端子から入力され 
る音の再生音量（ライン入力設定時） 

マイク 

表示 

ミュート 

マイク-ラインイン兼用端子から入力され 
る音の再生音量（マイク入力設定時） 

PC Beep 注 2 

表示 

— 

ビープ音の再生音量 


ま1: 「Windows Media 円 ayerj などの一部のソフトウェアでは、 「WAVEj で音楽 CD の音量を調整します。 

ま2:スタンバイや休止状態に移行するときのビープ音は設定できません。 BIOS セットアップの設定が有効となりま 
す。 

音量を変更する場合は、 B に S セットアップの r 詳細 J メニューー > 「を種設定_| ^「音量設定 J で設定してくださ 
し、。詳し〈は、巧に SJ -「BIOS セットアツブの操作のしかた J (一 P.197) をご覧ください。 


□録音時の音量設定 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

設定する音量 

マイク 

表示 

マイク-ラインイン兼用端子から入力され 
る音の録音音量（マイク入力設定時） 

ライン音量 

表示 

マイク*ラインイン兼用端子から入力され 
る音の録音音量（ライン入力設定時） 

ステレオミキサー 

表示 

再生音全体の録音音量 
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へッドホン-ラインアウト兼用端子/マイク-ラインイン兼用端 
子の機能を切り替える _ 

ヘッドホン.ラインアウト兼用端子、マイク.ラインイン兼用端子は、ご購入時に「ヘッドホ 
ン」、「マイク入力」に設をされています。設ををを更することで「ライン出力」、および「ラ 
イン入力」として使用することができます。次の手順に従って、設ををを更してください。 

■ ま意事項 

• へッドホン•ラインアウト兼用端子、マイク-ラインイン兼用端子に外部機器を接続して 
いないときは、切り替えができません。 

•マイク.ラインイン兼用端子に外部機器を接続するときは、外部機器の音量を小さくする 
か、出力を停止してください。 

•次の操作を行うと、ヘッドホン.ラインアウト兼用端子、マイク.ラインイン兼用端子に 
機器を接続するだけで、デバイスを選択するウィンドウが自動で表示されます。 

し 手順4で、「アナログ」の右側にある「コネクタ設を」をクリックします。 

「コネクタ設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「デバイスを挿したときのポップアップダイアログを有効にします。」にチェックを付 
け、 「0 K 」 をクリックします。 

■機能を切り替える 

ブ機能を切り替えたい端子に機器を接続します。 

端子については、「各部ぶ称」一「を部のぶおと働き J (一 P .14) をご覧ください。 

ク「スタート」ボタンー「コント ロール パネル J の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

3 「サウンド、音声、および才ーディオデバイス」一 「Realtek HD 才ーディオ設 
定」の順にクリックします。 

4 「才ーディオ l / Oj タブをクリックします。 

5 切り替えたい端子の左側にあるアイコンをクリックします。 

「デバイスタイプ」ウィンドウが表示されます。 

6 使用するデバイスにチェックを付けます。 

♦へッドホン■ラインアウト兼用端子の場合 

へッ ドフォン ：へッ ドホン出力として動作します。パソコン本体の スピーカーから 音 
声は出力されません。音量は「マスタ音量」で調整します。 

ライン出力：ライン出力として動作します。 パソコン 本体のスピーカーから音声は出 
力されます。音量は 「 LineOutJ で調整します。 

♦マイク. ラインイン兼用端子の場合 

ライン入力：ライン入力として動作します。 

マイク入力：マイク入力として動作します。 


「0 K 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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る信機能をお使いになる場合は、ウイルスや不正アクセスから本パソコンをずるた 
め、セキュリティ対策を実行してください。詳しくは、「セキュリティ」（一 P .153) 
をご覧ください。 


P POINT 

► 本パソコンには、通信環境を簡単に切り替えられるューティリティ 「Plugfree NETWORK 」 
が;'あ付されています。あわせてご巧巧ください。詳し〈は、「ソフトウェア」一「ユーティ 
リティ」（一 P .183) をご覧ください。 



LAN (有線 LAN ) 


LAN の設定については、ネットワーク管 a 者に確認してください。 

■ を意事項 

• ネットワークをお使いになるときは、省電力機能が働かないように設ををを更することを 
お勧めします。省電力機能の設をホ法については、「スリープ/休止が態 （ Windows ?/ 
Windows Vista の場合）_! (一 P . 口 3)、「スタンバイ/休止が態 （Windows XP の場合）」 （^ P .130) 
をご覧ください。 

省電力機能が働いてしまうと、化の装置からアクセスできなくなることがあります。また、 
お使いになるソフトウエアによっては、不具合が発生する場合があります。 

• Windows 7または Windows Vis はでは、本パソコンに搭載されている LAN デバイスの節電機能 
を利用できます。この機能は、 Windows の省電力機能によってディスプレイの電源が切れ 
ると、通信速度を下げることにより電力消費をかえるものです。 

ご購入時の設定ではこの機能は有効に設をされていますが、次の条件にすべて一致する環 
境でお使いの場合、 Windows の省電力機能によってデ ィス プレイの電源が切れるときに通 
信 エラーが 発生することがあります。これにより問題がある場合は、 「 LAN デバイスの節電 
機能の設定を'変更する （Windows 7 /Windows Vis はのみ）」卜 P .120) をご覧になり、この機 
能を無効に設をしてください。 

. LAN デバイスの設定で、「リンク速まとデュ プ レックス」が「オート ネゴシエーション」 
に設定されているとき（ご購入時の設を） 

. 本パソコンを、オートネ ゴシ エー ショ ンが可能なネットワーク機器と接続しているとき 
• 無線 LAN 搭載機種で有線 LAN と無線 LAN を同時にお使いの場合、有線 LAN と無線 LAN で、 
TCP / IP の設定などが競合しないように注意してください。 

• ネットワークに接続する場合は、 AC アダプタを接続したうえでのご使用をお勧めします。 
■ LAN コネクタからプラグを取り外すときは、ツメを押さえながら引き抜いてください。ツ 
メを押さえずに無 a に引き抜くと破損の原因となります。 


ツメ 

▼ 
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• 1000 BA 犯 -T の通信を行うためには、1000 BASE-T に対応したネットワーク機器とエンハン 
スドカテゴリー5 (カテゴリー 5 E ) が上の LAN ケーブルを使用してください。 

A 警告 

雷が鳴り出したら、パソコン本体やケーブル類、およびそれらにつながる機器に触れないでく 
ださい。また、雷が鳴り出しそうなときは、 AC アダプタやケーブル類を取り外し、雷がやむ 
まで取り付けないでください。 

感電-火災の原因となります。また本パソコンが故障するおそれがあります。 

A ;' 主意 

LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

© • LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違うと故障の原因となることがあります。 

■ LAN ケーブルを接続する 

本パソコンには、下記に対応した LAN が搭載されています。 

•10 BASE-T (IEEE 802.3準拠） 

•100 BASE-TX (IEEE 802.311 準拠） 

• 1000 BASE-T (IEEE 802.3 ab 準拠） 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

クパソコン本体の LAN コネクタに LAN ケーブルを接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 LAN コネクタについて 
は、「各部を称」一「各部のを称と働き」（一 P .14) をご覧ください。 

■ LAN デバイスの節電機能の設定を変更する (Windows 7/Windows Vista 
のみ） 

LAN デバイスの節電機能の設定を変更するには、次の操作を行います。 

ブ管理者権限をもったユーザーアカウントでログオンします。 

ク 「スタート J ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

3 次の操作を行います。 

参 Windows 7の場合 

「システムとセキュリティ」一「システム」の「デバイ スマネージャー」 の順にクリッ 
クします。 

参 Windows Vista の場合 

「システムとメンテナンス」一「デバイスマネージャ」の順にクリックします。 
「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

「デバイスマネージャー」ウインドウが表示されます。 
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4 「ネットワークアダプター」をダブルクリックします。 

5 次のデバイスをちクリックし、「プロパティ」をクリックしまず。 

• Intel(R) 82577 LM Gigabit Network Connection 

6 「詳細設定」タブをクリックします。 

7 「プロパティ」で「システム無動作時の節電機能」をクリックし、「値」で「才 
ン」（節電機能を有効にする場合）または「オフ」（節電機能を有効にする場合） 
を選択します。 

8 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 


無線 LAN 


巧を I 無線 LAN 搭載機種 

ご購入時に無線 LAN を選択した場合は、無線 LAN 機能が搭載されています。 

無線 LAN を巧うと、 LAN ケーブルを使わずにネットワークに接続できます。 

無線 LAN については、『圧 EE 802.11 a/b/g/n 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる方■へ』、『圧 EE 
802.11 a/b/g/n 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる方へ（イ ンテル ® vProTM テクノロ ジー対応）』 
をご覧ください。設をする場合は、ネットワーク管 a 者に確認してください。 
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内蔵モデム 


巧を I モデム搭載機種 

ここでは、モジュラーケーブルでパソコン本体と電話回線を接続するホ法について説明しま 
す。 

■ 注意事項 

モデムによる接続を行う場合は、事前に現在の所在地情報を設定する必要があります。 

設定方法などについては、『内蔵モデムをお使いになる方へ』をご覧ください。 

A 警告 

A • モジュラーケーブルを接続する場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り 
外してください。感電の原因となります。 

雷が鳴り出したら、パソコン本体やケーブル類、およびそれらにつながる機器に触れないで〈 
ださい。また、雷が鳴り出しそうなときは、 AC アダプタやケーブル類を取り外し、雷がやむ 
まで取り付けないで〈ださい。 

感電-火災の原因となります。また本パソコンが故障するおそれがあります。 

A ミ主意 

モデムコネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

0 ® モジュラーケーブルを接続する場合は、必ずモデムコネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違うと故障の原因となることがあります。 

■ モデムを接続する 

V .92 対応のモデムが搭載されています 。 MNP Class 4/5および ITU-T V .42/ V .42 bis / V .44 によるェ 
ラーフリー/データ圧縮の通信が快適に行えます。また、モデムとしての機能に加え、 
T .30( G 3) FAX の機能をもち、 FAX の送受信を行えます。 

ブパソコン本体のモデムコネクタと電話回線を、モジュラーケーブルで接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。モデムコネクタについ 
ては、「各部《称」一「各部の《称と働き」卜 P .14) をご覧ください。 





製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
14 スリープ / 休止状態 （Windows 7 /Windows Vista の場合） 


14 スリープ / 休止が態 (Windows 71 
Windows Vista の場合） 


ここでは、本パソコンの省電力機能のうち、スリープと休止状態について説巧して 
います。 

Windows XP の場合は、「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合）」（一 P .130) 
をご覧ください。 


スリープ/休止状態とは 


スリープまたは休止状態を使用すると、 Windows を終了せずに消費電力を抑えることができま 
す。 

• スリープ 

作業中のデータなどをメモリに保存して、パソコン本体の動作を中断させることです。 
スリープ中は電源ランプが点滅し、メモリに保存したデータなどを保持するために少しず 
つ電力を消費します。 

電源は、 AC アダプタを接続している場合は AC アダプタから、接続していない場合はバッ 
テリから供給されます。 

ご購入時の設定では、スリープしてから一を時間経過するか、バッテリの残量が少なくな 
ると、自動的に休止状態に移行します。 

• 休止 状態 

作業中のデータなどをハードディスクに書き込んで保をし、パソコン本体の電源を切るこ 
とです。 

そのため、スリープよりもさらに消費電力を抑えることができます。 

休止状態中は電源ランプが消げします。電源ランプのが態は電源を切つたときと同じです 
が、休止状態のときは機器の構成を'変更しないでください。 

P POINT 

► スリープや休止が態から作業が態に復帰することをレジュームといいます。 
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ま意事項 


■ 共通のま意事項 

• ネットワークをお{吏いになるときは、省電力機能が働かないように設ををを更することを 
お勧めしますい P .128)。 省電力機能が働いてしまうと、化の装置からアクセスできなくな 
ることがあります。 

•本パソコンをお使いの状況によっては、スリープや休止が態、レジュームに時間がかかる 
場合があります。 

• スリープまたは休止が態にした後、すぐにレジュームしないでください。必ず10秒な上たっ 
てからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバーが正しくインストールされていない場合、スリープや 
休止が態にならないことがあります。 

• レジューム時に、画面に一瞬ノイズが発生する場合があります。 

• 次の場合は、スリープや休止が態にしないでください。 

- Windows の起動処 a 中または終了処 a 中 

.パソコン 本体が何 か 処理を している 最中（プリンター出力中など）、および処 a 完了直後 
. ハードディスクまたは フロ ッピーディスクにアクセス中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 
. 音楽 CD やゲーム ソフ トなどのサウンドを再生中 
- CD や DVD に書き込みまたは書き換え中 

. ドライバーのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、巧象のドライバーのイ 
ンストールが終了していないとき 

. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを巧用している場合 
-モデムやネットワークで通信中 

•周辺機器の取り付け、取り外しをする場合は、パソコン本体の電源を切ってください。省 
電力に移行したが態では行わないでください。 

詳しくは、周辺機器に添付されているマニュアルをご覧ください。 

•別売の LAN カードをお使いになる場合は、 AC アダプタを接続し、「電源オプション」ウィ 
ンドウで、選択している電源プランの「プラン設をのを更」をクリックし、「プラン設をの 
編集」ウィンドウのを巧目を「なし」に設をしてください。 

• CD や DVD を読み込み中にスリープや休止が態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

■ 休止状態時のま意事項 

• PC カードやプリンターなどの周辺機器を接続したが態で休止が態にすると、レジューム時 
に周辺機器の情報が初期化されるため、休止が態にする前の作業が態に戻らないことがあ 
ります。 

• 休止が態では、モデム着信によるレジュームは使用できません。 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止が態は使用できません。 




製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
14 スリープ/休止状態 （Windows 7 /Windows Vista の場合） 


スリープ/休止巧態の使い方 


スリープ/休止状態にするには、次の方法があります。 

ご購入時には、名'項目の動作は「スリープ」に設をされてぃます。を項目の動作を「休止状態」 
にする場合は、省電力機能の設定を'変更してくださぃ。 

設定の'変更方法につぃては、「スリープ/休止状態の設定を'変更する」（一 P .128) をご覧くだ 
さぃ。 

■スリープ/休止状態にする 

□一定時間操作しなぃ 

ご購入時には、本パソコンは一定時間操作しなぃと自動的に「スリープ」になるように設定さ 
れてぃます。 

□「スタート」ボタンを使う 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯してぃなぃことを確認します。 

ク次の操作を巧ぃます。 

• Windows 7 の場合 

「スタート」ボタンー I い I の闷一 「スリープ」または「休止が態」の順に 

クリックします。 

参 Windows Vista の場合 

「スタート」ボタンー — の fli 一「スリープ」または「休止が態」の順 
にクリックします。 

しばらくするとスリープまたは休止が態になります。 

P POINT 

► Windows Vis ねの場合、画面上の「電源」ボタンをクリックしてもスリープや休止状態にす 
ることができます。ご購入時には、画面上の「電源」ボタンは「スリープ」に設定されて 
ぃます。 

□電源 ボタンを使う 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯してぃなぃことを確認し、電源 
ボタンを押します。 

しばらくするとスリープまたは休止が態になります。ご購入時の設定は「スリープ」で 
す。 


P POINT 

► 電源ボタンは4砂が上押さないでください。電源ボタンを4砂が上巧すと、本パソコンの電 
源が切れ、作成中のデータが失われることがあります。 
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□ 液晶ディスプレイを閉じる 

が重要 

► 液晶ディスプレイは静かに閉じて〈ださい。 

閉じるときに液晶ディスプレイに強い力が加わると、液晶ディスプレイが故障する原因と 
なることがあります。 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、液晶 
ディスプレイを閉じます。 

しばらくするとスリープまたは休止が態になります。ご購入時の設定は「スリープ」です。 

P POINT 

► 「電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたときの省電力機能を変更する」（^ 
P.129) で、「力/く一を閉じたときの動作」を「何もしない」に設定すると、液晶ディスプ 
レイを閉じたときにスリープや休止状態にしないように設をできます。ただし、「何もしな 
し、」 に設定した場合は、液晶ディスプレイを閉じないでください。放熱が妨ザられ、故障 
の原因となります。 

► 液晶ディスプレイを閉じた後、まれにスリープや休止状態にならずにパソコン本体が動作 
し続けることがあります。放熱が妨げられ、故障の原因になりますので、パソコン本体の 
動作が停止したかどうかを確認して〈ださい。 

► 液晶ディスブレイを閉じてもスリープや休止が態にならない場合、液晶ディスプレイを開 
いて電源ボタンを巧し、スリープや休止状態になったことを確認してから液晶ディスプレ 
イを閉じてください。 

► ソフトウェアの動作中には、液晶ディスプレイを閉じてもスリープや休止状態にならない場 
合があります。ソフトウェアの動作が止まった後で、液晶ディスプレイを閉じてください。 

■スリープ/休止が態からレジュームする 

レジューム後しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。レジュームには、次の方法 

があります。 

□電源ボタンを}甲す 

液晶デ ィス プレイが開いているときに使用します。 

スリープからレジュームする場合は、電源ランプが点滅していることを確認してください。 

□液晶ディスプレイを開く 

液晶ディスプレイが閉じている場合は、液晶ディスプレイを開くと本パソコンがレジュームし 

ます。 
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□ LAN 着信によるレジューム （Wakeupon LAN 機能） 

他のコンピューターから本パソコンにコンピューター検索が行われた場合などに、自動的にレ 
ジュームさせることができます。ただし、無線 LAN 搭載機種では、無線 LAN を使った Wakeup 
on LAN 機能はお使いになれません。 

が重要 

► 「LAN 着信によるレジューム」の設ををしているときは，スリープまたは休止状態中に液晶 
ディスプレイを閉じないでください。レジューム後に放熱が巧げられ、故障の原因となり 
ます。 

► 「LAN 着信によるレジューム」の設ををしているときは、通常よりも電力をミ肖費するため、 
AC アダプタを接続することをお割めします。 

Wakeup on LAN 機能を使用する場合は、次のように設定してください。 

ブ管理を権限をもったユーザーアカウントでログオンします。 

ク「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

3 次の操作を行います。 

• Windows 7の場合 

「システムとセキュリティ」^「システム」の「デバイスマネージャー」の順にクリッ 
ク します。 

参 Windows Vista の場合 

「システムとメンテナンス」^「デバイスマネージャ」の順にクリックしまず。 
「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された攝合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

「デバイスマネージャー」ウインドウが表示されます。 

4 「ネットワークアダプター 」 をダブルクリックします。 

5次のデバイスをちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

• Intel ( 民） 82577 LM Gigabit Network Connection 


6 「電源の管理」タブをクリックします。 

7 次の2つの項目にチェックを付けます。 

-電力の節狗のために、コンピューターでこのデバイスの電源をオフにできるようにす 
る 

. このデバイスで、コンピューターのスタンバイ状態を解除できるようにする 

8 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 
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スリープ/休止状態の設定を変更する 


省電力機能が働くまでの時間などの設定を変更できます。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定を変更し 
てください。 

■電源プランを変更する 

ご購入時はレく ランス」、 「省電力」、「高 パフォーマンス」 が用意されています。お使いになる 
が況に適した電源プランを選択してください。 

なお、を電源プランにある「プラン設定のを更」をクリックすると、各プランの設定を'変更す 
ることができます。 

P POINT 

► 「高パフ ホーマンス」 が表示されていない場合は、「追加のプランを表示します」をクリッ 
クしてください。 

■スリープになるまでの時間を変更する 

ご購入時には、本パソコンは一定期間操作しないと自動的に「スリープ」になるように設定さ 
れています。 

スリープになるまでの時間は、次の手順で変更できます。 

1 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント ロール パネル」ウィンドウが表示されます。 

ク次の操作を巧います。 

参 Windows 7 の場合 

「システムとセキュリティ」一「電源オプション」の順にクリックします。 

参 Windows Vista の場合 

「システムとメンテナンス」 一「電源 オプション」の 順に クリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「コンピューターがスリープ状態になる時 
間を変更」をクリックします。 

「プラン設定の編集」ウィンドウが表示されます。 

4 「コンピューターをスリープ状態にする」の時間を変更します。 

5 「変更の保存」をクリックします。 

6 ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 
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■電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたときの省電力機能 
を変更する 

パソコン本体の電源ボタンを押したときや、液晶ディスプレイを閉じたときに働く省電力機能 
は、次の手順で変更できます。 

1 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックしまず。 

「コントロールパネル」ウィン ドウが表示されます。 

ク次の操作を巧います。 

• Windows 7 の場合 

「システムとセキュリティ」一「電源オプション」の順にクリックします。 

参 Windows Vista の場合 

「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」または「カバー 
を閉じたときの動作の選択」をクリックします。 

4 「電源ボタンとカバーの設定」の項目を変更しまず。 

5 「変更の保を」をクリックします。 

6 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

■ レジュームするときに Windows のパスワード入力をぶ、須とする設定にする 

本パソコンがレジュ^ームするときに、 Windows に設定してあるパスワ^ー ドの入力を必須とする 
設定にすると、本パソコンの七キュリティを高めることができます。 

1 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィン ドウが表示されます。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows 7 の場合 

「システムと七キュリティ」一「電源オプション」の順にクリックします。 

参 Windows Vista の場合 

「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」または「カバー 
を閉じたときの動作の選択」をクリックします。 

4 「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。 

「ューザー アカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい J または「続行」を 
クリックします。 

5 「パスワードを必要とする（推奨）」を選択します。 

6 「変更の保巧」をクリックします。 

7ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 
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15スタンバイ/化止が態 
(Windows XP の場合) 


ここでは、本パソコンの省電力機能のうち、スタンバイと休止状態について説明し 
ています。 

Windows 7または Windows Vis ねの場合は、「スリープ/休止が態 （Windows 7/ 
Windows Vis ねの場合）」（一 P.123) をご覧ください。 


スタンバイ/休止状態とは 


スタンバイまたは休止状態を使用すると、 Windows を終了せずに消費電力を巧えることができ 
ます。 

• スタンバイ 

作業中のデータなどをメモリに保存して、パソコン本体の動作を中断させることです。 

スタンバイ中は電源ランプが点滅し、メモリに保存したデータなどを保持するために少し 
ずつ電力を消費します。 

電源は、 AC アダプタを接続している場合は AC アダプタから、接続していない場合はバッ 
テリから供給されます。 

ご購入時の設定では、 AC アダプタを接続していない場合にバッテリの残量がなくなると、 
メモリに保存した データは 失われます。 

• 休止 状態 

作業中のデータなどをハードディスクに書き込んで保存し、パソコン本体の電源を切るこ 
とです。 

そのため、 スタンバイ よりもさらに消費電力をかえることができます。 

休止状態中は電源ランプが消げします。電源ランプの状態は電源を切ったときと同じです 
が、休止が態のときは機器の構成を'変更しないでください。 

谷 POINT ； 

► スタンバイや休止状態から作業状態に復帰することをレジュームといいます。 


を意事項 


■ 共通のま意事項 

• ネットワークをお使ぃになるときは、省電力機能が働かなぃように設をを変更することを 
お勧めしますい P .134)。 省電力機能が働ぃてしまうと、化の装置からアクセスできなくな 
ることがあります。 

■本パソコンをお使ぃのが況によっては、スタンバイや休止が態、レジュームに時間がかか 
る場合があります。 

• スタンバイまたは休止状態にした後、すぐにレジュームしなぃでくださぃ。必ず10秒な上 
たってからレジュームするようにしてくださぃ。 
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• 接続している周辺機器のドライバーが正しくインストールされていない場合、スタンバイ 
や休止が態にならないことがあります。 

• レジューム時に、画面に一瞬ノイズが発生する場合があります。 

• 次の場合は、スタンバイや休止状態にしないでください。 

- Windows の起動処 a 中または終了処理中 

.パソコン 本体が何 かが a をして いる 最中（プリンター出力中など）、および処 a 完了直後 
. ハードディスクまたは フロッ ピーディスクにアクセス中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 
-音楽 CD やゲーム ソフ トなどのサウンドを再生中 
. CD や DVD に書き込みまたは書き換え中 

. ドライバーのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、巧象のドライバーのイ 
ンストールが終了していないとき 

. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用している場合 
-モデムやネットワークで通信中 

•周辺機器の取り付け、取り外しをする場合は、パソコン本体の電源を切ってください。省 
電力に移行した状態では行わないでください。 

詳しくは、周辺機器に添付されているマニュアルをご覧ください。 

•別売の LAN カードをお使いになる場合は、 AC アダプタを接続し、「電源オプションのプロ 
パティ」ウィンドウで「電源設定」タブのを項目を「なし」に設をしてください。 

• CD や DVD を読み込み中にスタンバイや休止状態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

■ スタンバイ時のを意事項 

• バッテリを巧っているときのスタンバイ可能な時間は、新品のバッテリを満ホ電したが態 
では、的2日です。 

• スタンバイ時にはメモリでのデータ保持のために電力を消費します。バッテリ運用の場合 
は、バッテリ巧量に留意してください。スタンバイ中にバッテリが切れると、作業中のデー 
夕がすべて失われてしまいます。長時間お使いにならない場合は、データを保存してから 
Windows を終了させ、パソコン本体の電源を切ってください。 

• モデム着信によるレジューム後は画面が表示されません。ポインティングデバイスを操作 
すると画面が表示されます。ポィンティングデバィスを操作しても画面が表示されない場 
合は、 【 Space 】 キーなどのキーを押してください。この操作をしても画面が表示されない 
場合は、電源ランプが点滅していないかどうかを確認してください。点滅している場合は 
スタンバイになっています。電源ボタンを押して、レジュームしてください。 

• お使いになる PC カードによっては、バッテリ運用時のスタンバイ可能な時間が短くなる場 
合があります。 

■ 休止状態時のま意事項 

• PC カードやプリンターなどの周辺機器を接続したが態で休止状態にすると、レジューム時 
に周辺機器の情報が初期化されるため、休止状態にする前の作業状態に戻らないことがあ 
ります。 

• 休止状態では、モデム着信によるレジュームは使用できません。 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止状態は使用できません。 
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スタンバイ/休止状態の使い方 


スタンバイ/休止が態にするには、次のホ法があります。 

ご購入時には、各項目の動作は「スタンバイ」に設定されています。を項目の動作を「休止が 
態」にする場合は、省電力機能の設定を'変更してください。 

設定のを更ホ法については、「スタンバイ/休止状態の設定をを更する J (一 P .134) をご覧く 
ださい。 

■ スタンバイ/休止状態にする 
□-定時間操作しない 

ご購入 時には、本 パソコンは 一を時間操作しないと自動的に 「スタンバイ」 になるように設を 
されています。 

□「コンピユータの電源を切る」ウィンドウを使う 

ブ「スタート J ボタンー「終了オプション」の順にクリックします。 

「コンピュータの電源を切る J ウインドウが表示されます。 

ク「スタンバイ」または「休止が態」を選択します。 

しばらくするとスタンバイまたは休止が態になります。 

□電源ボタンを使う 

ブ状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、電源 
ボタンを押します。 

しばらくするとスタンバイまたは休止が態になります。ご購入時の設定は「スタンバ 
イ」です。 

P POINT 

► 電源ボタンは 4 秒な上巧さないでください。電源ボタンを 4 砂な上巧すと、本パソコンの電 
源が切れ、作ぶ中のデータが失われることがあります。 

□液晶ディスプレイを閉じる 

が重要 

► 液晶ディスプレイは静かに閉じて〈ださい。 

閉じるときに巧晶ディスプレイに強い力が加わると，液晶ディスプレイが故障する原因と 
なることがあります。 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、液晶 
ディスプレイを閉じます。 

しばらくするとスタンバイまたは休止状態になります。ご購入時の設をは「スタンバ 
イ」です。 
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P POINT 

► 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウの「詳細設定」タブで「ポータブルコンピュー 
夕を閉じたとき」の項目を「何もしない」に設定すると、液晶ディスプレイを閉じたとき 
にスタンバイや休止状態にしないように設定できます。ただし、「何もしない」に設定した 
場合は、液晶ディスプレイを閉じないでくださし、。放熱が妨げられ、故障の原因となります。 

► 省電力状態になったことを示す「ピピッ」という音を確認してください（ボリュームをか 
さくしていると聞こえません）。また、液晶ディスブレイを閉じた後、まれにスタンバイや 
休止状態にならずにパソコン本体が動作し続けることがあります。放熱がさかずられ、故障 
の原因になりますので、パソコン本体の動作が停止したかどうかを確認して〈ださい。 

► 液晶ディスプレイを閉じてもスタンバイや休止が態にならない場合、液晶ディスプレイを 
開いて電源ボタンを押し、スタンバイや休止状態になったことを確認してから液晶ディス 
プレイを閉じてください。 

► ソフトウエアの動作中には、液晶ディスプレイを閉じてもスタンバイや休止状態にならない 
場合があります。ソフトウエアの動作が止まった後で、液晶ディスプレイを閉じてくださし、。 


■スタンバイ/休止状態からレジュームする 

レジューム後しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。レジュームには、次のホ法 
があります。 

□電源 ボタンを押す 

液晶ディスプレイが開いているときに使用します。 

スタンバイからレジュームする場合は、電源ランプが点滅していることを確認してください。 

□液晶ディスプレイを開く 

液晶ディスプレイが閉じている場合は、液晶ディスプレイを開くと本パソコンがレジュームし 
ます。 

□ LAN 着信によるレジューム （Wakeupon LAN 機能） 

化のコンピューターから本パソコンにコンピューター検索が行われた場合などに、自動的にレ 
ジュームさせることができます。ただし、無線 LAN 搭載機種では、無線 LAN を使った Wakeup 
on LAN 機能はお使いになれません。 

侈重要 

► 「 LAN 着信によるレジューム」の設ををしているときは，スタンバイまたは休止状態中に;夜 
晶ディスプレイを閉じないでください。レジューム後に放熱が巧げられ、故障の原因とな 
ります。 

► 「 LAN 着信によるレジューム」の設ををしているときは、通常よりも電力をミ肖費するため、 
AC アダプタを接続することをお割めします。 

Wakeupon LAN 機能を使用する場合は、次のように設定してください。 

ブ管理を権限をもったューザーアカウントでログオンします。 

ク「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 
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ゴ「ハードウェア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウインドウが表示されます。 

4 「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

5次のデバイスを右クリックし、「ブロパティ」をクリックします。 

• Intel (民）82577 LM Gigabit Network Connection 

6 「電源の管理」タブをクリックします。 

7 次の2つの項目にチェックを付けます。 

-電力の節拘のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
. このデバイスで、コンピュータのスタンバイが態を解除できるようにする 

8 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 


スタンバイ/休止状態の 設定を変更する_ 

省電力機能が働くまでの時間などの設定を変更できまず。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定を変更し 
てください。 

■ スタンバイ/休止状態になるまでの時間を変更する 

ご購入時には、本 パソコンは 一を巧間操作しないと自動的に 「スタンバイ」 になるように設を 
されています。 

スタ ン バイ /休止が態になるまでの時間は、次の手順でを更できます。 

ブ「スタート J ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフォーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 お使いの状況に合わせて、「電源設定」を選択します。 

4 「システムスタンバイ」または「システム休止状態」の設定を変更します。 

5 roKj をクリックして、すべての画面を閉じます。 
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■ 電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたときの省電力機能 
を変更する 

パソコ ン本体の電源ボタンを押したときや、液晶デ ィス プレイを閉じたときに働く省電力機能 
は、次の手順でを更できます。 

ブ「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル J ウィンドウが表示されます。 

ク「パフナーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源ォプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」タブをクリックします。 

4 「ポータブルコンピュータを閉じたとき」または「コンピュータの電源ボタン 
を巧したとき」の設定を変更します。 

5 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 

■ レジュームするときに Windows のパスワード入力を必須とする設定にする 

本パソコンがレジュ ■ —ムするときに、 Windows に設定してあるパスワ ' —ド の入力 を必須とする 
設定にすることにより、本パソコンのセキュリティを高めることができます。 

ブ「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフナーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源ォプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」タブをクリックします。 

4 「スタンバイから回復するときにパスワードの入力をボめる」にチェックを付 
けます。 

5 「 OK 」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 
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16七キュリテイボタン 


本パソコンには、他人による不正使用を防止するためのセキュリティボタンが搭載 
されています。ここでは、セキュリティボタンの使い方について説明しています。 


七キユリテイボタンとは 


セキュリティボタンとは、添付のソフトウエア「セキュリティボタン」でパソコン本体にパス 
ワードを設定しておくことにより、本パソコンが起動するときや休止が態からレジューム（復 
帰）するときに正しいパスワードを入力しないと、本パソコンを使用できなくずる機能です。 



名称 

機能 

数字ボタン 

パスワードを入力するときに巧用します。 

Enter ボタン 

入力したパスワードを確定するときに押します。 


■パスワードの種類 

セキュリティボタンで使用するパスワードには、次の2種類があります。 

• 管 a 者用パスワード 

本パソコンの管 a 者が使用するパスワードです。管巧者用パスワードを設をすることによ 
り、 ューザー 用パスワードを設定できるようになります。セキュリティボタンを{ま用する 
ためには必ず設定してください。 

が重要 

► 管理を用パスワードを設をしただけでは、本パソコンをセキュリティボタンでな護するこ 
とはできません。本パソコンをセキュリティボタンでな護するためには、必ずユーザー用 
パスワードも設をしてください。 

• ューザー用パスワード 

本パソコンの使用者が使用するパスワードです。ューザー用パスワードを設定することに 
より、本パソコンがセキュリティボタンで保護されます。管 a 者用パスワードを設をした 
場合にのみ設定できます。 
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■「セキュリティボタン」の種類 

添付のソフトウェア「セキュリティボタン」には、次の2種類があります。 

• 「管巧者用セキュリティボタン」（セキュリティボタン for Supervisor ) 

管 a を用パスワードとューザー用パスワードの設を.'変更.削除をするためのソフトウェ 
アです。管理を用パスワードの'変更.削除をするためには、現在の管理者用パスワードを 
知っている必要があります。ューザー用パスワードの'変更•削除をするためには、現在の 
ューザー用パスワードまたは管巧者用パスワードを知っている必要があります。 

• 「ューザー用セキュリティボタン」 

ューザー用パスワードの設定.'変更.削除をするためのソフトウェアです。ューザー用パ 
スブ I —ドのを更 • 削除をするためには、現在のュ'—ザ ■ —用パスワ' —ドを知っている必要が 
あります。 


インストールとアンインストール 


■「セキュリティボタン」のインストール 

ご購入時のが態では「セキュリティボタン」はインストールされていません。 

「ソフトウェア」一「インストール」 一 「「ドライノく^ー ズディスク検索ツ^ール」からのインス 
トール」（一 P .190) をご覧になり、管理者用パスワードやューザー用パスワードを設定する場 
合は「管理者用七キュリティボタン」を、ューザー用パスワードを設定する場合は「ューザー 
用セキュリティボタン」をインストールしてください。 

■「セキュリティボタン」のアンインス!ル 

「七キュリティボタン」をアンインスト ■ ールしても、設定したパスワ ■ ー ドはパソコン本体から 
消去されません。そのため、ューザー用パスワードが設定されていれば、「七キュリティボタ 
ン」をアンインストールした後も、本パソコンはセキュリティボタンにより保護されます。パ 
スワードを変更.削除されたくない場合には、「セキュリティボタン」をアンインストールし 
てください。「七キュリティボタン」を再度インストールすることにより、再びパスワードを 
変更*削除できるようになります。 

アンインストール方法については、「ソフトウェア」一「アンインストール」（一 P .193 ) をご 
覧ください。 

が重要 

► 「管理者巧セキュリティボタン」は「ューザー巧セキュリティボタン」と異なり、現在のパ 
スワードの入力可能な回数に制限がなく、パスワード破りのツールとして使用される可能 
性があります。そのため、「管理者用セキュリティボタン」は必要なときにだけインストー 
ルし、不要になったらすぐにアンインストールすることをお勧めします。 

► 本パソコンをセキュリティボタンで保護する必要がな〈なった場合は、すべてのパスワー 
ドを削除してから「セキュリティボタン」をアンインストールしてください。 
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パスワードを設定する 


■使用できるパスワード 

管理を用パスワードとューザー用パスワードのどちらにも、数字ボタンを1つずつ押したり同 
時に押したりする操作を1〜5回繰り返したものを設定できます。 

1回に押す数字ボタンの組み合わせは、次のとおりです。 

• 1つの数字ボタンのみ押す 

• 2つの数字ボタンを同時に押す 

• 3つの数字ボタンを同時に押す 

• 4つの数字ボタンを同時に押す 

有効なパスワードの組み合わせには、次のようなものがあります。複数の数字ボタンを同時に 
押すことを、数字を「+」でっないで表しています。 

■ 2 + 3、1を押し、 Enter ボタンを押す 

• 4 を押し、 Enter ボタンを押す 

• 1 + 3、2 + 3 + 4、 し 4、2を押し、 Enter ボタンを押す 

■ 管理者用パスワードを設定する 

ブ管理を権限をもったユーザーアカウントでログオンします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows 7/Windows Vista の場合 

「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」^「アクセサリ」一 「フ ァイ ルタを指 
定して実行 J の順に クリック します。 

参 Windows XP の場合 

「スタート」ボタン^「ファイルをを指をして実行」の順にクリックします。 

3 「参照」をクリックし、「管理を用セキュリティボタン」をインストールした 
フホルダーにある 「 FJSECS.exe _! をダブルクリックします。 

標準の設定では、「管理者用七キュリテイボタン」は 「 C:¥Program Files ¥ Fujitsu¥Security 
Panel Application ¥ Supervisor 」 にインスト^ールされています。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

「ューザーアカウント制御 J ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

5 メッセージに従って管理を用パスワードを設定します。 

が重要 

► 管理者巧パスワードは、何かに書き留めて、ま全な場所に保管しておくことをお割めしま 
す。管理者巧パスワードを忘れると、管理者巧パスワードによるセキュリティの解除がで 
きなくなったり、管理者巧パスワードやユーザー用パスワードの変更•削除ができなくなっ 
たりします。この場合は、パソコン本体の修理が必要になります。「富±通ハードウ X ア修 
理相談センター」までご連絡〈ださい。修理は保証期間にかかわらずち償になります。 
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■ ユーザー用パスワードを設定する 

ブ管理者権限をもったユーザーアカウントでログオンします。 

ク「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「セキュリティボタン」一「1. 
セキュリティボタン」の順にクリックします。 

「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

3 メッセー ジに従って ユー ザー用パ スワー ドを設定します。 

が重要 

► ユーザー用パスワードを忘れると、ユーザー用パスワードによるセキュリティの解除がで 
きな〈なったり、ユーザー用パスワードのを更■削除ができな<なったりします。この場 
合は、本パソコンの管理をに、ューザー用パスワードの変更■削除を依賴してください。 


七キュリティを解除する 


ューザー用パスワードを設定すると、本パソコンが起動するときや休止が態からレジュームす 
るときにパスワードの入力が要求されます。 

次の手順でパスワードを入力して、セキュリティを解除します。 

P POINT 

► スリープ、スタンバイからレジュームするときや，本パソコンを再起動したときにはパス 
ワードの入力は要ホされません。 

ブ本パソコンの電源を入れます。 

状態表示 LED (一 P .25) のセキュリティランプが点げします。 

ク数字ボタンで管理者用パスワードまたはユーザー用パスワードを入力し、 
Enter ボタンを巧します。 

が重要 

► 入力を巧わないでいると、約1分後に本パソコンの電源が切れます。 

► パスワードを3回間違えると、警告音が約1分間鳴り続けます。 

-警告音が鳴っている間に正しいパスワードを入力すると、警告音が止まりセキュリティ 
が解除されます。 

-警告音が鳴っている間に正しいパスワードを入力しないと、約1分後に本パソコンの電 
源が切れます。 


セキュリティが解除されます。 
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パスワードを変更する/削除する 

■ 管理者用パスワードまたはユーザー用パスワードを変更する/削除する 

1 「管理者用パスワードを設定する」（一 P .138) の手順に従い、「管理者用セキュ 
リティボタン」を起動します。 

ク「次へ J をクリックします。 

r [セキュリティ管 a 者用機能選択]」画面が表示されます。 

3 次の中から実行する機能を選巧し、「次へ」をクリックします。 

. 管理をパ スワー ドをを更する 

-管理をパ スワ ー ドおよび ューザー パスワ ー ドを削除する 
. ューザー パスワ ー ドをを更する 
,ューザー パスワ ー ドを削除する 

「[現在の管 a 者用パスワード入力]」画面が表示されます。 

4 現在の管理を用パスワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

5 メッセージに従って選択した機能を実行します。 

■ ユーザー用パスワードを変更する/削除する 

1 「ユーザー用パスワードを設定する」（一 P .139) の手順に従い、「ユーザー用セ 
キュリティボタン」を起動します。 

ク「次へ」をクリックします。 

「[機能選択]」画面が表示されます。 

3 次の中から実行する機能を選択し、「次へ」をクリックします。 

• ューザー パスワー ドを 変更ず る 
• ューザー パスワ ー ドを削除する 

「[現在のューザーパスワード入力]」画面が表示されます。 

4 現在のユーザー巧パスワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

が重要 

► パスワードを 3 回間違えると、これな降「ユーザー用セキュリティボタン」を桓動できな 
〈なります。「ユーザー用セキュリティボタン」を超動できるようにするには、「管理を用 
パスワードまたはユーザー用パスワードを変更する/削除する」 （一 P .140) に従い、ユー 
ザー用パスワードを変更または削除して〈ださい。 

5 メッセージに従って選択した機能を実行します。 
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17省電カモード 


「省電カューティリティ」を利用して本パソコンを「省電カモード」にすると、本パ 
ソコンの消費電力を抑えることができます。ここでは、本パソコンの省電力機能の 
1つである「省電カモード」について説明しています。 


省電カモードとは 


■省電カモードでできること 

ご購入時の設定では、 Windows を起動すると、画面も下の通知領巧に「省電カ ユーティリティ」 
アイコンが 常駐します。 この 「省電カ ユーティリティ」 で省電カモードに切り替えると、本 パ 
ソコンのいくつかの 動作が制限され、消費電力が抑えられた状態になります。省電カモードは 
スリープ、スタンバイ、 休止状態ほど消費電力を節約することはできませんが、 パソコン 本体 
の動作を中断しなくても巧むという利点があります。 


■ ご購入時の設定 

ご購入時の設をでは、本 パソコンを 省電カモードにすると、次のような動作制限が行われるこ 
とにより、消費電力が巧えられます。 

■ CD / DVD ドライブの電源を切り、使用できなくする（搭載機種のみ） 

• オーディオをミュートする 
• 無線 LAN を使用できなくする（搭載機種のみ） 

• PC カードス ロッ トを使用できなくする 

• SD メモリーカード/メモリーステイ ッ クス ロッ トを使用できなくする 
• 有線 LAN を使用できなくする 

■内蔵モデムを使用できなくする（搭載機種のみ） 

• 画面の明るさを暗くする 

• ハードディスクの電源を切断するまでの時間を調整する （ WindowsXP のみ） 


注意事項 


■省電カモードにすると、「省電カユーティリティ」で無効に設定されているを機能が使用で 
きなくなります。 

省電カモードにする前にそれぞれの機能の使用を中止してください。 

• 省電カモードにすると CD / DVD ドライブの電源が切れる設定にしている場合は、省電カモー 
ド時には CD / DVD 取り出しボタンを押しても CD / DVD ドライブのトレーは開きません。 
CD / DVD は通常モードで取り出してください。 

• 省電カモードにすると PC カード スロッ トが無効になる設をにしている場合は、省電カモー 
ドから通常モ'—ドに切り替えるときに、必ず PC 力' —ドス ロッ トから PC 力' —ドをあいてく 
ださい。 

PC カードを使う場合、省電カモードを通常モードに戻してから再ま七ットしてください。 
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• 省電カモ^ー ドにすると SD メモリ^一 力' —ド/ メモリ^ースティックスロットが無劾になる設定 
にしている場合は、省電カモードから通常モードに切り替えるときに、必ず SD メモリー 
カード/メモリーステイックスロットから SD メモリーカード/メモリーステイックを抜い 
てください。 SD メモリーカード/メモリースティックを使う場合、省電カモードを通常 
モードに戻してから再度セットしてください。 


省電カモードの使い方 


ブ画面右下の通知領域にある「省電カユーティリティ」アイコンをちクリックし、 
「モードの切り替え」をクリックします。 

「省電カモードへの切り替え-[省電カユーティリティ]」ウィンドウが表示されます。 

ク 「0 K 」 をクリックしまず。 

本 パソコンが 省電カ モー ドになります。 

P POINT 

► 省電カモードから通常モードに誤をを戻す手順は次のとおりです。 

1. 画面ち下の通知領域にある「省電カユーティリティ」アイコンをちクリックし、「モー 
ドの切り替え」 をクリックします。 

「通常モードへの切り替え-[省電カユーティリティ]」ウィンドウが表示されます。 

2. 「 OK 」 をクリックします。 

本パソコンが通常モードになります。 


省電カモードの設定を変更する 


省電カモードの設定は変更することができます。お使いの状況に合わせて、設定を'変更してく 
ださい。 

P POINT 

► 詰を内容については、「省電カユーティリティ」のヘルプをご覧〈ださい。「省電カユーティ 
リティ」のヘルプは、「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「省電カユーティリ 
ティ」一「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「省電カユーティリティ」一 
「設定画面-省電カユーティリティ」の順にクリックします。 

「省電カユーティリティ設定画面-省電カユーティリティ」ウィンドウが表示されます。 





第 3 章 


周辺機器の設置/設定/増設 

周辺機器の取り付け方法やを意事項を説明して 
います。 


1周辺機器を取り付ける前に . 144 

2 メモソ . 145 

3 プリンター . 151 
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1周辺機巧を巧り付ける前に 

ここでは周辺機器を接続する前に、予備知識として知っておいていただきたいこと 
を説明しています。 


取り扱い上のま意 _ 

• 周辺機器によっては設定作業が必要です 

周辺機器の中には、本パソコンに接続した後で設を作業が必要なものがあります。例えば、 
プリンターやデジタルカメラを{吏うには、接続した後にドライバーのインストールが必要 
な場合があります。 

• マニュアルをご覧ください 

このマニュアルで 説明している周辺機器の取り付け ホ 法は一例です。 このマニュアルと あ 
わせて、周辺機器の マニュアル も必ずご覧ください。 

また、ケーブル類の接続は この マニュアルをよく読み、接続時に間違いがないようにして 
ください。誤った接続が態で使用すると、本パソコンおよび周辺機器が故障する原因とな 
ることがあります。 

• 純正品をお使いください 

弊社純正の周辺機器については、富±通製品情報ページ内にある LIF 邸 00 K の「システム 
構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く ださい。 

化社製品につきましては、本パソコンで正しく動作するかどうか、保証いたしかねます。 

化社製品をお{吏いになる場合は、製造元のメーカーにお問い合わせください。 

• ACPI に対応した周辺機器をお使いください 

本 パソコンは ACPI モードに設をされています。 ACPI モードに巧応していない周辺機器を 
お使いの場合、省電力機能などが正しく動作しない場合があります。 

• 周辺機器の電源は、本パソコンの電源を入れる前に入れてください 

電源を入れて使う周辺機器は、その周辺機器の電源を入れてから本パソコンの電源を入れ 
てください。また、周辺機器の電源を切るときは、本パソコンの電源を切ってから周辺機 
器の電源を切ってください。 

• 一度Iこ取り付ける周辺機器は1つだけにしてください 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバーのインストールなどが正常に行われな 
いおそれがあります。1つの周辺機器の取り付けが終了して、動作確認を行った後、別の周 
辺機器を取り付けてください。 
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2ゾモリ 


ここでは、メモリ容量を増やすちまについて説明しています。 


取り扱い上のま意 


• メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気によ 
り破壊される場合があります。メモリを取り扱う前に、一度金属質のものに手を触れて、静 
電気を放電してください。 

• メモリを持つときは、次のイラストのようにふちを持ち、端子（金色の線が入っている部 
分）や 1 C 部分には絶巧に手を触れないようにしてください。指の油分などが付着すると、 
接触不良の原因となることがあります。 

また、メモリに強い力をかけないようにしてください。 



• 取り外したネジなどをパソコン本体内部に落とさないでください。故障の原因となること 
があります。 

• 操作に必要な箇所な外には手を触れないでください。故障の原因となることがあります。 

• メモリは何まも抜き差ししないでください。故障の原因となることがあります。 

■ メモリの表面の端子や 1 C 部分に触れて押さないでください。また、メモリに強い力をかけ 
ないようにしてください。 

• メモリがうまく取り付けられないときは、無 a にメモリを取り付けず、いったんメモリを 
抜いてからもう一度メモリを取り付けてください。 


用意するもの 


■ 本パソコンでサポートしているメモリ 

本 パソコンで サポートしているメモリをお使いください。 

本パソコンでサポートしているメモリについては、富±通製品情報ページ内にある LIFEBOOK 
の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く ださい。 


■プラスドライバー （1 香） 

ネジに合ったプラスのドライバー1番をお使いください。 

化のドライバーを巧うと、ネジの頭をつぶすおそれがあるので使用しないでください。 
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ゾモリ容量を増やす 


/ K 言口 

A • メモリの取り付け、取り外しを行う場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタや 
周辺機器を取り外してください。省電力状態（スリープ、スタンバイ、休止状態）では、取り 
付け、取り外しを行わないで〈ださい。感電の原因となります。 

また、データが消失したり、 パソコン 本体やメモリが故障したりする原因となることがありま 
す。 

取り外したカバー、キャップ、ネジ、電ミ也などの部品は、かさなお子様の手の届かない所に置 
いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談してく 
ださい。 

ブバッテリを取り外します。 

内蔵バッテリパックの取り外しにっいては、「取りあい」一「内蔵バッテリパックを交 
換する」 （^ P .68) の手順！〜3をご覧ください。 

ク メモリスロット カバーを取り外します。 

パソコン 本体下 面（一 P .24) の ネジを外し、くぼみに指をかけメモリ スロットカバーの 
ネジ側を持ち上げて取り外します。 


<ぼみ 


メモリス□ットカパ'— 
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3 メモリスロットの確認をします。 

本 パソコンには、 メモリスロットが2つあります。 
• 「メモリスロット1」（下側） 

• 「メモリスロット2」（上側） 



メモリスロット2 
メモリス□ツト1 


メモリスロットにメモリを取り付ける場合は、手順5をご覧ください。 

取り付けられているメモリを新しいメモリに交換する場合は、手順4をご覧ください。 

4 交換したいメモリを取り外します。 

(1) メモリを押さえている両側のツメを左右に開き、 （2) 両手でメモリのふらを持って 
斜め上の方向に引っ張り、メモリ スロッ トからメモリを取り外します。 

P POINT 

► メモリが2枚搭載されている場合で、メモリスロット1のメモリを交換するときは、メモリ 
スロット2のメモリを取り外してから、同じ手順でメモリスロット1のメモリを取り外して 
<ださい。 
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5 メモリを取り付けます。 

(1) 両手でメモリのふちを持って、メモリの欠けている部分とコネクタの突起を合わ 
せ、斜め上からしっかり差し込み、 （2) パチンと音がするまで下に倒します。 

メモリを押さえている両側のツメが、きちんとはまったことを確認してください。 



が重要 

► メモリスロットが外には、手を触れないで〈ださい。故障の原因となることがあります。 

► メモリの取り付けを巧う場合は、端子やになどに触れないようメモリのふちを持ってくだ 
さい。 

► メモリの表面の端子やに部分に巧もれて押さないでください。また、メモリに強い力をかけ 
ないようにしてください。 

► メモリがうまく取り付けられないときは、無理にメモリを取り付けず、いったんメモリを 
抜いてから、もう一度メモリを取り付けてください。無理にメモリを取り付けようとする 
と、メモリやコネクタが破損する原因となります。 

6 メモリスロット カバーを取り付け、ネジで固定します。 

手順2で外したメモリ スロッ トカバーを取り付けます。メモリ スロッ トカバーのツメを 
パソコン本体のツメ穴に合わせてください。 



7 バッテリを取り付けます。 

内蔵バッテリパックの取り付けについては、「取りない」一「内蔵バッテリパックを交 
換する」（一 P .68) の手順4をご覧ください。 
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メモリ容量を確認する 


メモリを取り付けた後、増やしたメモリが使えるが態になっているかを確認してください。 

必ず、カバーを取り付けてから確認作業を行ってください。 

が重要 

► メモリが正しく取り付けられていないと、電源を入れたときにエラーメッセージが表示さ 
れたり、画面に何も表示されなかったりすることがあります。その場合は電源ボタンを4 
砂が上押し続けて本パソコンの電源を切り、もう一度メモリを取り付けてください。 

► 取り付けが正しいにもかかわらず本パソコンが起動しない場合は、メモリが故障している 
場合があります。「富±通ハードウ X ア修理相談センター」またはご購入元にご連絡くださ 
い。 

► 本パソコンは、メインメモリの一部をビデオメモリやその他の機能で使用しています。そ 
のため、起動時の自己診断 （ POST ) 時や、次の手順で表示されるメモリの容量 (Windows 
XP の場合）は、取り付けたメモリの総容量より少な〈なります。 

y パソコン本体の電源を入れます。 

ク「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。 

3 次の操作を行います。 

• Windows 7の場合 

1. 「システムとセキュリティ」一「システム」の順にクリックします。 

「システム」 ウィンドウが表示されます。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「システムとメンテナンス」一「システム」の順にクリックします。 

「システム」 ウィンドウが表示されます。 

参 Windows XP の場合 

1. 「パフォーマンスとメンテナンス」一「システム」の順にクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 
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4次の方まで、増やしたメモリの分だけ増えていることを確認します。 

メモリ容量の数値が正しくない場合は、メモリがきちんと取り付けられているかどうか 
を確認してください。 

参 Windows 7 /Windows Vista の場合 

「実装メモリ （ RAM )」 （Windows 7の場合）、「メモリ（民 AM )」 （Windows Vista の場合） 
の數値が、増やしたメモリの分だけ増えていることを確認します。 

• Windows XP の場合 

次の画面の枠で囲んだ部分の數値が、増やしたメモリの分だけ増えていることを確認 
します。 



メモリ容量 
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3プリンター 


プリンターの接続方法は、プリンターによって異なります。詳しくは、お使いのプ 
リンターの マニュアルを ご覧ください。 


プリンターの接続 


1 本パソコンの USB コネクタに、プリンターの USB ケーブルを接続します。 

コネクタの形を確認して、向きを互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 



USB コネクタ 


US 巳コネクタ 







Memo 


第 4 章 


七キュリテイ 

本パソコンで使用できるセキュリティ機能につ 
いて紹介します。日ごろからセキュリティ向上 
をむがけて〈ださい。 


1セキュリティの重要性 . 154 

2コンピューターウイルス . 155 

3 Windows やソフトウェアを最新の状態にする . 159 

4ネットワーク接続時のセキュリティ . 163 

5不正巧用からのセキュリティ . 165 

6パソコンの盜難防止 . 172 

7パソコン本体の廃棄-譲;度時のを意 . 173 

8データのバックアップ . 177 
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1七キユリテイの重要性 

^- r7_~ ふ ; 


トラブルをホがに防いだり、トラブルに遭遇した場合の被害を最小に食い止めたり 
するために、常に最新のセキュリティ対策をとることが重要です。 

コンピューターには重要なデータや個人情報などが保をされています。また重要な情報やデー 
夕を通信することもあります。 

もし、それらの大切な情報が漏えいしたり、システムやデータが破壊されたり、コンピュー 
ター本体が盗難にあったりするなどのトラブルが発生したら、大きな損害になります。自分自 
身のみならず、関係者に迷惑をかけてしまう場合もあります。 

そのようなが況に贿る危険性を怪減するために、コンピューターにできる限りのセキュリティ 
対■策を施すことをお勧めします。 

この章では、それぞれの脅威に対して有効な本パソコンのセキュリティ機能やお客様のむ構え 
などを説明しています。必要に応じてインストールや設定を行うようにしてください。 

が重要 

► 弊社ではセキュリティ機能を使用されたこと、または使巧できなかったことによって生じ 
るいかなる損害に関しても、一切の責任を負いかねます。 

セキュリティ対策は、本パソコンを使巧している方が責任をもって巧うようにしてくださ 
い。 

► セキュリティは一度対策をとればまむできるものではありません。コンピューターを使巧 
している方が曰ごろから関むをもって、最新の状態にしておくことが必要です。 
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2コンピューターウイ J レス 


J ノヒユーターウっ J レ入と b 

コンピューターウイルスとは、トラブルを引き起こすことを目的として作られたプログラムの 
ことです。 Web ページの閲覧、インターネットからダウンロードしたファイルや E メール、 CD / 
DVD や USB メモリのような媒体などを通じてコンピューターに侵入（感染）します。 
コンピューターがコンピューターウイルスに感染すると、次のようなことが発生し、重大な被 
害を受けることがあります。 

• 異常なメッセージが表示される 
• 画面の表示がおかしくなる 
• システムやデータが破壊される 
• 情報漏えいが引き起こされる 

また、使用者が気が付かないうちに感染していることがほとんどです。感染したコンピュー 
ターをそのまま使用した場合、化のコンピューターにも感染が広がってしまい、被害があ大す 
るといった危険があります。 

コンピューターウイルスの種類は非常に多く、日々新種が発見されています。不審なプログラ 
ムを実行しない、怪しいサイトには接続しない、情報の漏えいなどを引き起こすソフトウエア 
をインストールしない、などを徹底することも重要です。 

が重要 

► コンピユーターウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、保 
証期間内であってもち償修理になることがあります。ウイルスの感染を防ぐために、 
「Norton Antivirus 」 （一 P .156) や 「Windows Uodate 」 （一 P .159) で巧策をとってく ださし、。 
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コンピューターウイルス対策 


コンピューターウイルスに感染するリスクは、対策用のソフトウェアを使用することにより低 
減できます。このようなソフトウェアを「ウイルス巧策ソフト」などと呼びます。 

ウイルス対策ソフトは、既知ウイルスのプログラムパターンを集めた定義ファイルと、侵入し 
てきたプログラムのパターンを比較して、ウイルスを検出します。そのため、常に最新のウイ 
ルスパターンを取得しておくことが必要です。 

が重要 

►インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。 

「ファイアウホール」 （一 P .163) をち効にすることをお割めします。 

ご購入時は 「 Windows ファイアウホール」がち効になっています。 

「 Windows ファイアウオール」については Windows のヘルプをご賣〈ださい。 


■ Norton AntiVirus 

本パソコンには、ウイルスを発見するためのソフトウェアとして r Norton AntiVirus J が添付さ 
れています。 

添付の 「Norton AntiVirus 」 は初めて起動した日から90日間は、無料でコンピューターを保護 
するための「更新サービス」を利用できます。期限が過ぎた後も引き続きお使いになる攝合に 
は、有料で更新サービスの延長キーを購入してください。 

更新サービスの延長について、詳しくは、株式会社シマンテックのシマンテックストア ( http :/ 
/ www . symantecstore . jp / users . asp ) を^ \ すこさい。 


□注意事項 

•「Norton AntiVirus 」 を起動していると、その{也のソフトウェアが正常にインスト ■ ールされな 
かったり、ご使用のソフトウェアによっては不具合が発生したりすることがあります。こ 
の場合は 「Norton AntiVirus 」 を一時的に使用不可にしてください。ただしインストールや 
ソフトウェアの使用が終了した後は、使用可に戻すのを忘れないでください。手順につい 
ては r Norton AntiVirus J のヘルプをご覧ください。 

•「Norton AntiVirus 」 でコンピューターウイルス検査を実行しているときは、ハードディスク 
にあるプログラムを実行したり、検査中の CD / DVD などの媒体を取り出したり 、 USB メモ 
リなどを取り外したりしないでください。 

•「 NortonAntiVirus 」 は、コンピューターウイルスの情報を記載したデータファイルと、検査 
プロダラム（スキャンエンジン）を使用しています。 Liv 如 pdate を利用して定期的に更新し 
てください。 

• E メールに添付されたファイルや入手した CD / DVD や USB メモリなどの媒体は、 コン ピュー 
ターウイルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。また、 コン ピュー 
ターのハードディスクは定期的にウイルスチェックを実行してください。 

•「Norton AntiVirus J をインストールすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirus 」 に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

-画面右下の通知領域からアクシヨンセンターまたはセキュリティ七ンターの表示がなく 
なり 、 r Norton AntiVirus J が表示されます。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 、 「Windows Defender 」 が無効になります。 





製品ガイド 
2 コン ピューターウイルス 


□インスI—ル方ま 

インスト ■ —ルの手順については、「ソフトウエア」一 「 「Norton Antivirus 」 のインスト ' —ル」（一 
P .191) をご覧ください。 


□ウイルス定義ファイルを更新する (LiveUpdate) 

「Norton Antivirus 」 のウイルスを義ファイルを最新版に更新します。 

P POINT 

► r LiveUpdate j はシステム管理者の指示に従って実巧して〈ださい。 

► 「 LiveUpdatej を実行するには、インターネットに接続できる環境が必要になります。 

ネットワーク管理をに確認し、あらかじめ必要な設ををしてから実行してください。 

• 手動で更新する 

し 「スタ ■ —卜」ボタン ー 「すべてのプログラム」一 「Norton AntiVirusJ 一 「 LiveUpdate 」 
の順にクリックします。 

更新ファイルがあるかどうか検索され、ダウンロードとインストールが始まります。 
更新ファイルがない場合は、 「 OK 」 をクリックしてウインドウを閉じます。 

2. 「 OK 」 をクリックします。 

更新を有効にするために再起動が必要な場合は、 Windows を再起動してください。 

• 自動で更新する 

「自動 Live 坤 date 」 を「オン」に設をしておくと、インターネットに接続したときに最新の 
ウイルスを義ファイルに自動更新することができます。 

し 「スタ ■ —卜」ボタン_>「すべてのプログラム 」_> 「Norton Antivirus」 _> 「Norton Anti Virus J 
をクリックします。 

「Norton Antivirus 」 ウインドウが表示されます。 

2. 「コンピュータ」にある「設を」をクリックします。 

3. 「更新」の「自動 LiveUpdate 」 の「オン/オフ」のスイッチをクリックし、「オン」にします。 
「更新」はウインドウ内の下のほうにあるので、表示するにはウインドウの スクロール 
が必要な場合があります。 

4. 「 OK 」 をクリックします。 

5. 「Norton Antivirus 」 ウインドウのち上にある「閉じる」をクリックして、ウインドウを 
閉じます。 
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コンピユーターウつ J レ乂を発見したとさお _ 

コンピューター ウイルスを発見した場合は、二次感染を防ぐため、次の手順に従って作業して 
ください。 

ブネットワークから切り離します。 

有線 LAN のケーブルを抜く、無線 LAN のスイッチをオフにするなどして、すぐにネッ 
トワークから切り離してください。 

クウイルスチェックをします。 

感染していた場合は、ウイルスの駆除を確認するまで、感染したコンピューターをお巧 
いにならないでください。 

コンピューターウイルスの発見、駆除などをした場合には被害届を提出してください。 

コンピュ ■ — 弓' —ウイルスの被害が況に巧する雇け出制度は、「コンピュ ■ —タウイルス巧策基準」 
(平成12年12月28日付通商産業省告示第952号）の規をに基づいています。コンピューターウ 
イルスを発見した場合、コンピューターウイルス被害のあ大と再発を防ぐために必要な情報 
を、独立行政法人情報処 a 推進機構 ( IPA ) セキュリティセンターに届け出ることとされてい 
ます。詳しくは、ホ ■ — .ムぺ. —ジ （ http :// www . ipa . go . ip / security /) をご覧ください。 
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3 Windows やソフトウェアを最新の状態 
にする__ 


Windows やソフトウエアに脆弱性と呼ばれる弱点が発見されることがあります。こ 
れらの脆弱性が悪用されると、コンピューターウイルスなどの悪意あるプログラム 
に侵入されたり、トラブルが引き起こされたりする危険性があります。 

その対まとして、システムやソフトウ卫アを提供している各社が、修正プログラム 
を無料で配布しています。新しい修正プログラムが発まされたときには、内容を確 
認のうえ適用してください。 

ここでは、次の機能について説巧しています。 

■ Windows Update 

■ アクションセンター （Windows 7の場合） 

■ セキュリティセンター （Windows Vista/Windows XP の場合） 

■ UpdateAdvisor (本体装置） 


Windows Update 


Windows Update (ウインドウズアップデート）とは、マイクロソフト社が提供するシステムサ 

ポート機能です。 Windows を最新の状態に更新します。脆弱性を修正するセキュリティ機能更 

新、バグ修正などの対策プログラムが配布されます。 

「Windows Update 」 を実行するためには、インターネットに接続できる環境が必要になります。 

あらかじめ必要な設定をしてから、実行してください。 

P POINT 

► rWindows UpdateJ で提供されるブ□グラムについては、弊社がその内容や動作、および 
実施後のコンピューターの動作を保証するものではありませんのでご了承ください。 

► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 の ホー 
ムページの 案内に従って、実行してください。 

► 「Windows Update 」 ウィンドウの「他の製品の更新プログラムを取得します」をクリック 
すると 、 「Microsoft Update 」 を利巧できるようになります 。 「Microsoft Update 」 を利巧す 
ると、 Windows や Office 製品などのマイク□ソフト社が提供するソフトウ x アの更新プロ 
グラムを一度に入手することができます。詳し〈は 、 「Microsoft Update 」 のホームぺージ 
をご覧〈ださい。 

■ Windows 7/Windows Vis ねの場合 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 rWindows Update j の順にク 

リックします。 

r Windows Update ] の画面が表示されます。 

ク「更新プログラムの確認 J をクリックします。 

コンピューターの 状態を彰断し、更新情報を取得します。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 
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■ Windows XP の場合 
P POINT 

► 「優先度の高い更新プログラム」は、適庙することをお勧めします。 

► ご購入時の設をでは、インターネットに接続しているときに、「優先度の高い更新プ□グラ 
ム J を自動更新するように設をされています。必要に応じて設をを変更して〈ださい。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 rWindows Update j の順にク 
リックします。 

rWindows Update ] の画面が表示されます。 

ク「カスタム」をクリックします。 

コンピューターのが態を彰断し、更新情報を取得します。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 


アクション七ンター （ Windows 7の場合) 


アクションセンターでは、 Windows のセキュリティやメンテナンスの状態を監視したり、関連 
する機能や設定画面を呼び出したりすることができます。 

何か問題があるときには、画面ち下の通知領域にあるアィコンの色がをわり、注意を喚起する 
メッセージを表示しておからせします。常に最新の巧策をとるようにむがけてください。 


■ 七キユリティの設定の管埋 

セキュリティの設定の管理については次の機能があります。 

□ Windows ファイアウォール 

ネットワークを経由して、ユーザーの許可なくコンピューターにアクセスしようとする申目手か 
らコンピューターを保護するための機能です。外部のネットワークと内部のネットワークの間 
にファイアウォールと呼ばれる壁を作り、外部からのアクセスをコントロールすることができ 
ます。 「 Windows ファイアウォール」については、 Windows のヘルプをご覧ください。 


□「Windows DefenderJ の更新 

お使いのコンピューター内に侵入している、既知のスパイウェアなど悪意のあるプログラムを 
検出して、削除するソフトウェアです。ネットワークを通じて自動的にを義ファイルを更新し 
ます。また、悪意のあるプログラムが侵入することを防ぐこともできます。 

□インターネットオプション 

「Internet Explorer 」 のセキュリティ設定を'変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示され 
る広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 

□ユーザーアカウント制御 

「ューザーアカウント制御 （ UAC )」 の設をを'変更できます。 

「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 について は、 「ユーザーアカウント制御 （ UAC ) (Windows 
7 /Windows Vis はの 場合)」（一 P .166) をご覧く ださい。 
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■メンテナンスの設定の管理 
□ Windows バックアップ 

• ユーザーが 作成した データファイルのコピーを 作成できます。 

• コンピューターが動作しなくなったときにコンピューターの内容を復元するためのシステ 
ムイメージを作成できます。 

□ 問題レポートのおホまを確認 

問題レポートをマイク ロソフ ト化に送信すると、解み策が見つかったときに通知を受け取るこ 
とができます。解巧策の確認方法を選択します。 

□ トラブルシユーティング 

日常的なメンテナンスの問題を確認し、解かに役立つメッセージを表示します。 


□「Windows Update 」 の自動更新 

インターネット利用中に 「Windows Update 」 の更新プログラムがあるかどうかをを期的に確認 
し、お{吏いのコンピューターに自動的にインストールします。 

七キユリティ七ンター ( WindowsVista / WindowsXP の場合） 

セキュリティセンターでは、 Windows のセキュリティの状態を監視したり、関連する機能や設 
定画面を呼び出したりすることができます。 

何か問題があるときには、画面右下の通知領虹でにあるアイコンの色が'変わり、注意を喚起する 
メッセージを表示してお知らせします。常に最新の巧策をとるようにむがけてください。 


■七キユリティの設定の管理 

七キュリティの設定の管 a については次の機能があります。 

□インターネットオプション 

「Internet Explorer 」 のセキュリティ設をを'変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示され 
る広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 


□ Windows ファイアウオール 

ネットワークを経由して、ユーザーの許可なくコンピューターにアクセスしようとする相手か 
らコンピューターを保護するための機能です。外部のネットワークと内部のネットワークの間 
にファイアウホールと呼ばれる壁を作り、外部からのアクセスをコントロールすることができ 
ます。 「 Windows ファイアウォール」については、 Windows のヘルプをご覧ください。 


□「Windows Update 」 の自動更新 

• Windows Vista の場合 

インターネット利用中に 「 Windows Update 」 の更新プロダラムがあるかどうかを定期的に 
確認し、お使いのコンピューターに自動的にインストールします。 
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• Windows XP の場合 

インターネット利用中に 「 Windows Update 」 の「優先度の高い更新プログラム」があるか 
どうかを定期的に確認し、お使いのコンピューターに自動的にインストールします。 

□「Windows Defender 」 の更新 （Windows Vista の場合） 

お使いのコンピューター内に侵入している、既知のスパイウェアなど悪意のあるプログラムを 
検出して、削除するソフトウェアです。ネットワークを通じて自動的に定義ファイルを更新し 
ます。また、悪意のあるプロダラムが侵入することを防ぐこともできます。 


UodateAdvisor (本体装置) 


お使いのコンピューターのドライバーや添付ソフトウエアの最新版が、弊社アップデートサイ 
卜に公開されているか調査し、適用することができます。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 UpdateAdvisor 」 一 
r UpdateAdvisor (本体装置)」の順にクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

rUpdateAdvisor (本体装置）注意事項」の画面が表示されます。 

P POINT 

► ミち意事項が書かれた画面が表示された場合は、内容を確認して、 「 OK 」 をクリックしてく 
ださい。 

この後は、表示された画面に従って操作してください。 
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4ネジトワーク接続時の七キュリテイ 


ここでは、ネットワークに接続しているコンピューターをずるためのセキュリティ 
機能や巧まについて説明しています。 

-不正アクセスによる被害の例 
■ ファイアウオール 

. ネットワーク使用時のデータの暗号化 
-無線 LAN のセキュリティ強化 
-フィッシング詐欺対策 


不正アク七スによる被害の例 


す正アクセスとは、あるコンピューターへの正規のアクセス権をもたない人が、ネットワーク 
を通じて、不正な手段でコンピューターなどを使用することです。七キュリテイホールの悪用 
や、コンピューターウイルスによって引き起こされます。 

不正アクセスの被害については次のようなものがあります。 

• 個人情報や重要データが盗まれる 

顧を情報や社外秘重要データなどを、外部に持ち出されてしまいます。特に個人情報の漏 
えいは社会的に大きな問題になっています。 

• の やパスワードを盗まれ使用される 

不正アクセスをは盗んだ他人の の やパスワードで本人になりすまします。コンピューター 
が勝手に操作されたり、データを盗み見たりされてしまいます。ホームページやデータべ一 
スなどのデータを改ざんされたり、破壊されたりする場合もあります。 

• 別のコンピューターを攻撃する踏み台にされる 

不正にアクセスしたコンピューターに、化のコンピューターなどを攻撃するプログラムを 
実行させます。コンピューターの正規の利用者が、気づかないうちに加害者となってしま 
うこともあります。最悪の場合、損害賠償を請ホされた例もあるので注意が必要です。 
このような被害にあわないようにするために、常に最新の七キュリテイ対策をとりましょう。 

が重要 

► 不正アクセスされていることが判明した コン ピユーターは、有線 LAN のケーブルを抜く、 
無線 LAN のスイツチをオフにするなどして、すぐにネットワークから切り離してくださし、。 
被害を扼大させないためにも素早い対応が必要です。 


ファイアウオール 


ファイアウォールとは外部のネットワークと内部のネットワークの間の壁です。外部からのア 
クセスを コン トロールすることができます。 

Windows に標準搭載されている 「 Windows ファイアウォ^ール」については、 Windows のヘルプ 
をご覧ください。 
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ネットワーク使用時のデータの暗号化 


ネットワーク経由でデータの送受信などを行う場合、保護されていないデータはネットワーク 
上で情報の漏えいを巧く危険性があります。重要なデータは、あらかじめ暗号化などの七キュ 
リテイ保護をすることが必要です。 

■ IPSec 


「IPSec (Internet Protocol Security ) J とは、データを暗号化するための機能の 1 つです。 

TCP/IP プロトコルで通信をしている場合に 「 IPSec 」 を有効にすると、ソフトウェアに依存せ 
ずにデータを暗号化させてネットワークを経由させることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


無線 LAN の七キュリティ強化 


巧を I 無線 LAN 搭載機種 

無線 LAN アクセスポイントに七キュリティ機能を設をしていないと、無線 LAN の電波が届く 
範囲内であれば誰でも特別なツールを使わずに、通信内容の傍受、あるいはネットワークに侵 
入できる可能性があります。無線 LAN をご利用になる場合は、無線 LAN アクセスポイントの 
マニュアルをご覧になり、セキュリティ機能を設をすることをお勧めします。 

本パソコンには、無線 LAN 使用時のセキュリティ強化機能が搭載されています。 

無線 LAN については、円 EEE 802.11 a / b / g/n 準拠内蔵無線 LAN をお{ちいになる方へ』、『圧 EE 
802.11 a / b / g/n 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる ホへ （イ ンテル® vProTM テクノ ロ ジー対応）』 
( E 780 /A で選択した場合のみ）をご覧ください。 


フィッシング詐欺対策 


フイ ッシング詐欺とは、本物そっくりに作られた偽のホームページや偽のメールなどで利用を 
をだまし ID やパスワード、個人情報などを盗み取る、オンライン上での詐欺行為のことです。 
フイ ッシング詐欺にひっかからないためには、次のようなむ構えが重要です。 

• ウイルスやスパイウェアをウイルス対策ソフトで常に駆除、侵入を防止する 
• 送られてきた送られたメールに記入されたリンクを直接クリックしない 
• 個人情報など重要なデータを不必要に Web ページ上で入力したり、メールで送信したりしな 

い 

• ナーバー証明書などで本物のナイトがどうかチェックをする 
• 情報を送信する場合は SSU 音号化通信であることを確認する 
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5不正使用からの七キュリテイ 


コンピューターを使用する権限のない人が不正にコンピューターを使用して、デー 
夕を破壊したり漏えいしたりする危険からコンピューターをずることが必要になっ 
てきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明しています。 
なお、複数のパスワードや機能を組み合わせることによって、コンピューターのま 
全性も高まります。 

- BIOS のパスワード 

■ Windows の管理者権限とユーザーアカウント 

■ Windows のパスワード 
-アクセス権と暗号化 

-セキュリティボタン 
■ 指紋センサー 
- FeNCa ポート 

• スマートカード 
■ セキュリティチップ 

■ Portshutter 

-暗号化機能付 HDD 

-暗号化機能付フラッシュメモリディスク 
- CLEARSURE 

-エグゼキュート-ディスエーブル-ビット機能 

が重要 

► コンピューターの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどのセキュリティを解除して〈 
ださし、。セキュリティがかかった状態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 
► パスワードを何かに書き留めるときは、第兰者に知られないようにま全な場所に保管して 
<ださい。 

また、数字だけでな〈英字や記号を入れたり、定期的に変更したりするなど、第=者に推 
測されないように工夫をしてください。 
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BIOS のパスワード 


コンピューターの起動時のパスワードを設をできます。 BIOS のパスワードには、管 a 者用の 
パスワードとユーザー用のパスワードがあります。ユーザー用パスワードで作業を行う場合、 
コンピューターの設定がを更できなくなるなどの制限がつきます。 

また、コンピューターのハードディスク自体にパスワードを設をできます。ハードディスクに 
パスワードを設をしておくと、パスワードを知っている人な外はハードディスクに入っている 
情報が読み出せなくなります。 

詳しくは、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を巧う」（一 P .214) をご覧ください。 

•指紋センサー搭載機種では、コンピューター起動時の BIOS パスワードの入力を指紋セン 
サーによる認証に置き換えることができます。ただし、 CLEARSURE 巧応モデルの場合、指 
紋七ンサーによる BIOS パスワードの認証はできません。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホ 
へ)』をご覧ください。 

• スマートカードホルダー添付の A 540/ A では、コンピューター起動時の BIOS パスワードの入 
力をスマートカードによる認証に置き換えることができます。ただし、 CLEARSURE 対•応 
モデルの場合、スマートカードによる BIOS パスワードの認証はできません。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホ 
へ)』をご覧ください。 


Windows の管理者権限とユーザーアカウント _ 

Windows では、管理者権限をもったユーザーアカウントを作成できます。管®をは、化のユーザー 
アカウントの七ットアップや管 a などを行うことができます。コンピューターを使用するユー 
ザーアカウントと管 a 者権限をもったユーザーアカウントを分ければ、ファイルのアクセス権を 
管理したり、不正なプログラムのインストールや起動を制限したりできるため、コンピューター 
のを全‘性も高まります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

■ ユーザーアカウント制御 （ UAC) (Windows 7/Windows Vista の場合） 

「ユーザーアカウント制御 （ UAC ) 」とは、許可なくコンピューターの設をが変更されるのを 
防ぐセキュリティ機能です。 

「ューザー アカウント制御」が有効になっていると、コンピューターの動作に影響する操作や、 
化の ユーザーに 影響する設を変更などが実行される前に、許可やパスワードを求めるメッセー 
ジが表示されます。この機能により、悪意のあるソフトウェアやスパイウェアなどがインス 
トールされたり、複数の ユーザー アカウントが設をされたりしているときに、管 a をの許可な 
く設をが変更されるのを防止して、コンピューターを保護します。 

ご購入時は、「ユーザーアカウント制御」が有効になっています。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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Windows のパスワード 


Windows の起動時や省電力（スリープ、スタンバイ、休止が態）からのレジューム惟帰）時、 
スクリーン七ーバーからの復帰時のパスワードを設定できます。複数のユーザーで1台のコン 
ピューターを使用する場合、巧用するユーザーごとにユーザーぶとパスワードを設をできま 
す。 

パスワードの設定か法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 


アク七ス権と暗号化 


Windows では、ファイルシステムとして NTFS を使用しています。 NTFS では、フォルダーや 
ファイルにアクセス権を設をできます。また、フォルダーやファイルを暗号化できます。 

• フォルダーやファイルへのアクセス権の設を 

ユーザーまたはグループごとに権限を設をできるため、権限のないユーザーからのアク七 
スに対してファイルを保護することができます。 

• フォルダーやファイルの暗号化 

暗号化しておけば、不正アクセスされたり、不慮の事故や盗難などでハードディスクを紛 
失したりしても、データの内容を簡単には読み出しにく くなります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


七キュリティボタン 


巧を J セキュリティボタン搭載機種 

パソコ ン本体の起動時や休止状態からの レジューム 時の パスワー ドを設をできます。 パスワー 
ドは、4つのボタンの組み合わせと、ボタンを押す回数で設ちします。 

使いホについては、「取りない」（一 P .29) の「セキュリティボタン」をご覧ください。 
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指紋七ンサー 


がを I 指紋センサー搭載機種 

指紋センサーで指をスライドすることで個人を認証します。コンピューターや Windows の起動 
時、ソフトウェアのログオン時に指紋認証によるセキュリティを設をできます。従来のパス 
ワード認証に代わり、パスワードを覚える必要がなく、個々の指紋の特徴を記憶できるので、 
簡単にを全に使用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』 
をご覧ください。 

が重要 

► 指紋センサーをひっかいたり、先のとがったもので巧したり、濡らしたりしないでくださ 
し、。指紋センサーに傷が付き、故障の原因となることがあります。 

► パソコン本体の使巧中、指紋センサー表面が温かくなることがありますが、故障ではあり 
ません。 

► 指紋センサーがミモれた場合は、除電巧金具に触れてから、乾いた柔らかい布でセンサー表 
面の巧れを軽〈拭き取ってください。 


FeliCa ポート 


がを J FeHCa ポート搭載機種 

Windows の起動時、ソフトウェアのログオン時に、非接触 1 C カード技術方式 FeliCa に対応した 
1 C カードによる七キュリテイを設をできます。 1 C カードには ID やパスワードなどの七キュリ 
ティ情報を格納します。パソコンを使用する場合は、情報を格納した 1 C カードを Fel 忙 a ポート 
にタッチすることで、パソコン本体に七キュリティ情報を認識させます。 1 C カードをタッチし 
ないとセキュリティが解除できないため、従来のパスワード認証よりもま全に使用できます。 
詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』 
をご覧ください。 


スマー トカード 


が A I スマートカードスロット搭載機種、スマートカードホルダー添付機種、 
スマートカードリーダー/ライターミを付機種 

Windows の起動時、ソフトウエアのログオン時にスマートカード認証による七キュリティを設 
定できます。スマートカードには の やパスワードなどのセキュリティ情報を格納します。1枚 
のスマ ー トカードに管巧を用と ユーザー 用のパスワ ー ドを、1つずつ設をできます。 
パソコンを巧用する場合は、スマートカードを七ットし 、 PIN (個人認証番号）を入力します。 
スマートカードをセットしないと七キュリティが解除できないため、従来のパスワード認証よ 
りもま全に{ち用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ）』 
をご覧ください。 
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が重要 

► スマートカードホルダー添付磯種の場合、 PC 力ードスロットにスマートカードホルダーを 
セットすることにより使巧できます。 

詳しくは、「取り巧い」一 「 PC 力ードスロット」（一 P .73) をご賣ください。 

► スマートカードリーダー/ライター添付磯種の場合、 ExpressCard スロットにスマート 
力ードリーダー/ライターをセットすることにより使巧できます。 

詳し〈は、「取り扱い」（一 P .29) の 「 ExpressCard スロット」をご賣ください。 

► スマートカードをセットするときは、必ず力ードの挿入口とスマートカードの向きを確認 
し、ゆつ〈り確実にセットして〈ださい。挿入口からずれた状態でスマートカードを押し 
込んだり、スマートカードを勢いよ〈挿入したりすると、スマートカードやスマートカー 
ドスロット、スマートカードホルダー、スマートカードリーダー/ライター、パソコン本 
体を破損するおそれがあります。 


七キュリティチップ 


ホ t を J セキュリティチップ搭載機種 

七キュリティチッカよ 、 Windows ログオンのパスワードやファイルを暗号化したときの暗号鍵 
などの重要なデータを格納-管 a するための特別な 1 C チップです。 B 音を鍵などをハードディ 
スクに残さないため、仮にハードディスク自体を盗まれたとしても B 音号を解析できないので情 
報が漏えいするむ配がありません。しかも格納したデータには専用のインターフェースを通し 
てしかアクセスできないため、セキュリティチップを使用することで、ソフトウェアのみで実 
現されたセキュリティ環境に比べてより強固なセキュリティを提供します。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ）』 
をご覧ください。 


Portshutter 


が重要 

► 無効に設定したポートは、機器を接続してもお使いになれません。 

► スマートカードス□ット搭載機種またはスマートカードホルダー添付機種で、 PC 力ードを 
無効にした場合、スマートカードはお使いになれません。 

► スマートカードリーダー/ライター添付機種で、 USB を無効にした場合、スマートカード 
はお使いになれません。 

rPortshutterJ を使うことにより、 USB ポートや CD / DVD ドライブなどの接続ポートの使用を制 
限できます。コンピューターからの情報漏えいやコンピューターへの不正なプログラムの導入 
を防止することができます。 USB ポートを無効にする場合は、 USB 機器ごとに有効.無効の設 
定が可能です。 

詳しくは、「トラブル解決ナビ&ドライバーズディスク」内のマニュアルをご覧ください。 
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暗号化機能付 HDD 


ホ t を J 暗号化機能付 HDD 搭載機種 

「暗号化機能付 HDD 」 は、 OS やプログラムを含むハードディスク上の全データについて、書き 
込み時には自動的に暗号化し、読み出し時には自動的に復号化します。そのため、暗号化を意 
識せずにセキュリティを確保できます。 

BIOS 七ットアップでハードディスクパスワードを設をすることにより、ハードディスクへのア 
クセスはパスワードで管理され、認証された使用者のみが復号化されたデータを入手できます。 
また、本パソコンからハードディスクを抜き取り、化のパソコンに接続してデータを読み取ろ 
うとした場合にも、パスワードの入力が必要になるため不正な使用を防ぐことができます。 

が重要 

► /、ードディスクパスワードを設をしていない場合はハードディスクへの不正なアクセスを 
防ぐことができません。必ずハードディスクパスワードを設をして〈ださい。ハードディ 
スクパスワードの設を方法は 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を使う」（一 P .214) を 
ご覧〈ださい。 


暗号化機能付フラッシュメモリディスク 


巧 t を J 暗号化機能付フラッシュメモリディスク搭載機種 

「暗号化機能付フラッシュメモリディスク」は、 0 S やプログラムをさむフラッシュメモリディ 
スク上の全 データについて、 書き込み時には自動的に暗号化し、読み出し時には自動的に復号 
化します。そのため、暗号化を意識せずにセキュリティを確保できます。 

BIOS 七ットアップでハードディスクパスワードを設をすることにより、フラッシュメモリ 
ディスクへのアクセスはパスワードで管 a され、認証された使用者のみが復号化されたデータ 
を入手できます。 

また、本 パソコ ンからフラッシュメモリディスクを抜き取り、化の パソコ ンに接続してデータ 
を読み取ろうとした場合にも、パスワードの入力が必要になるため不正な使用を防ぐことがで 
きます。 

が重要 

► ハードディスクパスワードを設定していない場合はフラッシュメモリディスクへの不正な 
アクセスを防ぐことができません。必ずハードディスクパスワードを設定して〈ださし、。 
ハードディスクパスワードの設を方法は 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード磯能を使う」（一 
P .214) をご賣ください。 
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CLEARSURE 


巧を I CLEARSURE 対応モデル 

「 CLEARSURE 」 を使う と、コンピューターの 盗難、紛失時に、 PHS 通信回線を使った遠隔操 
作で コンピューターの ロ ック や、 ハードディスクのデータ 消去を行い、情報漏え いのリスクを 
怪減することができます。 

また遠隔操作ができない状態でも、設をした回数を超えてパスワードを間違えると、コン 
ピューターのロック や データ 消まを行うことができます。 

詳しくは、 『 CLEARSURE をお使いになるホへ』をご覧ください。 


ェグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能 


ェグゼキュート■ディスエーブル.ビット機能対応の CPU が搭載されて 


エグゼキュート•デイスエーブル•ビット機能とは、不正なメモリ領虹でを巧用して悪意のある 
プログラムを実行可能にする バッファー-オーバーフロー 脆弱性を防止する機能です。 
詳しくは、「仕様一覧/技術情報」一 「 CPU 」 （一 P .285) をご覧ください。 
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6パソコンのを難防止 


パソコン本体をちち出しできないようにすることで、盜難や紛失によりデータを盜 
まれるなどの危険から保護します。 


パソコン本体の施錠方法 


パソコン 本体、ポートリプリケータ （ S 560/ A 、 P 750/ A の攝合）の盤難防止用 ロック 取り付け 
穴に、盤難防止用ケーブルを取り付けることができます。ケーブルの端を机や柱などに取りが 
けることで、 パソコン 本体の盤難の危険性が減少します。 

盗難防止用ロック取り付け穴の場所については、「各部名称」一「各部の名称と働き」（一 P .14) 
をご覧ください。 

P POINT 

► 弊社がお勧めするワイヤーロック/盗難防止用品については、富±通製品情報ページ内に 
ある UFEBOOK の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) を 
ご覧ください。 
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7パソコン本体の廃棄•譲渡時の注意 

ここでは、パソコンを廃棄-譲渡するときにデータが流出するのを防ぐための対策 
について説明しています。 

が重要 

► CLEARSURE に対応したパソコンを譲渡する場合、必ず BIOS セットアップで「セキュリ 
ティ」 メニュ ー ー* 「リ モート ロック.消去」一「リ モート ロック.消去磯能」を「オフ」 
に設定して〈ださい。 

また、「パソコンの廃棄•譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するミ主意」（一 P .173) 
をよ〈ご幫〈ださい。 


パソコンの廃棄-譲ミ度時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るを意 


最近、パソコンは、オフィスやま庭などで、いろいろな用途に使われるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、お客様の重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消まするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消ちするというのは、それほど簡単 

ではありません。「データを消まする」という場合、一般に 

■データを「ごみ箱」に捨てる 

• 「削除」操作を行う 

• 「ごみ箱を空にする」を使って消す 

• ソフトウェアでフォーマット（初期化）する 

• ハードディスクをご購入時の状態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕の ファイル 管 a 情報がを更されるだけで、実際にはデータが見えなくなっているだけという 
が:態です。 

つまり、一見消ちされたように見えますが、 Windows などの 0 S からデータを呼び出す処 a が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特殊なソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読み取ることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読み取られ、予期しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコンの 廃棄.譲渡などを行うときに、ハードディスク上の重要なデータが流出するという 
トラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任におい 
て消去することが非常に重要となります。消まするためには、専用ソフトウェアやサービス 
(有料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータ 
を金植や強磁気により物 a 的-磁気的に破壊することをお勧めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ Windows 、 ソフトウェアなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契的に抵触する場合があるため、ホ 
分な確認を行う必要があります。 
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八ードディスクデータ消 去_ 

本パソコンには、パソコンの廃棄.譲渡時のデータ流出というトラブルを回避するを全策の1 
つとして、専用ソフトウエアレ、ードディスクデータ消去」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ち」は、 Windows などの OS によるファイル削除やフォーマットと違い、ハード 
ディスクの全領域について、元あったデータに固をパターンを上書きするため、データが復元 
されにくくなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消ち」で消ちした場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウエ 
アの使用によりデータを復元される危険性があります。あらかじめご了承ください。 

■ ミち意事項 

•パソコン本体に USB メモリ、メモリーカード、外付けハードディスクなどを接続している 
場合は、レ、ードディスクデータ消ち」を実行する前に必ず取り外してください。 

また、その化の周辺機器を接続している場合も、必ず取り外してください。 

• データ消まを実行するとハードディスクのリカバリ領域も消まされます。必要があれば 
レ、ードディスクデータ消去」の前にリカバリディスクを作成してください。作成ホ法は 
『取な説明書』をご覧ください。 

• 「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」を起動してから、72時間経過すると、本パソ 
コンが自動的に再起動されます。そのため、「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」 
を起動してから長時間放置した場合は、再起動してからレ、ードディスクデータ消ち」を 
実行してください。 

• 必要な データはバックアップして ください。 

• レ、ードディスクデータ消ち」を実行する場合は、 AC アダプタを接続してください。 

• 周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外してください。 

• データ消ま終了まで、数時間かかります。 

• データ消ま中に電源を切らないでください。ハードディスクが故障する可能性があります。 
•データ消ち中に「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」を取り出さないでください。 
処 a を継続できなくなる場合があります。 

• フラッシュメモリディスク搭載機種の場合は、レ、ードディスクデータ消ち」を一ま実行し 
ただけでは、完全にデータを消去することができません。必ず2回な上実行してください。 
• 内蔵 CD / DVD ドライブが搭載されていない機種をお{まいの場合は、マルチベイ、モバイル 
マルチベイまたはポータブル CD / DVD ドライブを接続してください。 

ポータブル CD / DVD ドライブをお使いになる場合は、富±通製品情報ページ内にある 
LIFEBOOK の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く 
ださい。 

■ データ消去方法 

「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」を用意してください。 

ブ「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」をセットします。 

ク本パソコンを再起動します。 

3 「 FUJtSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 Enter 】 キーを巧します。 

ポップアップメニュ ' 一が表示されまず。 
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P POINT 

► BIOS セットアップで「セキュリティ」メニューの「起動時のパスワード」を使用する設を 
にした場合、パスワードを入力後（指紋をを録した場合は指紋認証後）、認証画面がミ肖え 
た後、すぐに 【 Enter 】 キーを巧してください。 

► ポップアップメニューが表示されない場合は、本パソコンを再桓動してもう一度操作して 
<ださい。 

4【 t 】キーまたは 【 i 】 キーを巧し、「起動メニュー」を選択し、 【 Enter 】 キー 
を巧します。 

メニュ'~が表示されます。 


5 n 】 キーまたは 【 U キーを押して、 「 CD/DVD Drive 」 を選択し、 Enter 】 

キーを巧します。 

「トラブル解みナビ」ウィンドウまたは「使用許諾」ウィンドウが表示されます。 

6 「ユー 千 ィリティ」タブをクリックし、「ハードディスクデータ消去」を選択し、 
「実行」をクリックします。 

「ハ'~ドディスクデ'ータ消ま J ウィンドウが表示されます。 

7 ミ主意事項をよく読み、「同意します」にチ I ックを付け、「次へ」をクリックし 
ます。 

「データを消まするハードディスクを選択してください。」と表示されます。 

8 データを消去するハードディスクが選択されていることを確認し、「次へ」を 
クリックします。 

レ、ードディスクを消まする方式を選択してください。」と表示されます。 

夕消去する方式を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の説明をお読みになり、エラー発生時の処 a を選択してください。」と表示されま 
す。 


10 エラー発生時の処理方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の条件で、データの消まを開始します。よろしければ[開始]ボタンをクリック 
してください。」と表示されます。 

ブブ「開始」をクリックします。 

レ、ードディスクデータ消まを実行します。よろしいですか？」と表示されます。 

12 「0 K 」 をクリックします。 

しばらくすると、「消まが完了しました。」と表示されます。 


13 「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」を取り出します。 
14 電源ボタンを4秒レ: i 上押して、電源を切ります。 
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ハー ドディスクのデータ消去サービス 


弊社では、法人.企業のお客様向けに、専 P 弓スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消まする、「データ消まサービス」をご用意しております。 

消まホをは、専用ソフトウェアによる「ソフト消ち」と、消磁装置によるレ、ード消ち」があ 
ります。 


ソフト消ち 

専用ソフトウェアを巧って、ハードディスクに巧して2回上書き（ランダム 
データ+ 0データ）することにより残存するデータを完全に消まします。 
DoD や NSA など海外のを種消ち規格にも巧応可能です。 

ハード消ち 

消磁装置を使用してハードディスクを磁気的に破攘しまず。 

(最大磁力： 1.3 テスラ） 


作業実施日、消ち巧み機器一覧、並びに消ま方法を記載した消ち作業完了報告書を納品物とし 
て提出します。 


a モしく は、「ア ■ —夕消ちサ'—ビス」 （ http :// femcs . fujitsu . com / cmtsourcmgservice / lcm / h _ elimmation /) 
をご覧ください。 
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8データのバックアップ 


大切なデータは予備を保存しておくことをお勧めします。 


バックアップの必要性 _ 

次のような状態になると、保存したデータが失われ、回復することはできません。 

■パソコン本体やハードディスクの盗難、紛失 
• ハードディスクの 破損 

• コンピューターウイルス 感染による ファイル や コンピューターの 破損 
• ファイルの 破損や誤消ま 
• リカバリ実行後 

トラブル防止のための対策は「これで完全」というものはなく、いつこのようなが態になるか 
はわかりません。被害を最小限にとどめるためにも、日ごろからを期的にバックアップをとる 
必要があります。 


バックアップ方法 


必要なデータは CD や DVD などの媒体や、バックアップ装置を備えた ファ イルナーバーなどに 
定期的にバックアップしてください。 

■ Easy Backup 

本パソコンには、簡単な操作でまとめてバックアップできるソフトウェア 「Easy Backup 」 が 
添付されています。必要に応じてお使いください 。 「Easy Backup 」 のインストール方法につい 
ては、「ソフトウェア」一「インストール」（一 P .190) をご覧ください。 







Memo 


第 5 章 


ソフトウェア 

本パソコンにプレインストール（添付）されて 
いるソフトウェアの概要や、インストール、ア 
ンインストール方法を説明しています。 


1ソフトウエアの紹介 . 180 

2 インス I ル . 190 

3アンインス!ル . 193 
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1ソフトウェアの紹介 


ここでは、本パソコンにプレインストールまたは添付されているソフトウェアの概 
要と、ご購入時の提供お態を説明しています。 

ソフトウ卫アは「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」などに格納されていま 
す。 

プレインストールされているソフトウェアも、削除してしまったり、データやファ 
イルが破損したりした場合に備えて再インストールできるように格納されていま 
す。どのディスクに格納されているかは次ぺージレ: i 降の一覧表でご確認ください。 

その化の情報にっいては次をご覧ください。 

•ソフト ウェアの使いち 

ヘルプまたは 「 Readme . txt 」 などの説巧ファイルをご覧ください。 

•インストール方法 

「インストール」（一 P .190) をご覧ください。 

• カスタムメイドのソフトウェアおよび一部のソフトウェア 

選択したカスタムメイドの内容によっては、この化にソフトウェアが提供されることもあ 
ります。カスタムメイドのソフトウェアおよび一部のソフトウェアについては、機能別の 
マニュアルをご覧ください。 
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七キュリテイ関連のソフトウエア 


「トラブル解決ナビ&ドライバーズディスク」に格納されています。 「 i - フィルター」と 「Norton 
Antivirus 」 はハードディスクに格納されています。 

ご購入の OS の欄をご覧ください。 

Win7 = Windows 7 Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 
「 A 」= 添がのみ、「〇」 = ハードディスク格納 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

i - フイルター 

インターネット上の有害なコンテンツをブロックする 
ソフトウエアです。有害サイトへアクセスしようとする 
と、自動的に表示できない主旨のメッセージ画面が表示 
されます。 

- 「 i - フィルター」の利用期間は、初回起動時から90日 
間です。利用期間が経過すると、フィルター機能は利 
用できなくなります。継続して利用する場合は、オン 
ラインにてューザー登録、シリアル ID の購入が必要で 
す。 

◊ 

◊ 

◊ 

Norton AntiVirus 

コンピューターウイルスを検出.駆除します。 

詳しくは、「セキュリティ」一「コンピューターウイル 
ス対■策」（一 P .156) をご覧ください。 

ューザー登録をすると「シマンテックテクニカルサポー 
トセンター」をご利用になれます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「お問い合わ 
せ先」 P .276) をご覧ください。 

◊ 

◊ 

◊ 

Portshutter 

USB ポートや CD / DVD ドラィブなどの接続ポートを無効 
にします。不要な機器を接続させないことにより、情報 
漏えいを防止できます。 

A 

A 

A 

SMARTACCESS/ 

Basic 

巧を I 

E780/A 、 A550/A 、 A540/A 、 S560/A 、 P750/A 

セキュリティチップ、スマートカード、指紋七ンサー、 
FeliCa 対応非接触 1 C カードを使用するためのソフトウエ 
アです。 

A 

A 

A 

セキユ リ テイボタン 

タオを 1 

セキュリティボタン搭載機種 

セキュリティボタンのパスワードを設定します。 
詳しくは、「取り极い」 （^ P .29) の「セキュリティボタ 
ン」をご覧ください。 

A 

A 

A 
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Win/ = Winaows 7 Proressional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 
「 A 」= 添付のみ、「ぐ」 = ハードディスク格納 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

ハードディスク 
データ消去 

ハードディスク内のデータを消ちします。 

詳しくは、「セキュリティ」ーレ、ードディスクデータ 
消ち」い P .174) をご覧くださぃ。 

A 

A 

A 


サポート関 連のソフトクふ之_ 

「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」に格納されています。 
ご購入の OS の欄をご覧ください。 

Win / = Windows l Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 
「 0 」 = プレインストール、 「 A 」= 添付のみ 


名称 

概要 

Win 7 

Vista 

XP 

サ ポー トナビ 

本パソコンを快適にお使いいただくためのナビゲー 
シヨ ンツールを目的別に分類し、使いたいソフトウエア 
を簡単に見つけ出して起動するためのランチャーです。 
画面上の「サポートナビ」アイコンから起動できまず。 
ワンタッチボタンのワンタッチ「サポートナビ」ボタン、 
または Support ボタンが搭載されている場合は 、 Support 
ボタンを押して起動することもできまず。 

0 

0 

0 

PC 乗あガイド 

々までお{まいになっていたコンピューターから、現在お 
巧いのコンピューターへ必要なデータを移行すること 
ができます。 

- 「PC 乗換ガイド」では移行できないデータもあります。 

A 

A 

A 

UpdateAdvisor 

( 本体装置） 

お使いのコンピュ ■ ー グ ’一のドライノく ■ 一、添付ソフトウエ 
アの最新版が、弊社アップデートサイトに公開されてい 
るかを調査し、適用することができます。また、 
「UpdateAdvisor (本体装置）情報収集」を利用してお使 
いのコンピューターの動作環境情報を収集できます。 

• rUpdateAdvisor (本体装置）情報収集」は、弊社サポー 
卜より依頼があった場合にのみお使いください。 

0 

0 

0 
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ユーテイリテイ 


「トラブル解決ナビ&ドライバーズディスク」に格納されています。 

ご購入の 0 S の欄をご覧ください。 

Win/ = Windows / Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 

「 0 」 = プレインストール、 「 A 」= 添付のみ、 「◊」= ハードディスク格納、「一」=サポートしない 0 S 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

3G Watcher 

タオを I 

H に H-SPEED 対応無線 WAN モデル 

無線 WAN を接続するために必要となる設定を行うアプ 
リケーションです。 

また 、 SMS (ショートメッセージサービス）を利用する 
ことができます。 

0 

0 

〇 

Easy Backup 

お客様が作成したファイルなどを簡単な操作でまとめ 
てバックアップできます。 

A 

A 

A 

FM-Menu 

ボタン式メニュ ■ —から簡単にソフトウエアを起動でき 
ます。 

- 

- 

A 

FM キーガード 

特定のキー入力を抑止する機能と、プログラムメニュー 
に表示するメニューの抑止機能を追加します。 

- 

- 

A 

Fujitsu Display 

Manag 色 r 

コンピユ1 ータ'一の画面表示設定の組み合わせを「プリ 
セット」として保存し、必要に応じて保存した設定を復 
元することができます。 

〇 

〇 

0 

Google ツールバー 

Internet Explorer のツールノく一にあ)る検索キーワード入力 
欄から、検索サービスサイト 「 Google 」 にアクセスして 
検索できます。 

Google ッ'ールノく ■ 一を使えば、検索ホ ■ ームぺ ■ ージに移動す 
ることなく、どこからでも効率よくインターネット検索 
を行うことができます。また、検索キーワードを入力す 
るときに関連語句のヒントが表示されたり、検索履歴を 
簡単に見られたりするなど、便利な機能もたくさん含ま 
れます。 

〇 

〇 

0 
















製品ガイド 

第 5 章ソフトウエア 


Win / = Windows / Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 

「0」 = プレインストール、 「A」= 添付のみ、 「◊」= ハードディスク格納、「一」=サポートしない OS 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

IndicatorUtility 

音声ボリューム、内蔵ポインティングデバイスの状態'変 
更が行われた場合は、コンピューターの画面上にインジ 
ケーターを表示します。また、キーボードで画面の明る 
さを操作した場合は、コンピューター画面上にインジ 
ケーターを表示します。 

Windows XP の場合、電源の状態（電源に接続、または 
バッテリ使用）ごとに、画面の明るさを自動的に記憶す 
る機能をもちます。この機能を利用すると、携帯時に画 
面の明るさを自動的に暗くすることにより、バッテリ節 
狗に役立てることができます。 

0 

0 

0 

Plugfree NETWORK 

無線 LAN や有線 LAN 、 およびダイヤルアップネットワー 
クに接続するための設定を統合的に管 a するソフト 
ウェアです。 

「 Plugfree NETWORK ] が接続したネットワークを判を 
し、会社、通勤中、自をなど、コンピューターを使う場 
巧が'変わっても、自動で最適な設をに切り替えます。 
Windows 7 /Windows Vista の場合は「ネットワ'—ク診断」 
でネットワークの状態を確認し、トラブル解かのナポー 
卜をします。 

0 

0 

A 

Shock Sensor Utility 

巧を 1 

S560/A 、 P750/A (フラッシュメモリディスク 搭載 
の 場合を除く） 

コンピューターを持ち上げたり落としたりしたときの 
加速度に反応して動作し、ハードディスクを固定し破損 
する可能性を減らします。詳しくは、「取り极い」 

P.29) の 「HDD プロテクション」をご覧ください。 

0 

0 

0 

Systemwalker 

Desktop Patrol Lite 

コンピューターの使用状況（電力量、電力料金、 C 02 排 
出量）の概算を計算したり、省電力設をやセキュリティ 
設定を確認したりすることができます。例えばスリープ 
やスタンノ《イに移行するまでの時間設定が非常に長い 
など、あらかじめみめられた設定と異なった場合には、 
そのことを利用者に通知し、設定を変更することもでき 
ます。 

省電力設定については、「国際エネルギースタープログ 
ラム」のエネルギ'ースタ'一適合基準を基に、モニタ'一の 
電源を切る時間、およびスリープやスタンバイに移行す 
る時間を設定します。 

A 

A 

A 













製品ガイド 
1 ソフトウェアの紹介 


Win/ = Windows ( Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 

「0」 = プレインストール、 「A」= 添付のみ、 「◊」= ハードディスク格納、「一」=サポートしない OS 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

お手入れナビ 

巧を I 

E780/A 、 A550/A 、 A540/A 、 S560/A 、 A540/AX 

コンピューターの使用時間や温度を基準に、コンピュー 
ターのお手入れ時期がきたことをお知らせします。 

メッセージが表示されたときは、指示に従ってお手入れ 
をしてください。お手入れ方法については、「お手入れ」 
卜 P .233) の「空冷用通風路のお手入れ」をご覧ください。 

0 

0 

- 

省電力 

ユーテイリテイ 

Windows の稼働中に省電カモードを利用できます。省電 
カモ'ードの設定か法については「取りない」一「省電力 
モード」（一 P .141) をご覧ください。 

0 

0 

〇 

詩音 

ユーテイリテイ 

巧を I 

P750/A 

CPU のパフォーマンスをかえて冷却用ファンが回転し始 
めるまでの時間を調整することができます。 

0 

0 

〇 

電源オフ USB 充電 
ユーテイリテイ 

巧象 I 

S560/A 

省電力が態（スリープ、スタンバイ、休止が態）、電源 
オフの状態で、 USB 充電に対応した USB 機器に対する充 
電を行うためのユーティリティソフトです。 

0 

0 

〇 

ドコモコネクション 
マネージヤ 

巧を I 

H に H-SPEED 対応無線 WAN モデル 

FOMA ® HIGH - SPEED へ接続するためのアプリケーシヨ 
ンです。 

◊ 

◊ 

◊ 

バツテリー 
ユーテイ リテイ 

バッテリの満ホ電量を80%に設をしたり、バッテリの情 
報を表示したり、消耗状態を測定したりすることができ 
ます。バッテリの満ホ電量を80%に設定すると、バッテ 
リの寿命を延ばすことができます。詳しくは、「取り极 
い」 ー レくッテリの寿命を延ばす」（一 P .67) をご覧くだ 
さい。 

0 

0 

〇 

富±通拡張機能 
ユーテイリテイ 

本パソコンのハードウエア拡張機能をサポートします。 

0 

0 

〇 
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第 5 章ソフトウエア 


Win / = Windows / Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 

「 0 」 = プレインストール、 「 A 」= 添付のみ、 「◊」= ハードディスク格納、「一」=サポートしない OS 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

富±通モニタ 
ユーテイ リ テイ 

「富±通モニタューティリティ」に対応した外部ディス 
プレイを接続し、プライマリモニターに設定した場合に 
使用できます。ソフトウェアごとに画質モードを登録 
し、そのソフトウェアを起動すると自動的に登録された 
画質モードに切り替えたり、ディスプレイのボタンを使 
わずに画質や表示サィズなどを設定したりすることが 
できます。 

「富±通モニタューティリティ」に対応した外部ディス 
プレイについては、ディスプレイに添付のマニュアルま 
たは富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz /) 
にある、ディスプレイの製品情報をご覧ください。 

A 

A 

A 

ゆったり設定 2 

コンピューターをより使いやすくするために、マウスポ 
インターの動く速度、文字やアイコンの大きさなどの設 
定を簡単に変更できます。 

A 

A 

A 

らくらく ズーム 

コンピューターの画面上の文字が小さくて見にくいと 
きに、画面の一部分を拡大して見やすく表示します。お 
大中も、通常どおりパソコンを操作できます。 

- 

A 

- 

ワンタツチボタン 
設定 

巧を 1 

セキュリティボタン搭載機種 

セキュリティボタンをワンタッチボタンとして使える 
ようになります。 

〇 

0 

O 

巧を 1 

S 叩 port ボタン搭載機種 

Support ボタンを押すと「サポートナビ」を起動できるよ 
うになります。 

〇 

0 

0 
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1ソフトウェアの 紹介 


ビューァー 


「トラブル解決ナビ&ドライバーズディスク」に格納されています。 
ご購入の 0 S の欄をご覧ください。 

Win 7 = Windows 7 Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 
「 0 」 = プレインストール 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) ファイルを表示、閲覧、 
印刷できます。 

0 

0 

0 
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第5章ソフトウエア 


CD / DVD 関連のソフトウエア 


各ソフトウェアは、次のディスクに格納されています。 
ご購入の 0 S の欄をご覧ください。 

• Roxio Creator 

「トラブル解がナビ&ドライバーズディスク」 

• WinDVD 

「 InterVideo WinDVD ® for FUJITSU 」 ディスク 

Win 7 = Windows 7 Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 
「 0 」 = プレインストール、 「 A 」= 添付のみ 


名称 

概要 

Win 7 

Vista 

XP 

Roxio Creator 

コンピューターのデータを CD や DVD に保存できます。 

使用ホ法につぃては、ソフトウェア内のヘルプをご覧くだ 

さぃ。 

. ポータブル CD / DVD ドライブをお使ぃになる場合は、製 
品に添付されたソフトウェアをインストールせずに、本 
パソコンにプレインストールされた 「Roxio Creator J を 
お使ぃくださぃ。 

. DVD + RDL にデータ書き込みを行う場合、 DVD - ROM と 
の互換性を高めるために 「Extended Partial Lead-outJ (約 

5口 MB ) が書き込まれます。このため、最大書き込み容 
量は狗 7.99 GB となります。 

. パケットライトの書き込みには対応しておりません。 

0 

0 

0 

WinDVD 

巧象 1 

内蔵 DVD - ROM ドラィブ（ユニット）搭載機種、 

内蔵スーパーマルチドライブ（ユニット）搭載機種 

映画や音楽などの DVD を再生できます。 

-ビデオ CD は、 「 WinDVDJ では再生できません 。 「Windows 
Media PlayerJ などで再生してくださぃ。 

-音声トラックが MPEG オーディオフォーマットで作成さ 
れた DVD を 「 WinDVD 」 で再生すると音声が出ません。 
なお、 Windows ? では 「Windows Media Player 」 で音声も含 
めて再生できます。 

• CPRM 対•応のディスクは、再生できません。 

これらの化、 「 WinDVD 」 を使用時の注意事項につぃては 
「取りなぃ」一「取り极ぃ上の注意」い P .50) の 「「 WinDVD 」 
ご使用時の注意事項」をご覧くださぃ。 

A 

A 

A 












製品ガイド 
1 ソフトウェアの 紹介 


メール ソフト 


ご購入時はプレインストールされています。 
ご購入の 0 S の欄をご覧ください。 

Win7 = Windows 7 Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 

「 0 」 = プレインストール、 「一」 = サポートしない OS 


名称 

概要 

Win7 

Vista 

XP 

Windows Live メ ール 

E メール、カレンダー、アドレス帳、フィード、および 
ニュースグループをすべて 1 ヶ所で管巧するためのソフ 
トウェアです。 

0 

- 

- 


Office 製品 


カスタムメイドで選択したソフトウエアをご覧ください。 

ご購入時はプレインストールされていますが、リカバリを実行した場合にはインストールされ 
ません。手動でインストールする必要があります。 

ご購入の 0 S の欄をご覧ください。 

Win7 = Windows 7 Professional 
Vista = Windows Vista Business 
XP = Windows XP Professional 
「 0 」 = プレインストール 


名称 

概要 

Win? 

Vista 

XP 

Office Professional 

2010 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、デー 
タベース、メールなどのソフトウェアが含まれていま 
す。 

0 

0 

0 

Office Home & 

Business 2010 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、メー 
ルなどのソフトウェアが含まれています。 

0 

0 

0 

Office Personal 2010 

文書作成、表計算、メールなどのソフトウェアが含まれ 
ています。 

0 

0 

0 

Office Professional 

2007 (SP2) 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、デー 
タベース、メールなどのソフトウェアが含まれていま 
す。 

0 

0 

0 

Office Personal 2007 

with PowerPoint 

2007 (SP2) 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、メー 
ルなどのソフトウェアが含まれています。 

0 

0 

0 

Office Personal 2007 

(SP2) 

文書作成、表計算、メールなどのソフトウェアが含まれ 
ています。 

0 

0 

0 
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第5章ソフトウ エア 


2インス!ル 


インストール方法はお使いになるソフトウエアにより異なります。 

データの格納されたフォルダー内にある 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルや、機 
能別マニュアルやソフトウエアにミを付のマニュアルなどを必ずご確認のうえ、手順 
に従ってインストールしてください。 

ソフトウェアのインストールには CD / DVD ドライブが必要です （「 i - フイルター」と 「Norton 
Antivirus J を除く）。 

内蔵 CD / DVD ドライブが搭載されていない機種をお使いの場合は、マルチベイ、モバイルマル 
チベイまたはポータブル CD / DVD ドライブを接続してください。 

ポータブル CD / DVD ドライブをお使いになる場合は、富±通製品情報ページ内にある 
LIFEBOOK の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く だ 
さい。 

が重要 

► 誤ったドライバーをインストールした場合、本パソコンが正しく動作しな〈なり、リカ/く 
リが必要となることがありますので、必ず 0 S や機種名を選択し、正しいドライバーを使 
用してください。 

► すでにインストールされているドライバーについては、特に問題がない限りインストール 
しないでください。 


「ドライパーズディスク検索ツール」からのインストール 

次のディスクに格納されているソフトウェアまたはドライバーは、「ドライバーズディスク検 
索ツール」を使って、データの格納されたフォルダーを表示することができます。 

• トラブル解決:ナビ&ドライバーズディスク （「 SMA 民 TACCESS / Basic 」 を除く） 

•「 InterVideoWinDVD ® for FUJITSU 」 ディスク 

1 管理者権限をもったユーザーとして Windows にログオンします。 

クディスクをセットします。 

「ドライバーズディスク検索ツール」が起動します。 

P POINT 

► 「自動再生」ウィンドウが表示された場合は、 「 DRVCDSRC . exe の実行」をクリックしてく 
ださい。 

「 Windows が実行する動作を選んでください」と表示された場合は、「自動再生」をクリッ 
クしてください。 

► 「ドライバーズディスク検索ツール」が起動しない場合は、次のように操作して〈ださし、。 

1. 「スタート」ボタンー「コンピューター」または「マイコンピュータ」の順にクリッ 
クします。 

2. ディスクをセットしたドライブのアイコンをちクリックし、表示されたメニューから 
「自動再生を開〈」または「自動再生」をクリックします。 






製品ガイド 
2 インス！ル 


3 「ソフトウ X アの検索条件」で機種名が選択できる場合は、お使いの機種名を 
選択しまず。 

4 「ソフトウェアの検索条件」でお使いの 0 S を選択します。 

5 「ソフトウェア」から、インストールするソフトウェアを選択します。 

「内容」に、インスト ' ールするソフトウェアのフオルダ'一が表示されます。 

6 表示されたフホルダー内の 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルをご覧になり、 
インストールして〈ださい。 

次のソフトウェアはインストール方法が異なります。 

参 Adobe Reader 

「Adbe 民 dr 930 Ja _ JP . exe 」 アイコンをダブルクリックし、表示された画面の指示に従つ 
てください。 

P POINT 

► インストール中、「読み取りま巧ファイルの検出」ウィンドウが表示された場合、「はい」 
をクリックして操作を進めて〈ださい。 

► インストール後、再起動時にメッセージが表示される場合があります。動作上問題ありま 
せんので、そのままお使いください。 


参 Portshutter 

「 Manual 」 フホルダーにある「操作マニュアル. pdf 」 をご覧ください。 

参 Roxio Creator 

rsetup.exe J アイコンをダブルクリックし、表示された画面の指示に従ってください。 

• WinDVD 

表示されたフォルダー内の 「 DVDreadme . txt 」 をご覧ください。 

•セキュリティボタン 

管理者用の場合は、 「 Supervisor 」 フォルダーにある「民 eadmeS . txt 」 をご覧ください。 
ューザー 用の場合は、 「 User 」 フォルダ ーに ある「民 eadmeU . txt 」 をご覧ください。 
• ゆったり設定 （ WindowsXP の場合） 

「Program Files 」 フォルダ^-> 「 Fujitsu 」 フォルタ、' -> 「eS 州フォルタ、'- >「民 eadme . txt 」 

をご覧ください。 


「Norton AntiVirusJ のインストール 


C ドライブに格納されています。 

1 管理者権限をもったユーザーとして Windows にログオンします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows 7/Windows Vis ねの場合 

「スタート」ボタン^「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイルをを指 
定して実行」の順にクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー「ファイルをを指をして実行」の順にクリックします。 
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3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

C ： ¥fujitsu¥bundIe¥nav¥Fujitsu_Ltd_NAV_17[1]. 0_0EM90_20102995. exe 

この後は、メッセージに従って操作してください。インストール後は、必ず本パソコンを 
再起動してください。 


「1-クィ J レター」のイ/乂卜 一 J レ _ 

C ドライブに格納されています。インストールホ法は 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows 7/Windows Vista の場合 

「スタート J ボタン^「すべてのプログラム」^「アクセサリ」^「ファイルをを指 
をして実行 J の順にクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

「スタート」ボタン^「ファイルをを指をして実行」の順にクリックします。 

ク「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

C:¥fujitsu¥bundle¥i-filter¥readme. txt 

「民 eadme . txt 」 が表示されます。 


rSMARTACCESS/BasicJ のインス I ^ — ル 

「 SMARTACCESS / Basic 」 は「トラブル解巧ナビ&ドライバーズディスク」に格納されています 
が、インストールの方法や順番が、化のソフトウエアとは異なります。 rsMARTACCESS/BasicJ 
のインストールホ法については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイス 
をお使いになるホへ)』をご覧ください。 


Office 製品のインス!ル 


次のソフトウェアのインストール方法については、ソフトウェアに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 

• Office Professional 2010 

• 0街 ce Home & Business 2010 

• Office Personal 2010 

• Office Professional 2007 ( SP 2) 

• 〇衍 ce Personal 2007 with PowerPoint 2007 ( SP 2) 

• Office Personal 2007 ( SP 2) 

インストール後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウェアを最新のが態に更新 
してください（一 P .159)。 
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3アンインストール 


注意事項 


ソフトウェアをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

■ソフトウェアをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインストール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のソフトウェアで使用されている可能性があります。削除を行います 
か」 

この DLL ファイルを削除すると、化のソフトウェアが正常に動作しなくなることがありま 
す。ソフトウェアの マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme . 权りなどの説明ファイルで、特 
に指示がなレ、場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 


アンインストール方ま 


一般的に、次のホ法があります。 

• アンインストール機能を使用する 

ソフトウェアにアンインストール 機能が用意され ている 場合があります。 

• 「プログラムのアンインストールまたはを更」機能を使用する （Windows 7 /Windows Vista の 
場合） 

「コントロールパネル」ウィンドウ^「プログラム」^「プログラムと 機能」^ 「プログラ 
ムのアンインストール またはを更」機能を使用して、ソフトウェアを削除できます。 

• 「プログラムの追加と削除」機能を使用する （Windows XP の場合） 

「コントロールパネル」 ウィンドウの「プログラムの追加と削除」機能を使用して、 ソフト 
ウェアを削除できます。 

アンインストール方法はソフトウェアによって異なります。詳しくは、各ソフトウェアのマ 
ニュアル、ヘルプ、または 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルをご覧ください。 

が重要 

► 次の認証デバイスのドライ/く一をアンインストールする場合は、 rSMARTACCESS/Basicj 
をアンインストールした後で巧うようにしてください。 

アンインストール方法については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デ 
バイスをお使いになる方へ)』をご覧〈ださい。 

-指紋センサー 
- Fel に a ポート 
■ スマートカードスロット 
■ スマートカードホルダー 
■ セキュリティチップ 

► 「セキュリティボタン」をアンインストールしても、設定したパスワードは消去されませ 
ん。パソコン本体を「セキュリティボタン」のパスワードで保護する必要がなくなったと 
きは、必ず設をしたパスワードを削除してから「セキュリティボタン」をアンインストー 
ルしてください。 

► Windows 7で 「 WinDVD 」 をアンインス！ルする場合、インス！ル時に使ったディス 
クをセットしてからアンインストールを巧ってください。 
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1 BIOS 七ットアップ 


BIOS セットアップとは、本パソコンの環境を設定するためのプログラムです。本パ 
ソコンのご購入時は、すでに最適なハードウ X ア環境に設定されています。通常の 
使用が態では、 BIOS セットアップで環境を設定（変更）する必要はありません。 
BIOS セットアップの設定は、次の場合などに行います。 

-特定の人だけが本パソコンを使用できるように、パスワードを設定するとき 
■「起動時の自己診断」 ( POST ) で BIOS セットアップをうながすメッセージが表示 
されたとき 

P POINT 

► 起動時の自己診断中に、電源を切らないで〈ださい。 

► 本パソコンの電源を入れたときや巧起動したときに、ハードウXアの動作に異常がないか 
どうか、どのような周辺機器が接続されているかなどを自動的に調べます。 

これを「起動時の自己診断」 （POST : Power On Self Test) といいます。 
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2 BK ) S 七ットアップの操作のしかた 


ここでは、 BIOS セツトアップ画面を表示させる方法について説明しています。 


BIOS 七ットアップを起動する 


BIOS 七ットアップは、電源が切れたが態から操作を始めてください。 

1 AC アダプタを接続し、本パソコンの電源を入れます。 

ク 「 FUJITSU 」 ロゴが表示され、画面の下に「マウスをクリックするか、く Enter 〉 
を巧してください。」と表示されている間に、 【 Enter 】 キーを押します。 

ポップア ップホニュ' —が表示されます。 

- Windows が起動してしまった場合は、起動完了後に最初からやり直してください。 

. 「セキュリティ」メニューの「起動時のパスワード」（一 P .209) を「最初のみ」または 
「毎回」に設定した場合、パスワードを入力後（指紋を登録した場合は指紋認証後）、 
認証画面が消えた後、すぐに 【 Enter 】 キーを押してください。 

BIOS セットアップ 

自己 f を斬■画面 

お動ィニュー 
トラブルおみナビ 
診がプログラム 

特許情報 
システム情報 

お動を続巧 


3【 t 】キーまたは【 i 】キーを巧して「 BIOS セットアップ」を選択し、もう一 
度 【 Enter 】 キーを巧します。 

BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

パスワードの入力画面が表示された場合は、パスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを押し 
てください。詳しくは、レくスワードを使う」（一 P .217) をご覧ください。 
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BIOS 七ットアップ画面 


BIOS 七ットアップ画面の各部の《称と役割は、次のとおりです。 

,-1 メニユ -/ く - 



2設定フイ 


3項目ヘルプ 


4 キー 


1. メニユーバー 

メニュ ' 一名が表示されます。 

2. 設定 フイールド 

各メニュ ■ 一で設定する、項目と設定値が表示されます。 

3. 項目ヘルプ 

カーソルを 合わせた項目の説明が表示されます。 

4. キ - 覧 

設定時に使うキーの一覧です。 
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各キーの 役割 

設定に使用するキーの役割は、次のとおりです。 


キー 

役割 

じ】 キー、 【U キー 

設をする項目にカーソルを移動します。 

【户】キー、【一】キー 

メニュー画面を切り替えます。 

【Pg Up 】 キ _、 【Pg Dn 】 キー 

メニュー画面が複数ページにわたる場合は、 [ Fn ] キーを押 
しながらこれらのキーを押すことで、前ページ、または次 
ページに移動します。 

[ Home ] キ ー 、 End 】 キー 

【 Fn 】 キーを押しながらこれらのキーを押すことで、メニュー 
画面の最初の項目、または最後の項目にカーソルを移動しま 
す。 

[ Enter ] キー 

►巧が付いた項目のナブメニュー画面を表示します。また、 
「終了」メニューなどでは、を項目の処 a を行います。 

設定する項目で押すと、設定値が一覧で表示されます。 

【 F 1】 キー 

一般ヘルプ画面を表示します。同じキーを再ま押すか、 [ Esc ] 
キーを押すと画面を閉じることができます。 

【 Alt 】 +【川キー 

[ F 5] キー 

を項目の設をを 1 つ前の設を値に'変更します。 

[―】（国]) キー 

[ F 6] キー 

を項目の設を値をを更します。 

に pace 】 キー 

【 F 引 キー 

標準設を値を読み込みます。 

【 F 10】 キー 

現在の設を値を保存して、 BIOS 七ットアップを終了します。 

【 X 】キー 

「起動デバイスの優先順位」の画面で、起動デバイスリスト 
から除外、追加する場合に使用します。 

[ Esc ] キー 

「終了」メニュ ■ 一を表示します。また、サブメニュ ■ 一画面で 
これらのキーを押すと、1つ上のメニュー画面に戾ります。 

【 Alt 】 +【 X 】キー 
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設定を変更する 


設定はキーボードで'変更します。 

が重要 

► BIOS セットアップは正確に設定してください。誤をを間違えると、本パソコンが起動でき 
なくなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

このような場合には、変更した設を値を元に戻すか、ご購入時の設定に戻して本パソコン 
を再起動して〈ださい。 

► BIOS セットアップの設定項目については、 「 BIOS セットアップ画面」（一 P .198) の「項目 
ヘルプ」をご幫〈ださい。 

ブ【^】キーまたは【^】 キーを 巧して、設定したい メニユーを 選びます。 

選択したメニュー画面が表示されます。 

ク 【 t 】 キーまたは 【 i 】 キーを押して、設定したい項目を選びます。 

項目をに「►」が付いている項目にはナブメニューがあります。 

項目をに力'ーソルを移動して 【 Enter 】 キ' —を押すと、サブメニュ ■ —が表示されます。メ 
ニュー画面に戻るときは 【 Esc 】 キーを押します。 

3 に pace 】 キーまたは【一】キーを巧して、選択している項目の設定値を変更し 
ます。 

さらに化の設を項目を'変更する場合は、手順1〜3を繰り返してください。 

4 設定を保存して終了します。 

終了の手順にっいては、 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .201) をご覧ください。 
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BIOS 七ットアップを終了する 


次の操作を行い、 BIOS 七ットアップを終了してください。 

ブ 【Esc】 キーを巧します。 

「終了」 メこュ. ~が表示されます。 

サブメニューが表示されている場合は、「終了」メニューが表示されるまで、 【Esc】 キー 
を2〜3回押してください。 

ク 【t】 キーまたは 【i】 キーを巧して、終了方法を選択します。 

♦変更を保存したい場合 

-「'変更を保存して終了する」 

BIOS 七ットアップ終了後に Windows が起動します。 

-「'変更を保存して電源を切る」 

BIOS 七ットアップ終了後にパソコンの電源が切れます。 

♦設定を変更しないで終了する場合 

「'変更を保存せずに終了する」を選択します。 

BIOS 七ットアップ終了後に Windows が起動します。 

3 表示された画面で、【^】キーまたは【^】キーを押して「はい」を選択し、 
【Enter】 キーを巧します。 

BIOS 七ットアップが終了します。 

BIOS 七ットアップ終了後のパソコン動作は、手順2で選択した終了ち法によつて異なり 
ます。 
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3タニュー詳細 


ここでは、 BIOS セットアップのメニューについて説明しています。 
BIOS セツトアップのメニューは次のとおりです。 


名称 

概要 

「情報」メニュー （^ P .203) 

巨 IOS セットアップやパソコン本体についての情報が 
表示されます。 

「システム」メニュー（一 P .204) 

日時や、ドライブの機能などを設定します。 

「詳細」メニュー（一 P .205) 

CPU や内蔵デバイス、周辺機器などを設定します。 

「七キュリテイ」メニュー（一 P .209) 

本パソコンを特定の人だけが使用できるように設定 
します。 

「起動」メニュー（一 P .212) 

本パソコンの起動時の動作について設定します。 

「終了」メニュー（一 P .213) 

設定値の保存や読み込み、 BIOS 七ットアップの終了 
などを行います。 


なお、を項目の選択肢を [] で記載しています。◊の付いている選択肢がその項目の初期値 
です。 

選択肢のない項目は、表示のみで設定を変更することはできません。 


が重要 

► BIOS セットアップの仕様は、改善のために予告な < 変更することがあります。あらかじめ 
ご了をくださし、。 

P POINT ； 

► 管理を用パスワードとユーザー巧パスワードの両方が設をされている場合、ユーザー巧パ 
スワードで BIOS セットアップに入ると、設を値がグレーで表示される項目があります。グ 
レー表示される項目は、ユーザー用パスワードでは変更できません。 
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「情報」メニュ ー 


「情報」メニューには、 BIOS 七ットアップやパソコン本体についての情報が表示されます。設 
をを'変更することはできません。 

□型を 

□カスタムメイドま号 
□磬造を号 

□ BIOS 版数 

□ CPU タイプ 
□全メモリ容量 

• メモリスロット1 

• メモリスロット2 

P POINT 

► 「メモリスロット1」 が標準、 「メモリスロット2」 が増設 メモリスロット です。 

► メモリを取り付けていないときは、「モ巧巧」と表示されます。 

□ MAC アドレス 

□ UUID 


□パネル ID 
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「システム」メニュ ー 


「システム」メニューでは、日時や、ドライブの機能などを設定します。 

□ システム時刻 

[00:00:00 — 23:59:59] 

□システム日付 

[1981/01/01—2099/12/31] 

□ ドライブ0 

[ Enter ] (サブメニュー表示） 

P POINT 

► 「終了」メニユーの「標準設を値を読み込む」 （一 P .213) を実行した直後は正しい情報が表 
示されません。一度 BIOS セットアップを再超動すると、正し < 表示されるようになります。 

• ドライブ0 

[使用しない、◊使用する] 

• タイプ 
• モデル 
• 容量 

□ ドライブ1 

[ Enter ] (サブ メニュ ー表示） 

夕 POINT ' 

► 「終了 J メニユーの「標準設を値を読み込む」 （一 P .213) を実行した直後は，正しい情報が 
表示されません。一度 BIOS セットアップを再起動すると、正し < 表示されるようになり 
ます。 

• ドライブ1 

[使用しない、◊使用する] 

• タイプ 
• モデル 

□言語 ( Language ) 

[English ( US )、 ◊日本語 ( JP )] 

P POINT , 

► 設をと同時に画面表示が切り替わり、ホに設をを変更するまで同じ言語で表示されます。 

► 「終了 J メニューの「標準設を値を読み込む」 （一 P .213) を実行しても、本項目は変更され 
ません。 
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「詳細」メニュ ー 


「詳細」メニューでは、 CPU や内蔵デバイス、周辺機器などを設定します。 

□シリアル/パラレルポート設定 

[Enter] (サブメニュ ■ —表示） 

P POINT 

► 「1のべースアドレス/ IRQJ , 「 I/O ベースアドレス J 、 「割り込み番号 J ,「 DMA チヤネル」は、 
複数のデバイスに同じ設を値を割り当てないように;主意してください。同じ設を値を割り 
当てると、項目名の左に*が表示されます。 

• シリアルポート 

[使用しない、◊使用する、自動] 

-1のベースアドレス / IRQ 
[◊3F8/IRQ4 、 2F8/IRQ3 、 3E8/IRQ4 、 2E8/IRQ 3] 

P POINT 

► 本項目は「シリアルポート」が「使用する」に設をされている場合のみ表示されます。 

□キーボード/マウス設定 

[Enter] (サブメニュ ■ —表示） 

• 起動時の Numlock 設定 

[ オン、 ◊ オフ、オン （ Fn キー ）] 

□ディスプレイ設定 

[Enter] (サブメニュ ■ —表示） 

P POINT 

► 本パソコンの超動後は、キーボード操作や「画面の解像度」ウィンドウ （Windows 7の場 
合）、「画面の設を」ウィンドウ （Windows Vis ねの場合）、「画面のプ □パティ」 ウィンド 
ウ （Windows XP の場合）で画面表示を切り替えることができます。詳しくは、「取り巧い」 
-「ディスプレイ」（一 P .92) をご覧ください。 


• ディスプレイ 

[液晶ディスプレイ、外部アナログ、◊自動] 


□ その他の内蔵デバイス設定 

[Enter] (サブメニュ ■ —表示） 

• シリアル ATA コント ローラ 

[使用しない、◊巧用する] 

- AHCI 設定 

[使用しない、◊使用する] 

• 内蔵 LAN デバイス 

[使用しない、◊使用する] 
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• 無線 LAN デバイス 

[使用しない、〇使用する] 

P POINT 

► 「無線 LAN デバイス」は、無線 LAN 搭載機種でのみ表示されます。 

□ CPU 設定 

[ Enter ] (サブメニュ^一表示） 

• マルチコア 

[使用しない、〇使用する] 

• HT テクノ ロジー 
[使用しない、〇使用ずる] 

• SpeedStep ( R ) テク ノ ロジー 
[使用しない、〇使用ずる] 

• Virtualization Technology 

[使用しない、〇使用ずる] 

• lnte !( R ) VT-d 

[〇使用しない、使用する] 

• lntel ( R)TXT 

[〇使用しない、使用する] 

P POINT 

► お使いの機種が対応している項目のみ表示されます。 

► 「マルチコア」 の誤をを「使巧する」から「使巧しない」に変更する場合、変更後にはリカ 
バリが必要になります。 

► rlntel ( R ) VT - d 」 は 、 「Virtualization Technology 」 力《「使巧する」に設定!されている場合の 
み選巧できます。 

►「 lntel ( R ) TXT 」 は 、 「Virtualization Technology 」 および nntel ( R ) VT - d 」 が共に「使用する」 
に設定されており、「現在の TPM 状態」 （一 P .211) 力 《 「ち効かつ使用可」の場合のみ選択 
できます。 


□ USB 設定 

[ Enter ] (サブメニュー表示） 

• レガシ ー USB サポート 
[使用しない、◊使用する] 

- SCSI サブクラスサポート 

[使用しない、◊使用する] 

P POINT ； 

► 「 SCSI サブクラスサポート J を巧巧して、本パソコンが起動しな〈なった場合は， USB デ 
バイスを取りかして再起動して< ださい。 

► FDD ユニット ( USB ) にセットしたフ□ッピーディスクから超動する場合は、「レガシー 
USB サポート」の項目を「使用する」に設をして〈ださい（ご購入時の設を）。 
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□ 各種設定 

[ Enter ] (サブメニュ ■ —表示） 

• 電源ボタン 

[◊使用しない、電源オフ] 

• LAN によるウェイクアップ 
[◊使用しない、使用する] 

-バッテリ運用時 

[使用しない、◊使用する] 

-強制 LAN ブート 
[◊使用しない、使用する] 

• LAN によるレジューム 

[ AC 接続時のみ、◊常に有効] 

• 立且の申 
曰ま己又た 

[オフ、小、〇中、大] 

• ハードウ王ア省電力機能 

[使用しない、〇使用する] 


□ Intel ( R ) Management Engine 設定 

[ Enter ] (サブメニュ^一表示） 

• ||1ぉ1(の1\/^設定メニュー 
[表示しない、ぐ表示する] 

• lntel ( R)AMTCIRA リクエスト発行 
[ Enter ] 

【 Enter 】 キ'一を押すと確認画面が表示されます。確認画面で「はい」を選択して [ Enter ] 
キーを押すと、次回再起動時に CIRA リクエストを発行するように設定されます。 

が重要 

► CIRA リクエストを受信するための管理サーバーが正しく設をされていない場合は、リクエ 
ストの送信は行わないでください。 

管理サ ー/ く一の設定は、 AMT 機能に対応した管理ソフトウエアのマニュアルに従ってくだ 
さい。 

► リクエストの送信を巧うには、 BIOS セットアップ終了後に再起動する必要があります。 

• lntel ( R)ME 設定のクリア 
[ Enter ] 

【 Enter 】 キ' —を押すと確認画面が表示されます。確認画面で「はい」を選択して 【 Enter 】 キ'一 
を押すと、次回再起動時に Intel ( R ) ME 設定をご購入時のが態に戻すように設定されます。 

が重要 

► クリアを巧うには、 BIOS セットアップ終了後に再起動する必要があります。 

再起動後、かのメッセージが表示され、 【 Y 】 キーを巧すと lntel ( R)ME の設定がクリアさ 
れます。 

「 Found unconfigure of Intel ( R ) ME 
Continue with unconfiguration ( Y / N )」 

P POINT 

► 本項目は、管理を巧パスワードで BIOS セットアップを超動した場合のみ使用できます。 
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□イベントログ設定 

[Enter] (サブメニュ^一 表示） 

• イベントログ領域の状態 
• イベントログ内容の状態 
• イベントログの表示 
[Ente。 

P POINT 

► イベント□グメツセー ジで 、 「POST エラー ： nnnnnnnn nnnnnnnn 」 という メツセー ジが表 
示された場合は、「富±通ハードウエア修理相談 センター」 にご連絡ください。 

• イベントログ 

[保存しない、〇保存する] 

■ システム起動 
[〇保存しない、保存する] 

P POINT 

► 「イベント□グ」力《「保存する」に設定されている場合のみ表示されます。 

♦イベントログの消去 

[◊消ましない、消去する] 

• イベントログのマーク 
[Enter] 
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「七キュリテイ」メニュ ー 


「セキュリティ」メニューでは、本パソコンを特定の人だけが使用できるように設定します。 

□管理者用パスワード 
□ ユー ザー用パスワード 

□管埋者用パスワード設定 

[ Enter ] 

管理者用パスワードを設定します（一 P .215)。 

P POINT 

► 次の項目は、管理者用パスワードが設定されている場合に設定することができます。 

-ューザー巧パスワード誤を 
-ューザー巧パスワード文字数 
-起動時のパスワード 
-自動ウェイクアップ時 
-取外し可能なディスクからの起動 
- BIOS フラッシュメモリへの書き込み 
■ スマートカードによるロック 
-ハードディスクセキュリティ 
-所有者情報 

- TPM (セキュリティチップ）設定 

□ユーザー用パスワード設定 

[ Enter ] 

ューザー用パスワードを設定します（一 P .215)。 

□ユーザー用パスワード文字数 

[◊0〜 32] 

P POINT 

► 「ューザー用パスワード文字数」は、ューザー用パスワードで BIOS セットアップに入った 
場合のみち効です。管理を用パスワードで BIOS セットアップに入った場合は、最ほ文字 
数より少ない文字をューザー用パスワードとして誤をすることができます。 

□起動時のパスワード 

[◊使用しない、最初のみ、毎回] 

• 自動ウ X ィクアップ時 

[◊使用しない、巧用する] 

□ 取外し可能なディスクからの起動 

[◊常に可能、管 a 者のみ] 

□ BIOS フラッシュメモリへの書き込み 

[禁止、◊可能] 
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□スマートカードによるロック 

[〇使用しない、使用する] 

が重要 

► 「スマートカードによる□ック」を「使巧する」に設定すると、次の項目が設定できなくな 
ります。 

-管理者巧パスワード誤を 
■ューザー巧パスワード設定！ 

-ューザー巧パスワード文字数 

P POINT 

► スマー トカー ドを使用する場合は、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デ 
バイスをお使いになるちへ) J 1 をご覧ください。 

□八ードディスクセキュリティ 

[ Enter ] (サブメニュー表示） 

ハードディスクパスワードを設をします（一 P .216)。 

が重要 

► ハードディスクセキュリティでパスワードを誤をすると、ハードディスクを他のパソコン 
に取り付けても使用できな < なります。 

• ドライブ0 

-マスターパスワード設定 
[ Enter ] 

-ユーザーパスワード設定 
[ Enter ] 

• ドライブ1 

-マスターパスワード設定 
[ Enter ] 

-ユーザーパスワード設定 
[ Enter ] 

• 起動時のパスワード入力 

[使用しない、〇使用する] 

P POINT 

► ハードディスクパスワード設定後、パスワード入カウィンドウを表示させたくない場合は、 
「使用しない」に設定して〈ださい。 

□所有者情報 

[ Enter ] (サブメニュ^一表示） 

P POINT 

► 管理者用パスワードが詰をされていない場合は、「所有者情報」のを項目は、表示されるだ 
けで選択することはできません。 


• 所有者情報 
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• 所有を情報設定 
[ Enter ] 

• 文字色 

[(色を選択)] 

• 背景色 
[(色を選択)] 


□ TPM (七キュリティチップ）設定 

[ Enter ] (サブメニュー表示） 

が重要 

► 次の項目は、管理者用パスワードが設定されている場合に設定できます。 

-セキュリティチップ 
- TPM 状態の変更 
-セキュリティチップのクリア 

► 次の項目は、「セキュリティチップ」が「使巧する」に設をされている場合に設をできます。 
- TPM 状態の変更 
-セキュリティチップのクリア 

► 「 TPM 状態の変更」にて「無効かつ使用不可」から「ち効かつ使巧可」に変更した場合、本 
パソコンを再起動して設定がち効になるまで、「セキュリティチップのクリア」は選択でき 
ません。 

► セキュリティチップを使巧する場合は、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになる方へ)』をご幫〈ださい。 

• セキュリティチップ 

[使用しない、〇使用する] 

• 現在の TPM 状態 
• TPM 状態の変更 

[〇変更しない、有効かつ使用可、無効かつ使用不可] 

• セキュリティチップのクリア 
[ Enter ] 
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「起動」メニュー 


「起動」 メニューでは、 本パソコン起動時の動作に ついて 設定します。 

□起動時の自己診断面面 

[◊使用しない、使用する] 

□起動メニユー 

[使用しない、〇使用する] 

P POINT 

► 管理者用パスワードが設定されていない場合は、「起動」メニユーは表示されるだけで選択 
することはできません。 

□ネットワークサーバからの起動 

[使用しない、〇使用する] 

□起動デバイスの優先順位 

[Enter] (サブメニュー表示） 

• 起動デバイスリスト 
1: Floppy Disk Drive 

2:DriveO HDD: [お使いのディスクの名称] 

3: Drivel HDD: None 
4: CD/DVD Drive 

5: NETWORK: [LAN アダプター名] 

6 : 

7: 

8 : 

• 除外された起動デバィス 
: USB MEMORY: None 
: USB HDD: None 
: AMT: None 


P POINT 

► 使巧可能な起動デバイスが、起動時の検索順序の高い順に表示されます。検索順序を変更 
したり、起動デバイスリストから除外したり、除外された起動デバイスを起動デバイスリ 
ストに戻したりすることができます。 

► 「1 : Floppy Disk Drive 」 はポータブ ルの FDD ユニット （ USB ) も含まれます。 

► 「4: CD/DVD Drive 」 はポータブル CD / DVD ドライブも含まれます。 

なお、 CD / DVD ドライブから起動するには起動可能な OS の入ったディスクが必要となりま 
す。再起動前に本パソコンにディスクをセットしてください。 

► 「ネットワークサー/くからの起動」が「使巧する」に設定されている場合、「5: NETWORK 
[ LAN アダプター名]」と表示され起動デバイスとして検索されます。「使巧しない」に設 
定されている場合は、「5: NETWOR に None 」 と表示され検索の対象外になります。 
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「終了」メニュ ー 


「終了」メニューでは、設定値の保存や読み込み、 BIOS セットアップの終了などを行います。 

□変更を保巧して終 T する 

設定した内をを保存して、 BIOS 七ットアップを終了します。 


□変更を保巧せずに終了する 


設定した内容を保存せずに、 BIOS 七ットアップを終了します。 

□標準設定値を読み込む 

すべての項目を標準設定値にします。 

が重要 

► 次の項目は、「標準設を値を読み込む」を実巧しても、現在お使いの状態のまま変更されま 
せん。 

■ 管理者巧パスワード 
-ユーザー巧パスワード 
-ドライブ0 

-マスターパスワー ド設定 
-ユー ザ ーパスワー ド設定 
-所有者情報 

- TPM (セキュリティチップ）設定 
► 指紋センサー搭載機種の場合 

巨 IOS セットアップ起動時のユーザー認証画面で、認証タイプを ASCI レくスワードに切り誓 
え、パスワードによる認証を巧ってください。 

指紋による認証では、権限が「ユーザー」となり、「標準設を値を読み込む」を実行できま 
せん。 

□ 変更前の値を読み込む 

すべての 項目に っいて、 '変更前の値を読み込み、'変更を取り消します。 

□変更を保巧する 

'変更した内容を保存します。 

□ 変更を保巧して電源を切る 

'変更した内容を保存して、パソコン本体の電源を切ります。 
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4 Bms のパスワード機能を使う 


ここでは、 BIOS セットアップで設定できるパスワードについて説巧しています。 

本パソコンでは、不正使用を防止するために、 BIOS セットアップでパスワードを設 
定することができます。パスワードを設定すると、正しいパスワードを知っている 
人 Jil 外は本パソコンを使用できなくなります。 

パスワードの種 類_ 

本パソコンで設定できるパスワードは次のとおりです。 

■起動時のパスワード 
□管巧者用パスワード 

本パソコンのご購入者などが使用するパスワードです。パスワード機能を使用するときは必ず 
設をしてください。 

□ ユーザー用パスワード 

本パソコンの「管 a 者」な外のユーザーが使用するパスワードです。「管 a 者用パスワード」 
を設をした場合のみ設をできます。 

■ ハードデイスクパスワード 

本 パソコ ンの ハー ドデイスクを、化の ユーザーが 使用したり、化の パソコ ンで{吏用したりでき 
ないようにするパスワードです。「管 a 者用パスワード」を設をした場合のみ設をできます。 


□ハードディスク用「マスターパスワード」 


ハードディスク用「ユーザーパスワード」を設をすると、ハードディスク用「マスターパス 
ワード」が設定できるようになります。 

ハードディスク用「マスターパスワード」を削除すると、ハードディスク用「ユーザーパス 
ワード」も削除されます。 

□ハードディスク用「ユーザーパスワード」 


Windows を起動するときに入力するパスワードです。レ、ードディスクセキュリティ」 （^ P .210) 
でパスワードを設をすると、ハードディスクを化のパソコンに取り付けても巧用できなくなり 
ます。 

パスワードをちれるとハードディスクが巧用できなくなるので、ご注意ください。 
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パスワードを設定する 


BIOS のパスワードの設定は、次のとおりです。 

■ 起動時のパスワードを設定する 

「管理を用パスワード」「ューザー用パスワード」を設をする方法を説明します。 

「ューザー 用 パスワード」は、 「管 a を用 パスワード」 を設をした後に設をすることができます。 

1 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「 BIOS セットアップを起動する」 （^ P .19 力をご覧ください。 

ク「セキュリティ」メニューで「管理を用パスワード設定」、または「ユーザー 
用パスワード設定」を選択して Enter 】 キーを巧します。 

パスワード入力用のウインドウが表示されます。 

3 1〜32析のパスワードを入力します。 

アルファべ ットと数字が入力できます。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

ューザー用パスワードの最低文字数は、「ューザー用パスワード文字数」（一 P .209) で 
設定することができます。 

4 パスワードを入力したら、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移ります。 

5 手順3で入力したパスワードを巧度入力して、 【 Enter 】 キーを押します。 

「セットアップ通知」ウインドウが表示されます。 

巧入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警を」ウインドウが表示 
されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

6 【 Enter 】 キーを巧します。 


7 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順については、 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .201) をご覧ください。 
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■ ハードディスクパスワードを設定する 

ハードディスク 用 「マスターパスワード」 と、 ハードディスク 用 「ューザーパスワード」 を設 
定する方法を説明します。 

ハードディスク 用 「マスターパスワード」 は、 ハードディスク 用 「ユーザーパスワード」 を設 
定した後に設定できます。 

が重要 

► ハードディスクパスワードは、を難などによる不正使用を防止することを目的としていま 
す。強固なセキュリティであるため、パスワードを忘れてしまうと，修理をしてもパスワー 
ドの解除やハードディスク内のプログラムやデータの復元ができず、データが完全に失わ 
れてしまいます。パスワードの管理には巧分ご;主意<ださい。 

► カスタムメイドで選ができる「暗号化機能付 HDD 」 および「暗号化機能付フラッシュメモリ 
ディスク」は、全データを自動的に暗号化、復号化していますが、ハードディスクパスワー 
ドを設をしていない場合はハードディスクへの不正なアクセスを防ぐことができません。 

ブパソコンの電源を切ります。 

ハードディスクパスワードは、電源が切れた状態から設をします。 

クパソコンの電源を入れ、 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「 BIOS セットアップを起動する J (^ P .19 力をご覧ください。 

が重要 

► ハードディスクパスワードを設まするには、 BIOS セットアップを「管理を用パスワード」 
で超動する必要があります。 

3 「セキュリティ」メニューの「ハードディスクセキュリティ」を選択し、 Enter 】 
キーを押します。 

4 r ドラィブ 0 」の r ユーザーパスワード設定」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

パスワ ■ —ド入力用のウィンドウが表示されます。 

51〜32巧のパスワードを入力します。 

アルファべ ットと数字が入力できます。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

6 パスワードを入力したら、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移ります。 

7 手順5で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「セットアップ通な」ウィンドウが表示されます。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告」ウィンドウが表示 
されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順5からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

8 【 Enter 】 キーを巧します。 

夕 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順については、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .201) をご覧ください。 
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パスワードを使う 


パスワードを設定すると、設定が態により、次の場合にパスワードの入力が必要になります。 
• BIOS 七ットアップを起動するとき 
• 本パソコンを起動するとき 
•休止が態からレジューム（復帰）するとき 

■ BIOS 七ットアップや本パソコンの起動時、レジューム時のパスワード入力 

パスワ'—ド入カウィンドウが表示されたら、パスワ ■ —ドを入力し、 【 Enter 】 キ' —を押してくだ 
さい。 

誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使用できません」と表示され、警告音が鳴 
ります。この場合は、キーボードおよびポインティングデバイスが一切反応しなくなるので、 
電源ボタンを4秒な上押して本パソコンの電源をいったん切ってください。その後、10ゆな上 
待ってからもう一度電源を入れて、正しいパスワードを入力してください。 

P POINT 

► パスワードを入力する代わりに、指紋センサーやスマートカードを使用して本パソコンの 
起動時の認証を行うことができます。詳しくはに MARTACCESS ファーストステップガ 
イド（認証デバイスをお使いになるちへ) J 1 をご覧〈ださい。 

■ハードディスクパスワード 

ハードディスクパスワードを設定すると、本パソコンを起動するときに、 BIOS パスワードの 
化にハードディスクパスワードの入力が必要になります。 

ただし、起動時のパスワードとハードディスクパスワードが同じ場合は、パスワードの入力は 
一度だけになります。 

P POINT 

► パソコンを起動するときは、ハードディスク巧「ューザーパスワード」を入力します。ハー 
ドディスク巧「マスターパスワード」でハードディスクのロックを解除することはできま 
せん。 

► ハードディスクパスワード誤を後、パスワード入カウィンドウを表示させたくない場合に 
は、起動時のパスワード入力を「使巧しない」に設定してください。 
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パスワードを忘れてしまったら 


パスワードは、盗難などによる不正な使用を防止することを目的としています。 

パスワードを忘れてしまうと、パスワードの種類によっては、修 a (有償）や、最悪の場合 
データの損失にっながるおそれがあります。 

パスワードは、何かに書き留めて、ま全な場所に保管しておくことをお勧めします。 

■起動時のパスワード 

□管理者用パスワードを•ちれてしまったら 

管理を用パスワードを忘れると、パスワード機能が解除できなくなり、修 a が必要になりま 
す。「富±通ハードウェア修理相談七ンター」までご連絡ください。 

修理は保証期間にかかわらず、有償になります。 

□ ユーザー巧パスワードををれてしまったら 

ユーザー用パスワードを忘れた場合は、修 a の必要はありません。ユーザー用パスワードは、 
管理を用パスワードを削除することで解除できます。 

■ ハードディスク用パスワード 

が重要 

► ハードディスクパスワードは、を難などによる不正使用を防止することを目的としていま 
す。強固なセキユリティであるため、パスワードを忘れてしまうと，修理をしてもパスワー 
ドの解除やハードディスク内のプログラムやデータの復元ができず、データが完全に失わ 
れてしまいます。パスワードの管理には巧分ご;主意<ださい。 

□八ードディスク用「マスターパスワード」をちれてしまったら 

ハードディスク用「マスターパスワード」を忘れると、パスワード機能が解除できなくなり、 
修理が必要になります。「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」までご連絡ください。 
修理は保証期間にかかわらず、有償になります。 

□ハードディスク用「ユーザーパスワード」をちれてしまったら 

ハードディスク用「ユーザーパスワード」を忘れると、パスワード機能が解除できなくなり、 
修 a が必要になります。ただし、ハードディスク用「マスターパスワード」を設をしている場 
合は、ハードディスク用「マスターパスワード」を削除することで解除できます。 
ハードディスク用「マスターパスワード」を設をしていない場合は、「富±通ハードウェア修 
a 申目談センター」までご連絡ください。 

修 a は保証期間にかかわらず、有償になります。 
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パスワードを変更/削除する 


が重要 

► Windows の再起動後に BIOS セットアップを起動すると、ハードディスクパスワードの設定 
ができません。 

ハードディスクパスワードを設定するときは、「終了メニュー」の「変更を保存して電源を 
切る」 （一 P .213) を実行して〈ださぃ。次回起動時にハードディスクパスワードを設定す 
ることができます。 

■パスワードを変更する 

設定したパスワードを変更するには、次のように操作してくださぃ。 

ブパソコンの電源を切ります。 

ク BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順にっぃては、 「 BIOS セットアップを起動する」い P .19 力をご覧くださぃ。 

3 「セキュリティ」メニューで変更したぃパスワードを選択し、 【 Enter 】 キーを 
巧します。 

-「管理者■用パスワード設定」 

. 「ューザー 用 パスワード 設定」 

• 「ハードディスクセキュリティ」^ 「ドライブ 0」の「マスターパスワード設を」 

• 「ハードディスクセキュリティ」^ 「ドライブ 0」の「ユーザーパスワード設定」 

4 設定してあるパスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しぃパスワードを入力して下さぃ。」にカーソルが移ります。 

5 1〜32析の新しく設定したぃパスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しぃパスワードを確認して下さぃ。」にカーソルが移ります。 

6 手順5で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 

「'変更が保存されました。」とぃうウィンドウが表示されます。 

再入力したパスワードが間違ってぃた場合は、「セットアップ警告」ウィンドウが表示 
されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順5からやり直してくださぃ。 

パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してくださぃ。 

7 【 Enter 】 キーを巧します。 

P POINT 

► 誤ったパスワードを 3 回入力すると、「システムは使用できません」と表示されて、警告音 
が鳴ります。この場合は、キーボードやマウスが一切反応しな < なるので、電源ボタンを 
4 抄な上押して本パソコンの電源を切って〈ださぃ。その後、 10 砂な上待ってからもう一 
度電源を入れて、正しぃパスワードを入力して〈ださぃ。 

8 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順にっぃては、 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .201) をご覧くださぃ。 
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■パスワードを削除する 

設定したパスワードを削除するときは、レくスワードを変更する」の手順5〜6で、何も入力せ 
ずに 【 Enter 】 キーを押してください。 

戶 POINT ； 

► 起動時のパスワード 

「ユーザー巧パスワード」を削除できるのは、「ユーザー巧パスワード文字数」の設定が0 
のときだけです。0が外のときは、「パスワード文字数不足」のメッセージが表示されます。 
►ハードディスクパスワード 

-ハードディスク用「マスターパスワード」が設をされている場合、「マスターパスワー 
ド」を削除することにより、ハードディスク巧「ユーザーパスワード」が解除できます。 
ハードディスク用「ユーザーパスワード」を忘れてしまったときはハードディスク巧 
「マスターパスワード」を削除してください。 

► 「管理を用パスワード」を削除してもハードディスク用パスワードはクリアされません。 
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5 BK ) S が表示するゾツ七ージー覧 


ここでは、本パソコンが表示するメッセージと、その対処方法を説明しています。 


メッ七ージが表示されたときは _ 

エラーメッセージが表示された場合は、次の手順に従って操作してください。 

ブエラーメッセージの内容を確認します。 

「エラーメッセージ」 （^ P .222) に同じメッセージがある場合は、エラーメッセージの 
説明をご覧ください 

ク BIOS セットアップをち起動します。 

BIOS 七ットアップに関するエラーメッセージが表示された場合は 、 BIOS 七ットアップ 
の、各項目を正しい値に設をしてください。 

それでもメッセージが表示される場合には、 BIOS 七ットアップの設を値をご購入時の 
設定に戻して本パソコンを再起動してください『取极説明書』)。 

3 周辺機器を取り外します。 

周辺機器を取り付けている場合には、すべての周辺機器を取り外し、パソコン本体をご 
購入時のが態にして動作を確認してください。 

それでも同じメッセージが表示される場合には、「富±通ハードウェア修理相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

4 取り外した周辺機器を、1つずつ取り付けます。 

取り外した周辺機器を1つずつ取り付けて本パソコンを再起動し、動作を確認してくだ 
さい。 

上記の処理を実行しても、まだ同じメッセージが表示される場合は、本パソコンが故障してい 
る可能性があります。「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡くだ 
さい。 
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メッ七ージー覧 


本パソコンは、自動的に故障を検出します。故障の検出は、通常、起動時の自己診断 （ POST ) 
(^ P .196) 時に行われます。本パソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

P POINT 

► メッセージ中の 「 n 」 には数字が表示されます。 

■ 正常時のメッセージ 

パソコン本体や周辺機器に問題がない場合、 BIOS のメッセージは表示されません。 

正常時に BIOS のメッセージを表示させる場合は、本パソコンを起動して 「 FUJITSU 」 ロゴが 
表示されている間に 【 Esc 】 キ'一を押します。 

• 円 easeWai し.お待ちください... 

BIOS 七ットアップの起動中に表示されます。 

• マウスがネ刀期化されました。 

マウス機能が初期化され、フラットポイントが使えるようになったことを示しています。 

P POINT 

► 正常時のメッセージを常に表示させる場合は、「起動」メニユーの「超動時の自己該断画 
面 J (一 P .212) の項目を「使用する」に設をしてください。 

■ エラーメッ七ージ 

本書に記述されていないエラーメッセージが表示された場合は、「富±通ハードウ I ア修理相談セン 
夕一」、またはご購入元にご連絡< ださい。 

•拡張メモリエラー。アドレス行 ： nn 

メモリのテスト中に、アドレス nn でエラーが発見されたことを示しています。 

メモリを増設しているときは、メモリが正しく取り付けられているか、または弊社純正品 
であるかどうかを確認してください。 

それでも本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 丰目談センター」、ま 
たはご購入元にご連絡ください。 

•キーボードエラーです。 

キーボードテストで、エラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a キ目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

•キーボード接続エラーです。 

キーボードテストで、接続エラーが発生したことを示しています。 

テ ンキ I —ボ'ードや外付けキ'ーボ'—ドを接続しているときは、正しく接続されているかどう 
かを確認し、電源を入れ直してください。それでも本メッセージが表示されるときは、「富 
±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• ディスクのエラーです。：ハードディスク n 

ハードディスクドライブの設定にエラーがあることを示しています。 

BIOS セットアップを起動し、 「システム」メニューの 「ドライブ n 」 のを 項目が正しく設定さ 
れているか、確認してください。電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富 
±通 ハー ドウェア修理相談 センター」、 またはご購入元にご連絡ください。 
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• システムタイマーのエラーです。 

システムタイマーのテストで、ェラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• リアルタイムクロックのエラーです。 

リアルタイムクロックのテストで、ェラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• システム CMOS のチェックサムが正し〈ありません。-標準設定値が設定されました。 

CMOS RAM のテストでェラーが発見されたため、いったん標準設を値が設をされたことを 
示しています。 

【 F 2】 キーを押して BIOS セットアップを起動し、標準設を値を読み込んだ後、設をを保存 
して起動し直してください。それでも本メッセージが表示されるときは、バックアップ用 
バッテリが消耗して、 CMOS RAM に設定内容が保存されていないことが考えられます。 

「富±通ハードウェア修 a 相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• 前回の起動が正常に完了しませんでした。-標準設定値が設定されました。 

前回の起動時に正しく起動されなかったため、一部の設定項目が標準設定値で設定された 
ことを示しています。 

起動途中に電源を切ってしまった、または BIOS 七ットアップで誤った値を設をして起動で 
きなかった、または 3 回な上同じ操作で起動し直したときに表示されます。そのまま起動す 
る場合は 【 F 1】 キーを押してください。 BIOS セットアップを起動して設をを確認する場合 
は 【 F 2】 キーを押してください。 

• < F 1 > キーを押すと継続、 < F 2> キーを押すと BIOS セットアップを起動します。 

起動時の自己診断テストでェラーが発生したとき、 0 S を起動する前に本メッセージが表示 
されます。 [ F 1] キーを押すと発生しているェラーを無視して 0 S の起動を開始し、 [ F 2] 
キーを押すと BIOS 七ットアップを起動して設をを変更することができます。 

• 日付と時刻の設定を確認して〈ださい。 

日付と時刻の設を値が正しくありません。 

設定値を確認し、正しい値を設をし直してください。 

• NVRAM データが正しくありません。 

NVRAM データのテストでェラーが発見されたことを示しています。 

「富±通ハードウェア修 a 相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティボタン異常 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• サーマルセンサエラー。システムの電源が切れます。 

温度制御系の設をが正しく行えなかったことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修巧丰目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• フアンエラー。システムの電源が切れます。 

冷却用 フアンの テストでェラーが発生したことを示しています。 

「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• 前回の起動中にサーマルセンサエラーが発生しました。 

前回の起動時にサーマルセンサェラーが発生したことを示しています。 

「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 
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• 前回の起動中に ファン エラーが発生しました。 

前回の起動時に ファン エラーが発生したことを示しています。 

「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキユリティチップが見つかりません。 

七キュリティチップが見つからなかったことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッ七ージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修理相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Invalid system disk 

Replace the disk , and then press any key 

フロッ ピーディスクドライブに、起動ディスク K 外の フロッ ピーディスク をセッ トしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Non-System disk or disk error 
Replace and press any key when ready 

フロ ッピーディスクドライブに、起動ディスクが外の フロ ッピーディスクをセットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロ ッピーディスクドライブに、起動ディスクが外の フロ ッピーディスクを七ットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Remove disks or other media . 

Press any key to restart 

フロ ッピーディスクドライブに、起動ディスクが外の フロ ッピーディスクをセットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Operatina svstem not found 

OS が見つからなかったことを示しています。 

BIOS セットアップの「起動」メニューの設定が正しいかどうか、指定したドライブに 0 S が 
正しくインストールされているかどうかを確認してください。 

• PXE - E 61 :Media test failure , Check cable 

Preboot Execution Environment 実行時の エラーで ず。 LAN ケーブルが正しく接続されていま 
せん。 LAN ケーブルを正しく接続してください。それでも本メッセージが表示されるとき 
は、「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元に連絡してください。 

• PXE - E 53 :No boot filename received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーから、起動時に必要な IP ア 
ドレスまたは bootfilename を取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定してくださ 
い。それでも本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、ま 
たはご購入元に連絡してください。 

• PXE - E 78 :Could not locate boot server 

Preboot Exec 加 on Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーがないか、正しく動作し 
ていません。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアップで「ネットワークサー 
バからの起動」を「使用しない」に設定してください。それでも本メッセージが表示される 
ときは、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元に連絡してください。 
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• PXE - E 89 :Could not download boot image 

Preboot Execution Environment 実行時のエラ ' —です。ブ ' —トサ ' — パ' —上のブ ' —トイメ ' —ジ 
ファイルが取得できませんでした。ブートナーバーを正しく設をするか、 BIOS セットアッ 
プで「ネットワークサーバからの起動」を「使用しない」に設をしてください。それでも 
本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購 
入元に連絡してください。 

• PXE - E 32 :TFTP open timeout 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ネットワークブートに失敗しました。 
ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 七ットアップで「ネットワークサーバからの起 
動」を「使用しない」に設定してください。それでも本メッセージが表示されるときは、 
「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元に連絡してください。 

• スマートカードが挿入されていません。 

スマ' —卜力'—ドが七ットされていないときに表示されます。 

• 入力された PIN は間違っています。 

PIN の入力を間違えたときに、 PIN を入力できる残り回数を表示します。 

• 入力された PIN は間違っています。 

PIN を入力できる残り回数が1回のときに表示されます。 

• スマートカードに接続できませんでした。 

スマートカードスロットやスマートカードに異常がある場合に表示されます。この場合、ス 
マートカードが正常にセットされているか、カードに損傷がないか確認してください。そ 
れでも本メッセージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、また 
はご購入元にご連絡ください。 

• このスマートカードは使用できません。 

読み取りに必要な情報がないときに表示されます。この場合、 『 SMARTACCESS ファースト 
ステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』をご覧になり、正常なカードをお使 
いになるか、ログオン情報を登録してください。それでも本メッセージが表示される場合 
は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• システムは使用できません。 

スマートカードに登録されている BIOS ロック用パスワードが、 BIOS 七ットアップで設を 
した管理を用パスワードおよびユーザー用パスワードのどちらとも一致しない場合に表示 
されます。この場合、パソコン本体の電源を切ってください。 

• このスマートカードはロックされました。 

スマートカードがロックされたときに表示されます。この場合、パソコン本体の電源を切っ 
てください。 

• このスマートカードはロックされています。 

スマートカードがすでにロックされているときや、読み取りに必要な情報がロックされて 
いるとき、アクセス権がないときに表示されます。この場合、パソコン本体の電源を切っ 
てください。 
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6 ME BIOS Extension 


本パソコンには、インテル® AMT 機能などを提供する ME (Management Engine ) 
BIOS Extension が搭載されています。ここでは 、 ME BIOS Extension の設定を行う 
ME セットアップについて説明します。 

ME セットアップは、 AMT 機能などに巧応した管理ソフトウェアを使用する場合にのみ、管 
巧ソフトウェアのマニュアルに従って設をを'変更してください。 AMT 機能などをお使いにな 
らない場合は、初巧パスワードのみ'変更してください。本パソコンご購入時のパスワードのま 
までいると、第=者に AMT 機能などを使用されるおそれがあります。 

が重要 

► 「 FUJITSU 」 □ゴが表示された後、画面上に 「Press <CTRL-ALT-F1> to enter Remote 
Assis ね nee 」 と表示されることがあります。通常は、本機能をお使いになれませんので操 
作しないでください。 

なお、 Remote Assis ね nee をご利用になる場合は、管理者の指示に従ってください。 

► 修理などによりメインボードを交換された場合は、パスワードを含む ME セットアップの設 
を値が出荷時の状態に戻る場合があります。その場合は、 ME セットアップを誤をし直して 
〈ださい。 


巧巧パスワードを変更する 


が重要 

► パスワードは、必ず変更してください。ご購入時のパスワード'のままでいると、第=者に 
AMT 機能などを使用されるおそれがあります。 

► ME セットアップをネ刀めて起動したときは、ご購入時のパスワードを変更する画面が表示さ 
れます。ご購入時のパスワードを変更しないと、 ME セットアップは利巧できません。 

► 変更したパスワードを忘れると ME セットアップの設定が変更できなくなります。その場 
合、 BIOS セットアップの「詳細」メニユ ー- > 「lntel(R)ME 設定」一 rlntel(R) ME 設定の 
クリア」でご購入時の状態に戻してから、パスワードを設をし直してください。 

ブ作業を終了してデータを保存します。 

ク本パソコンを再起動します。 
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3 「 FUJITSU 」 ロゴが表示された後、画面上に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) 
ME Setup 」 と表示されたら、 【 Ctrl 】 キーを押しながら 【 P 】 キーを巧します。 

ME 七ットアップ画面が表示されます。 



(画面は機種や状況により異なります) 


P POINT 

► 巨 IOS セットアップの「詳細」メニュ—— * nntel ( R ) ME 誤を」一 「 lntel ( R ) ME 設をメニュ ー 」 
力《「使用しない」に設定されている場合 、 「Press < Ctrl - P > to Enter Intel ( R ) ME Setup 」 が 
表示されずに OS が起動し、 ME セットアップを起動できません。この場合は、 BIOS セッ 
トアップの設をを変更してください。 

4 「 admin 」 と入力し、 【 Enter 】 キーを巧しまず。 

出荷時のパスワードは 「 admin 」 に設定されています。 


P POINT 

► 「 Invalid Password - Try Again 」 と表示された場合、入力したパスワードが間違っています。 
[ Enter ] キーを押してメッセージを消去し、キーボードの CapsLock インジケーターを確 
認して、再度パスワードを入力してください。 

► パスワードを3回間違えると 「Max password attempts exceeded , system will reboot 」 と表 
示され、 【 Enter 】 キーを押すと本パソコンが再起動します。手順 3 からやり直して〈ださい。 

5 nntel ( R ) ME New Password 」 と表示されたら、新しいパスワードを入力し、 

に nter 】 キーを押します。 

パスワードは、次の条件をすべて満たすもので設定してください。 

• 8文字な上32文字な下 
• 1文字な上の数字を含む 

• 1文字な上の特殊文字（例：@、$、 &) を含む 
. 1文字な上の小文字のアルファべットを含む 
. 1文字な上の大文字のアルファべットを含む 
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P POINT 

► ME セットアップでは、次のような特殊文字をキーボードの刻巧どおりに入力することはで 
きません。 

-次の文字を入力する場合は、対応するキーを単独で押してください。 


入力する文字 

= 




\ 

対応す るキー 

A 

@ 



] 


-次の文字を入力する場合は、 【 Shift 】 キーを巧しながら対応するキーを押して〈ださし、。 


入力する文字 

@ 

A 

& 

* 



— 

+ 

{ 

} 



1 

対応するキー 

2 

6 

7 

8 

9 

0 


A 

@ 




] 


► 「:」「，」「"」は使用できません。また、「」および「」（スぺース）は使巧できますが特殊 

文字の条件を満たしません。 


6 「Verify password」 と表示されたら、手順5で入力したパスワードを巧度入力し、 
【Enter】 キーを巧します。 

P POINT 

► rError - Intel ( R ) ME password change rejected 」 と表示された場合、新しいパスワードが 
手順5の条件を滿たしていません。 【 Enter 】 キーを押してエラーメッセージを消去し、文 
字数と使巧している文字を確認して、手順5からやり直して〈ださい。 

► rPassword Mismatch - Abort Change 」 と表示された場合、手順5と手順6で入力したパス 
ワードが一致していません。 【 Enter 】 キーを押してエラーメッセージを消去し、手順5か 
らやり直して〈ださい。 
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ME 七ットアップを起動する 


ブ作業を終了してデータを保存します。 

ク本パソコンをち起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴが表示された後、画面上に 「Press < Ctrl - F >> わ enter Intel ( R ) 
ME Setup 」 と表示されたら、 【 Ctrl 】 キーを押しながら 【 P 】 キーを押します。 

ME セットアップ画面が表示されます。 



(画面は機種や状況により異なります） 

4 パスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを押しまず。 

5 画面上部のメニユーから ME BIOS Extension の設定を巧います。 

ME 七ットアップを終了する 


1 「MAIN MENU 」 を表示します。 

FMAINMENUJ が表示されるまで 【 Esc 】 キーを押してください。 

ク 【 t 】 キーまたは 【 i 】 キーを巧して 「 Exit 」 に力ーソルを合わせ、 【 Enter 】 キー 
を巧します。 

3 「Are you sure you want to exit ? ( Y / N )」 と表示されたら、 【 Y 】 キーを巧します。 

ME セットアップが終 T し、 0 S が起動します。 
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メニユー註 細_ 

ここでは、 ME 七ットアップの主なメニュー項目について説明します。 

ここに記載されていない項目については、管 a ソフトウェアのマニュアルに指示がある場合の 
み設をしてください。 


■ rintel(R) ME General Settings 」 メニユ ー 

□ Intel(R) ME State Control 

ME 機能を有効にします。本項目は、 「 ENABLED 」 （初期値）のままを更しないでください。 

□ Change ME Password 

ME 七ットアップのパスワードをを更します。 

セ. —ソルを合わせて 【 Enter 】 キ' —を押すと 、 r Intel ( R ) ME New Password ] と表示されます。「ネ刀 
巧パスワードをを更する」 （^ P .226) の手順5な降をご覧になり、パスワードをを更してくだ 
さい。 

□ Network Setup 

インテル® Core ™ け vPro ™ プロセッサーまたはインテル® Core ™ け vPro ™ プロセッサーが 
搭載されている場合に表示されます。 

Intel ® ME のネットワーク設をを'変更します。お客様の環境に合わせて設をしてください。 
カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニューが 表示されます。 


□ Activate Network Access 

インテル® Core ™ i 7 vPro ™ プロセッサーまたはインテル® Core ™ け vPro ™ プロセッサーが 
搭載されている場合に表示されます。 

ネットワークアクセスを有効にし、 Intel ® ME のネットワークインターフェースを使用可能に 
します。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押す と 確認 メッセージが 表示され、 【 Y 】 キーを 押す とネッ 
トワーク 設定が有効になります。 

□ Unconfigure Network Access 

インテル® Core ™ i 7 vPro ™ プロセッサーまたはインテル® Core ™ け vPro ™ プロセッサーが 
搭載されている場合に表示されます。 

ネットワークアクセスを無効にし、ネットワーク設ををご購入時のが態に戻します。 
カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと確認メッセージが表示され、 【 Y 】 キーを 押すと次 
の選択肢が表示されます。 

- Full Unprovision :ネットワークアクセスを無効にし、 すべての ネットワーク設ををご購 
入時のが態に戻します。 

• Partial Unprovision :ネットワークアクセスが有効になっている場合のみ表示されます。 
ネットワーク設定を残したまま、ネットワークアクセスを無効にします。 
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□ Power Control 

• Intel(R) ME ON in Host Sleep States 

本パソコンが省電力が態（スリープ、スタンバイ、休止が態）のときや電源オフのときに、 
ME 機能を有効にするかどうかを設をします。 

- Mobile: ON in SO (あ]期値）：本パソコンが動作状態のときにのみ ME 機能が有効になり 
ます。 

- Mobile: ON in SO,ME Wake in S3,S4-5 (AC Only): 本パソコンが省電力状態および電源才 

フの状態でも、 ping などを受信した場合には ME 機能が有効になります。 

が重要 

► rActivate Network Access 」 （一 P .230) を実行すると、本設定は 「 Mobile : ON in SO.MEWake 
in S 3， S 4-5 (AC Only )」 に自動的に変更されます。必要に応じて再設定を巧ってください。 

• Idle Timeout 

「Intel (民） ME ON in Host Sleep States 」 が 「 Mobile : ON in S 0 ，ME Wake in S 3， S 4-5 (AC Only )」 に 
設定されている場合に、本パソコンが省電力が態または電源オフに移行してから Intel®ME 
機能がオフが態になるまでの時間を、分単位で設定します。 

が重要 

► 本詰をを変更すると一部の管理ソフトウ X アで正常に動作しなくなる場合があります。管 
理ソフトウエアにて動作が確認できている場合のみ、管理ソフトウエアのマニュアルに 
従って設定して〈ださい。 

■ rintel(R) AMT Configuration 」 タニュー 

イ ン テル® Core ™ 巧 vPro ™ プロ七ッサーまたはインテル® Core ™ 巧 vPro ™ プロセッサーが 
搭載されている場合に表示されます。 

AMT 機能を使用しない場合は、設定を変更しないでください。動作の保証ができなくなりま 
す。 

本パソコンにて動作確認済の管理ソフトウェア（別売の 「Systemwalker」 など）を搭載してい 
る場合のみ、管理ソフトウェアのマニュアルに従って設定してください。 



Memo 


第 7 章 


お手入れ 

快適にお使いいただ〈ためのお手入れ方法を説 
明しています。 


1パソコン本体のお手入れ 
2周边機器のお手入れ... 


234 

238 
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1パソコン本体のお手入れ 


ここでは、パソコン本体のお手入れについて説明しています。 


A 言 口 

屋> • 感電やけがの原因となるので、お手入れの前に、必ず次の事項を巧うようにしてください。 
0^ -パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外してください。 

-周辺機器の電源を切り、パソコン本体から取り外して〈ださい。 

清掃のときは、清掃用スプレー（可燃性物質を含むもの）を使用しないでください。故障■火 
災の原因となります。 

本 パソコンを 長期間お使いになると、 パソコン 本体に汚れが付着したり、ほこりがたまったり 
することがあります。そのままお使いになると、本 パソコンが 故障しやすくなります。 パソコ 
ン本体は、定期的に清掃してください。 

が重要 

► 清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回し 
たりするなどして、巧分に換気して〈ださい。 


パソコン本体 


• パソコン本体をお手入れするときは、乾いた柔らかい布でおき取ってください。 

■巧れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞ってなき取っ 
てください。中性洗剤を使用して巧いた場合は、水に浸したホを固く絞って中性洗剤をお 
き取ってください。 

が重要 

► 拭き取るときは、パソコン本体に水が入らないようお分に ミ 主意してください。 

► シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでくださし、。 
パソコン本体を損傷する原因となります。 
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ディスプレイ 


液晶デ ィス プレイの巧れは、乾いた柔らかい布かメガネなきで怪くなき取ってください。 

が重要 

► 液晶ディスプレイの表面を固いものでこすったり、強〈押しつけたりしないでくださし、。 

液晶ディスプレイが破損するおそれがあります。 

► 液晶ディスプレイの背面を手で支えてくださし、。パソコン本体が倒れるおそれがあります。 
► 液晶部分を拭くときは、必ずから拭きしてください。水や中性洗剤を使うと、液晶部分を 
傷めるおそれがあります。 

► 化学ぞうきんや市販のクリーナーを使うと、成分によっては、画面のコーティングを傷め 
るおそれがあります。次のものは、使わないでください。 

-アルカリ性成分を含んだもの 
-界面活性剤を含んだもの 
■ アル コール 成分を含んだもの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いもの 
-研磨剤を含むもの 


^—み—卜 


■ キーボード表面の巧れ 

• キーボード表面の汚れは、をいた柔らかい布で軽くおき取ってください。 

■汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞っておき取っ 
てください。中性洗剤を使用しておいた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤をお 
き取ってください。 

が重要 

► 巧き取るときは、キーボード内部に水が入らないよう巧分に;主意して〈ださい。 

► シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないで〈ださし、。 

■ キーの 間のほこり 

キーボードの、キーとキーの間のほこりなどを取る場合は、柔らかいブラシなどを使って、軽 
くほこりを取り除いてください。 

が重要 

► ゴミは吹き飛ばして取らないでください。キーボード内部にゴミが入り、故障の原因とな 
る場合があります。 

► 掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないでください。 

► 毛先が抜けやすいブラシは使用しないで〈ださい。キーボード内部にブラシの毛などの異 
物が入り、故障の原因となる場合があります。 






製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第7章お手入れ 


空冷用通風路 


本パソコンは、性能を維持するために放熱用のフアンを内蔵しています。放熱用フアンは、パソ 
コン本体の外側と内側の間に空気の流れを作ってパソコン本体内部を冷却しているため、ご利用 
の環境によってはパソコン本体内部に周囲のほこりを取り込んでしまうことがあります。このほ 
こりが徐々に蓄積していくと、本パソコンが本来の性能を発揮できなくなる場合があります。 

が重要 

► 感電のおそれがありますので、清掃前には必ずパソコン本体や周辺機器の電源を切り 、 AC 
アダプタを取り外して〈ださい。 

► 次のことにご注意ください。 

-洗剤は使巧しないでください。 

-清掃時に破損した場合、保証期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いについ 
ては、お分ご注意〈ださい。 

-ほこりを取り除〈ときは、プラスチック製のようじや歯間ブラシなどをお使いくださ 
し、。金属などの硬いものや、木製の巧れやすいものなどを使うと故障の原因になります。 
► パソコン本体内部は、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった 
静電気によって破壊される場合があります。 

パソコン本体内部のお手入れの前に、一度金属質のものに手をちもれて、静電気を放電して 
<ださい。 

P POINT 

► Windows 7または Windows Vista をお使いの場合には、「お手入れナビ」というソフトウェ 
アがインストールされていて、パソコン本体内部の温度や本パソコンの総利用時間を 
チェックし、お手入れの時期をお知らせします。 

「パソコンの 空冷用通風路にほこりが詰まっている可能性があります。」というメッセージ 
が表示されたときは、この後の手順にがって正しく清掃を巧い、ほこりを取り除いてくだ 
さし、。 

ブパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

ク液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

液晶デイスプレイを閑じる場合は、ものなどをはさまないようにして静かに閑じてください。 

3 ダストカバーを取り外します。 

イラストのように、ツメをパソコンの内側に向かって押しながら持ち上げ、ダストカ 
バーを取り外します。 
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ダストカバーと空;令用通風路を清掃します。 

ダストカバーと空7令用通風路のほこりを取り除いてください。 

空;令用通風路 



が重要 

► 金属部分を傷付けないように ミ 主意してください。 

ダストカバーを取り付けます。 

イラストのように、ダストカバーをツメのない側から差し込み、カチッと音がするまで 
しっかりはめ込みます。 



侈重要 

► ダストカバーを取り外したまま使巧しないで〈ださい。取り外したまま使用すると、故障 
の原因となることがあります。 
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2周辺機巧のお手入れ 


ここでは、カスタムメイドで選択した周辺機器のお手入れについて説明しています。 

マウス 


がを J USB マウスを選択した場合 


■ マウス表面の巧れ 

■マウスを お手入れするときは、パソコン本体から マウスを 取り外し、表面の巧れ を 柔らか 
いホでからおきしてください。 

■汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞っておき取っ 
てください。中性洗剤を使用しておいた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤をお 
き取ってください。 

が重要 

► 拭き取るときは、マウス内部に水が入らないようお分に注意してください。 

► シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでくださし、。 


■ USB マウス（ボール） 

USB マウスのボールがスムーズに 回転しないときは、 ボールを 取り外してクリ ーニング しま 
す。 ボールのクリーニング 方法は、次のとおりです。なお、 ボールの 形がはお使いの マウスに 
よって異なります。 

ブマウスの裏ブタを取り外します。 

マウスのを面にある裏ブタを、矢印の方向に回して取り外します。 



クボールを取り出して、水ミ先いします。 

ボールを水洗いした後は、ホ分に乾燥させてください。 
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3 マウスの内部をクリーニングします。 

マウスの 内部と裏ブタを、水に浸して固く絞った布でなきます。 
口 I 一 う' —は、綿棒でおきます。 



4 ボールと裏ブタを取り付けます。 

ボールとマウスの 内部を ホ 分に乾燥させたら、 ボールと 裏ブタを取り付けます。 





Memo 


第 8 章 


トラブ J レシューテイング 

おかしいなと思つたときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1トラブル発生時の基本操作. 
2よくあるトラブルと解決方法 
3それでも解決できないときは 


242 

247 

276 
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1トラブル発生時の基本操作 

_:_ . ~. M. - _ 


トラブルを解ホするにはいくつかのポイントがあります。トラブル発生時に対応し 
ていただきたい順番に記載しています。 


落ち着いて状況を確認する_ 

トラブルが発生したときは、落ち着いて、直前に行った操作や現在のコンピューターのが況を 
確認しましょう。 

■メッ七ージなどが表示されたらゾモしておく 

画面上にメッセージなどが表示されたら、メモしておいてください。マニュアルで該当する卜 
ラブルを検索する場合や、お問い合わせのときに役立ちます。 

■ 本パソコンや周进機器の電源を確認する 

電源が入らない、画面に何も表示されない、ネットワークに接続できない、などのトラブルが 
発生したら、まず本パソコンや周辺機器の電源が入っているか確認してください。 

• 電源ケーブルや周辺機器との接続ケーブルは正しいコネクタに接続されていますか？また 
ゆるんだりしていませんか？ 

• 電源コンセント自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 0 A タップを使用している場合、 OA タップ自体に問題はありませんか？ 

化の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 使用する装置の電源はすべて入っていますか？ 

ネットワーク接続ができなくなった場合は、ネットワークを構成ずる機器（サーバー本体 
やハブなど）の接続や電源も確認してください。 

• キーボードの上にものを載せていませんか？ 

キーが押され、本パソコンが正常に動作しないことがあります。 

この化、「起動•終了時のトラブル」（一 P .250) の「電源が入らない」、「画面に何も表示され 
ない」もあわせてご覧ください。 


な前 の状態に戻す _ 

周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールの直後にトラブルが発生した場合は、いっ 
たんな前のが態に戻してください。 

•周辺機器を取り付けた場合は、取り外します。 

• ソフトウェアをインストールした場合は、アンインストールします。 

その後、製品に添付されているマニュアル、「民 eadme . txt 」 などの補足説明書、インターネッ 
卜上の情報を確認し、取り付けやインストールに関して何か問題がなかったか確認してくださ 

い。 

発生したトラブルに該当する記述があれば、指示に従ってください。 
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■ 七ーフモードで起動する 

Windows を「前回正常起動時の構成」に戻しても起動しない場合、セーフモードで起動できる 
か確認してください。セーフモードは、 Windows が正常に起動できないとき、必要最低限の機 
能で起動するモードです。そのためトラブルの原因を突き止めるのに適しています。 

起動ホをはかのとおりです。 

ブ本パソコンの電源を入れます。 

ク 「 FUJITSU 」 ロゴが消えたら、 [ F 8] キーを巧します。 

「詳細ブ'—トオプション」または 「 Windows あ張オプションメニュ'~ J が表示されます。 
[ F 8] キーは軽く押しただけでは認識されない場合があります。しばらくの間押してく 
ださい。 

が重要 

► E 780 /A の場合 、 FUJITSU ロゴが表示された後に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME 
Setup 」 と表示されることがあります 。 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup 」 が消 
えた後に 【 F 8】 キーを押して〈ださい。 

3 次の操作を行います。 

参 Windows 7 /Windows Vista の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 管理ま権限をもったユーザーとしてログオンします。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力してログオンします。 
「 Windows ヘルプとサポート」ウィンドウが表示されます。 

参 Windows XP の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

「オペレーティングシステムの選択」が表示されます。 

2. お使いの Windows が選択されていることを確認し、 【 Enter 】 キーを押します。 

3. 管理を権限をもったユーザーとしてログオンします。 

「 Administrator パスワード」を設をしている場合は、パスワードを入力してログオ 
ンします。 

rWindows は七 ' —フモ ■ —ドで実行されています。」と表示されます。 

4. 「はい」をクリックします。 


■ Windows を「前回正常起動時の構成」に戻す 

問題が発生した周辺機器を取り外したり、ソフトウエアなどをアンインストールしたりしても 
Windows が起動しない場合は、次の手順で前回起動時の構成に戻してみてください。 

ブ本パソコンの電源を入れます。 

ク 「 FUJITSU 」 ロゴが消えたら、 [ F 8] キーを巧します。 

「詳細ブ'ートホプシ ヨン」 または 「 Windows 拡張オプ シヨンメニ ュ ■ — 」 が表示されます。 
【 F 8】 キーは輕く押しただけでは認識されない場合があります。しばらくの間押してく 
ださい。 
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が重要 

► E 780/ A の場合 、 FUJITSU □ゴが表示された後に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME 
Setup 」 と表示されることがあります 。 「Press < Ctrl - P > ね enter Intel ( R ) ME Setup 」 が消 
えた後に 【 F 8】 キーを押してください。 

3 「前回正常起動時の構成（詳細）」または「前回正常起動時の構成（正しく動作 
した最新の設定）」を選択し、 Enter 】 キーを巧します。 

画面の指示に従って操作します。 


トラブルシューティングで調べる 


「よくあるトラブルと解みホを」（一 P .247) は、よくあるトラブルの解み方法が記載されてい 
ます。発生したトラブルの解かホ法がないかご覧ください。 


インターネツトで調べる 


弊社の富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) では、本パ 
ソコンに関連したサポート情報やドライバーを提供しております。また、注意事項や補足情報 
を公開しています。解決方法がないかご覧ください。 


診断プログラムを使用する 


Windows が起動しなくなったときは、 BIOS の起動メニューから診断プログラムを使用するこ 
とで、コンピューターの障害箇所を診断できます。 

診昕後にエラーコードが表示された場合は、メモしておき、「富±通ハードウェア修理申目談七 
ンター」にお問い合わせのときにお知らせください。 

診断時間は通常5〜10分程まですが、診断するコンピューターの環境によっては長時間かかる 
場合があります。 

が重要 

► BIOS の設ををご購入時の状態に戻してください。 

診断ブログラムを使巧する前に、必ず、 BIOS をご購入時の状態に戻して〈ださし、。詳しく 
は、『取扱説明書』をご覧〈ださい。 

► 診断ブログラムを使用する前に周辺機器を取り外してください。 

USB メモリや外付けハードディスクなど、ハードディスクやリムーバブルディスクと認識 
される周辺機器は、診断を巧う前に取り外してください。 

ブ本パソコンの電源を一度切り、巧び電源を入れます。 

2 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 Enter 】 キーを押します。 

ポップアップメニューが表示されます。 
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P POINT 

► BIOS セットアップで「セキュリティ」メニューの「起動時のパスワード」を使巧する設定 
にした場合、パスワードを入力後（指紋を登録した場合は指紋認証後）、認証画面が消え 
た後、すぐに 【 Enter 】 キーを巧してください。 

► ポップアップメニューが表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作して 
<ださい。 

3 【 U キーを巧して、「診断プログラム」を選択し、 Enter 】 キーを押しまず。 

「診斬プログラムを実行しますか？」と表示されます。 

4 [ Y ] キーを 押しまず。 

ハードウェア診断が始まります。 

ハードウェア診断が終了したら、診斬結果が表示されます。診断結果が表示される前 
に、自動的にコンピューターが再起動する場合があります。 

5 次の操作を行います。 

• トラブルが検出されなかった場合 

Writer 】 キーを押してください。「富±通ハードウェア診断ツール」ウィンドウと「注 
意事項」ウィンドウが表示されます。 

手順6に進んでください。 

• トラブルが検出された場合 

画面に表示された内容をメモなどに控え、お問い合わせのときにお伝えください。そ 
の後、キーボードの 【 Y 】 キーを押してコンピューターの電源を切ってください。 

6 「注意事項」ウィンドウの内容を確認し、 「0 K 」 をクリックして閉じます。 

7 診断したいアイコンにチェックが入っていることを確認し、「実行」をクリッ 
クします。 

ハードウェア診断が始まります。 

P POINT 

► 「 レドウェア名]に[媒体]をセットしてください」などと表示された場合、「ドライ 
バーズディスクを作成する」や「リカバリデータディスクを作成する」 （一 『取扱説明書]]) 
で作成したディスクをセットして、「診断開さ台」をクリックしてくださし、。診断を取りやめ 
る場合は、「スキップ」をクリックして〈ださい。 

8 「診断結ま」ウィンドウに表示された内容を確認します。 

表示された内容に従って操作してください。ェラーコードが表示された場合には、メモ 
などに控え、お問い合わせのときにお伝えください。 

夕「診断結ま」ウィンドウで「閉じる」をクリックします。 

「富±通ハードウェア診断ツール」ウィンドウに戻ります。 

10 「終了」をクリックします。 

「終了」ウィンドウが表示されます。 

ブブ「はい」をクリックします。 

「システム回復オプション」ウィンドウが表示されます。 
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12 「システム回復オプション」ウインドウで「キャンセル」をクリックします。 

コンピューターを再起動するメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 
コンピューターが再起動して、診断プログラムが終了します。 


サポー トの 窓口に相談す る_ 

本章をご覧になり、トラブル解巧のための対処をした後も回復しない場合には、「それでも解 
みできないときは」 （^ P .276) をご覧になりサポートのを口に相談してください。 
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2よくあるトラブルと解み方法 


トラブルー覧 


■起動■終了時のトラブル 

• 「電源が入らなぃ J (^ P .250) 

• 「ビープ音が鳴った」（一 P .250) 

■「メッセージが表示された」（一 P .251) 

• 「画面に何も表不されなぃ」（一 P .251) 

•「 Windows が起動しなぃ」 （^ P .252) 

• 「ポインティングデバイスが使えなぃため、 Windows を終了できなぃ」 （^ P .253) 

•「 Windows が動かなくなってしまぃ、電源が切れなぃ」（一 P .253) 

■ Windows •ソフトウエア関連のトラブル 

•「 Windows にログオンできなぃ」 （^ P .254) 

• 「プログラムが動かなくなってしまった」 （^ P .254) 

• 「省電力機能が実行されなぃ」卜 P .255) 

• 「周辺機器の動作が不まちになった」卜 P .255) 

• 「「システムのプロパティ」ウインドウの「ハードウェア」タブの「デバイスマネージヤー」 

で、「不明なデバイス」がある」 （^ P .255) 

• 「ソフトウェアのインストールが正常に行われなぃ」（一 P .256) 

• 「画面右下の通知領域にソフトウェアのアイコンが表示されなぃ」 （^ P .256) 

■ ハードウエア関連のトラブル 

□ BIOS 

■「管理者用パスワードを忘れてしまった」 （^ P .257) 

• 「ユーザー用パスワードを忘れてしまった」 （^ P .257) 

• 「ハードディスクパスワードを忘れてしまった」（一 P .257) 

• 「エラーメッセージが表示された」 （^ P .257) 

•「 BIOS セットアップが起動しなくなった」い P .258) 

□ 内蔵 LAN 

■「ネットワークに接続できなぃ」（一 P .258) 

• 「ネットワークリソースに接続できなぃ」（一 P .259) 

•「1000 BASE - T を使用しているが、速度が遅い」（一 P .259) 


□ 内蔵モデム 

• 「通信ができない」（一 P .260) 
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□ハードディスク 

• レ、 ードディスクが使えない」 （^ P .260) 

• レ、 ードディスクからカリカリ音がする」 （^ P .260) 

• 「頻繁にフリーズするなど動作が不ををになる」 （^ P .%1) 


□デバイス 

•次の「機器が{ま用できない」（一 P .262) 

- USB 
- CD/DVD 

. フロッピーディスク 
- PC カード 

• ExpressCard 

• SD メモリーカード 
.メモリースティック 
-シリアル 

• ノ《ラレル 

□ CD/DVD 

• 「ディスクからデータの読み出しができない」（一 P .263) 

• 「ディスクが取り出せない」 （^ P .263) 

•「 WinDVD が起動しない」 （^ P .263) 

•「 DVD が再生されない、 DVD の再生が円滑に行われない」 （^ P .264) 

• 「外部デジタルディスプレイに再生画面が表示されない」 （^ P .%4) 

•「 DVD の再生音が小さい」 （^ P .265) 

• 「ディスクへの書き込み速度が遅い」 （^ P .265) 

•「 DVD - RAM ディスクにデータが書き込めない （Windows XP の場合)」（一 M 65) 

□ PC 力ード 


•「 PC カードが使えない」（一 P .265) 


□ E 冲 ress 力ード 

•「 ExpressCard が{まえない」 （^ P .266) 

□ スマー ト カー ド 

• 「スマートカードが使えない」 （^ M 66) 

• 「エラーメッセージが表示された」 （^ P .%6) 

□バッテリ 

• 「が態表示 LED のバッテリ残量ランプがホ色に短い間隔で点滅している」 （^ P .267) 
• 「が態表示 LED のバッテリ充電ランプがオレンジ色に点滅している」 （^ P .267) 

• レ 《ッテリが充電されない」 （^ P .267) 


□ディスプレイ 


• 「画面に何も表不されない」（一 P .268) 

• 「ディスプレイの表示が見にくい」 （^ P .%8) 
• 「液晶ディスプレイが閉まらない」 （^ P .269) 
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• 「表示が乱れる」（一 > P .269) 

□サウンド 

• 「スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる」（一 P .269) 

■「マイクからうまく録音ができない」（一 P .270) 

□キーボード 

• 「押したキーと違う文字が入力される」（一 P .270) 

• 「キーボード上に水や液体をこぼしてしまった」（一 P .271) 

□ポインティングデバイス 

• 「マウスポインターが動かない」 （^ P .271) 

• 「マウスポインターが正しく動作しない」（一 P .271) 

• 「ポインティングデバイスが巧えないため、 Windows を終了できない」（一 P .272) 

□ USB 


•「 USB デバイスが巧えない」（一 P .272) 

■ 「 USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャー」で確認すると「!」が表示される」（一 P .272) 
• 「電源オフ USB 充電機能が使えない」（一 P .273) 

□プリンター 


• 「プリンターを使用できない」（一 P .274) 


□ パソコン本体のお手入れ 

• 「レくソコンの空冷用通風路にほこりが詰まっている可能性があります。」というメッセージ 
が表示された （Windows 7 /Windows Vista の場合)」 （^ P .274) 

• r レくソコンの空冷用ファンが正しく動作していません。」というメッセージが表示された 
(Windows 7 /Windows Vista の場合）」 P '274) 

□その他 


• 「「ジー」「キーン」という音がする」（一 P .275) 

• 「使用中の製品に関する最新情報を知りたい」（一 P .275) 
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起動•終了時のトラブル 


Q 電源が入らない 


• AC アダプタは接続されていますか？ 

ご購入後最初にお使いになるときなど、バッテリが充電されていない場合は、 AC アダプタ 
を接続してください。 

• バッテリは充電されていますか？（バッテリ運用時） 

バッテリ残量ランプで、バッテリの残量を確認してください。 

確認方法にっいては、「取り抜い」ーレ《ッテリの残量や消耗が態を確認する」（一 P.65) を 
ご覧ください。 

バッテリがホ電されていない場合は、 AC アダプタを接続してお使いください。 

• 電源スイッチのある 0 A タップをお使いの場合、 OA タップの電源は入っていますか？ 

• 長期間未使用状態ではありませんでしたか？ 

長期間お使 V 、にならなかった後でお使 V 、になるときは、 AC アダプタを接続してから電源を 
入れてください。 

■ AC アダプタと内蔵バッテリパックをいったん取り外してください。 

AC アダプタと内蔵バッテリパックをいったん取り外して 2 〜 3 分放置後、再び取り付ける 
と問題が解みすることがあります。 


Q ビープ音が鳴った 


■電源を入れた後の自己診断 ( POST ) 時に、ビープ音が鳴る場合があります。 

ビープ音が鳴る原因と巧処方まは、次のとおりです。 

.ビープ 音による エラー 通知は、 「ピッ」「ピッピッ」「ピッピッピッ」 のように、 1 回また 
は連続した ビープを の組み合わせにより行われます。ここでは、 ビープを の回数の組み 
合わせを、 「 1-2-2-3 」 のように表記しています。 

-表の組み合わせな外の鳴りホをした場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、ま 
干こは ご購入元にご連絡ください。 

.メモリテス トエラーの 場合、画面には何も表示されません。 


ビープ音の回数 

原因と巧化方法 


メモリのテストエラーです。 

1-3-3-1 

メモリが正しく取り付けられていないか、本パソコンでサポートし 

1-3-3-2 

ていないメモリを取り付けている可能性があります。 

1-3-4-1 

メモリを正しく取り付けてあるか確認してください。正しく取り付 

1-3-4-3 

けてもビープ音が鳴る場合は、「富±通ハードウエア修 a 相談セン 

1-4-1-1 

ター」、またはご購入元に連絡してください。市販のメモリを増設 


している場合は、製造元-販売元に確認してください。 

















製品ガイド 
2よ〈あるトラブルと解決方法 


Q メッ七ージが表示された 


■電源を入れわ後の自己診断 ( POST ) 時に、画面にメッセージが表示される場合がありま 
す。メッセージ内容と意味については、 「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧」（一 
P .221) をご覧ください。 


Q 面面に何も表示されない 


• 電源ランプは点なしていますか？ 

-点灯している場合 

[Fn] + [F6] キーまたは 【Fn】 + [F7] キーを押して明るさを調節してください。 

-点滅または消げしている場合 

電源ボタンを押して動作状態にしてください。また、バッテリ運用時は、バッテリがホ 
電されているか確認してください。充電されていないときには、 AC アダプタを接続して 
ホ電してください。 

AC アダプタをお使いになっている場合は、 コンセント、 および パソコン 本体に正しく接 
続されているか確認してください。 

• 外部ディスプレイ出力に設定されていませんか？ 

外部デ ィス プレイだけに表示する設定になっていると、液晶デ ィス プレイには表示されま 
せん。 

「取り极 い」一 「表示するディスプレイを切り替える」（一 P.103) をご覧になり、設定を液 
晶ディスプレイ表示に切り替えてください。 

• 外部ディスプレイを使用している場合、巧の項目を確認してください。 

. パソコン本体の電源を入れる前に、外部ディスプレイの電源を入れていますか？ 

. 必ずパソコン本体の電源を入れる前にデ ィス プレイの電源を入れてください。 

パソコ ン本体の電源を入れた後にディスプレイの電源を入れると、画面が表示されない 
ことがあります。そのような場合は、いったん電源を切ってから入れ直してください。 

. 七ットアップ前に、外部ディスプレイを接続していませんか？ 

必ず Windows のセットアップが終了した後に接続してください。 

. 「取り极い」一「表示するディスプレイを切り替える」（一 P.103)、 または「取りない」一 
「マルチ モニター機能」 （一 P.106) をご覧になり、設をを確認してください。 

-解像度や走査周波数は、外部ディスプレイにあった設定になっていますか？ 

そのまま15秒くらい待っても、液晶ディスプレイ表示に戻らない場合は、本パソコンを 
強制終了してください。 

その後、外部ディスプレイのケーブルを外してから電源を入れると、液晶ディスプレイ 
に表示されます。 

「取りない」一「外部ディスプレイの走査周波数」（一 P.108) をご覧になり、お{吏いにな 
る外部ディスプレイに合わせた設を値にを更してください。その後、「取り极 い」一 「表 
示するディスプレイを切り替える」（一 P.103) をご覧になり、設をを外部ディスプレイ表 
示に切り替えてください。 
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第8章トラブルシユーテイング 


〇 Windows が起動しない 


• 周迈機器を取り付けませんでしたか？ 

いったん周辺機器を取り外し、 Windows が起動するか確認してください（一 P .242)。 

もし起動するようであれば、周辺機器の取り付け方法が正しいか、もう一度確認してくだ 
さい。 

• セーフモー ドで起動できますか？ 

いったんセーフモードで起動し （^ P .243) 、問題を解み（ドライバーの再インストールな 
ど）してください。 

■ Windows 7 /Windows Vista 起動時に「スタートアップ修復」ウィンドウが表示された場合 
は、 Windows が起動するまでそのままお待ちください。 

Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に「スタートアップ修復」ウィンドウ 
が麦示され、 Windows の修復が行われることがあります。修復後は自動的に再起動されます。 

■ Windows 起動時にセーフモードになり「キーボードの選択」画面が表示された場合は、そ 
のままセーフモードで起動してください。 

Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に自動的に七ーフモードになり、「キー 
ボードの選択」画面が表示されることがあります。この場合、そのままセーフモードで起 
動し、起動が完了したら本パソコンを再起動してください。 

• 診断プログラムでコンピユーターの診断をしてください（一 P .244)。 

診断結果をメモして、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡 
ください。 

■ CLEARSURE 対応 モデルな 外の A 540/ A で、 スマート カードの作がや 、 BIOS ロック 用パス 
ワードを設定せずに BIOS セッ ト アップを次のように設定しましたか？ 

スマートカードの作成や 、 BIOS ロック用パスワードを設をせずに BIOS 七ットアップを次 
のように設定すると、 Windows の起動ができなくなります。 

- 「セキュリティ」メニュ ーー 、 「スマートカードによるロック」を「使用する」に設定する。 
Windows が正常に起動できなくなった場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」ま 
たは、ご購入元にお問い合わせください。 

• 巧の認証デバイスのドライバーをアンインストールしましたか？ 

-指紋センサー 
• FeliCa ポ'—卜 

. スマー ト カー ドスロット 
• スマー ト カー ド ホルダー 
• セキュリティチップ 

認証デバイスを巧用して Windows にログオンしている場合、その認証デバイスのドライバー 
をアンインストールすると Windows が正常に起動できなくなります。 

認証デバイスのドライバーをアンインストールする場合は、 rsMARTACCESS / BasicJ をア 
ンインストールした後で行うようにしてください。 

アンインストール方法については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバ 
イスをお使いになるホへ)』をご覧ください。 

Windows が正常に起動できなくなった場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」ま 
たは、ご購入元にお問い合わせください。 








製品ガイド 
2よ〈あるトラブルと解決方法 


Q ポインティングデバイスが使えないため、 Windows を終了で 
— ^ きない 

• キーボードを使って Windows を終了させることができます。 

• Windows 7の場合 

1. 【 Windows 】 キーまたは 【 Ctrl 】 + [ Esc ] キーを押します。 

「スタート」メニューが表示されます。 

2. 【了】キーまたは【丄】キーを押して「シャットダウン」を選択し、 【 Enter 】 キーを 
押して決定を行うことで Windows の終了操作を行います。 

• Windows Vista の場合 

1. 【 Windows 】 キーまたは 【 Ctrl 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'ート」 メニュ ーが表示されます。 

2. 【了】キーまたは【丄】キーを押しての ■! を選択し、「シャットダ 
ウン」を選び 【 Enter 】 キーを押して決定を行うことで Windows の終了操作を行います。 

• Windows XP の場合 

1. 【 Windows 】 キーまたは 【 Ctrl 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'ート」 メこュ ーが表示されます。 

2. 【了】キーまたは【丄】キーを押して「終了オプション」を選択し、 【 Enter 】 キーを押 
して決定を行うことで Windows の終了操作を行います。 

ポインティングデバイスが故障している場合は、「富±通ハードウエア修理相談センター」、 
またはご購入元に連絡してください。 


Q Windows が動かなくなってしまい、電源が切れない 


• 次の手順で Windows を終了させてください。 

が重要 

► 強制終了した場合、プログラムでの作業内容を保存することはできません。 

► 強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお割めします（一 P .261)。 

し [ Ctrl ] + [ Alt ] + 【 Delete 】 キーを押します。 

2. Windows を終了 します。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

表示された画面の右下にある「シャットダウン」をクリックします。 

• Windows XP で 「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」メニュ ■ 一一>「コンピュータの電源を切る」の順にクリックします。 

• Windows XP で 「 Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」をクリックし、 「 Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示され 
たら、「シャットダウン」を選択して 「 OK 」 をクリックします。 

この操作で強制終了できないときは、電源ボタンを4秒が上押して電源を切り、10秒«上 
待つてから電源を入れてください。 













製品ガイド 

第8章トラブルシユーテイング 


Windows • ソフトウェア関連のトラブル 


ここでは、 Windows 、 ソフトウェアに関連するトラブルを説明しています。トラブルにあわせ 
てご覧ください。 


Q Windows に□グオンできない 


• セキュリティチップを使用し、 「 SMARTACCESS 旧 asic 」 による機器監査機能を使用してい 
る場合、ハードウエアの構がをを更すると、 Windows にログオンできなくなります。この 
場合、ハードウ X アの構ホを登録したときの設定に戻すか、機器構ホを登録し直す必要が 
あります。 

機器監査機能については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお 
{ちいになるホへ)』をご覧ください。 

• セキュリティチップを使用して Windows にログオンしている場合、 BIOS セットアップの設 
定を次のようにすると、 Windows にログオンできなくなります。この場合、 BIOS セット 
アップの設定を「使用する」に設定し直してください。 

• 「セキュリティ J 夕こェ’ - > 「TPM (セキュリティチップ）設定」または「セキュリティ 

チップ設を」一「セキュリティチップ」を「使用しない J に設をする。 

■認証デバイスを忘れたリ、紛失したり、破損したりして、 Windows にログオンできないと 
きは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ ） J 
をご覧ください。 


Q プ□グラムが動かなくなってしまった 


• 次の手順でプログラムを終了させてください。 

1. 【 Ctrl 】 + 【 Shift 】 + [ Esc ] キーを押します。 

r Windows タスクマネ^ージャー」ウインドウが表示されます。 

2. 「アプリケーション」タブをクリックします。 

3. 動かなくなったプログラムを選択し、「タスクの終了」をクリックします。 

プログラムが強制終了されます。 

「 Windows タスクマネージャー」ウインドウの右上にある「閉じる」をクリックして、 
ウインドウを閉じます。 

P POINT 

► プログラムを強制終了した場合、プログラムでの作業内容を保をすることはできません。 

► プログラムを強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお割めしますい P .261)。 














製品ガイド 
2よ〈あるトラブルと解決方法 


Q 省電力機能が実行されない 


• 電源オプションの設定を確認してくださぃ。 

省電力機能につぃて、詳しくは「取り扱ぃ」一「スリープ/休止が態 （Windows 7 /Windows 
Vista の場合）」い P . 口 3)、または「取りなぃ」一「スタンバイ/休止が態 （Windows XP の 
場合） J (一 P .130) をご覧ください。 


Q 周辺機器の動作が不安定になった 


• なんらかの理由でドライバーが削除されているか破損している場合があります。 

「ソフトウェア」一「インストール」 （^ P .190) をご覧になり、ドライバーを再インストー 
ルしてください。 


Q 「システムのプ□パティ」ウィンドウの「ハードウエア」タブ 
— 、の 「デバイスマネージヤー」で、「不明なデバイス」がある 


• rindicatorUtilityj で巧用される rFUJ 02 B 1 デバイスドライバー」がインス!ルされてい 
ない可能性があります。「デバイスマネージャー」の「システムデバイス」に rFujitsu 
FUJ 02 B 1 DeviceDriverj が表示されているかどうかを確認してください。 


表示されていない場合は、 「 FUJ 02 B 1 デバイスドライバー」をインストールしてください。 
インストール方法は、「トラブル解かナビ&ドライバーズディスク」をセットし、「ドライ 
バーズディスク検索ツール」 （^ P .190) の「ソフトウェア」から rindicatorUtilityj を選択 
します。 

• Windows 7の場合 

表示されたフォルダー内の 「 Win 7-32」 フォルダーー> 「 FUJ 02 Bl . txt 」 をご覧ください。 

• Windows Vista の場合 

表示されたフォルダー内の 「 WinVis は-32」フォルダーー> 「 FUJ 02 Bl . txt 」 をご覧ください。 

• Windows XP の場合 


表示されたフォルダー内の 「 FUJ 02 Bl . txt 」 をご覧ください。 

• 「富±通拡張機能ユーティリティ」で使用される 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバー」がインス 


トールされてぃなぃ可能性があります。「デバイスマネージャー」の「システムデバイス」 
に r Fujitsu FUJ 02 E 3 DeviceDriverj が表示されてぃるかどうかを確認してくださぃ。 

表示されてぃなぃ場合は、 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバー」をインストールしてくださぃ。 
インストール方法は次のとおりです。 

「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」をセットし、「ドライバーズディスク検索ツー 
ル」い P .190) の「ソフトウェア」から「富±通あ張機能ユーティリティ」を選択します。 

• Windows 7の場合 


表示されたフォルダー内の 「 Win 7-32」 フォルダーー> 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧ください。 
Windows Vista の場合 


表示されたフォルダー内の 「 WinVis ね-32」フォルダーー> 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧ください。 
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第8章トラブルシューテイング 


Windows XP の場合 

表示されたフォルダー内の 「 WinXP -32」 フォルダ'一一> 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧ください。 


Q ソフトウェアのインスト ーJ レ;が正常に行われない 


• ウイルス検索ソフトを起動している場合、その影響が考えられます。 

ウイルス検索ソフトを終了させ、ソフトウエアのインストールができるか試してくださし、。 

ウイルス検索ソフトを終了させてもインストールが正常に行われないときは、各ソフト 
ウェアのサポートを口にお問い合わせください。 


Q 面面右下の通な領域にソフトウェアのアイコンが表示されな 

— * ぃ 

• Windows を起動した後、通知領域に表示されるはずのソフトウェアのアイコンが表示され 
なぃことがあります。 

通ち日領域にアイコンが表示されなかったソフトウェアをお使ぃになる場合は、次のぃずれ 
かのちまを実行してくださぃ。 

.「スタート」ボタン^「すべてのプログラム」の順にクリックし、表示される メニュー か 
らソフトウェアを選択する 
•次の手順で、 Windows を再起動する 

• Windows 7の場合 

「スタート」ボタン^ I ~ .い I の网 一 「再起動」の順にクリックする 

• Windows Vista の場合 

「スタート」ボタン^ の！！^「再起動」の順にクリックする 

• Windows XP の場合 

「スタート」ボタン^「終了オプション」^「再起動」の順にクリックする 

P POINT 

► Windows を超動した後、ほ知領域にアイコンが表示されなかった場合、ソフトウェアに 
よっては起動できなかったことを通知するメッセージが表示されることがあります。 
この場合、メッセージに従って、 Windows を再起動して〈ださぃ。 















s 品ガイド 
2よ<あるトラブルと解み方法 


八ードウエア関連のトラブル 


■ BIOS 


Q 管理者用パスワードを忘れてしまった 


• 管理を用パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管理者権限で起動することができな 
くなリ、項目の変更やパスワード解除ができな〈なります。この場合は、修理が必要とな 
りますので「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡〈ださい。 

なお、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 


Q ユーザー用パスワードをちれてしまった 


•ユーザー用パスワードを忘れた場合は、修理の必要はあ y ません。パソコンの管理者に管 
理を用パスワードをいったん削除してもらった後、管理者用パスワード、ユーザー用パス 
ワードの順にパスワードを設定し直してください。 

パスワードの設定方法については、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を使う」（一 P .214) 
をご覧ください。 


Q ハードデイスクパスワードを忘れてしまった 


■ハードディスクパスワードを忘れると、ハードディスクが巧えなくなったり、ハードディ 
スクのセキュリティ機能を解除できなくなったりします。 

「BIOSJ _レくスワードを忘れてしまったら」（一 P .218) をご覧ください。 


Q エラーメッ七ージが表示された 


• パソコン本体起動時に、画面にエラーメッセージが表示される場合があります。 

エラーメッセージの内容と意ホについては、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS が表示するメッセージー覧」 
(一 P .221) をご覧ください。 
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第8章トラブルシユーテイング 


Q BIOS 七ットアップが起動しなくなった 


巧を スマートカードホルダー添付の A 540 /A 

• CLEARSURE 対応モデルな外で、スマートカードの作成や 、 BIOS ロック用パスワードを設 
ませずに BIOS セットアップを次のように設ますると、 BIOS セットアップの起動ができな 
くなります。この場合は、修理が必要となりますので、ご購入元にご連絡ください。 

-「セキュリティ」メニューー>「スマートカードによるロック」を「使用する」に設定する。 

■ 内蔵 LAN 


Q ネットワークに接続できない 


• ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？ 

パソコン 本体との接続、ハブとの接続を確認してください。 

• ネットワークケーブルに関して、次の項目を確認してください。 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

• 使用するネットワ ■ ~ク環境に合ったケ'—ブルをお使いください。 

• 無線 LAN 設定が正しく設定されていますか？ 

無線 LAN と有線 LAN で、同じ設をにはできません。 

必要に応じて、再を設定などを確認してください。詳しくは、「取り极い」一「無線 LAN 」 
(一 P .121) をご覧ください。 

• LAN ドライバーは正しくインス I ルされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウエア」一「インストール J (^ P .190) をご覧になり、再インストー 
ルしてください。 

• TCP / IP プロトコルをお使いの場合は、コマンドプロンプトで次のように入力し 、 「Reply 
from 〜」という応答が表示されるか確認してください。 

ping nnn . nnn . nnn . nnn 

( nnn には通信巧手の IP アドレスを入力します） 

• ハブに関して、次の項目を確認してください。 

-電源は入っていますか？ 

. ACT / LNK ランプは点げしていますか？ 

- Speed ( 1 OOOMbps /1 OOMbps /1 OMbps / Auto ) , Duplex ( Full / Half / Auto ) の設をは、 パソコン 
側の設定と合っていますか？ 

• 画面ち下の通知領域に LAN の接続状況が表示されますので、確認してください。 

•省電力状態（スリープ、スタンバイ、休止状態）にしませんでしたか？ 

LAN 機能を使ってネットワークに接続中は、省電力が態（スリープ、スタンバイ、休止が 
態）にしないことをお勧めします。お{まいの環境によっては、ネットワ'—クへの接続が正 
常に行われない場合があります。設をホ法については、「取りない」一「スリープ/休止が 
態 （Windows 7 /Windows Vista の場合）」（一 P .123)、 または「取りない」一「スタンバイ/休 
止が態 （Windows XP の場合）」卜 P .130) をご覧ください。 














製品ガイド 
2よ〈あるトラブルと解決方法 


Q ネットワークリソースに接続できない 


■を種サーバーに接続できない場合は、ネットワーク管理をに原因を確認してくピさい。一 
般的に、次の点を確認します。 

• お使いのネットワ'—クに適したコンポ ■ —ネント（クライアント/サ'—ビス/プロトコル） 
をインストールしていますか？ 

• 名■コンポ ■ —ネントの設をは、正しいですか？ 

. サーバーに アクセスするための ユーザー タやパスワードは正しいですか？ 

. サーバーにアクセス する権限をみえられています か？ 

. サーバーが なんらかの巧由で停止していません か？ 


Q 1000 BASE-T を使用しているが、速度が遅い 


• LAN デバイスで速度は正しく設定されていますか？ 

• お使いのネットワークケーブルやハブは1000 BASE - T に対応していますか？ 

• 通信相手の機器は1000 BASE - T に対応にしていますか？ 

• ネットワーク機器の電源をオンにしてから本パソコンの電源を入れてください。また、本 
パソコンをご使用中に LAN ケーブルを巧いたり、ネットワーク機器の電源をオフにしたり 
しないでください。 

ネットワーク機器との接続ができなくなったり、通信速度がおかしくなったりする場合が 
あります。 

例： IGbps で通信していたのに 10 Mbps の速度になる 

ネットワーク機器との接続ができない場合は、ネットワーク機器の電源が入っていること、 
および LAN ケーブルで本パソコンとネットワーク機器が接続されていることを確認後、パ 
ソコン本体を再起動してください。 
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第8章トラブルシユーテイング 


■ 内蔵モデム 


Q 通信ができない 


がを I 内蔵モデム搭載機種 

• モジュラーケーブルは正しく接続されていますか？ 

パソコ ン本体との接続、電話回線の接続を確認してください。 

• モジュラーケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

• 内蔵モデムに関して、次の項目を確認してください。 

. モデムドライバーは正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「インストール J (一 P .190) をご覧になり、再インス 
トールしてください。 

•外線発信番号、回線種類（トーン、パルス）などの設をは正しいですか？ 

■ハードディスク 


Q ハードディスクが使えない 


• エラーメッセージは出ていませんか？ 

「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧」 （^ P .221) をご覧ください。 


Q ハードディスクからカリカリ音がする 


• 巧のような場合に、ハードディスクからカリカリという音がすることがあります。 

• Windows を終了した直後 

•省電力が態（スリープ、スタンバイ、休止状態）にした直後 

. パソコンの操作を一時中断した場合レ、ードディスクアクセスが数砂間なかった場合） 

-中断した状態から再まコンピューターを操作させた場合 

-コンピューターを操作しない場合でも、常駐しているソフトウェアなどが動作した場合 
レ、ードディスクアクセスされた場合） 

これらはハードディスクの特性です。古女障ではありませんので、そのままお使いください。 



















製品ガイド 
2よ〈あるトラブルと解決方法 


Q 頻繁にフリーズするなど動作が不安定になる 


• 次の手順でハードディスクをチェックしてください。 

し実行中のプログラムをすべて終了します。 

2. 「スタート」 ボタン^ 「コンピューター」 または 「マイコンピュータ」の 順に クリック 
します。 

3. プログラムをインストールしてあるディスクを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

4. 「ツール」 タブをクリックし、 「ェラー チェック」の「チェックする」をクリックします。 
「ューザー アカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」を 
クリックします。 

5. 必要に応じて「チェックディスクのオプション」内の項目にチェックを付けて、「開始」 
をクリックします。 

チェック後は、内容を確認し、「閉じる」または 「0 K 」 をクリックしてすべてのウィンド 
ウを閉じます。 

修復してもトラブルが頻繁に発生する場合は、リカバリを実行してください『取极説 
明書』)。 

「チェックディスクのオプション」内の項目については、次をご覧ください。 

-「ファイルシステムェラーを自動的に修復する」にチェックを付けて C ドライブを検査す 
る場合 

「次回コンピューター起動時にハードディスクのェラーを検査しますか？」または「次回 
のコンピュータの再起動後に、このディスクの検査を実行しますか？」と表示されます。 
「ディスク検査のスケジュール」または「はい」をクリックすると、次回 Windows 起動時 
にェラーの チェック が行われます。 

-上記な外の項目にチェックを付けた場合 
ディスクのチェックが開始されます。 

終 T すると、検査結果のメッセージが表示されます。 

• C ドラィブの空き容量が充分か確認してください。 

Windows のシステムファイルが格納されている C ドライブの空きを量が少ないと 、 Windows 
の動作が不ま定になることがあります。 

C ドライブの空き容量が少ない場合は、空き容量を増やしてください。 

空き容量を増やすには次のようなホ法があります。 

-ごみ箱を空にする 

ファイルを削除しても「ごみ箱」に移動されるだけなので、ハードディスクの中にはデー 
夕が残っています。 

「ごみ箱」を空にしてください。 

-不要なファイルを削除する 

自分で作成したファイルのうち、不要になったファイルを削除します。 

ファイルのサイズや最後に更新した日付などを確認しながら削除してください。 

自分で作ったファイルな外は、削除しないことをお勧めします。内容がよくわからない 
ファイルをむやみに削除してしまうと、化のソフトウェアが影響を受け、正しく動作し 
なくなる場合があります。 
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第8章トラブルシューテイング 


. 不要なソフトウェアを削除する 
普段使用していないソフトウェアがある場合は削除します。 

-「ディスクのクリーンアップ」をする 

インターネットからダウンロー ドしたプロダラムファイル、テンポラリインターネット 
ファイル、削除して「ごみ箱」に移動したファイル、一時ファイル、カタログファイル 
など、たまった使用済みファイルの容量を確認し、不要なものを選択して削除できます。 
し 実行中のプロダラムをすべて終了します。 

2. 「スタート」ボタンー「コンピューター」 または 「マイコンピュータ」の 順に クリッ 
ク します。 

3. 「ローカル ディスク （ C :)」 を右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

4. 「全般」タブをクリックし、「ディスクのクリーンアップ」をクリックします。 
「ディスククリーンアップのオプション」ウィンドウが表示された場合は、クリーン 
アップを行うファイルをクリックします。 

「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」 
をクリックします。 

5. 「削除するファイル」内の項目にチェックを付けて、 「 OK 」 をクリックします。 

6. 「ファイルの削除」をクリックします。 

■ デバイス 


Q 機器が使用できない 


• rPortshutterj のポート設定は、ち効になっていますか？ 

次の機器を搭載した機種で、次の機器が使用できない場合は、 システム 管 a をに 
「 Portshutterj のポート設定が有効になっているか確認してください。 

情報漏えいや不正プログラムの導入を防ぐために、 「 Polish 山 ter 」 を使用して接続ポートを 
無効に設をしている場合があります。 

- USB 
- CD/DVD 

.フロッピ ■ —デイスク 
- PC カード 

• txpressCard 

• SD メモリーカード 

• メモリースティック 
-シリアル 

• パラレル 








製品ガイド 
2よ<あるトラブルと解み方法 


■ CD/DVD 


Q ディスクからデータの読み出しができない 


• ディスクが正しくセットされていますか？ 

ディスクの表裏を間違えないよう、正しくセットしてください。詳しくは、「取りあい」一 
「ディスクをセットする、取り出す」（一 P .56) をご覧ください。 

• ディスクが巧れていたり、水滴が付いたりしていませんか？ 

巧れたり水滴が付いたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かって巧いた後、 
乾いたホで巧き取ってください。 

• ディスクが傷付いていたり、極端に反っていたりしませんか？ 

ディスクを交換してください。 

• 規格外のディスクを使用していませんか？ 

規格にあったディスクをお使いください。詳しくは、「取りあい」一「使用できるディスク」 
(一 P .53) をご覧ください。 

• ドライブはパソコン本体にしっかり装着されていますか？ 

しっかり装着し直してください。 


Q ディスクが取り出せない 


■パソコン 本体は動作状態になっていますか？ 

本パソコンの内蔵 CD / DVD ドライブは電子ロックのため、パソコン本体が動作状態の場合 
のみディスクの七ット/取り出しが可能です。 

なお、なんらかの原因でトレーが出ない場合は、「取り极い」一「ディスクが取り出せなく 
なったら」 （^ P .58) をご覧ください。 


Q WinDVD が起動しない 


• ホ販されているウイルス巧策ソフトを起動していませんか？ 

ボ販されているウイルス巧策ソフトと 「 WinDVD 」 を同時に起動することはできません。ウ 
イルス巧策ソフトを終了してから、 「 WinDVDJ を起動してください。なお、本パソコンに 
添付の 「Norton Anti Virus j は問題ありません。 

• 自動検索機能付のウイルス対策ソフト（巿販）をインストールしていませんか？ 

自動検索機能付のウイルス対策ソフトをインストールしていると、 「 WinDVD 」 を起動する 
ことはできません。 

ウイルス対策ソフトをアンインストールしてから 「 WinDVD 」 を起動してください。なお、 
本パソコンに添付の 「 NortonAntivirus 」 は問題ありません。 
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Q DVD が再生されない、 DVD の再生が円滑に行われない 


• 管理を権限をもったユーザーとしてログオンしてからインストールしましたか？ 

いったんアンインストールしてから管 a 者権限をもったユーザーとしてログオンし直し、 
巧インストールしてください。 

インストールホ法およびアンインストールホ法については、「ソフトウェア」一「インス 
卜ール」 P . 190)をご覧ください。 

• Wave 音源の再生、まわは AVI ファイルなどの映像再生をしていませんか？ 

Wave 音源または AVI ファイルなどの映像と同時再生はできません。 

• 電源オプションを確認し、ハードディスクの電源が切れないように設定してください。 

ただし、この設をでは電力の消費量が多くなりますので、ご注意ください。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

「取りあい」一「スリープ/休止状態の設定を変更する」（一 P .128) をご覧になり、「プラ 
ン設定の編集」ウィンドウを表示します。 

「詳細な電源設をの'変更」をクリックし、「電源オプション」ウィンドウを表示します。 
「詳細設定」タブのレ、ードディスク」で「次の時間が経過後ハードディスクの電源を切 
る」を「なし」にしてください。 

• Windows XP の場合 

「取り扱い」一「スタンバイ/休止状態の設定をを更する」 （^ P .134) をご覧になり、「電 
源オプションのプロパティ」ウィンドウを表示します。 

「電源設定」タブで、を更したい電源設をのレ、ードディスクの電源を切る」を「なし」 
にしてください。 


Q 外部デジタルディスプレイに再生面面が表示されない 


巧を， P 750 /A (ポートリプリケータ接続時) 


• HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) に対応していないデジタルディスプレ 
イをポートリプリケータの外部ディスプレイコネクタ（デジタル）に接続して使用してい 
ませんか？ 

HDCP に対応していないディスプレイには、著作権保護のされた映像を再生できません。 
HDCP に対応したデジタルディスプレイをお使 V 、ください。またはアナログディスプレイを 
お使いください。 

また、 DVD の再生には HDCP に対応した 「 WinDVD 」 をお使いください。スーパーマルチ 
ドライブ搭載機種に添付される 「 WinDVDJ は HDCP に巧応しています。 

なお、 「 WinDVD 」 での再生時は、パソコン本体の液晶ディスプレイと外部ディスプレイに 
同時に表示することはできません。 
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Q DVD の再生音が小さい 


• パソコン本体のボリュームの設定は正しいですか？ 

DVD ディスクによっては音のレベルが小さく録音されているものがあります。「取りない」 
—「音量 （Windows 7 /Windows Vista の場合）」い P .110) 、または「取りあぃ」一「音量 
(Windows XP の場合)」卜 P .115) をご覧になり、音量を調節してください。 


Q ディスクへの書き这み速度が遅い 


• ウイルス対策ソフトなどを常駐させていませんか？ 

ウイルス巧策ソフトなどを常駐し、ファイルアクセスの監視をしている状態でディスクに 
書き込むと、書き込み速まが低下する場合があります。 


Q DVD-RAM ディスクにデータが書き込めない （Windows XP の 
3 場合） 

• FAT 32 お式でフォーマットされていますか？ 

UDF お式で フォーマット されたディスクは 、 Windows XP では書き込めません。 FAT 32 お式 
で フォーマット されたデイスク を お使レ、ください。 


■ PC 力ード 


Q PC 力ードが使えない 


がを I PC 力ードスロツト 搭載機種 

• PC 力ードスロツトに正しくセツトされていますか？ 

PC カードが正しく七ツトされているか確認してください。 

• PC 力ードのドライバーはインス I ルされていますか？ 

Windows にあらかじめ登録されていない PC カードの場合は、 PC カードに添付されているド 
ライノ—(名' OS に対応したもの）をインスト ' —ルする必要があります。 PC 力 I —ドにお付さ 
れているマニュアルをご覧ください。 

• rPortshutterj のポート設定は、ち効になっていますか？（一 P .%2) 
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■ ExpressCard 


Q ExpressCard が使えない 


がを」 ExpressCard スロット搭載機種 

• ExpressCard スロットに正しくセットされています力、？ 

ExpressCard が正しくセットされているか確認してください。 

• ExpressCard のドライバーはインストールされていますか？ 

Windows にあらかじめ登録されていない ExpressCard の場合は、 ExpressCard に添付されてい 
るドライバー（各 OS に対応したもの）をインストールする必要があります。 ExpressCard に 
添付されているマニュアルをご覧ください。 

•「 Portshutter 」 で 「 USB 」 のポート設定は、有さ力になっていますか？（一 P .262) 

■ スマー ト カー ド 


Q スマートカードが使えない 


スマートカードスロット搭載機種、スマートカードホルダー添付機種、 
スマートカードリーダー/ライター添付機種 


• スマートカードが正しくセットされていますか？ 

スマートカードは、専用のスマートカードスロット、スマートカードホルダー、またはス 
マートカードリーダー/ライターにセットしてお使いください。 

•「 Portshutter 」 で、次のポート設定は、有効になっていますか？（一 P .262) 

•スマートカードスロット、スマートカードホルダーの場合、 PC カード 
.スマートカードリーダー/ライターの場合、 USB 


Q エラーメッ七ージが表示された 


お t 象 I スマートカードホルダー添付の A 540 /A 

♦スマートカード使用時にエラーメッセージが表示された場合は、 「 BIOS 」 （一 P .195) をご 
覧ください。 





















s 品ガイド 
2よ<あるトラブルと解み方法 


■ バツテリ 


Q 状態表示 LED のバッテリ残量ランプが赤色に短い間隔で点滅 
— している 


• バッテリは正しく取り付けられていますか？ 

バッテリが正しく巧電できないことを示します。パソコン本体の電源を切ってからバッテ 
リの取り付けをやり直してください。それでもホ色に点滅している場合はバッテリが異常 
です。新しいバッテリと交換してください。バッテリパックの交換については、「取り极い」 
-「内蔵バッテリパックを交換する」（一 P .68) をご覧ください。 


〇 状態表示 led のパッテリ充電ランプがオレンジ色に点滅して 

ご^ ぃる 

• バッテリ運用直後ではありませんか？ 

バッテリ運用直後の充電などでは、バッテリの温まが上昇しているため、保護機能が働い 
てバッテリ充電ランプがオレンジ点滅することがあります。しばらくして、バッテリの温 
度が低下し、正常な温度に戻ると、そのときのバッテリ残量を表示します。 


Q バッテリが充電されない 


• AC アダプタは接続されていますか？ 

AC アダプタを接続している場合は、 コンセント および パソコン 本体に正しく接続されてい 
るか確認してください。 

• バッテリが熱くなっていませんか？ 

が態表示 LED のバッテリ巧電ランプがオレンジ点滅します。 

周囲の温度が高いときや使用中にバッテリの温まが上昇すると、バッテリの保護機能が働 
いて、ホ電を中止することがあります。 

• パソコン本体が冷えていませんか？ 

が態表示 LED のバッテリホ電ランプがオレンジ点滅します。 

バッテリの温度が5でな下になっていると、バッテリの保護機能が働いて、充電を中止する 
ことがあります。 

• 充電を途中で中断させていませんか？ 

ホ電を始めてから、バッテリのホ電が完了するまでの間に本パソコンを使用したり、 AC ア 
ダプタを取り外したりすると、バッテリの特性により充電が不完全に終わることがありま 
す。この場合は、本パソコンをしばらくの間バッテリで稼働させ、バッテリ残量が89%な 
下になってからホ電してください。また、いったんホ電を開始したら、バッテリの充電が 
完了するまで AC アダプタを接続したまま充電を終わらせてください。 
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■ ディスプレイ 


Q 面面に何も表示されない 


• 「起動■終了時のトラブル」 （^ P .250) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されない」 
をご覧ください。 

• キーを操作していましたか？ 

本パソコンには省電力機能が設定されており、一を時間キーを押さないと CPU が停止した 
り、液晶ディスプレイのバックライトが消げしたりします（何かキーを押すとバックライ 
卜が点なします)。頻繁に停止してしまうときは、「電源オプション」ウィンドウまたは「電 
源オプションのプロパティ」ウィンドウで省電力の設をを変更してください。 

詳しくは「取りない」一「スリープ/休止状態 （Windows 7 /Windows Vista の場合）」 
P .123) 、または「取りない」一「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合）」（一 P .130) 
をご覧ください。 

• ポートリプリケータ （ P 750/ A の場合）の外部ディスプレイコネクタ（デジタル）に外部ディ 
スプレイを接続し、著作権保護のされた映像を再生していませんか？ 

HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) に巧応していないディスプレイには、著 
作権保護のされた映像を再生できません。 HDCP に巧応したデジタルディスプレイをお使い 
ください。 

また、 DVD の再生には HDCP に巧応した 「 WinDVD 」 をお使いください。スーパーマルチ 
ドライブ搭載機種に添付される 「 WinDVDJ は HDCP に対応しています。 

なお、 「 WinDVD 」 での再生時は、パソコン本体の液晶ディスプレイと外部ディスプレイに 
同時に表示することはできません。 

•セキュリティボタン搭載機種で、ワンタッチボタンのワンタッチ「プレゼン」ボタンを押 
しても、画面が切り替わらず、何も表示されなくなった場合は、もう一度ワンタッチ「プ 
レゼン」ボタンを押して〈ださい。 


Q ディスプレイの表示が見にくい 


• ディスプレイは見やすい角度になっていますか？ 

ディスプレイのち度を調節してください。 

• 明るさなどを調節しましたか？ 

「取りあい」一「液晶ディスプレイの巧るさを'変更する」 （^ P .92) をご覧になり、明るさを 
調節してください。 
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Q 液晶ディスプレイが閉まらない 


• 間にものがはさまっていませんか？ 

無 a に閉めようとすると液晶ディスプレイに傷を付けることがあります。ものがはさまっ 
ていないか確認してください。また、クリップなどの金属製品がキーのすき間などに入る 
と、故障の原因になります。 


Q 表示が乱れる 


• Windows の画面が正常に表示されない場合は、巧のように操作してください。 

「ソフトウェア」一「インストール」 （^ P .190) をご覧になり、ディスプレイドライバーを 
再インストールしてください。 

Windows が起動しないときは、セーフモードで起動してからインストールしてください（一 
P '243)。 

■ソフトウエアを使用中に、アィコンやウィンドウの一部が画面に残ってしまった場合は、次 
の手順でウィンドウを再表示してください。 

1. ウィンドウの右上にある「最小化」をクリックし、ソフトウェアを最小化します。 

2. タスクバーに最小化されたソフトウェアのボタンをクリックします。 

P POINT 

► ホのような場合に表示が乱れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 桓動時および画面の切り替え時 
- DirectX を使庙した一部のソフトウエア使用時 


• 近くにテレビなどの強い磁界が発生するものがありませんか？ 

強い磁界が発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いてください。 

• 外部ディスプレイに出力していますか？ 

外部ディスプレイによっては、巧応している解像度や走査周波数が異なるため、正常に表 
示されないことがあります。その場合は、外部ディスプレイの マニュアルで 外部ディスプ 
レイが対応しているリフレッシュレートを確認し、設定をを更してください （^ P .108)。 

■ サウンド 


Q スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる 


• 内蔵スピーカーに関して、次の項目を確認してください。 

. スピーカーの 出力は ON になっていますか？ 

[ Fn ] + 【 F 3】 キーを 押して、 スピーカーの 出力を確認してください。 

. 音量は正しく調節されていますか？ 

[ Fn ] + [ F 8] キーまたは 【 Fn 】 + [ F 9] キーを押して、適正なを量にしてください。 
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• 音量を設定するウィンドウで、ミュートや音量などを確認してください。 

詳しくは、「取りなぃ」一「音量 （Windows 7 /Windows Vista の場合)」 （^ P . llO )、 または「取 
りなぃ」一「音量 （Windows XP の場合)」い P .115) をご覧くださぃ。 

• 音が割れる場合は、音量を小さくしてください。 

• サウンドドライバーが正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウエア」一「インストール J (^ P .190) をご覧になり、再インストー 
ルしてください。 


Q マイクからうまく録音ができない 


• 音量は調節されていますか？ 

音量を設定するウィンドウで録音の項目を有効にし、音量を調節してください。詳しくは、 
「取りない」一「音量 （Windows 7 /Windows Vista の場合） J 卜 P .110) 、または「取りあい」 
-「音量 （Windows XP の場合)」（一 P .115) をご覧ください。 

■ キー ボード 


Q 押したキーと違う文字が入力される 


• に apsLock 】 キーや 【 NumLk 】 キ ー 、パソコンに接続した USB キーボードのに aps Lock 】 
キーや 【Num Lock 】 キーなどがち効になっていませんか？ 

状態表示 LED の Num Lock ランプや Caps Lock ランプが点げしていないか確認してください。 

• 「コントロールパネル」の「キーボード」の設定は正しいですか？ 

次の手順で確認してください。 

し 「スタート」ボタン ー 「コントロールパネル」の 順に クリック します。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2. 次の操作を行います。 

• Windows 7の場合 

「表示方法」で「大きい アイコン」 または「小さい アイコン」 を選択します。 

• Windows Vista の場合 

レ、ードウェアとサウンド」をクリックします。 

• Windows XP の場合 

「プリンタとその化のハードウェア」をクリックします。 

3. 「キーボード」をクリックします。 

「キ' —ボ'—ドのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. レ、ードウェア」タブの「デバイス」で、正しい日本語キーボードが設をされているか 
確認します。 

5. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 
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Q キーボード上に水や液体をこぼしてしまった 


• キーボード上に水などの液体がこぼれてしまった場合は、すぐにパソコン本体の電源を切 
り、 AC アダプタの電源プラグをコンセントからキ友いてくだ'さい。 

また、キーボード上の液体は、パソコンを水平にしたまま、乾いた柔らかい布などで拭き 
取ってください。 

ミ 夜体を拭き取った後、バッテリパックを外してください。 

その後必ず、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」に点検を依頼してくださ 
い。 

■ ポインティングデバイス 


Q マウスポインターが動かない 


巧を J USB マウス 
• マウスは正しく接続されていますか？ 

• ボールや口ーラーなどにゴミが付いていませんか？ （ USB マウス（光学式）および USB 小型 
マウス（レーザー式）な外の場合） 

マウス内部をクリーニングしてください。 

• オプティカルセンサー部分が巧れていませんか？ （ USB マウス（光学式）および USB 小型マ 
ウス（レーザー式）の場合） 

オプティカルセンサー部分をクリーニングしてください。 


Q マウスポインターが正しく動作しない 


巧象 J USB マウス （光学式）、 USB 小型 マウス （レーザー式) 

• 次のようなものの上で操作していませんか？ 

-鏡やガラスなど反射しやすいもの 
• 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりしたしま模様や柄のもの（木目調など） 

-網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 
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Q ポインティングデバイスが使えないため、 Windows を終了で 
し j きない 

• キーボードを使用して Windows を終了してください（一 P .253)。 

■ USB 


Q USB デバイスが使えない 


• ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• USB デバイスが USB ハブを経由して接続されていませんか？ 

USB ハブを経由すると問題が発生する場合があります。 USB デバイスを本体の USB コネク 
夕に直接接続してみてください。 

• USB デバイスに不具合はありませんか？ 

USB デバイスに不具合がある場合、 Windows が正常に動作しなくなることがあります。 
コンピューターを再起動して、 USB デバイスを接続し直してみてください。それでも正常 
に動作しない場合は、 USB デバイスのご購入元にご連絡ください。 

• rPortshutterj のポート設定は、ち効になっていますか？（一 P .%2) 


Q USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャー」で確認する 
と「!」が表示される 

• デバイスドライバーに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライノく一をインストールしてください。 

• 外部から電源が供給されない USB デバイスの場合、消費電力に問題はありませんか？ 

次の手順で USB コネクタの電力使用が況を確認してください。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

し管理者権限をもったユーザーとしてログホンします。 

2. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

3. レ、ードウエアとサウンド」一「デバイスマネージャー」の順にクリックします。 
「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または「続行」 
をクリックします。 

「デノくイスマネ ■ ージャ I 一」ウインドウが表示されます。 

4. 「ユニバーサルシリアルバスコントローラー」をダブルクリックし 、 ruSB Root HubJ 
または 「 USB ルートハブ」をダブルクリックします。 

「 USB 民 oot Hub のプロパティ」ウインドウまたは 「 USB ルートハブのプロパティ」ウイ 
ンドウが表示されます。 
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5. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力使用状況がデバイスマネージャーで使用 
可能な電力の合計を超えていないか確認します。 

氏 「0 K 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

• Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパ 
ティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ー ドウ エア」 タブをクリックし、「デバイス マネージャ」 をクリックします。 
「デバイス マネージャ」 ウィンドウが表示されます。 

3. 「USB (Universal Serial Bus ) コントローラ」 をダブルクリックし 、 「USB ルートハブ」 
をダブルクリックします。 

「 USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力巧用が況がデバイスマネージャーで使用 
可能な電力の合計を超えていないか確認します。 

5. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

• rPortshutterj のポート設定は、ち効になっていますか？（一 P .%2) 


Q 電源オフ USB 充電機能が使えない 


巧 t を I 電源 オフ USB 充電機能対応 USB コネクタ 搭載機種 

• 「電源オフ USB 充電ユーティリティ」で rr 電源オフ USB 充電」を使用しない」を選巧して 
いませんか？ 

「「電源オフ USB 巧電」を巧用する （ AC アダプター運用時のみ)」または「「電源オフ USB ホ 
竜」を使用する （ AC アダプターもしくはバッテリー運用時）」を選択してください。詳し 
くは、「取りあい」 （^ P .29) の「電源オフ USB ホ電」をご覧ください。 

• AC アダプタを接続していますか？ 

「電源 オフ USB あ電 ユーティリティ」 で「「電源 オフ USB 充電」を使用する （AC アダプター 
運用時のみ）」を選択していて、 AC アダプタを接続していない場合は電源 オフ USB 充電機 
能が使えません。 

AC アダプタを接続するか、「電源オフ USB 充電ユーティリティ」で「「電源オフ USB ホ電」 
を使用する （ AC アダプターもしくはバッテリー運用時)」を選択してください。 

■バッテリ残量が12%な下になっていませんか？ 

バッテリ残量ランプでバッテリの残量を確認し、バッテリ残量が12%な下の場合は、 AC ア 
ダプタを接続してください。 

バッテリ巧量の確認方法にっいては、「取りない」ーレ<ッテリの残量や消耗が態を確認す 
る J (一 P .65) をご覧くださ 

• 電源ボタンを4秒な上押し続けて、コンピユーターの電源を切りましたか？ 

電源ボタンを4砂な上押して電源を切った場合、電源オフ USB 充電は動作しません。いっ 
たんコンピューターを起動してください。 

•周边機器によっては、電源オフ USB 充電を使用できない場合があります。 USB デバイスの 
ご購入元にご連絡ください。 
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■ プリンター 


Q プリンターを使用できない 


• 次の点を確認してくださし、。 

-ケーブルは正しく接続されていますか？ 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

.プリ ンターの 電源は 入っていますか？ 

.プリンタードライバーは正しくインストールされていますか？ 

プリ ンターのマニュアルを ご覧になり、再 インストールして ください。 

. ネットワークプリンターの場合、ネットワーク管 a 者の指示に従って設をを行いましたか？ 
. ネットワークプリンターの場合、ネットワーク自体へのアクセスはできていますか？ 

卜 P '258) 

.「 Polish 出 ter 」 のポート設をは、有効になっていますか？ （^ P .262) 

■ バソコ ン本体のお手入れ 


Q 「パソコンの空冷用通風路にほこりが詰まっている可能性があ 
— ^ ります。」というメッ七ージが表示された (Windows 7/ 
Windows Vis ねの場合） 

_ がを！ E 780/ A 、 A 550/ A 、 A 540/ A 、 S 560/ A 、 A 540 /AX 

• パソコンの空冷用通風路にほこりが詰まっている場合に表示されます。 

「今すぐシャットダウン」をクリックして電源を切った後、パソコンをお手入れしてくださ 
い。お手入れホ法については、「お手入れ」 （^ P .233) の「空冷用通風路のお手入れ」をご 
覧ください。 


Q 「パソコンの空冷用フアンが正しく動作していません。」という 
— ^ メッ七ージがま示された (Windows 7/Windows Vista の場 
合） 


_巧象 I E 780/ A 、 A 550/ A 、 A 540/ A 、 S 560/ A 、 A 540 /AX 

• パソコン本体内部の温度が高くなっているにもかかわらず、ファンの回転数がほ下してい 
る場合に表 7 F されます。 

「今すぐシャットダウン」をクリックして電源を切った後、「富±通パーソナル製品に関す 
るお問い合わせ窓口」にお問い合わせください。 
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■ その他 


Q 「ジー」「キーン」という音がする 


•静かな場所では、「ジー」「キーン」というパソコン本体内部の電子回路の動作音が聞こえ 
る場合があります。 

故障ではありませんので、そのままお使いください。 

BIOS 七ットアップの「詳細」メニュ ■ >「各種設定」に「低電カモ'ード」が表示されてい 

る機種の場合、「低電カモード」を「使用しない」に変更すると、音の聞こえ方が変わる場 
合があります。 


Q 使用中の製品に関する最新情報をなりたい 


•製品出荷後に判明した問題などの最新情報は、弊社の富±通製品情報ページ （ http :// 
www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . htrnl ) で公開しています。必要に応じてご覧くだ'さ 
い。 
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3それでも解みできないときは 


お問い合わせ先 


■ 弊社へのお問い合わせ 

故障かなと思われたときや、技術的なご質問-ご相談などについては、『取极説明書』をご覧 
になり、弊社までお問い合わせください。 

■ ソフトウエアに関するお問い合わせ 

本 パソコンに 添付されている、次のソフトウェアの内容については、各連絡先にお問い合わせ 
ください。 

電話番号などが変更されている場合は、『取极説明書』をご覧になり、「富±通パーソナル製品 
に関するお問い合わせ窓口」へお問い合わせください。 

• Norton AntiVirus 

株式会社シマンテック 

シマンテック*テクニカル*サポートセンター 
-本七 ンターは 技術的なお問い合わせ用 の 窓口です。 

•ご利用期間は更新期間 （90 日間）となります。 

(更新サービス延長のお申し込みをいただくと、引き続き本サポートをご利用いただけま 
す。） 

詳しくは、製品別サポートページ （http://symss.jp) を参照のうえ、お問い合わせください。 
更新サービス延長のお申し込みは、サポート七ンターとは異なるお問い合わせ先になり 
ます。 

シマンテツク•ストア 

URL : http://www.symantecstore.jp/users.asp 

• i- フイルター 
デジタルアーツ株式会社 

デジタルアーツ株式会社サポートセンター 
電話：月〜金/03-3580-5678、± •日-祝祭日/0570 -00-1334 
受付時間：月〜金/:10:00〜18:〇〇、±•日-祝祭日/10:00〜20:〇〇 
(年末年始、弊社指定休業日を除く） 

URL : h 邸:// www.daj.jp/faq/ 

お問い合わせフォーム： http://www.daj.jp/ask/ 

90日間の試用期間中、サポートいたしまず。 

• Adobe Reader 

ソフトウェア提供会社より無償で提供されている製品のため、ユーザーサポートはござい 
ません。ご了承ください。 

• Windows Live メ ー ル 

マイクロソフト株式会社「 Windows Live ^ ^ Solution Center へようこそ」 の Windows Live メー 
ルのヘルプページ （http://www.windowslivehelp.com/ ページで 「Mail Client」 をクリック） 
からお問い合わせください。 
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• Mail Client ポータルの 解か策、 フォーラム、 および語句検索から疑問点の解みちをを検 
索します。 

•疑問点の解み方法を検索し、解みしないときはをページの「質問する」リンクからお問 
い合わせください。 

• ソフトウェア（カスタムメイド） 

名■ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 



Memo 


第 9 章 


仕様一費/巧術情報 

仕様やコネクタピン配置などを記載していま 
す。 


1本体仕な... 
2その他の仕様 


280 

284 






製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第9章仕様一賣/巧術情報 


1本体仕様 

:-マ^-- 


E780/A 


製品名称 

LIFEBOOK 巨 780/A 

CPU 注1 

インテル® Core™ i7-620M 
プロセッサー 

インテル® Core™ i5-520M 
プロセッサー 

インテル® Core™ i3-350M 
プロセッサー 

2.66GHz 

2.40GHz 

2.26GHz 

キヤッシュメモリ 

2次： 256KBX2、 3次： 4MB 

2次： 256KBX2、 3次： 3MB 

チップセット 

モバイルインテル® QM57 Express チップセット 

システムバス 

2.5 抑 /s DMI 注2 

メイン^モリ 

標準 1GB (1GBX1) 注3 (PC3-8500 DDR3 SDRAM DIMM) ECC なし最大 4GB 注4 

メモリスロット 

X2 (空きスロットX 1) 注5 

表 

示 

機 

能 

ダラフィック 
アク七ラレータ 

Intel® HD Graphics (CPU に内蔵） 

ビデオ 

メモリ 

Windows 7 

最大 249MB (メインメモリと共用）注6 

Windows Vista 

最大 217MB (メインメモリと共用）注7 

Windows XP 

最大 256MB インメモリと共用} 

液晶ディスプレイ注8 

LED バックライトイ寸 15. 6型ワイド TFT カラー B66 X 768ドットを9 

解像度/発色数^10 

液晶ディスプレイ表示： 1366X 768 ドット/1677万色注11 
外部ディスプレイ表示：最大1犯 0X 1200ドット/最大1677万色 

ハ—ドディスクドライブ注に 

160GB (シリアル ATA、 5400 rpm) を 

CD/DVD ドライブを14 

CD/DVD ドライブュニット注15 

ホ 

1 

イ 

ホ 

機 

能 

ホー デイ ホコント ローラー 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数、最大192けた、24ビット（再生時）注化、 
サンプリング周波数、最大 96kHz、 16ビット（録音時）注I 6 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

日本語キ'—ボ'—ド注 1? 

(キーピッチ約 19mm、 キーストローク約 3mm、 86キ ー 、 JIS 配列準拠） 

ポインティングデバイス注け 

フラットポイント、スクロールボタン注 I 9 

通 

信 

機 

能 

モデム注 W 

データ：最大 56kbps (V.92 規格準拠）注 20/FAX :最大 14.4kbps 

LAN 

1000 BASE-T/ 100BASE-TX / 10BASE-T 準拠、 Wakeup on LAN 対■応注ご, 

無線 

LAN 
注14 

注 22 

規格 

IEEE 802.1 la 準拠、 IEEE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 Ig 準拠、 IEEE 802.1 In 準拠、 

(SGHz 帯チャンネル： W 5 2/W 5 3/W 5 6) (Wi-Fi 磨準拠）注の 

内蔵アンテナ 

ダイバーシティ方式注 24 
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1本体仕様 


製品名称 

LIFEBOOK E 780 /A 


セキュリティボタン注 25 

数字ボタン X 4 + Enter ボタン 

セ 

キ 

指紋センサー注 w 

スライドち式 

ユ 

FeUCa ポー 

卜注14 

あり 

テ 

スマートカード 

XI (専用スロット）を 26 

イ 

機 

七キュリテイチップ 

TCG Ver 1.2 準拠注 27 

能 

盗難防止用ロッタ 
取り付け巧 

あり 


PC カード 

PC Card Standard 準拠 Type I/II X 1 スロット （CardBus 巧■応） 


ExpressCard 

X 1スロット （ ExpressCard /34 モジュール、 ExpressCard /54 モジュール対応） 


SD ^ モリーカード/ 

メモリースティツク注 28 

X 1スロット 


外部ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

ン 

シリアル注29 

非同期 民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 (16550 A 互換） 

夕 

I 

USB 注30 

USB 2.0 準拠 X 4 (右側面 X 3、 左側面 xU 

フ 

モ甘ム注14注31 

RJ -11 X 1 

I 

LAN 

RJ -45 X 1 

ス 

ホーデイホ 

マイク.ラインイン兼用注リ：み 3.5 mm ステレオ-ミニジャック 
(入力： lOOmV な下、入カインピーダンス （ AC ) IkQ な上 （ DC ) 2 kQ な上）、 

へッドホン-ラインアウト兼用注リ：ホ 3.5 mm ステレオ-ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンスお[り 


状態表示 

LED 


マルチベイ 

XI (専用コネクタ） 

電 

源 

供 

AC アダプタ注 34 

入力 AC 100 V 〜 240 V 、 出力 DC 19 V {4.22 A ) 

給 

方' 

式 

バッテリ注;35 

内蔵バッテリパック（標準）：リチウムイオン 14.4 V / 2000 mAh 
内蔵バッテリパック（大容量）：リチウムイオン 14.4 V /5800 mAh 

ノくッテリ稼働 
時間 

(化 ITA 測定 
法 1.0) 注が 

Windows 7 

約 2.2 時間（標準）/ 

約 7.0 時間（大容量） 

約 2.2 時間（標準）/ 

約 7.0 時間（大容量） 

約 2.2 時間（標準）/ 

約 7.0 時間（大容量） 

Windows Vista 

約 2.1 時間（標準）/ 

約 6.9 時間（大容量） 

約 2.1 時間（標準）/ 

約 6.9 時間（大容量） 

約 2.1 時間（標準）/ 

約 6.9 時間（大容量） 



Windows XP 

約 2.3 時間（標準）/ 

約 7.1 時間（大容量} 

約 2.3 時間（標準）/ 

約 7.1 時間（大容量） 

約 2.3 時間（標準）/ 

約 7.1 時間（大容量） 

バッテリ充電時間を 37 

約 2.8 時間（標準）/約 4.1 時間（大容量） 

消費電力を 38 
(最大時） 

Windows 7 

約 10 W (約 73 W ) 

約 10 W (約 74 W ) 

約 10 W (約 74 W } 

Windows Vista 

約 10 W (約 72 W ) 

約 10 W (約 73 W ) 

約 10 W (約 71 W ) 



Windows XP 

約 10 W (約 69 W ) 

約 10 W (約 69 W ) 

約 10 W (約 65 W ) 

電波障害対策 

VCCI クラス B 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注 39 

富±通製品情報ぺージ （ht 中:// www . fmworld . net / biz /} にある、 

製品情報の仕様をご覧ください。 

外形寸法（突起部含まず} 

W 372 X D 256.5 X H 36.8 〜 38.0 mm 

質 

CD / DVD ドライブ非搭載 

約 2.5 kg (標準} /約 2.7 kg (大容量} 

量 

CD / DVD ドライブ搭載 

約 2.7 kg (標準）/約 2.9 kg (大容量） 

温湿度条件 

温度5〜35で/湿度20〜 80 %RH (動作時） 

温度一10〜6日で/湿度20〜 80 %RH (非動作時} 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 
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第9章仕様一賣/巧術情報 


製品名称 

LIFEBOOK E 780 /A 

プレインストール OS 注 4 0注 4 ■ 

Windows ® 7 Professional 正規版 (DirectX 11巧応）、 

Windows Vista ® Business with Service Pack 2 正規版 (DirectX 10 巧応）、 

Windows ® XP Professional 正規版注 42 {DirectX 9.0 c 対■応） 

サポート OS 注が 

Windows ® 7 Enterprise 正規版、 Windows ® 7 Professional 正規版、 

Windows Vista ® Business with Service Pack 2 正規版、 

Windows ® XP Professional 正規版注 43 


本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださい。 

ま1:-ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については、 「CPUJ (一 P.285) をご覧〈ださい。 

ま2 : DMI は Direct Media Interface の略です。 

ま3 :カスタムメイドの選択によっては、 2GB まとは 4GB の場合もあります。 

ま4 : ■メモリ容量を 4GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載;ちみのメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 
RAM モジュール -2GB) を2枚取り付ける必要があります。 

例） 1GB メモリカ S1 枚搭載されている場合や、 1GB メモリが2枚搭載されている場合など 
■4GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3GB になります。 

ただし、装置構成によってご利用可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使巧できません。 

ま5 :カスタムメイドの選択によっては、空きメモリスロットがない場合もあります。 

ま6 : Intel® Dynamic Video Memory Technology (DVMT) により、本パソコンの動作状況によってビデオメモリ容量が最大容量 

までを化します。最大容量は、メインメモリの容量によって次のように変わります。 

-メインメモリ 1GB の場合：最大 249MB 
-メインメモリ 2GB の場合：最大 761MB 
-メインメモリ 4GB の場合：最大1305 MB 

ま7 : Intel® Dynamic Video Memory Technology (DVMT) により、本パソコンの動作状況によってビデオメモリ容量が最大容 

量までを化します。最大容量は、メインメモリの容量によって次のようにをわります。 

-メインメモリ 1GB の場合：最大 217MB 
-メインメモリ 2GB の場合：最大 729MB 
-メインメモリ 4GB の場合：最大 1273MB 

ま8 : la 下は、液晶ディスプレイの特性です。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承〈ださい。 

-液晶ディスプレイはホ常に精度の高い巧術で作られておりますが、画面の一部に点なしないドットや、常時点なする 
ドットが存在する場合があります（有劾ドット数の割合は 99.99%ia 上です。有劾ドット数の割合とは「対応するディ 
スプレイの表示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割合 J を示しています）。 

-本パソコンで使巧している液晶ディスプレイは、磬造工程により、を製品で色合いが異なる場合があります。 

また、温度を化などで多少の色むらが発生する場合があります。 

■長時間同じ表示を続けると残像となることがあります。残像は、しばら〈すると消えます。この現象を防ぐためには、 
を電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使巧をお勧めします。を電力機能などを利 
用して、自動的にディスブレイの電源を切る設定は、「電源オプション」ウィンドウ左の「ディスプレイの電源を切る 
時間の指定 J (Windows 7/Windows Vista の場合）、「電源オプションのプロパティ J ウィンドウ （Windows XP の場合） 
から行えます。また、スクリーンセーバーの設定については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

-表示する条件によってはムラおよび微かなはん点が目立つことがあります。 

ま9 :カスタムメイドの選択によっては、 「LED バックライト付 15.6 型ワイド TFT カラー1600 X 900 ドット J または 「LED バッ 
クライト付 15.6 型ワイド TFT カラー1920 X1080ドット J の場合もあります。 

ま10 : ■ グラフィックスアクセラレータが出力する最大発色数は16口万色ですが、液晶ディスプレイではディザリング機能に 
よって、擬似的に表示されます。 

-外部ディスプレイに出力する場合は、お使いの外部ディスプレイがこの解像度をサポートしている必要があります。 

ま11: ■ カスタムメイドで 「LCD 変更 15.6 型 HD 一 15.6 型フル HDJ を選択した場合は、1600 X900 ドット/16 口万色となります。 

-カスタムメイドで 「LCD 変更 15.6 型 HD 一 15.6 型 HD+J を選択した場合は、1920 x 1080ドット/1677万色となります。 
ま 12 :容量は、 1GB=1000 3 byte 換算値です。 

ま13 :カスタムメイドの選択によっては、 320GB (シリアル ATA、 5400 rpm) 、暗号化機能付 160GB (シリアル ATA、 5400 rpm) 、 
まとは暗号化機能付フラッシュメモリディスク 128GB (シリアル ATA) の場合もあります。 

ま14 :カスタムメイドの選択によって搭載されています。 

ま15 : ■ カスタムメイドで CD/DVD ドライブ ユニッ トを選択しなかった場合は、パソコン本体にマルチベイ巧カバーが取り付け 
られています。 

■ CD/DVD ドライブの仕巧は、 「CD/DVD ドライブ仕巧 J (一 P.293) をご覧〈ださい。 

ま16 :使巧できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま17 :カスタムメイドの選択によっては、 N に OLA 配列準拠親指シフトキーボード （88 キ ー) の場合もあります。 

ま18 :カスタムメイドの選択によっては、 USB マウス、 USB マウス（光学式）まとは USB 小型マウス（レーザー式）のいずれ 
かが添付されていることがあります。 

を19 :カスタムメイドで指紋センサーを選択した場合は、スクロールボタンは搭載されていません。 

ま20 : 56000 bps は V.92 の理論上の最高速度であり、実際の通信速度は回線の状況によりを化します。 V.92 の33600 bps を超え 
る通信速度は受信時のみで、送信時は33600 bps が最高速度となります。また、日本国内の一般公衆回線、あるいは構内 
交換機経由での通信においては同規格での通信が行えない場合があります。 
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を21: ■1000 Mbps は1000 BASE - T の理論上の最高ま度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境によりを化 
します。 

-1000 Mbps の通信を行うためには、1000 BASE - T に対応したハブが必要となります。また、 LAN ケーブルには、1000 BASE - 
T に対応した エンハンス ドカテゴリ ー5 (カテゴリ ー5 口 la 上の LAN ケーブルを使巧してください。 

-1000 Mbps のネットワーク速度し力、サポートしていないハブでは 、 Wakeup on LAN 機能はご使巧になれません。 

- Wakeup on LAN 機能はご購入時の設定では使用できません。使用する場合は、 BIOS セットアッブで設定を変更してく 
ださい。 

ま22 :インテル® Core "™ i 7-620 M プロセッサー搭載機種またはインテル® Core "™ i 5-520 M プロセッサー搭載機種で、カスタム 
メイドで r 802.11 n / a / g 無線 LAN (インテル⑩ vPraTM テクノロジー対応）追加 j を選択した場合、本パソコンは「インテ 
ル® vPro "™ テクノロジー搭載 PCJ となります。 

ま23 : Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 rwi - FiAlliance ® J の相互接続性テストに合格していることを示 
しています。 

ま24 : IEEE 802.1 In 準拠を使巧したときは、 MIMO 方式にもなります。 

ま25 : OS の動作中は、ソフトウェア起動用のワンタッチボタンとして使用できます。 

ま2日： BIOS パスワードをスマートカード認証に置き換えることはできません。 

ま27 :ご購入時のセキュリティチッブの状態は、無効になっています。 

ま28 : ■ SD メモリーカードとメモリースティックの同時使用はできません。 

-すべての SD メモリーカード/メモリースティックの動作を保証するものではありません。 

-著作権保護機能には対応していません。 

-マルチメディアカード （ MMC )、 およびセキュアマルチメディアカードには対応していません。 

- min 记 D 力ード、 microSD 力ード/ microSDHC 力ード、メモリースティック Duo / メモリースティック PRO Duo / メ 
モリースティック PRO - HGDuo 、 メモリースティックマイクロをお使いの場合は、アダプターが必要になります。 

- 2 GB を超える SD 力ードには対応していません。 2 GB を超え 32 GB までの場合は SDHC 力ードを、 32 GB を超える場合は 
SDXC 力ードをお使いください。 

- SDIO カードには対応していません。 

ま29 :すべてのシリアル対応周巧機器について動作保証するものではありません。 

ま30 : ■ すべての USB 対応周辺機器について動作保証するものではありません。 

-外部から電源が供給されない USB 対応周巧機器を接精するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき500 mA です。 
詳しくは USB 対応周巧機器のマニュアルをご覧〈ださい。 

ま31:本パソコンは、電気通信事業法による巧術基準適合認定を取得しています。 

-回線認定番号： A 05-0413001 

ま32 :ご購入時は「マイク J に設定されています。 OS 上で設定を変更することにより、ラインイン端子として使用することも 
できます。ラインイン端子として使用する場合には、次の仕様となります。 

(入力： 1 Via 下、入カインピーダンス 10 kQ レ U 上） 

ま33 :ご購入時は「ヘッドホン J に設定されています。 OS 上で設定を変更することにより、ラインアウト端子として使用する 
こともできます。ラインアウト端子として使用する場合には、次の仕様となります。 

(出力： 1 V お上、負荷インピーダンス lOkQia 上） 

ま34 :矩形放が出力される機器 （UPS (無停電電源装置）や車載巧 DC / AC 電源など）に接続されると故障する場合があります。 
ま35 :カスタムメイドの選択により、内蔵/くッテリパック（標準）か内蔵バッテリパック（大容量）のいずれかが搭載されてい 
ます。 

ま3日：な団法人電モ情報巧術産業協会の 「 J 曰 TA バッテリ動作時間測定法 （ Ver 1.0 )J ( http :// it . jeita . or . jp / mobile / index . html ) 〇 
なお、本体のみ、省電力制御あり、満充電の場合。ただし、実際の稼働時間は使用条件により異なります。 

ま37 : ■ 電源 OFF 時および省電力状態時。装置の動作状況により充電時間が長くなることがあります。 

-バッテリーユーティリティで「80%充電モード J に設定した場合の充電時間は異なります。 

ま;38 : ■ 当社測定基準によります（メモリ 1 GB 、 HDD 160 GB 、 DVD - ROM ドライブ、無線 LAN / モデムなし、 LCD 輝度最小）。 

-電源 OFF 時の消費電力は、約 1 Wia 下（満充電時）です。 

なお、電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、 AC ケーブルの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

ま39 :エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除した 
ものです。 

ま40 :日本語32ビット版。 

ま41:カスタムメイドの選がによって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

ま42 :ご購入時に Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 3が適用されています。 

を43 : Microsoft 恩 Windows ® XP Service Pack 3。 
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2その他の仕様 

コネクタのピン配列と信号名 


シリアルコネクタ （ D - SUB 9 ピン、オス) 

1-5_ 

\\ 〇 〇 0 〇 〇 
い 〇 〇 〇 

6——9 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

CD 

入力 

キャリア検出 

2 

民 D 

入力 

受信 データ 

3 

TD 

出力 

送信 データ 

4 

DT 民 

出力 

データを品末レディ 

5 

GND 

- 

グランド 

6 

DS 民 

入力 

データセットレディ 

7 

RTS 

出力 

送信要求 

8 

CTS 

入力 

送信可 

9 

民 I 

入力 

y ングインジケート 


外部ディスプレイコネクタ（ミニ D - SUB 15 ピン、メス) 

己-1 



15-11 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

RED 

出力 

ホ出力 

2 

GREEN 

出力 

緑出力 

3 

BLUE 

出力 

青出力 

4 

NC 

- 

未接続 

5〜8 

GND 

- 

グランド 

9 

十 5 V 

- 

電源& 

10 

GND 

- 

グランド 

11 

NC 

- 

未接続 

12 

SDA 

入出力 

シ y アルデータライン 

13 

HSYNC 

出力 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

出力 

垂直同期信号 

15 

SCL 

入出力 

シリアルタ ロック ライン 


ホ . MAX 300 mA 



284 
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■ USB コネクタ 



U U U U 

12 3 4 


ピン蚕号 

信号名 

方向 

説明 

1 

VCC 

- 

ケーブル.電源 

2 

— DATA 

入出力 

ーデータ 信号 

3 

+ DATA 

入出力 

+データ 信号 

4 

GND 

- 

ケーブル-グランド 


CPU 


本パソコンに搭載されている CPU で使用できる機能は、次のとおりです。 

が重要 

► ここで説明する CPU の各機能は、 Windows 7、 Windows Vis ね、または Windows XP Service 
Pack 3 でお使いになれます。その他の OS をお使いになる場合の動作保証はいたしません。 

■ エグゼキユート-ディスエーブル■ビット機能 

エグゼキュート.ディスエーブル.ビット機能は、 Windows のデータ実行防止 （D 邸） 機能と 
連動し、悪意のあるプログラムが不正なメモリ領域を使用することを防ぎます。 

• Windows 7 /Windows Vista の場合 

データ実行防止 （ DEP ) 機能がウイルスやその他の脅威を検出した場合、「[ソフトウェア 
名称]は動作を停止しました」という画面が表示されます。この場合は、「プログラムの終 
了」をクリックして、表示される対処方法に従ってください。 

• Windows XP の攝合 

データ実行防止 （ DEP ) 機能がウィルスやその他の脅威を検出した場合、「データ実行防止」 
ウィンドウに「コンピュータ保護のため、このプログラムは Windows により終了されまし 
た。」というメッセージが表示されます。 

この場合は、「データ実行防止」ウィンドウの「その他の詳細情報を表示します。」をクリッ 
クして表示される対処方法に従ってください。 

■ 拡5長版 Intel SpeedStep ( R ) テク ノ □ジー （ E に T ) 

技:張版 Intel SpeedStep ® テクノロジーは、実行中のソフトウェアの CPU 負荷に合わせて、 
Windows が CPU の動作周波数および動作電圧を自動的に低下させる機能です。 

この機能を有効にするか無効にするかは、「電源オプション」ウィンドウまたは「電源オプショ 
ンのプロパティ」ウィンドウで設定します。 

■インテル ( R ) パーチャライゼーシヨン-テクノロジー 

インテル®バーチャライゼーシヨン.テクノロジーは、本機能をサポートする VMM (仮想マ 
シン-ソフトウェア）をインストールすることによって、仮想マシンの性能とま全性を向上さ 
せるための機能です。 

この機能を有効にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設ちします。ご購入時は、無 
効に設をされています。 
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ドライブ構成 


ハードディスクは、システムやリカバリデータなどが格納されている領域や、 0 S 、 ソフトウェ 
アゃデータなどを格納する C ドライブと D ドライブで構成されています。 

■ Windows 7のドライブ構成 


□ ドライブ構成イメージ図 

Windows 7 のハードディスクは、次のように構成されています。 


Windows RE 

ち 

ンス了ム 

C 朽イブ 

D ドライブ 

:+リカバリ領域 

■ 

_領域_ 

. (50%) .. 

. (50%) .. 1 

1 


— 

■OS 

■ソフトウェア 



約 1 

1 


約 0.2 G 引 

:::空き領域；;: 

: 空き領域 \ 

1 

1 

1 

1 

1 



■ドライバー 
など 


を： Windows RE + リカバリ領域（約 12 GB ) : Windows 7のリカバリデータなどを格納 

P POINT 

► rWindows RE +リカバリ領域 J に約 12 GB 、 「システム領域 J に約 0.2 G 巳巧用しているため、 
「コンピューター」に表示されるハードディスクの容量は，「本体仕な J の記載よりも約 
12.2 GB 少な〈表示されます。 

► 「Windows RE +リカバリ領域 J と「システム領域」は、 Windows からは見えない領域です。 

•「Windows RE +リカバリ領巧」には、次のデータが格納されています。 

-診断プログラム 

Windows が正常に起動できなレ、場合にシステムを診断します。 

「診断プログラム」については、「トラブルシューティング」一「診断プログラムを使用 

する」 P .244) をご覧ください。 

-トラブル解決ナビ 

リカバリの実行やハードウェアなどの診断をするソフトウェアです。 

リカバリについては、『取な說巧書』をご覧ください。 

■「トラブル解決ナビ&ドラィバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」のィメージ 

本パソコンにトラブルが起こったときに使用する起動ディスクのイメージです。また、ソ 

フトウェアのインストールや再インストールにも使用します。 

- Windows 7のリカバ'リデータ 

本パソコンにトラブルが起こったときに巧用するリカバリデータです。 

- r InterVideo WinDVD ® for FUJITSUj のィメージに D/DVD ドラィブを選択した場合） 

DVD を再生するソフトウェアのインストールディスクのイメージです。 

が重要 

► 本パソコンには「トラブル解ミ夹ナビんドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」、 
「リカバリデータディスク 」、 「InterVideo WinDVD ® for FUJITSU 」 ディスクは添付されて 
いません（カスタムメイドでリカバリディスクセットを選択した場合は、ディスクは添付 
されています）。ディスクをご使用になるには、ディスクを作成する必要があります。ディ 
スクの作成については、『取扱説明書』をご覧〈ださい。 
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□ リカバリ領域の削除について 

リカバリ領巧を削除することで、 C ドライブ、 D ドライブの容量を増やすことができます。 
「Windows RE + リカバリ領域」内にあるリカバリ領巧部分（的 11 GB ) が、 C ドライブ、 D ド 
ライブに割り当てられます。 

が重要 

► リカバリ領域部分を削除すると、ハードディスク内のデータはすべて削除されます。あら 
かじめ、必要なデータをバックアップしてください。 


Windows RE 
'+ リカバリ領故 


約 12 GB 




-ノ5於 


C ドライブ 
(50%) 


D ドライブ 
(50%) 


■OS 

•ソフトウェア 
■ドライバー 
など 


空き領域 


空き領域 




▼户 


約 11 GB が割り当てられる 


巧 


I—I 約1 GB I 



/ \ー ドディスク内のデータが 
ベて消去される 


だ 


■OS 

•ソフトウェア 
■ドライバー 
など 


空き領域 


空き領域 


削除されたリカバリ領域分の容量が増え、 
C ドライブ、 D ドライブに割り当てられる。 
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□ リカバリ領域の削除方法 

リカバリ領域を削除するには、「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動 
ディスク]」を使用します。また、 Windows 7 の「リカバリデータディスク」も必要になります。 
CD/DVD ドライブがない場合は、別売のポータブル CD/DVD ドライブを接続してください。 

が重要 

► リカバリ領域を削除すると、リカバリ領域にあるデータがすべて消’えてしまいます。 

リカバリ領域を削除する前に、必ずリカバリ領域にあるデータからホのディスクを作成し 
て〈ださい（カスタムメイドでリカバリディスクセットを選巧した場合は、ディスクはホ 
付されています）。 

-「トラブル解ミ夫ナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」 

- Windows 7の「リカバリデータディスク」 

- r InterVideo WinDVD ® for FUJITSU ] ディスク （ CD / DVD ドライブを選巧した場合） 
ディスクの作ぶちまについては、『取极説明書 J をご覧ください。 

ブ本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 Enter 】 キー 
を巧します。 

ポップアップメニューが表示されます。 

ポップアップ メニューが 表示されず Windows が 起動してしまった場合は、本 パソコン 
を再起動してもう一ま操作してください。 

ク【 t 】キーまたは【]■】キーを巧して「起動メニユー」を選択し、に nter 】 キー 
を巧します。 

「起動 メニュー」 が表示されます。 

3 「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」をセッ 
卜します。 

4 【 t 】キーまたは【 i 】キーを巧して 「 CD/DVD Drive 」 を選択し、に nter 】 キー 
を巧します。 

しばらくすると、「トラブル解みナビ」が表示されます。 

「トラブル解みナビ」が表示されるまでの間、一時的に画面が真っ暗なが態になったり、 
画面にを化がなかったりすることがありますが、か障ではありません。電源を切らずに 
そのままお待ちください。 

5 「ユーティリティ」タブの「リカバリ領域の削除」を選択し、「実行」をクリッ 
クします。 

「ご使用上の注意」が表示されます。 

6 内容を確認したら「同意する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

リカバリ領由でを削除する手順が表示されます。 

7 「次へ」をクリックします。 

「WinDVD ディスクの確認」と表示されます。 

「リカバリデータディスクの確認」と表示された場合は、ディスクを取り出し、手順10 
へ進んでください。 
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8 ディスクを取り出し、 「 WinDVD ディスク」をセットして「次へ」をクリックし 
ます。 

「WinDVD ディスク」が確認されると、 「「WinDVD ディスク」が揃っていることを確認 
できました。」と表示されます。 

タ ディスクを取り出し、「次へ」をクリックします。 

「リカバリデータディスクの確認」と表示されます。 

10 「リカバリデータディスク」をセットし、「次へ」をクリックします。 

「リカバリ データディスク」 が確認されると、「「リカバリ データディスク」 が 揃ってい 
ることを確認できました。」と表示されます。 

ブブ ディスクを取り出し、「次へ」をクリックします。 

レ、ードディスクの領虹でを設をする」と表示されます。 

12 「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク」をセットし、「次へ」をクリック 
します。 

「警を」が表示されます。 

13 「0 K 」 をクリックします。 

ハードディスクの領由での設定が始まります。しばらくお待ちください。 

領域の設定が終了すると、「リカバリデータディスク」の挿入をうながすメッセージが 
表不されます。 

14 ディスクを取り出し、「リカバリデータディスク」をセットして 「0 K 」 をク 
リックします。 

「リカバリ」画面が表示され、リカバリが始まります。しばらくお待ちください。 

リカバリが終了すると、「リカバリが正常に完了しました。」と表示されます。 

15 ディスクを取り出し、「完了」をクリックします。 

本 パソコンの 電源が切れます。 

16 セットアップを行います。 

セットアップについては、『取あ説明書』をご覧ください。 

セットアップが終了したら、再起動します。 

17 パスワードを入力し、 Windows にログオンします。 

18 「スタート」ボタンー「コンピューター」の順にクリックします。 

ブタ C ドライブ、 D ドライブの容量が増えていることを確認します。 
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■ Windows Vista/Windows XP のドライブ構成 


□ ドライブ構成イゾージ図 

Windows Vista および Windows XP のハードディスクは、次のように構成されています。 

Windows 
: ' RE 領域 


約 1 GB 


ま：リカバリ領域（約 11 GB ) : Windows Vista または Windows XP のリカバリデータなどを格納 

P POINT 

► rWindows RE 領域」に約 1 GB 、 「リカバリ領域 J に約 11 GB 使用しているため，「コンピユー 
夕 J または「マィコンピユータ」に表示されるハードディスクの容量は、「本体仕な J の記 
載よりも約 12 GB 少な〈表示されます。 

► 「Windows RE ち頁域」と「リカバリ領域」は、 Windows からは見えない領域です。 

•「Windows RE 領巧」には、 Windows が正常に起動できない場合にシステムを診断する「診断 
プログラム」や、リカバリを実行するための「トラブル解ホナビ」が格納されています。 
「診断プログラム」については、「トラブルシューティング」一「彰断プログラムを使用す 
る」（一 P.244) をご覧ください。リカバリについては、『取あ説明書』をご覧ください。 

• 「リカバリ領域 J には、次のデータが格納されています。 

■「トラブル解決ナビ&ドラィバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」のィメージ 
本パソコンにトラブルが起こったときに使用する起動ディスクのイメージです。また、ソ 
フトウェアのインストールや再インストールにも使用します。 

• Windows Vista または Windows XP のリカバリデータ 
本パソコンにトラブルが起こったときに使用するリカバリデータです。 

■ rinterVideoWinDVD ⑥ for FUJITSU 」 のィメージ （CD/DVD ドラィブを選択した場合） 
DVD を再生するソフトウェアのインストールディスクのイメージです。 

が重要 

► 本パソコンには「トラブル解決ナビんドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」、 
「リカバリデータディスク」、 rinterVideoWinDVD ® for FUJITSU 」 ディスクは添付されて 
いません（カスタムメイドでリカバリディスクセットを選択した場合は、ディスクは添付 
されています）。ディスクをご使巧になるには、ディスクを作成する必要があります。ディ 
スクの作成については、『取扱説明書』をご覧〈ださい。 


D ドライブ 
(50%) 



空き領域 


C ドライブ 
(50%) 


OS 

ソフトウェア 
ドライバー 
など 


空き領域 
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□ リカバリ領域の削除について 

リカバリ領域を削除することで、 D ドライブの容量を増やすことができます。 

リカバリ領域の削除はリカバリ領域のデータのみ削除するため、 C ドライブ、 D ドライブの 
データは残ります。 


Windows 
RE 領域- 


c ドライブ 


□ドライブ 


■OS 

■ソフトウェア 
•ドライバー 
な ど 


:::空き領域* 


空き領域 ： 


• 

: 











リカバリ領域を削除すると、 

D ドライブの容量が約11 GB 増える。 


が重要 

► 「Windows RE 領域」は削除しないでください。 

□ リカバリ領域の削除方法 

リカバリ領巧を削除するには、「トラブル解みナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動 
ディスク]」を使用します。 

CD/DVD ドライブがない場合は、別売のポータブル CD/DVD ドライブを接続してください。 

が重要 

► リカバリ領域を削除すると、リカバリ領域にあるデータがすべて消えてしまいます。 

リカバリ領域を削除する前に、必ずリカバリ領域にあるデータから次のディスクを作成し 
て〈ださい（カスタムメイドでリカバリディスクセットを選択した場合は、ディスクは添 
付されています）。 

-「トラブル解ミ夹ナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」 

■ Windows Vista または Windows XP の「リカバリデータディスク」 

- 「 InterVideoWinDVD ® for FUJITSU 」 ディスク （ CD / DVD ドライブを選択した場合） 
ディスクの作成方法については、『取扱説明書』をご賣〈ださい。 

ブ本パソコンを起動し、 「 FUJtSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 Enter 】 キー 
を巧します。 

ポップアップメニュ ■ 一が表示されます。 

ポップアップメニューが表示されず Windows が起動してしまった場合は、本 パソコン 
を再起動してもう一度操作してください。 

ク【キーまたは 【 i 】 キーを押して「起動メニュー」を選択し、 【 Enter 】 キー 
を押します。 

「起動 メニュー」 が表示されます。 


3 「トラブル解決ナビ&ドライバーズディスク[リカバリ起動ディスク]」をセツ 
卜します。 
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イ【 t 】キーまたは【 ]■ 】キーを巧して 「 CD/DVD Drive 」 を選択し、に nter 】 キー 
を巧します。 

しばらくすると、「トラブル解みナビ」が表示されます。 

「トラブル解かナビ」が表示されるまでの間、一時的に画面が真っ暗なが態になったり、 
画面にを化がなかったりすることがありますが、故障ではありません。電源を切らずに 
そのままお待ちください。 

5 「ユーティリティ」タブの「リカバリ領域の削除」を選択し、「実行」をクリッ 
クします。 

「ご巧用上の注意」が表示されます。 

6 内容を確認したら「同意する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「削除の確認」が表示されます。 

7 「0 K 」 をクリックします。 

リカバリ領域が削除され、「削除の完了」と表示されます。 

夕「削除の完了」が表示されたら、「完了 J をクリックします。 

な上の手順で、リカバリ領域が削除されました。 

夕「終了」をクリックします。 

10 ディスクを取り出し「再起動」をクリックします。 

" パスワードを入力し、 Windows にログオンします。 

12 「スタート」ボタン ー 「コン ピュ ータ」 または 「マイコン ピュ ータ」の 順に ク 
リックします。 

13 D ドライブの容量が増えていることを確認します。 
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CD / DVD ドライブ仕様 


巧を J CD / DVD ドライブ搭載機種 

カスタムメイドで CD/DVD ドライブを選択した場合は、次のいずれかのドライブが搭載されて 
います。なお、各数値は仕様上の最大値であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合 
があります。 

P POINT 

► ディスクによってはごネリ届になれない場合もあります。 

► 書き込み/書き換えを度は、ドライブの性能値です。 

► 書き込み/書き換えま度に対応したディスクが必要になりますが、対応ディスクは販売さ 
れていない場合があります。 

► 読み込み、書き込み连度はディスクや動作環境によって異なる場合があります。 


□ DVD-ROM ドライブ 


巧巧メディア 

読込速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

CD-R 

24 倍速 

CD-RW 

24 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

DVD-R 

8 倍速 

DVD-R DL 

4 倍速 

DVD - 民 W 

8 倍速 

DVD 十 民 

8 倍速 

DVD 十 民 DL 

4 倍速 

DVD+RW 

8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 


□スーパーマルチ ドライブ 

レく ッファーアンダーランエラー 防止 機能 付) 


使巧メディア 

読込速度（最大） 

書込書換速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

- 

CD-R 

24 倍速 

書込： 24 倍速 

CD-RW 

24 倍速 

書換： 10 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

- 

DVD-R 

8 倍速 

書込： 8 倍速 

DVD-R DL 

6 倍速 

書込： 4 倍速 

DVD - 民 W 

8 倍速 

書換： 6 倍速 

DVD 十 民 

8 倍速 

書込： 8 倍速 

DVD+R DL 

6 倍速 

書込： 4 倍速 

DVD+RW 

8 倍速 

書換： 8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 

書換： 5 倍速 

































製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 
第9章仕様一賣/巧術情報 


国際 エネルギースター プログラム 


「国際 エネルギースタープロダラム」は、 長時間電源を入れた状態になりがちなホ フィス 機器 
の消費電力を削減ずるための制度でず。 

国際 エネルギースタープロ ダラム対応 モデルは、 ご購入時の状態で国際 エネルギースタープロ 
ダラムの出荷要件を満たしています。 

ご購入時の主な設定は、次のようになっていまず。 

• 電源オプション 

-ディスプレイの電源を切る：15か 

-コンピューターをスリープ 状態にする （Windows 7 /Windows Vista の場合）： 20分 
• システムスタンバイ （Windows XP の場合）： 20分 
• Wakeup on LAN 機能：無劾 

WakeuponLAN 機能を有効にする方法については、「取りキあい」一「スリープ/休止状態 
(Windows 7 /Windows Vista の場合）」（一 P .123) または「取りキ及い」一「スタンバイ/休止が: 
態 （Windows XP の場合）」（一 P .130) をご覧ください。 
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索引 


記号 

3 G Watcher . 

A 

Adobe Reader . 

B 

BIOS セットアップ 

-起動 . 

—終 f . 

-パスワード . 

C 

Caps Lock ランプ . 

CD/DVD . 

CD / DVD ドライブ仕様 . 

CD / DVD 取り出しボタン.... 

CLEARSURE . 

CPU . 

D 

DC - IN コネ、クタ . 

E 

Easy Backup . 

ExpressCard スロ ット . 

ExpressCard 取り出しボタン 

F 

FeHCa ポート . 

FM-Menu . 

FM キーガード . 

Fujitsu Display Manager .... 

G 

Goocile ツールバー . 


IndicatorU 川 ity 
i - フイルター. 


L 


LAN . 119 

LAN コネクタ . 22 

LAN 着信によるレジューム 

— Windows 7の場合 . 127 

— Windows Vista の場合 . 127 

—Windows XP の場合 . 133 

M 

ME BIOS Extension . 226 

N 

Norton Antivirus . 156,181 

Num Lock ランプ .26 


0 

Office Home & Business 201 0 ... 189, 192 


Office Personal 2007 with 

PowerPoint 2007 ( SP 2). 189,192 

Office Personal 2007 ( SP 2) .…189, 192 

Office Personal 2010 . 189,192 

Office Professional 2007 ( SP 2).. 189, 192 
Office Professional 2010 . 189, 192 

p 

PC 力ードスロット .21,73 

PC 力ード取り出しボタン . 21 

PC 乗換ガイド . 182 

Plugfree NETWORK . 184 

Portshutter .169,181 

R 

Roxio Creator .188 

s 

Scroll Lock ランプ .26 

SD メモリーカード . 85 

SD メモリーカードスロット . 16,85 

Shock Sensor Utility . 184 

SMARTACCESS/Basic .181,192 


Systemwalker Desktop Patrol Lite ....184 


3 

8 


8 


7 14 
9 01 
12 2 


6 0 3 8 1 5 
2 5 9 17 8 
2 .12 




3 9 0 
8 7 2 
1 1 


6 8 8 8 

5 — 

1 — 


3 
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8 s 
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U 


UpdateAdvisor (本体装置） . 162,182 

USB コネクタ . 18, 21,285 

W 

Wakeup on LAN 

— Windows 7 の場合 . 127 

— Windows Vista の場合 . 127 

—Windows XP の場合 . 133 

Windows Live メール . 189 

Windows Update . 159 

WinDVD .188 

あ行 

アクシヨンセンター . 160 

アンインス I ル . 193 

暗号化機能付 HDD . 170 

暗号化機能付フラッシュ 

メモリディスク . 170 

インス I -ル 

- i - フィルター . 192 

— Office 製品 . 192 

- SMARTACCESS/Basic . 192 

-ドライバーズディスク 

検索ツール . 190 

インテル ( R )/ くーチヤライゼーシヨン ■ 

テクノ ロジー . 285 

液晶ディスプレイ . 15,92 

-明るさ変更 . 92 

—お手入れ . 235 

-切り替え . 98,103 

エグゼキュート ■ ディスエーブル ■ 

ビット機能 . 171,285 

お手入れ 

—キー汁 '— r . 235 

—空;令用通風路 . 236 

-ディスプレイ . 235 

-パソコン本体 . 234 

-マウス . 2% 

お手入れナビ . 185 

親指シフトキーボード . 45 

曰ミ設山 

— Windows 7の場合 . 110 

— Windows Vista の場合 . 110 

—Windows XP の場合 . 115 


か行 


解像度 . 94,101 

外部ディスプレイ . 99 

-走査周波数 . 108 

外部ディスプレイコネクタ . 22,284 

拡張版 Intel SpeedStep ( R ) テク ノロ ジー 

( EIST ) . 285 

管理を用パスワード . 214 

キーボード . 16, 42 

—お手入れ . 235 

—テンキーボード . 49 

起動メニュー . 212 

吸気孔 . 21, 22 

休止状態 

— Windows 7の場合 . 123 

— Windows Vista の場合 . 123 

—Windows XP の場合 . 130 

強制取り出し穴 . 19 

国際エネルギースタープログラム... .294 

コネクタのピン配列と信号名 . 284 

コンピューターウイルス . 155 

さ行 

サポートナビ . 182 

ジェスチヤー機能 . 33 

システムメニュー . 204 

指紋センサー . 14,168 

終了メニュー . 213 

詳細メニュー . 205 

状態表示 LED . 15,25 

省電カモード . 141 

省電カユーティリティ . 185 

情報メニュー . 203 

シリアルコネクタ . 22,284 

診断プログラム . 244 

スタンバイ . 130 

スピーカー . 15 

スマートカードスロット . 21 

スマートカードリーダー/ 

ライター . 168 

スリープ . 123 

静音ユーティリティ . 185 

セーフモード . 243 

セキュリティセンター . 161 

セキュリティチップ . 169 

セキュリティボタン..15, 27,136, 167,181 

セキュリティメニュー . 209 

セキュリティランプ . 25 

全画面表示と通常ま示の切り替え . 98 











































































製品ガイド LIFEBOOK E 780 /A 


た行 


ダストカバー . 24 

ディスクアクセスランプ . ％ 

ディスプレイ . 15,92,99 

-明るさ変更 . 92 

—お手入れ . 235 

-切り替え . 98,103 

テンキーボード . 49 

テンキーモード . 48 

電源オフ USB 充電ューティリティ...185 

電源ボタン . 15 

電源ランプ . 25 

盗難防止用ロック取り付け穴 . 18,22 

ドコモコネクシヨンマネージャ . 185 

ドライバーズディスク検索ッール ... 190 

ドライブ構成 . 286 

— Windows 7の場合 . 286 

— Windows Vista の場合 . 290 

—Windows XP の場合 . 290 

取り付け 

-メモリ . 145 

な行 

内蔵バッテリパック . 24 

内蔵モデム . 122 

は行 

ハードディスクデータ消去 . 174,182 

ハードディスクデータ消去 

サービス . 176 

ハードディスクパスワード . 214 

排気孔 . 23 

パスワード （ BIOS ) 

-削除 . 219 

-種類 . 214 

-設定 . 215 

—使っ . 217 

—変更 . 219 

-忘れた場合 . 218 

パスワード （ME BIOS Extension ) '' ' 2% 

バックアップ . 177 

発色数 . 94,101 

バッテリ . 62 

-温度アラーム . 64 

-交換 . 68 

—寿命を延ばす . 67 

バツテリーユーテイリテイ . 185 


バッテリ残量ランプ . 25 

—バッテリの残量を確認する . 65 

バッテリ充電ランプ . 25 

ーバッテリの充電状態を確認する.. 64 

フアイアウオール . 163 

フィッシング詐欺 . 164 

富±通化張機能ューティリティ ..... 185 

富±通モニタユーティリティ . 186 

不正アクセス . 163 

フラットポイント . 16, 30 

-変更する . 41 

-有効にする . 40 

プリンター . 151 

ベイユニット取り外しレバー . 19 

へッドホン■ラインアウト兼用端子.. 21 
一切り替え 

(Windows 7の場合） . 113 

一切り替え 

(Windows Vista の場合） . 113 

一切り替え 

(Windows XP の場合） . 118 

ポインティングデバイス . 30 

ま行 

マイク-ラインイン兼用端子 . 20 

一切り替え 

(Windows 7の場合） . 113 

一切り替え 

(Windows Vista の場合） . 113 

一切り替え 

(Windows XP の場合） . 118 

マウス . 36 

—お手入れ . 238 

—接続 . 37 

-使い方 . 38 

マルチベイ . 18, 70 

マルチモニター機能 . 106 

-設定 . 107 

無線 LAN . 121 

メ ッセージ （ BIOS ) . 221 

メモリ . 145 

-取り付け . 146 

メモリースティックスロット . 16,85 

メモリスロット . 24 

モデムコネクタ . 22 
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や行 


ユーザー用パスワード . 214 

ゆったり設定2 . 186 

ユニット 

-交換 . 71 

ら行 

らくらくズー厶 . 186 

ラッチ . 16 

レンュー公 

— Windows 7の場合 . 126 

— Windows Vista の場合 . に6 

—Windows XP の場合 . 133 

わ行 

ワイヤレスアンテナ . 17 

ワイヤレススイッチ . 18 

ワンタッチボタン . 27 

ワンタッチボタン設定 . 186 
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